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１　　　会計別決算概況

（単位：千円）

区  分

会計別

192,594,412 183,171,243 177,907,841 5,263,402 1,191,705 4,071,697

国民健康保険事業 40,825,647 40,271,379 40,222,590 48,789 0 48,789

（事業勘定） 40,778,651 40,229,044 40,180,255 48,789 0 48,789

（直営診療施設勘定） 46,996 42,335 42,335 0 0 0

後 期 高 齢 者
医 療 事 業

7,835,018 7,893,970 7,804,794 89,176 0 89,176

介 護 保 険 事 業 44,760,015 44,906,101 44,250,441 655,660 0 655,660

（保険事業勘定） 44,571,514 44,724,192 44,068,532 655,660 0 655,660

（介護サービス
事業勘定）

188,501 181,909 181,909 0 0 0

母 子 福 祉 資 金 等
貸 付 事 業

100,511 117,597 79,304 38,293 0 38,293

食肉センター事業 386,277 385,866 385,866 0 0 0

競 輪 事 業 30,624,874 30,595,373 30,131,141 464,232 0 464,232

卸 売 市 場 事 業 6,575,084 6,478,305 6,468,694 9,611 0 9,611

中 小 企 業 勤 労 者
福 祉 共 済 事 業

113,392 108,722 107,327 1,395 0 1,395

駐 車 場 事 業 695,070 689,311 689,311 0 0 0

計 131,915,888 131,446,624 130,139,468 1,307,156 0 1,307,156

324,510,300 314,617,867 308,047,309 6,570,558 1,191,705 5,378,853

翌 年 度 へ の
繰 越 財 源

実質収支

一   般   会   計

特

別

会

計

合  計

予算現額 収入済額 支出済額 差引残額
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２　 　一般会計決算概況前年度比較　

増減額 増減率

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝C

1 歳 入 総 額 183,171,243 186,409,089 △ 3,237,846 △ 1.7 %

2 歳 出 総 額 177,907,841 181,394,869 △ 3,487,028 △ 1.9 %

3
歳 入 歳 出 差 引 額
（ 形 式 収 支 １ － ２ ）

5,263,402 5,014,220 249,182 5.0 %

4 翌年度への繰越財源 1,191,705 623,435 568,270 91.2 %

5 実 質 収 支 （ ３ － ４ ） 4,071,697 4,390,785 △ 319,088 △ 7.3 %

6 財政調整基金積立金 2,100,000 2,200,000 △ 100,000 △ 4.5 %

7 純 繰 越 金 （ ５ － ６ ） 1,971,697 2,190,785 △ 219,088 △ 10.0 %

３　 　市債及び基金の状況
（単位：千円）

令和６年度末
現    在    高

令和５年度末
現    在    高

増減額

169,446,681 178,446,121 △ 8,999,440 △ 5.0 %

102,550,996 106,434,403 △ 3,883,407 △ 3.6 %

18,375,024 17,978,304 396,720 2.2 %
財 政 調 整 基 金 ・ 減 債 基 金
施 設 整 備 基 金

C／B

（単位：千円）

区        分
令和６年度 令和５年度

対前年度比

区        分 増減率

一 般 会 計

 （臨時財政対策債を除く。）
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収入済額 収入済額 増減額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 市 税 65,142,134 35.6 % 65,491,180 35.1 % △ 349,046 △ 0.5 %

2 地 方 譲 与 税 1,068,113 0.6 % 1,061,052 0.6 % 7,061 0.7 %

3 利 子 割 交 付 金 56,642 0.0 % 35,028 0.0 % 21,614 61.7 %

4 配 当 割 交 付 金 750,592 0.4 % 527,511 0.3 % 223,081 42.3 %

5
株 式 等 譲 渡 所 得 割
交 付 金

978,067 0.5 % 527,613 0.3 % 450,454 85.4 %

6 法 人 事 業 税 交 付 金 1,235,982 0.7 % 1,131,997 0.6 % 103,985 9.2 %

7 地 方 消 費 税 交 付 金 11,383,859 6.2 % 10,872,901 5.8 % 510,958 4.7 %

8 ゴルフ場利用税交付金 25,088 0.0 % 27,044 0.0 % △ 1,956 △ 7.2 %

9 環 境 性 能 割 交 付 金 143,535 0.1 % 128,312 0.1 % 15,223 11.9 %

10
国有提供施設等所在市
町 村 助 成 交 付 金

838 0.0 % 796 0.0 % 42 5.3 %

11 地 方 特 例 交 付 金 2,333,633 1.3 % 473,224 0.3 % 1,860,409 393.1 %

12 地 方 交 付 税 23,763,368 13.0 % 20,844,310 11.2 % 2,919,058 14.0 %

13
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

52,242 0.0 % 57,718 0.0 % △ 5,476 △ 9.5 %

14 分 担 金 及 び 負 担 金 845,334 0.5 % 926,230 0.5 % △ 80,896 △ 8.7 %

15 使 用 料 及 び 手 数 料 2,974,429 1.6 % 2,997,720 1.6 % △ 23,291 △ 0.8 %

16 国 庫 支 出 金 35,962,724 19.6 % 39,011,265 20.9 % △ 3,048,541 △ 7.8 %

17 県 支 出 金 13,168,228 7.2 % 12,688,726 6.8 % 479,502 3.8 %

18 財 産 収 入 1,982,271 1.1 % 1,447,066 0.8 % 535,205 37.0 %

19 寄 附 金 1,053,220 0.6 % 1,301,370 0.7 % △ 248,150 △ 19.1 %

20 繰 入 金 4,565,364 2.5 % 2,813,881 1.5 % 1,751,483 62.2 %

21 繰 越 金 2,814,220 1.5 % 2,594,464 1.4 % 219,756 8.5 %

22 諸 収 入 4,167,864 2.3 % 4,001,512 2.2 % 166,352 4.2 %

23 市 債 8,703,496 4.7 % 17,435,300 9.3 % △ 8,731,804 △ 50.1 %

△ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 12,869 0.0 % △ 12,869 皆減

183,171,243 100.0 % 186,409,089 100.0 % △ 3,237,846 △ 1.7 %合    計

４　　　一   般   会   計   歳   入   決   算   前   年   度   比   較

  （単位：千円）

款    名

令和６年度 令和５年度 対前年度比

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ
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支出済額 支出済額 増減額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 議 会 費 712,012 0.4 % 708,189 0.4 % 3,823 0.5 %

2 総 務 費 19,862,729 11.2 % 16,530,116 9.1 % 3,332,613 20.2 %

3 民 生 費 80,724,609 45.4 % 80,623,221 44.4 % 101,388 0.1 %

4 衛 生 費 15,174,576 8.5 % 16,248,072 9.0 % △ 1,073,496 △ 6.6 %

5 労 働 費 292,646 0.1 % 206,507 0.1 % 86,139 41.7 %

6 農 林 水 産 業 費 2,435,953 1.4 % 2,457,448 1.4 % △ 21,495 △ 0.9 %

7 商 工 費 2,320,344 1.3 % 3,103,391 1.7 % △ 783,047 △ 25.2 %

8 土 木 費 12,585,803 7.1 % 12,702,771 7.0 % △ 116,968 △ 0.9 %

9 消 防 費 6,059,103 3.4 % 5,281,234 2.9 % 777,869 14.7 %

10 教 育 費 19,279,324 10.8 % 27,574,381 15.2 % △ 8,295,057 △ 30.1 %

11 災 害 復 旧 費 79,671 0.0 % 19,317 0.0 % 60,354 312.4 %

12 公 債 費 18,381,071 10.4 % 15,916,722 8.8 % 2,464,349 15.5 %

△ 諸 支 出 金 23,500 0.0 % △ 23,500 皆減

177,907,841 100.0 % 181,394,869 100.0 % △ 3,487,028 △ 1.9 %合         計

５　 　一  般   会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較　 　【　目　的　別　】

      （単位：千円）

款         名

令和６年度 令和５年度 対前年度比

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ
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支出済額 支出済額 増減額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 人 件 費 34,550,196 19.4 % 32,073,104 17.6 % 2,477,092 7.7 %

2 物 件 費 23,895,460 13.4 % 23,039,106 12.7 % 856,354 3.7 %

3 維 持 補 修 費 2,195,638 1.2 % 2,058,177 1.1 % 137,461 6.7 %

4 扶 助 費 55,359,240 31.1 % 53,295,934 29.4 % 2,063,306 3.9 %

5 補 助 費 等 16,733,058 9.4 % 17,638,923 9.7 % △ 905,865 △ 5.1 %

6 建 設 事 業 費 11,570,592 6.5 % 21,940,803 12.1 % △ 10,370,211 △ 47.3 %

(1) 普通建設事業費 11,425,900 6.4 % 21,921,486 12.1 % △ 10,495,586 △ 47.9 %

ア 補助事業費 2,823,904 1.6 % 6,207,235 3.4 % △ 3,383,331 △ 54.5 %

イ 単独事業費 8,601,996 4.8 % 15,714,251 8.7 % △ 7,112,255 △ 45.3 %

(2) 災害復旧事業費 144,692 0.1 % 19,317 0.0 % 125,375 649.0 %

7 公 債 費 18,381,071 10.4 % 15,916,406 8.8 % 2,464,665 15.5 %

8 積 立 金 1,951,924 1.1 % 1,931,639 1.1 % 20,285 1.1 %

9 投 資 及 び 出 資 金 1,007,263 0.6 % 950,256 0.5 % 57,007 6.0 %

10 貸 付 金 573,350 0.3 % 708,050 0.4 % △ 134,700 △ 19.0 %

11 繰 出 金 11,690,049 6.6 % 11,842,471 6.6 % △ 152,422 △ 1.3 %

177,907,841 100.0 % 181,394,869 100.0 % △ 3,487,028 △ 1.9 %

（参考）
義 務 的 経 費 108,290,507 60.9 % 101,285,444 55.8 % 7,005,063 6.9 %
（人件費＋扶助費＋公債費）

合         計

６　 　一  般   会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較  【　性　質　別　】

      （単位：千円）

区         分

令和６年度 令和５年度 対前年度比

構成比 構成比 増減率

Ｃ／Ｂ
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支出済額 支出済額 増減額
Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

1 報 酬 3,779,482 2.1 % 4,032,594 2.2 % △ 253,112 △ 6.3 %

2 給 料 13,684,952 7.7 % 13,199,933 7.3 % 485,019 3.7 %

3 職 員 手 当 等 12,122,001 6.8 % 10,264,180 5.7 % 1,857,821 18.1 %

4 共 済 費 5,120,125 2.9 % 4,911,329 2.7 % 208,796 4.3 %

5 災 害 補 償 費 4,715 0.0 % 9,474 0.0 % △ 4,759 △ 50.2 %

6 恩 給 及 び 退 職 年 金 1,771 0.0 % 1,737 0.0 % 34 2.0 %

7 報 償 費 318,718 0.2 % 306,923 0.2 % 11,795 3.8 %

8 旅 費 164,692 0.1 % 187,067 0.1 % △ 22,375 △ 12.0 %

9 交 際 費 3,927 0.0 % 3,737 0.0 % 190 5.1 %

10 需 用 費 6,151,924 3.4 % 5,608,953 3.1 % 542,971 9.7 %

11 役 務 費 852,851 0.5 % 880,971 0.5 % △ 28,120 △ 3.2 %

12 委 託 料 22,932,954 12.9 % 21,519,001 11.9 % 1,413,953 6.6 %

13 使 用 料 及 び 賃 借 料 2,008,859 1.1 % 1,925,738 1.1 % 83,121 4.3 %

14 工 事 請 負 費 6,963,796 3.9 % 16,971,914 9.3 % △ 10,008,118 △ 59.0 %

15 原 材 料 費 20,125 0.0 % 11,428 0.0 % 8,697 76.1 %

16 公 有 財 産 購 入 費 52,626 0.0 % 174,168 0.1 % △ 121,542 △ 69.8 %

17 備 品 購 入 費 708,418 0.4 % 639,392 0.3 % 69,026 10.8 %

18 負担金、補助及び交付金 30,403,148 17.1 % 31,939,684 17.6 % △ 1,536,536 △ 4.8 %

19 扶 助 費 37,841,316 21.3 % 35,599,961 19.6 % 2,241,355 6.3 %

20 貸 付 金 573,350 0.3 % 708,050 0.4 % △ 134,700 △ 19.0 %

21 補償、補塡及び賠償金 167,592 0.1 % 289,031 0.2 % △ 121,439 △ 42.0 %

22 償還金、利子及び割引料 19,316,945 10.9 % 17,414,720 9.6 % 1,902,225 10.9 %

23 投 資 及 び 出 資 金 1,007,263 0.6 % 950,256 0.5 % 57,007 6.0 %

24 積 立 金 1,951,924 1.1 % 1,931,639 1.1 % 20,285 1.1 %

25 寄 附 金 64,300 0.0 % 70,500 0.0 % △ 6,200 △ 8.8 %

26 公 課 費 18 0.0 % 18 0.0 % 0 0.0 %

27 繰 出 金 11,690,049 6.6 % 11,842,471 6.5 % △ 152,422 △ 1.3 %

177,907,841 100.0 % 181,394,869 100.0 % △ 3,487,028 △ 1.9 %

７　 　一  般  会   計   歳   出   決   算   前   年   度   比   較  【　節　別　】

合         計

      （単位：千円）

区         分
令和６年度 令和５年度 対前年度比

構成比 構成比 増減率
Ｃ／Ｂ
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８　 　歳 入 歳 出 決 算 の 総 計 及 び 繰 入 繰 出 金 の 状 況 

　　　会　　計　　名
繰 入 先 の
会 計

決 算 額

千円 千円

183,171,243

計 495,482

国 民 健 康 保 険 事 業 40,271,379 一 般 会 計 3,296,541

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 7,893,970 一 般 会 計 1,598,595

介 護 保 険 事 業 44,906,101 一 般 会 計 6,521,260

母 子 福 祉 資 金 等 貸 付 事 業 117,597 一 般 会 計 661

食 肉 セ ン タ ー 事 業 385,866 一 般 会 計 257,633

競 輪 事 業 30,595,373

卸 売 市 場 事 業 6,478,305

中小企業勤労者福祉共済事業 108,722 一 般 会 計 15,359

駐 車 場 事 業 689,311

計 131,446,624 11,690,049

314,617,867 12,185,531

決 算 額
う ち 繰 入 金

合 計

一 般 会 計

区　　　　分　　
歳 入

介 護 保 険
事　　　　 業
特 別 会 計

149,752

母 子 福 祉
資金等貸付
事　　　　 業
特 別 会 計

23,312

競 輪 事 業
特 別 会 計

200,000

駐車場事業
特 別 会 計

104,939

特

別

会

計

卸売市場事業
特別会計

17,479
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決 算 額

千円 千円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 3,296,541

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 1,598,595

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 6,521,260

母 子 福 祉 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 661

177,907,841 食 肉 セ ン タ ー 事 業 特 別 会 計 257,633

卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 共 済 事 業 特 別 会 計 15,359

計 11,690,049

40,222,590

7,804,794

44,250,441 一 般 会 計 149,752

79,304 一 般 会 計 23,312

385,866

30,131,141 一 般 会 計 200,000

6,468,694 一 般 会 計 17,479

107,327

689,311 一 般 会 計 104,939

130,139,468 495,482

308,047,309 12,185,531

歳 出

決 算 額
う ち 繰 出 金

繰 出 先 の 会 計
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Ⅱ 第７次高松市総合計画 

に係る主要施策の成果 
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（注） 

１ 事業費の記載について 

「施策の概要調書」の事業費及び「主な事務事業の内容一覧」の事業費の合計は、特別会計への繰出金等

を含むため、一致しないことがあります。 

 

２ 行政評価結果に関する記載について 

（１） 「政策の概要調書」の総合評価は、当該年度の行政評価における政策評価の結果を記載しています。 

評価項目 評価内容 

総合評価 
（政策を構成する施策の総合評価の平均得点率） 

Ａ：８０％以上、Ｂ：６０％以上８０％未満、Ｃ：６０％未満 

（２） 「施策の概要調書」の総合評価は、当該年度の行政評価における施策評価の結果を記載しています。 

評価項目 評価内容 

総合評価 
（成果指標の達成度から算定した得点率） 

Ａ：８０％以上、Ｂ：６０％以上８０％未満、Ｃ：６０％未満 

（３） 「主な事務事業の内容一覧」の各事務事業において、成果指標の達成度は、当該年度の目標値に対する

実績値の割合を記載しています。また、総合評価及び今後の方向性については、当該年度の行政評価にお

ける事務事業評価の結果を記載しています。なお、評価の記載がない事務事業（事務事業名の前に「（評

価対象外）」と記載している事業）は、内部事務や裁量の余地のない事業など一定の要件により事務事業

評価の対象外となったものです。 

 

３ 市民満足度調査結果に関する記載について 

「政策の概要調書」及び「施策の概要調書」における市民満足度調査結果については、当該年度の市民満足

度調査結果から、各施策に対する「満足」と「やや満足」を合わせた「満足度」、「やや不満」と「不満」を合

わせた「不満度」及び「重要」と「やや重要」を合わせた「重要度」を記載しています。 

  （参考）施策全体の満足度２７．６％、施策全体の不満度２０．４％ 

 

４ その他 

  第１期高松まちづくりプランの計画期間は、令和６年度～８年度であるため、各施策の成果指標についても、

５年度以前及び９年度については、設定がありません。 

評価項目 評価内容 

総合評価 
（成果指標達成度、妥当性、有効性、効率性を得点化した得点率） 

Ａ：８０％以上、Ｂ：６０％以上８０％未満、Ｃ：６０％未満 

今後の方向性 拡充、継続、改善、縮小、統合、完了、休止、廃止 
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１　まちづくりの目標別総括表

　目指すべき都市像

１

２

３ 魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

４

５

６

8,682,838千円

85,592,658千円

10,968,214千円

13,599,604千円

13,785,870千円

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

「人がつどい　未来に躍動する　世界都市・高松」

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

安全・安心に暮らせるまち

308,047,309千円

175,418,125千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

子どもが健やかに生まれ育つ
社会の形成

子育て支援の充実 29,244,753千円

30,262,390千円 子どもの成長への支援 1,017,637千円

支え合う福祉社会の形成 地域共生社会の構築 6,079,850千円

142,241,678千円 高齢者福祉の充実 2,413,030千円

障がい者福祉の充実 14,894,013千円

生活におけるセーフティネットの
確保

118,854,785千円

心身ともに健康に暮らせる社
会の実現

健康づくりの推進 688,279千円

2,914,057千円 医療体制の充実 2,225,778千円

175,418,125千円

 １　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

個性を伸ばし、一人ひとりが
輝く教育の充実

学校教育の充実 4,564,310千円

9,975,659千円 学びを支援する教育環境の充実 5,411,349千円

生涯にわたり学べる社会の実
現

家庭・地域の教育力の向上 46,886千円

746,092千円 生涯学習の推進 699,206千円

多様性を尊重する社会の確立 人権尊重・平和意識の普及・高揚 184,125千円

246,463千円 誰もが活躍できる環境の形成 62,338千円

 ２　人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

10,968,214千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

人と活力であふれる産業の振
興

商工業の振興 816,526千円

9,883,859千円 農林水産業の振興 8,762,565千円

就業環境の充実 304,768千円

地域活力の創造 高松ブランドの向上 324,859千円

1,002,187千円 観光振興と交流の推進 643,732千円

定住人口の拡大 33,596千円

文化芸術・スポーツの振興 文化芸術の創造と継承 1,626,381千円

2,713,558千円 スポーツの振興 1,087,177千円

 ３　魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

13,599,604千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

災害・パンデミックに強い社
会の形成

防災・減災対策の充実 1,175,885千円

3,042,034千円 健康危機への対応力の強化 1,866,149千円

安全・安心が守られる社会環
境の充実

消防・救急体制の充実 1,612,790千円

2,640,625千円 安全・安心な暮らしの確保 232,497千円

生活衛生の向上 795,338千円

暮らしを支える生活環境の向
上

居住環境の充実 749,151千円

8,103,211千円 道路・橋りょうの整備 2,370,701千円

景観形成の推進 565,433千円

汚水対策の推進 4,417,926千円

 ４　安全・安心に暮らせるまち

13,785,870千円
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

機能性の高い都市空間の形成 コンパクトシティの推進 35,171千円

528,674千円 中心市街地の活性化 493,503千円

交流・連携を支える都市交通
の充実

地域交通ネットワークの充実 1,911,272千円

2,728,935千円 広域交通ネットワークの充実 817,663千円

環境と共生する脱炭素社会の
実現

ゼロカーボンシティの実現 45,732千円

5,425,229千円 循環型社会の形成 5,379,497千円

8,682,838千円

 ５　都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち
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（まちづくりの目標）

（政　策） （施　策）

地域社会を支える連携・協働
の推進

地域コミュニティの自立・活性化 1,188,911千円

1,374,476千円 参画・協働の推進 169,011千円

離島の振興 15,739千円

連携の推進 815千円

自立的で推進力のある行財政
運営の確立

スマートシティの推進 1,236,600千円

84,218,182千円 行財政運営の基盤強化 82,981,582千円

 ６　さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

85,592,658千円
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(１) 誰もが自分らしく

健やかに暮らせるまち
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

て、子どもの心身の健全な成長を促進します。

子育て支援の充実 88%

96%

Ａ

Ａ

Ａ92%

　子どもの発達段階に応じた健康管理、適切な食事、遊び等の生活習慣の定着への支援を通じ
での環境整備を推進し、幼児教育・保育サービスの充実を図ります。

援を行う団体等とも連携しながら、地域の中で安心して生活できる居場所の確保や見守り体制の
　様々な困難を抱えた家庭の子どもや親が孤立しないよう、地域コミュニティ協議会や子育て支

　待機児童を解消し、多様化する幼児教育と保育ニーズに対応できるよう、ハード・ソフト両面

ついての悩みや困りごとを身近な地域で気軽に相談できる機会を創出することで、安心して子育
てができる環境を整えます。

　妊娠期・出産期から子育て期まで切れ目なく、母子の心身の健康を保つための支援と子育てに

充実を図ります。

子どもの成長への支援

子育て支援の充実 23.5%

24.7%子どもの成長への支援

20%

20.9%

76.7%

76.5%

令和 年度6

24.1% 20.5% 76.6%
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R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
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3
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R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0
20
40
60
80
100
120

施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 0
0 0 99.9

0 0 0 0 0 0
0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 100 100 100 0
0 0 0 0 99.9 0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

千円29,244,753 Ａ 23.5% 20.0% 76.7%Ａ

健康福祉局

健康福祉局

　市内の子ども及びその保護者 　安心して子どもを産み育てることができるように、妊
娠期からの切れ目のない子育て支援や多様な市民ニーズ
に対応した子育て環境の充実を推進する。

　妊産婦への健康診査や親子の健康相談など、妊娠期から子育て期までの切れ目のない包括的な支
援や地域の身近な場所で子育て中の親子が集うことのできる居場所の整備により、妊娠・出産・育
児等に対する不安の解消につながった。
　また、待機児童の解消や保育サービスの充実、放課後児童クラブの拡充等に取り組むことによ
り、子育てと仕事の両立支援を推進することができた。

　「令和６年版こども白書」（こども家庭庁）によれば、理想子ども数を持たない理由として、
経済的負担や仕事への影響が指摘されており、国・県・企業等と連携を図りながら、仕事と子育
てが両立できる環境整備を推進していくことが求められている。

　令和７年３月に策定した高松市こども計画に基づき、各種施策に取り組むことで、妊娠期から
の切れ目のない子育て支援や多様な市民ニーズに対応した子育て環境の充実を推進する。

産後２か月までの産婦・乳児に対する相談支
援率

　こんにちは赤ちゃん訪問事業により、生後
間もない乳児がいる家庭を助産師や保健師が
家庭訪問し相談支援を実施した。未把握者に
対しては、電話や封書による通知等で生活状
況の把握に努め、ほぼ目標を達成することが
できた。

99.9%

実績R6

％99.9

目標R6

％100

％

保育施設等の待機児童数

　第２期高松市子ども・子育て支援推進計画
に基づき、保育士確保対策に取り組み保育施
設等の受入枠の確保に努めたものの、地域ご
との需要に偏りがあることなどから、目標を
達成することができなかった。

実績R6

人3

目標R6

人0

人

％ ％

人 人

75.0%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
子育て支援課

　児童厚生施設に関し、適正な施設管理と運営を行うことにより、子ども
が安全・安心に遊べる場を提供し、子どもの健全育成に寄与した。

　利用者数　３８，７０２人

　なお、児童厚生施設のＷｉ－Ｆｉ導入に当たり、仕様内容の検討に日時
を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、翌年度
に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３３４，０００円）

（評価対象外）児童厚
生施設管理運営事業

1 千円62,225

千円62,065

健康福祉局

継続

％ 55 71.5

健康づくり推進課

　生殖補助医療に係る医療費に対し、本市独自の助成事業「高松市こうの
とり応援事業」を実施したほか、新たに保険適用外の不育症治療費や検査
費への助成事業を開始したことにより、子どもを持とうとする夫婦の経済
的負担の軽減に寄与した。

不妊治療支援事業

2

76.9%申請者アンケートで経済負担が減り助かると答えた割合

千円26,329
＜重点取組＞

千円6,132

78%

Ｂ

健康福祉局
こども家庭課

　高校生年代までの児童を養育している父又は母等に「児童手当」を支給
したことにより、家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の
社会を担う児童の健やかな成長に貢献した。

　受給者数 ３３，３３７人
　支給額 ６，６９０，０００千円
　支給事務費 ８９，９５５千円

（評価対象外）児童手
当等支給事業

3 千円6,779,955

千円900,478

健康福祉局

拡充

％ 79.2 90

健康づくり推進課

　各総合センター等に設置している「こども家庭センター」に母子保健
コーディネーターを配置し、妊娠届出時の面接や相談の充実などに取り組
んだ結果、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援につなげることが
できた。
　また、関係機関等との連携及び協力体制を強化するための「子育て世代
包括支援ネットワーク会議」を開催し、更なる連携強化に取り組んだ。

妊娠期からの子育て世
代包括支援事業

4

88.0%ハイリスク妊婦支援率

千円183,270
＜重点取組＞

千円48,937

88%

Ａ

健康福祉局

継続
こども家庭課

　１８歳の年度末までの子どもを対象に保険診療に係る高額療養費までの
自己負担分を助成することにより、子どもの健康増進と対象世帯の経済的
負担の軽減に寄与できた。

　受給者数（月平均）　乳幼児　１９，２９２人
小学生　２０，６４７人
中学生　　９，９１８人
高校生　　９，６３５人

　支給額 ２，３０１，２３５千円

　なお、保険診療の自己負担分を助成する事業であるため、成果指標の設
定は困難である。

子ども医療費助成事業

5

成果指標設定なし

千円2,381,978

千円1,752,922

87%

Ａ

-25-



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
こども家庭課

　１８歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童（政令で定める程度
の障害の状態にある児童は２０歳未満）を養育しているひとり親家庭の父
又は母等に、「児童扶養手当」を支給したことにより、ひとり親家庭の生
活の安定及び自立の促進に寄与した。

　受給者数 ３，０５１人
　支給額 １，６６８，００９千円
　支給事務費 １６，５４７千円

（評価対象外）児童扶
養手当支給事業

6 千円1,684,556

千円1,125,043

健康福祉局

継続
こども家庭課

　ひとり親家庭等を対象に、保険診療に係る高額療養費限度額までの自己
負担分を助成することにより、子どもの健康増進と対象世帯の経済的負担
の軽減に寄与できた。

　年間支給件数　１３７，８７０件
　年間助成額　　４２１，０４２千円

　なお、保険診療の自己負担分を助成する事業であるため、成果指標の設
定は困難である。

ひとり親家庭等医療費
助成事業

7

成果指標設定なし

千円431,947

千円236,595

87%

Ａ

健康福祉局

継続

件 424 510

健康づくり推進課

　子どもの健全育成を推進するため、未熟児養育医療、育成医療、小児慢
性特定疾病医療に係る医療費の公費負担を行い、患者家族の医療費負担の
軽減に寄与した。

各種医療給付事業

8

83.1%各事業の支給認定（決定）件数

千円125,108

千円58,019

78%

Ｂ

健康福祉局
子育て支援課

　健やか子ども基金を適切に管理し、活用することにより、子育て家庭が
安心して子どもを産み育てられる環境整備につながった。

　基金を用いた令和６年度の事業
・風しん予防接種補助事業
・おたふくかぜ・三種混合任意予防接種助成事業
・産後ケア交通費の補助事業
・不妊治療支援事業（高松市こうのとり応援事業）
・児童福祉団体等支援事業

（評価対象外）健やか
子ども基金管理事務

9 千円57

健康福祉局

継続

人 13,268 9,500

健康づくり推進課

　妊娠期には保健師等の専門職による、はじめてのパパママ教室や多胎妊
婦対象のさくらんぼ教室を開催し、沐浴や着替えの体験、講義や相談によ
り、育児に必要な知識や育児支援の情報提供などを行った。
　また、乳幼児期にも保健師等の専門職による４か月児相談、ことば相
談、ひまわり個別相談、のびのび教室等を実施し、子育て中の悩みや不安
を聴き、子どもとの関わり方のアドバイスや子育て支援情報の提供などを
行い、育児の不安感・負担感の軽減に寄与した。

母子健康相談事業

10

139.7%各事業参加者数

千円10,628

千円10,628

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 9,860 9,978

こども保育教育課

　多子世帯に対し、保育料等を減免することにより、子育て世帯の経済的
負担を軽減し、子育て環境が向上した。

多子世帯保育料等減免
事業

11

98.8%入所者数

100%

Ａ

健康福祉局
こども家庭課

　物価高騰で厳しい状況にある低所得のひとり親世帯に給付金を支給する
ことで生活の負担軽減に寄与した。

　支給者数　　３，２５０人
　支給額　　９８，９００千円
　支給事務費　３，４０８千円

　なお、申請期間の延長により、年度内に事業の完了が不可能となったた
め、事業を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２２，０６９，０００円）

（評価対象外）香川県
ひとり親世帯生活支援
特別給付金支給事業

12 千円102,308

健康福祉局

96.5%

継続

％ 99.9 100

健康づくり推進課

　生後間もない乳児がいる家庭を助産師や保健師が訪問し、専門的な立場
から様々な悩みを聴き、子育てに関する情報の提供、母子の養育環境等の
把握や助言、育児支援を行った。
　助産師・保健師のきめ細やかな支援や情報提供等により、産婦の不安や
負担の軽減につなげることができた。

こんにちは赤ちゃん事
業（新生児訪問指導）

13

99.9%母子の状況把握率

10096.5訪問実施率

千円27,242

千円13,992

95%

Ａ

％

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等に、母子福祉資金等を貸し付けることにより、対
象世帯の経済的自立と生活意欲の向上や児童の福祉の増進につながった。
　令和４年度母子福祉資金特別会計決算余剰金の基準額超過分を国に返還
した。

　貸付件数 ６件
　貸付金額 ３，６０１千円
　貸付事務費 ６６１千円
　国庫償還金　　５１，７３０千円
　一般会計繰出金２３，３１２千円

（評価対象外）母子福
祉資金等貸付事業

14 千円79,304

健康福祉局

継続

件 881 900

こども家庭課

　母子・父子自立支援員３人を配置し、ひとり親家庭の自立に関する相談
に応じ、必要な情報提供及び指導を行い、ひとり親家庭の自立に寄与し
た。

ひとり親家庭自立支援
事業

15

97.9%母子自立支援相談解決件数

千円15,240

千円14,368

92%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
こども女性相談課

　専門の相談員が養育に不安をもつ保護者等に助言を行うとともに、適切
な窓口や専門機関を紹介することができた。

　年間相談件数　１３６件

（評価対象外）子育て
相談事業

16 千円4,896

千円4,896

健康福祉局

39.0%

改善

件 36 82

こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等を対象とした親子交流支援事業を委託することに
より実施した。
　また、疾病や就職活動のため一時的に生活援助が必要となった場合に、
家庭生活支援員を派遣し、家事等のサービスを一時的に提供するひとり親
家庭等日常生活支援事業を実施したほか、養育費確保支援事業を実施する
ことにより、ひとり親家庭の生活の安定を促進することにつながった。

母子家庭等就業・自立
支援事業

17

43.9%債務名義取得促進事業補助件数

21885家庭生活支援員派遣回数

千円2,551

千円1,270

53%

Ｃ

回

健康福祉局
こども家庭課

　ひとり親家庭の父母等に対し、看護師等の資格取得を目的として養成機
関で修業する場合に支給する高等職業訓練促進給付金（修業期間修了時に
は修了支援給付金）、就職に役立つ技術を取得するための通信教育受講や
専門学校への通学など、教育訓練施設等に支払った経費の一部を支給する
自立支援教育訓練給付金の給付を行ったことにより、ひとり親家庭の父母
の主体的な能力開発を支援した。

　高等職業訓練促進給付金　　支給人数２１人、支給額２３，５５２千円
　高等職業訓練修了支援給付金　支給人数８人、支給額３２５千円
　自立支援教育訓練給付金 支給人数９人、支給額５９１千円

（評価対象外）母子家
庭等自立支援給付金事
業

18 千円24,468

千円6,118

健康福祉局

81.2%

継続

人 76 130

子育て支援課

　子育てハンドブックの発行、らっこネットの運営などによる子育て支援
情報発信のほか、こども未来ネットワーク会議の開催等による子育てに関
するネットワークづくりを推進したことにより、地域ぐるみでの効果的な
子育て支援につながった。

子育て支援対策推進事
業

19

58.5%ネットワーク会議参加者総数

70,00056,806らっこネットアクセス件数

千円18,747

千円16,737

70%

Ｂ

件

健康福祉局
こども女性相談課

　保護者が病気、仕事、育児疲れなどで、一時的に養育が困難となった場
合に、児童養護施設等で児童を一時的に養育・保護することにより、児童
やその家庭の福祉の向上に寄与した。

　実人数　　２６人
　延日数　２５５人／日

（評価対象外）子育て
短期支援事業

20 千円1,427

千円583
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 37,935 34,548

子育て支援課

　地域の子育て支援拠点を開設し、親子が気軽に集い、相互に交流するた
めの場を提供することにより、子育て家庭が抱える育児への不安・負担
感、閉塞感を和らげ、安心して子育て・子育ちができる環境の整備につな
がった。

　実施箇所数　委託１１箇所、直営２箇所

地域子育て支援拠点事
業（子育て支援課分）

21

109.8%利用者数（子ども）

千円152,364

千円46,817

98%

Ａ

健康福祉局

改善

件 27 70

こども家庭課

　ひとり親家庭の父母 離婚前を含む を対象に、各人の状況に応じた自立( )
支援プログラムを策定したほか、本庁舎２階ハローワーク高松・ジョブ
コーナーとの連携により、職業紹介や求人情報の提供などを行うことによ
り、きめ細やかで継続的な就労支援につながった。

ひとり親家庭無料職業
紹介事業

22

38.6%自立支援プログラム策定件数

千円7,603

千円6,701

50%

Ｃ

健康福祉局

継続

人 20,288 22,827

こども保育教育課

　保育所等を拠点として、育児・保育に関する専門的知識・経験を有する
保育士としての能力を活用し、子育て中の親子の支援を実施したことによ
り、子育て家庭の育児不安の解消に寄与した。

地域子育て支援拠点事
業（こども保育教育課
分）

23

88.9%利用者数（子ども）

千円157,698

千円51,094

88%

Ａ

健康福祉局

継続

時間 1,206 1,756

こども家庭課

　生後６か月から小学校６年生までの子どもを養育するひとり親家庭を対
象に、たかまつファミリー・サポート・センターの利用料金の一部を助成
することにより、ひとり親家庭の父母等の育児の負担軽減に寄与した。
　また、ひとり親家庭の子どもの心身の健全な発達に寄与する事業を実施
する民間団体に対し、補助金を交付した。
　ひとり親家庭への情報提供や交流促進を行うことにより、ひとり親家庭
の福祉の増進に寄与した。

　補助金交付団体 ２団体
　補助金額 ２９３千円

ひとり親家庭子育て支
援事業

24

68.7%利用時間数

千円804

千円511

76%

Ｂ

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　保育士の確保を図るため、国の補助制度を活用し保育士宿舎借上げ支援
事業及び保育所等におけるＩＣＴ化推進等事業と、市独自の潜在保育士就
職一時金交付事業の実施により、保育施設等の受入枠の確保や保育の質の
向上が図られた。

保育士確保対策事業

25

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円58,452
＜重点取組＞

千円29,210

98%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　保育支援者等の配置に係る経費や使用済み紙おむつを施設内で処分する
費用等を補助等することで、保育士の負担軽減や保育環境の衛生的リスク
が低減される等、保育水準及び入所児童の福祉の向上に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である性被害防止対策に係る設備等支援事
業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３，９８５，０００円）

私立保育所運営支援事
業

26

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円103,005

千円65,964

96%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　認可外保育施設に対して補助を実施したことにより、施設の保育水準及
び入所児童の福祉の向上に一定の効果があったほか、施設に入所している
第２子以降の児童の保護者に対して補助を実施したことにより、子育てに
係る経済的負担の軽減につながった。

認可外保育施設支援事
業

27

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円51,897

千円51,897

94%

Ａ

健康福祉局

継続

人 7,479 9,141

子育て支援課

　児童が病気等のため、集団で保育することや家庭で育児することが困難
な場合に、一時的に病児保育施設で保育することにより、保護者の子育て
と仕事の両立支援やワーク・ライフ・バランスの推進など、安心して子育
てができる環境の整備につながった。また、病児保育実施事業者と本市に
共通のシステムを導入し、利用者の利便性の向上、実施事業者スタッフ及
び本市の事務負担の軽減による業務の効率化、病児保育業務の安全性及び
資質の向上等の成果が得られた。

　なお、前年度からの繰越事業である性被害防止対策に係る設備等支援事
業費補助金については、事業者から交付申請がなかったことにより、未執
行となった。
（令和５年度繰越明許事業費：０円）

病児保育事業

28

81.8%病児・病後児保育事業利用者数

千円138,218

千円45,244

88%

Ａ

健康福祉局

拡充

％ 97.6 98.6

子育て支援課

　就労等により、昼間、保護者が家庭にいない児童に対して、放課後の安
全な居場所を提供するとともに、保護者が安心して就労できる環境を整え
たことにより、子育てと仕事の両立支援に貢献した。

　なお、放課後児童クラブのＷｉ－Ｆｉ導入に当たり、仕様内容の検討に
日時を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、翌
年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１２，７０６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松市保育所等における性被害防止
対策に係る設備等支援事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：６３４，０００円）

放課後児童クラブ事業

29

99.0%放課後児童クラブ入会率

千円1,453,211

千円415,628

92%

Ａ

健康福祉局

100.0%

継続

人 1,233 1,233

施設対策室

　公立幼稚園の大規模修繕を実施したことにより、教育環境が向上した。

　なお、田井・大町幼保一体化施設整備等において、予定していた支払時
期が延期されたことなどにより、年度内に事業の完了が不可能となったた
め、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４３９，７１７，０００円）

保育所・幼稚園等施設
整備事業

30

100.0%認定こども園対象児童数

1,4841,484大規模修繕実施施設対象児童数

千円557,095

千円61,185

100%

Ａ

人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

104.8%

継続

件 8,095 10,102

子育て支援課

　地域において育児の援助を受けたい人と援助したい人がファミリー・サ
ポート・センターの会員となり、相互に助け合うことにより、仕事と育児
が両立できる環境を整備し、子育て家庭への支援に貢献した。

ファミリー・サポー
ト・センター事業

31

80.1%ファミリー・サポート・センター事業利用件数

2,5002,619ファミリー・サポート・センター登録会員数

千円12,875

千円3,854

89%

Ａ

人

健康福祉局
施設対策室

　児童福祉施設最低基準等に基づき、市立保育所・こども園の維持管理を
適正に行うとともに、安全で快適な保育環境を整えたことにより、保育し
ている乳幼児の健やかな育成に寄与した。

（評価対象外）公立保
育所等管理事業

32 千円197,974

千円196,672

健康福祉局
運営支援室

　児童福祉施設最低基準等に基づき、市立保育所・こども園の維持管理を
適正に行うとともに、安全で快適な保育環境を整えたことにより、保育し
ている乳幼児の健やかな育成に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である保育所等における性被害防止対策に
係る設備等支援事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３，１１９，５３４円）

（評価対象外）公立保
育所等運営事業

33 千円2,418,860

千円1,916,003

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　子ども・子育て支援新制度に移行している私立幼稚園に対して、子ど
も・子育て支援法の規定に基づき定める公定価格を施設型給付として給付
することにより、私立幼稚園の適正かつ円滑な運営を助長し、就学前教育
の充実につながった。

私立幼稚園施設型給付
事業

34

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円895,636

千円262,883

94%

Ａ

健康福祉局
運営支援室

　幼稚園設置基準等に基づき、市立幼稚園の維持管理を適正に行うことに
より、保育している幼児の心身ともに健やかな成長に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である保育所等における性被害防止対策に
係る設備等支援事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：７４４，９７５円）

（評価対象外）幼稚園
管理運営等事業

35 千円263,240

千円245,395
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　延長保育や一時預かり等の特別保育を実施することで、私立保育所等の
子育て支援事業の充実及び未就学児を育てる保護者の子育てと仕事の両立
に寄与した。

特別保育事業

36

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円274,158

千円180,532

94%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　幼稚園児等の保護者の経済的負担を軽減することにより、公・私立幼稚
園間の費用負担における格差を是正し、子育て環境が向上した。

施設等利用給付事業

37

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円500,275

千円124,781

100%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 99.97 100

こども保育教育課

　私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所に対して、子ど
も・子育て支援法の規定に基づき定める公定価格を施設型給付として給付
することにより、私立保育所等の適正かつ円滑な運営を助長し、教育・保
育の充実につながった。

子どものための教育・
保育給付事業

38

100.0%待機児童とならなかった人の割合（４月１日現在）

千円10,038,491

千円2,415,625

94%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95.5 97 97 0
0 0 96.2

0 0 83.4 86.7 90 0
0 0 77.4

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 95.5 97 97 0
0 0 0 0 96.2 0 0 0

0 0 83.4 86.7 90 0
0 0 0 0 77.4 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

千円1,017,637 Ａ

、教育局

24.7% 20.9% 76.5%Ａ

健康福祉局、教育局

健康福祉局

　市内の子ども及びその保護者 　全ての子どもが、子どもらしく、健やかに成長するこ
とができるように、子どもの発達段階に応じた心身の成
長への支援や包括的な相談支援、社会全体での見守りを
推進する。

　乳幼児に対する健康診査の実施や、教育・保育施設への芸術士やスポーツ士の派遣、子ども食堂
などの子どもの居場所の整備等により、子どもの発達段階に応じた心身の成長への支援を推進する
ことができた。
　また、児童相談体制の充実強化や地域における子どもの見守り体制の構築、発達障がいがある子
どもや医療的ケアを必要とする子どもの教育・保育施設の受入体制の充実等により、配慮を要する
子どもへの支援を推進することができた。

　子どもの健やかな学びを支援するため、子ども一人一人の発達段階に応じた質の高い教育・保
育を安定的に提供することが必要である。
　また、地域ぐるみでの子育て支援の充実が求められていることから、様々な形態や種類の子育
て支援団体との相互交流やネットワークづくり、連携強化などが必要である。

　令和７年３月に策定した高松市こども計画に基づき、各種施策に取り組むことで、子どもの発
達段階に応じた心身の成長への支援や包括的な相談支援、社会全体での見守りを推進する。

１歳６か月児健康診査の受診率

　新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着
き、従来の集団健診で実施した。日程変更の
ＷＥＢ予約を導入し、利便性の向上を図った
ことや未受診者に対して家庭訪問等での受診
勧奨を実施することで、目標を達成すること
ができた。

100.7%

実績R6

％96.2

目標R6

％95.5

％

身近に子育ての相談ができるところがあると
感じている市民の割合

　様々な機会を通じて子育ての相談ができる
機関等の周知を行ったが、目標達成には至ら
なかった。

92.8%

実績R6

％77.4

目標R6

％83.4

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
健康づくり推進課

　妊婦健康診査、１か月児・乳児健康診査、妊産婦・幼児歯科健康診査の
助成を行うことにより、必要な時期に健康診査を受けることができ、健や
かな妊娠出産に寄与した。
　また、新生児に対する聴覚検査の助成を行うことにより、新生児の聴覚
異常について、早期の発見と支援につなげることができた。

（評価対象外）妊婦・
乳児及び歯科健康診査
事業

1 千円328,794

千円326,632

健康福祉局

継続

％ 96.938 100

こども保育教育課

　芸術士と派遣先である保育所・こども園及び幼稚園児童が協同し、継続
して創作活動を実施したことにより、児童が持っている感性や創造力を伸
ばすことができた。
　
　派遣実績　派遣施設数９８施設、派遣回数１，５４１回

保育所・幼稚園等への
芸術士派遣事業

2

96.9%芸術士派遣事業実施施設の満足度

千円34,877

千円34,877

92%

Ａ

健康福祉局

91.0%

継続

％ 85 100

子育て支援課

　地域子育て支援拠点事業実施団体と協働して、中学生を対象に、乳幼児
や保護者との出会い・ふれあい・交流の場を提供し、赤ちゃんとの関わり
方等の学習、抱き方及び遊び方等の体験学習を行うことで、次代の親とな
る子どもの豊かな人間性の育成に寄与した。

年長児童の赤ちゃん出
会い・ふれあい交流事
業

3

85.0%ライフデザインを考えるきっかけとなった生徒の割合

10091乳幼児に関心を持つようになった生徒の割合

千円2,744

千円915

90%

Ａ

％

健康福祉局
健康づくり推進課

　幼児健康診査時の保健師や臨床心理士、言語聴覚士等の専門職による個
別相談や、保育士による子どもとの具体的な関わり方のアドバイス、子育
て支援情報の提供等により、子どもの発育・発達や育児に対する不安や負
担を軽減することができた。

（評価対象外）幼児健
康診査事業

4 千円37,979

千円37,224

健康福祉局

継続

人 8,750 4,100

こども未来館

　子どもの夢や想像力を育むような、魅力あるイベントプログラムを提供
することにより、子どもを中心とした幅広い世代の人々が来館し、世代間
交流の場として、また、子どもの遊び・体験・学びの場として貢献した。

こども未来館わくわく
体験事業

5

213.4%わくわく体験事業参加者数

千円2,018

千円1,818

100%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 108,278 75,000

こども未来館

　みんなのひろば・プレイルームを子どもと保護者が共に育ち合う場とし
て、また、保護者同士の交流や情報交換の場として、子どもと保護者の居
場所を提供したことにより、子育て支援に貢献した。

子ども・子育て支援事
業

6

144.4%みんなのひろば・プレイルーム利用者数

千円33,321

千円29,321

100%

Ａ

健康福祉局

継続

人 4,853 4,000

こども未来館

　こども未来館の施設を活用した体験的な学習活動を通じて、子どもの想
像力（創造力）や探求心を育むことにより、健やかな成長への支援に寄与
した。
　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の小学校１１校を含む小・中学校６４校
について、こども未来館学習を実施したことにより、好評を得た。

こども未来館学習体験
事業

7

121.3%こども未来館学習参加延べ人数

千円41,674

千円38,240

98%

Ａ

健康福祉局
こども未来館

　こども未来館施設の保守点検、施設総合管理業務、機械警備業務、清掃
業務等を実施し、適正な施設管理を行った。

（評価対象外）こども
未来館管理運営事業

8 千円64,205

千円63,537

健康福祉局

95.0%

拡充

人 32,105 31,600

子育て支援課

　児童の安全・安心な活動場所を確保し、学習や様々な体験・交流活動の
機会を提供することにより、児童の健全育成に寄与した。
　
　実施校区　３５校区

放課後子ども教室事業

9

101.6%参加児童数

2,7002,566登録児童数

千円17,291

千円11,539

88%

Ａ

人

健康福祉局

88.5%

継続

箇所 36 35

子育て支援課

　子どもに無料又は安価で温かく栄養バランスの取れた食事を提供すると
ともに、地域住民とのつながりの強化や学習・生活習慣についての支援も
行う子ども食堂に対して、開設や運営に係る費用の一部を補助することな
どにより、子どもの孤食を防止するほか、安らげる場所を提供することが
できた。
　また、子ども食堂ネットワーク及びフードパントリーの実施を通じて、
支援に結びつけるつながりの場を提供することができた。

子ども食堂等支援事業

10

102.9%子ども食堂箇所数

2623たかまつ子ども食堂ネットワーク参加団体数

千円12,943

千円4,322

94%

Ａ

団体
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 92.8 95

中央図書館

　４か月児相談時などに、ブックスタートパック（絵本・ブックリスト・
図書館案内）を配布したことにより、子育て支援と子どもの読書活動の推
進につながった。

ブックスタート事業

11

97.7%ブックスタートパック配布率

千円2,011

千円411

96%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 96.2 100

運営支援室

　スポーツ士を市内の保育施設に派遣し、園児との運動遊びや保育教育士
等を対象とした実技指導研修、親子運動教室の実施などに取り組むこと
で、より質の高い保育の提供と、児童の運動習慣の定着や体力向上に寄与
した。

スポーツ士派遣事業

12

96.2%児童の運動習慣の形成につながったと感じた割合

千円481
＜重点取組＞

千円481

92%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 100 100

運営支援室

　市立保育所、こども園及び市立幼稚園に支援員を配置し、関係機関と連
携をしながら早期に対応することにより、支援を必要とする乳幼児一人一
人のニーズに応じた教育・保育環境を提供することができた。

発達障がい児等支援事
業（運営支援室分）

13

100.0%発達障がい児等支援員配置率

千円323,893

千円283,942

96%

Ａ

健康福祉局
こども女性相談課

　社会問題となっている児童虐待の増加を防ぎ、減少させるために、養育
に不安のある保護者に対し、家庭訪問や電話対応など、問題解決に向けて
積極的に活動できた。

　子ども家庭支援員及び家庭相談員　計８人（令和６年４月１日現在）
　相談日時　月曜日～金曜日　８時３０分～１７時
　相談対応件数　１，４０４件（延べ相談対応件数１８，４２４件）

（評価対象外）児童家
庭相談事業

14 千円21,730

千円4,323

健康福祉局
こども女性相談課

　保健上必要があるにもかかわらず、生活保護世帯及び市県民税非課税世
帯の経済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦に対し
て、助産を援助することができた。

　年間利用件数　１４件

（評価対象外）助産施
設運営事業

15 千円7,041

千円3,228
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
こども女性相談課

　社会問題となっている児童虐待の増加を防ぎ、減少させるために必要な
事業であり、予防のための各種啓発活動、具体的事例の解決のためのケー
ス会議、関係機関を対象とした講演の実施などを積極的に行った。
　また、通告のあった児童の支援に係る進行管理を確実に行うことができ
た。
　
　高松市児童対策協議会
　・代表者会議　　　　　　１回
　・実務者会議　　　　　１４回（情報交換会を含む）
　・個別ケース検討会　１２１回

（評価対象外）要保護
児童対策事業

16 千円9,160

千円4,385

健康福祉局
こども女性相談課

　配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護す
べき児童を入所させて、これらの者を保護し、自立促進のための生活支援
を行った。

　令和７年３月１日現在の入所状況　６世帯１３人（実入所世帯・入所者
数）
　
　なお、前年度からの繰越事業である国の補正予算事業（保育所等におけ
る性被害防止対策に係る設備等支援事業）については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：８３，０５０円）

（評価対象外）母子生
活支援施設運営事業

17 千円24,537

千円14,921

教育局

継続

点 3.57 3.6

総合教育センター

　医療的ケア児を支援することにより、医療的ケア児の保育・教育環境が
整備され、医療的ケア児の自立促進に貢献するとともに、保護者の就労支
援にもつながった。

医療的ケア児支援事業

18

99.2%医療的ケアを実施した児童生徒の保護者からの満足度

千円19,937

千円11,114

94%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 100 100

こども保育教育課

　発達障がい児を受け入れる私立保育所、認定こども園及び小規模保育事
業所に対し、受入費用の一部を支援したことにより、発達障がい児の健や
かな成長に寄与した。

発達障がい児等支援事
業（こども保育教育課
分）

19

100.0%発達障がい児等受入率

千円24,180

千円24,180

98%

Ａ

健康福祉局
こども女性相談課

　児童虐待につながるおそれのある、養育に不安を抱える家庭を訪問する
ことなどにより、状況悪化の歯止めとなった。

　訪問等家庭数　　１９家庭
　訪問実施延回数　１２３回
　従事延人数　　　１８０人

訪問等家庭数（委託分）　　２０家庭
訪問実施延回数（委託分）　８３回

（評価対象外）養育支
援訪問事業

20 千円1,071

千円359
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

100.8%

拡充

％ 100 100

こども女性相談課

　関係機関への周知啓発、小・中学生、高校生へのリーフレット配布、
ヤングケアラー・コーディネーターの配置、訪問支援サービスの実施によ
り、ヤングケアラーの社会的認知度の向上や相談支援体制の強化を行っ
た。

　周知啓発活動・研修会　　　　　　１００回
　リーフレット配布数　小学生　４，０００枚　
　　　　　　　　　　　中学生　４，０５０枚
　　　　　　　　　　　高校生　４，５５０枚
　訪問支援事業　　　　　１１家庭　４０３回　

ヤングケアラー支援事
業

21

100.0%ヤングケアラー対応率

400403訪問支援延べ回数

千円7,750
＜重点取組＞

千円2,724

94%

Ａ

回
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

スによる支援や様々な形での社会参画の促進などの取組を推進し、障がい者が自らの能力を最大

地域共生社会の構築 82%

100%

100%

89%

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ93%

　障がいのある市民の就労等を通じた自立を支援し、ライフステージに応じた障がい福祉サービ
域で希望を持って暮らし続けられる環境を整えます。

　公的保険制度や生活困窮者を支援する制度の充実により、市民が困難な状況に陥った際のセー
限発揮し、自己実現できる地域づくりを進めます。

会参画を支援し、介護が必要になった時には、必要な福祉サービスを受けながら、住み慣れた地

の担い手の確保・育成を促進します。
　高齢になっても、心身の健康を維持して活動的に暮らせるよう、高齢者の介護予防の取組や社

　地域における福祉ニーズを的確に把握し、相互に支える仕組みを構築できるように、地域福祉

フティネットを強化します。

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生活におけるセーフティネットの確保

地域共生社会の構築 22.6%

24.2%

16.5%

19.3%

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生活におけるセーフティネットの確保

20%

20.5%

20.2%

23.1%

67.9%

70.6%

70%

58.1%

令和 年度6

20.7% 21.0% 66.7%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 854 890 916 0
0 0 548

0 0 20 25 29.5 0
0 0 27.3

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 854 890 916 0
0 0 0 0 548 0 0 0

0 0 20 25 29.5 0
0 0 0 0 27.3 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

千円6,079,850 Ａ

、財政局

22.6% 20.0% 67.9%Ａ

健康福祉局、財政局

健康福祉局

　市民 　地域福祉の推進や福祉施設の適正な運営に関する各種
事業を展開し、みんなで支え合う地域共生社会を構築す
る。

　民生委員・児童委員の充足率を高めるため、欠員が生じている地区での補充推薦に取り組んだ。
　また、民生委員・児童委員に対する研修等、社会福祉法人の指導監督のほか、地域共生社会の実
現に向けた高松型地域共生社会構築事業として、まるごと福祉相談員を生活支援コーディネーター
と兼務して１５名配置し、市民からの相談や情報提供を「まるごと」受け、様々な支援機関と連携
して支援するなど、本市の地域共生社会の構築を推進した。

　住民相互のつながりや信頼関係を築き、ともに助け合い支え合っていける「地域共生社会」を
実現するため、今後、更に避難行動要支援者名簿の登録率や民生委員の充足率を高めていく必要
があるほか、地域住民が抱える複合的な課題にも対応できるよう、つながる福祉相談窓口を周知
するなど、包括的な相談支援体制を充実させていく必要がある。

　第４次高松市地域福祉計画に掲げる『誰もが人や社会とつながり、支え合いながら「健幸」に
暮らせるまちへ』の基本理念の下、安全・安心に暮らせる福祉環境の整備に向けた、みんなで支
え合う地域福祉を推進するほか、分野を超えた複合的な課題にも対応できる包括的な相談支援体
制を構築するなど、「地域共生社会」の実現を目指す。

アウトリーチにより地域で課題を抱える人に
対応した件数

　潜在的な相談者を見つけ、つながりの形成
に向けた支援を行うために積極的に地域に出
向いているが、目標達成には至らなかった。

64.2%

実績R6

件548

目標R6

件854

件

共助の体制が構築されている地域の割合

　地域へ出向いて事業趣旨の説明を行うなど
の働きかけを行った結果、目標を達成するこ
とができた。

136.5%

実績R6

％27.3

目標R6

％20

％

件 件

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源
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健康福祉局

83.8%

改善

件 13,678 17,972

地域共生社会推進課

　まるごと福祉相談員を市内全域に配置し、総合センター等につながる福
祉相談窓口を設置するなど、地域に関わりながら、市民からの相談や情報
提供を「まるごと」受け、様々な支援機関と連携して支援したほか、社会
とのつながりが希薄な方への支援を行う「参加支援事業」も実施した。
　また、周知啓発チラシを作成し、事業の認知度向上にも取り組んだ。

ほっとかんまち高松づ
くり事業（高松型地域
共生社会構築事業）

1

76.1%アウトリーチ（地域での情報収集・戸別訪問等）件数

7462支援プラン策定数（参加支援、アウトリーチ、多機関）

千円45,444
＜重点取組＞

千円11,363

84%

Ａ

件

健康福祉局

継続

件 2 2

地域共生社会推進課

　災害時において福祉避難所が円滑に機能するよう、関係法人等で構成す
るネットワークを構築し、福祉避難所の役割や在り方を整理・検討するな
ど、体制整備の支援を行った。
　また、社会福祉法人等の施設・事業所職員を対象として、福祉・介護人
材のスキルアップ等を図るための合同研修会等を行った。

小規模法人のネット
ワーク化による協働推
進事業

2

100.0%ネットワークにおいて実施した事業数

千円8,000

96%

Ａ

健康福祉局
地域共生社会推進課

　利用者に質の高い安定した福祉サービスを提供するため、社会福祉法人
及び施設等の指導監査を実施し、利用者本位の健全な社会福祉法人の運営
や円滑な社会福祉事業の実施に寄与した。

（評価対象外）社会福
祉法人指導監督事業

3 千円1,109

千円1,109

健康福祉局

継続

箇所 35 34

地域共生社会推進課

　地区社会福祉協議会を主体とし、様々な活動を行うことにより、地域
サービスの担い手（ボランティア等）の確保や地域サービスを支える基盤
となる組織等の育成を促進することができた。
　地域へ赴き事業説明を行うなどにより、活動を行う地域が増加した。

共助の基盤づくり事業

4

102.9%共助の基盤づくり事業実施箇所数

千円6,725
＜重点取組＞

千円3,363

98%

Ａ

健康福祉局
地域共生社会推進課

　労働行政施策に必要な基礎資料のための調査を実施したほか、本市の社
会福祉施設等の整備について、公平、公正かつ客観的に審査を行うための
審議会を開催した。

（評価対象外）社会福
祉事業

5 千円8,637

千円8,183
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主な事務事業の内容一覧
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健康福祉局
地域共生社会推進課

　原子爆弾の被爆者に対して、援護金及び弔慰金を支給することにより、
対象者の健康の保持及び福祉の向上に寄与した。

（評価対象外）法外援
護事業

6 千円1,215

千円1,215

健康福祉局

継続

件 59 59

地域共生社会推進課

　行政では対応し難い福祉需要への多様な取組を行っている高松市社会福
祉協議会や社会福祉諸団体に補助金を交付することにより、地域福祉活動
の充実や地域福祉を支える基盤づくりに寄与した。

社会福祉団体活動助成
事業

7

100.0%法人成年後見事業受任件数

千円125,781

千円117,281

96%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 66.2 70

地域共生社会推進課

　避難行動要支援者名簿を地域支援組織に情報提供する際に、各地区での
取組状況について聞き取りを行い、情報提供や意見交換を行うなど、避難
行動要支援者名簿及び個別避難計画を実効性のあるものとするため、地域
支援を行った。
　また、個別避難計画に記載の「避難支援者」が避難支援中にけがをした
場合等に備え、令和６年度に新たに市が損害保険に加入し、広報等で保険
加入や請求方法等について市民に周知した。
　さらに、県主催の「個別避難計画勉強会」に参加し、市町個別避難計画
担当者、支援専門員との意見交換等を行った。

災害援護事業

8

94.6%個別避難計画作成率

千円8,932

千円8,133

92%

Ａ

健康福祉局

継続

団体 24 24

地域共生社会推進課

　困難を有する若者やその家族を包括的に支援するため、高松市若者支援
協議会を開催し、関係機関相互のネットワーク形成に寄与した。

若者育成支援推進事業

9

100.0%協議会の構成団体数

千円85

千円85

96%

Ａ

健康福祉局
地域共生社会推進課

　民生委員・児童委員の地区間連携強化のため、地区民生委員児童委員協
議会会長研修や主任児童委員研修を実施した。

（評価対象外）民生・
児童委員活動支援等事
業

10 千円117,764

千円117,124
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主な事務事業の内容一覧
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令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
地域共生社会推進課

　国の経済対策に基づき、令和６年度は、新たに住民税非課税化世帯及び
均等割のみ課税化世帯に対し、１０万円の世帯給付と児童１人当たり５万
円の加算給付を８月から実施した。
　また、住民税非課税世帯に対し、３万円の世帯給付と児童１人当たり２
万円の加算給付を令和７年２月から実施し、いずれも物価高の影響を受け
る低所得世帯の生活を支援した。
　なお、事業実施期間を確保するため、令和７年度も事業を継続すること
から、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２４１，７２０，０００円）
　また、高松市低所得世帯（令和６年度）生活支援給付金支給事業につい
ては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１１０，４１０，８７４円）

（評価対象外）令和６
年度住民税非課税世帯
等生活支援給付金事業

11 千円2,454,490

千円2,454,490

財政局
市民税課

低所得者支援及び定額減税を補足する給付として、定額減税の実施と合
わせて実施する一連の給付のうち、定額減税の恩恵を十分に受けることが
できない者に対し、令和６年８月から定額減税で引けなかった金額を万円
単位で切り上げて現金給付した。

　なお、令和６年分所得税額等が確定し、前述の給付金に不足が生じる者
等に対し、令和７年度に現金給付を行うため、事業の一部を翌年度に繰り
越した。
（繰越明許費繰越額：１，４０２，４４４，０００円）

（評価対象外）定額減
税補足給付金事業

12 千円2,957,985

千円2,957,985

健康福祉局
地域共生社会推進課

エネルギー・食料品価格等の物価高騰により、特に家計の負担が大きい
低所得世帯の支援として、令和６年１月から住民税非課税世帯に対し、７
万円を現金給付するとともに、住民税均等割のみ課税世帯に対し、１世帯
当たり１０万円を現金給付した。また、１８歳以下のこれらの子育て世帯
には、児童１人当たり５万円を加算給付し、物価高に直面する低所得世帯
の生活を支援した。

　なお、高松市住民税非課税世帯（令和５年度）生活支援給付金（追加支
給分）支給事業、高松市住民税非課税世帯（令和５年度）こども加算給付
金支給事業、高松市住民税均等割のみ課税世帯（令和５年度）生活支援及
びこども加算給付金支給事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１６３，５３７，１２６円）

（評価対象外）令和５
年度住民税非課税世帯
等生活支援給付金事業

13 千円163,537

千円163,537

健康福祉局
保健医療政策課

　物価高騰の影響により、厳しい経営環境にある医療・福祉施設等に対し
て支援金を交付することにより、市民が継続的に医療・福祉サービスを受
けられる環境の維持に寄与した。

（評価対象外）医療・
福祉施設等物価高騰対
策支援金交付事業

14 千円180,146

千円180,146
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 78.8 78.8 78.8 0
0 0 78.4

0 0 60700 63700 66700 0
0 0 61447

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 78.8 78.8 78.8 0
0 0 0 0 78.4 0 0 0

0 0 60700 63700 66700 0
0 0 0 0 61447 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

千円2,413,030 Ａ 24.2% 20.5% 70.6%Ａ

健康福祉局

健康福祉局

　高齢者等 　住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後ま
で続けられるよう、医療・介護・予防・生活支援・住ま
いなどが一体的に切れ目なく提供される状態となる。

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策・事業を実施し、地域全体で高齢者を支え
る体制づくりを推進した。高齢者保健福祉事業の取組として、シルバー人材センターや老人クラブ
への補助による生きがいづくりの促進、在宅生活支援、認知症高齢者対策、虐待防止、高齢者居場
所づくり事業、三層構造による地域で支え合う見守り体制の強化、介護予防教室等を行い、介護予
防の取組を推進した。また、介護保険対象施設等の充実への取組として、特別養護老人ホーム等の
計画的な整備、軽費老人ホームへの運営補助、地域密着型サービス施設等の整備事業を行うととも
に、老人福祉施設等の指導監査を行った。また、地域包括支援センターにおいて、高齢者に関する
総合相談支援、介護予防ケアマネジメント、権利擁護等のほか、認知症ケアの推進、地域ケア会議
を開催した。また、介護予防・日常生活支援総合事業を実施し、多様な主体による様々なサービス
提供体制を構築するとともに、地域の在宅医療・介護関係機関との連携を推進した。

　高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、切れ目のない医療と介護の提供体制
の構築を推進するほか、介護保険サービス基盤の充実、介護予防の推進、地域全体で高齢者を支
える体制づくりに取り組んでいる。
　今後においても、高齢者一人一人の状態に応じて、様々な支援が切れ目なく提供される環境づ
くりや共に支え合う社会づくりが求められている。

　住み慣れた地域で共に支え合い、高齢者が自分らしく安心して暮らし続けられる社会の実現を
目指し、包括的な支援体制の構築や、介護予防の推進、社会参加の促進、生活環境の充実に努め
る。

介護・支援を必要としていない高齢者の割合
（自立高齢者率）

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせ
るよう、地域全体での健康づくりや介護予防
等に向けたさまざまな取組を行ったものの、
目標値の７８．８％を、０．４ポイント下回
り、目標を達成できなかった。

99.5%

実績R6

％78.4

目標R6

％78.8

％

認知症サポーター養成講座受講者数（累計）

　認知症についての正しい理解・知識の普及
のため教育委員会と連携し、市内の公立小・
中学校を対象に、積極的に講座を開催した結
果、受講生の増加につながった。

101.2%

実績R6

人61,447

目標R6

人60,700

人

％ ％

人 人
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主な事務事業の内容一覧
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令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
地域包括支援セン
ター

　要支援認定者及び事業対象者に対し、自立支援に向けた介護予防サービ
ス計画を作成し、適切なサービスが効果的に提供されるよう介護予防ケア
マネジメントを行うことにより、介護予防の推進及び重症化防止に寄与し
た。

（評価対象外）介護予
防支援事業

1 千円289,568

千円27,955

健康福祉局
長寿福祉課

　総合事業の実施に当たり、住民主体によるサービス提供を行う団体に対
し、運営に要する費用等について補助を行い、地域での支え合い体制づく
りを推進した。

　実績　運営補助　訪問型サービス　２６団体
通所型サービス　　７団体

（評価対象外）介護予
防推進事業（長寿福祉
課分）

2 千円14,945

千円1,868

健康福祉局

継続

％ 65.6 80

長寿福祉課

　貯筋運動教室で立ち座りや歩くといった日常の基本動作に必要な下半身
の筋肉の運動を継続的に行った結果、参加者の６割以上で下肢筋力が改善
した。

６５歳からのプラチナ
世代元気応援事業

3

82.0%教室参加前後で、下肢筋力が改善した者の割合

千円1,608

82%

Ａ

健康福祉局
介護保険課

　香川県国民健康保険団体連合会に審査支払事務を委託するなどにより、
適正な事業費の支給を行った。

（評価対象外）介護予
防推進事業（介護保険
課分）

4 千円745,198

千円93,112

健康福祉局

継続

％ 71.1 65

長寿福祉課

　介護予防教室・講座の開催により、健康意識の醸成と自主的な介護予防
への取組を支援した結果、生活習慣が改善し、高齢者の健康増進につな
がった。

介護予防推進等事業

5

109.4%教室参加者のうち週に１回以上運動をしている者の割合

千円34,392

千円4,308

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 92.3 92.6

長寿福祉課

　高松市高齢者居場所づくり事業助成金交付要綱に基づき、高齢者等が気
軽に集える居場所の開設及び運営を行う個人又は団体に助成金を交付し、
高齢者の居場所を支援することにより、高齢者の介護予防と社会参加を推
進した。
　また、医師・歯科医師、医療系大学等の学生、民間事業者を居場所に派
遣し、健康講座等を実施することにより、高齢者の健康増進に寄与した。

高齢者居場所づくり事
業

6

99.7%主観的健康感の維持向上率

千円9,489

千円1,189

96%

Ａ

健康福祉局

継続

点 6.3 7

長寿福祉課

　切れ目のない在宅医療と介護を一体的に提供できる体制を構築するた
め、在宅医療・介護関係者の情報共有や連携強化に係る事業を推進した。
　また、在宅医療支援センターにおいて、在宅医療に関する相談や退院調
整への支援等を行った。
　令和６年度は、医療職・介護職等それぞれの専門性を理解し、本人の選
択と本人・家族の心構えについて考えるきっかけづくりのために、市民公
開講座として演劇の上演を行った。市民、専門職、関係者間の連携向上の
改善に至った。

在宅医療・介護連携推
進事業

7

90.0%多職種連携構築度評価平均得点

千円14,762

千円2,842

90%

Ａ

健康福祉局

継続

地区 28 32

地域共生社会推進課

　国のガイドラインに基づき、サービスの提供体制構築に向けた、コー
ディネーター機能を果たす「生活支援コーディネーター」を中心に、地域
の困りごとの把握や問題解決に向けた「地域福祉ネットワーク会議」を、
市内４４地区のうち、４３地区に設置しており、地域の課題を解決する中
で住民主体のサービスが提供されるなど、地域で高齢者を支える体制づく
りを推進することができた。

生活支援・介護予防
サービス提供体制構築
事業

8

87.5%住民主体によるサービスを提供している地区数

千円58,774

千円13,008

90%

Ａ

健康福祉局
長寿福祉課

　在宅において養護を受けることが困難な高齢者を、養護老人ホームで保
護することができた。

　養護老人ホーム入所者数　１１５人

（評価対象外）老人保
護施設措置事業

9 千円266,098

千円209,169

健康福祉局

継続

件 6,002 6,500

長寿福祉課

　高齢者世話付住宅へ生活援助員を派遣し、日常生活の相談・指導、安否
確認、緊急時の対応等のサービスを入居者に提供することにより、高齢の
入居者が自立して安全かつ快適に生活できる場を確保することができた。

高齢者住宅等安心確保
事業

10

92.3%生活援助員への相談件数

千円6,885

千円1,280

88%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

改善

事業者 101 100

長寿福祉課

　地域で支えあう見守り協定、特別あんしん見守り事業の三層構造による
見守り活動を推進するとともに、介護相談専用ダイヤルを継続することに
より、２４時間３６５日、介護や日常生活の不安を相談できる体制を維持
した。
　また、見守り機能を持つあんしん通報装置を積極的に起用しているほ
か、弁当配達時に安否確認を行い、異常時には関係機関に連絡するサービ
スを実施した。
　見守り協定に基づく通報件数 ７２件
　地域で支えあう見守り協力員　約２５，７００人
　介護相談専用ダイヤル相談件数 ５４１件
　あんしん通報装置設置件数 １，０６２件
　配食見守り事業利用者数 １，０１５人

高齢者見守り事業

11

101.0%見守り協定締結事業者数

千円51,565

千円15,068

98%

Ａ

健康福祉局

継続

箇所 17 14

介護保険課

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、施設整備事業を実施した。
　また、離島での介護サービス提供事業者に補助金を交付したほか、社会
福祉法人等における介護サービス利用者のうち、生活困難者の利用額を軽
減することにより、介護サービスを利用する高齢者の安全と安心を確保す
ることができた。

介護保険補助金等事業

12

121.4%離島への介護サービス提供事業所数

千円4,280

千円3,416

92%

Ａ

健康福祉局

継続

人 512 536

長寿福祉課

　軽費老人ホームの運営に要する経費の一部を補助することにより、自立
した生活を営むことに不安のある高齢者が、収入に応じた低額な料金で利
用できる施設を確保することができた。

軽費老人ホーム事務費
補助事業

13

95.5%入所者実数

千円202,970

千円202,970

88%

Ａ

健康福祉局

継続

件 148 120

介護保険課

　介護サービス相談員が１８事業所を訪問し、利用者の疑問や相談等に応
じた。
　また、事業所職員と意見交換を行うことにより、介護サービスの質的な
向上に寄与した。

介護サービス相談員派
遣事業

14

123.3%介護サービス相談員が受けた相談件数

千円1,573

千円303

94%

Ａ

健康福祉局

継続

施設 2 3

長寿福祉課

　老人福祉施設整備に要する費用について、社会福祉法人に対し、補助金
及び利子補給金を交付することにより、老人福祉施設の整備が促進され、
入所者の生活の場を確保する効果があった。

老人福祉施設整備支援
事業

15

66.7%補助金により整備・改修が行われた老人福祉施設数

千円357

千円357

70%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

件 137 139

地域包括支援セン
ター

　高齢者の自立支援に向けた個別ケアプランや、複合化した問題を抱える
高齢者の支援内容を検討し、課題解決を支援するとともに、地域課題の解
決に向けた検討を行うことにより、地域包括ケアシステムの構築に寄与し
た。

地域ケア会議推進事業

16

98.6%地域ケア小会議（個別課題）における検討件数

千円966

千円186

96%

Ａ

健康福祉局
地域包括支援セン
ター

　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等が連携し、高齢者が安全安
心に自分らしい生活を継続できるよう、総合相談支援、介護予防ケアマネ
ジメント、包括的・継続的ケアマネジメント支援等を行い、介護予防の取
組を推進した。

（評価対象外）地域包
括支援センター運営事
業

17 千円277,134

千円54,422

健康福祉局

改善

人 30,199 50,000

長寿福祉課

コトデン瓦町ビル８階ＩＫＯＤＥ瓦町内の瓦町健康ステーションにおい
て、各種講座を開催し、市民の健康づくりや生きがいづくりに寄与した。

瓦町健康ステーション
事業

18

60.4%瓦町健康ステーションの年間来場者数

千円33,734

千円11,269

58%

Ｃ

健康福祉局

継続

箇所 1 1

地域包括支援セン
ター

　地域包括支援センターの運営における課題への対応に向けて、民間活力
を活用したモデル事業として香川圏域の運営業務の民間委託を実施し、そ
の効果の検証を行った。

地域包括支援センター
体制整備事業

19

100.0%民間委託を実施したサブセンター数

千円30,970
＜重点取組＞

千円5,962

90%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 100 100

長寿福祉課

　８８歳、１００歳の高齢者及び市内男女最高齢の方に祝品を贈り、長寿
をお祝いし、高齢者の生活の向上に努める意欲を高めた。
　最高齢者男性及び１００歳代表者へ、高齢者訪問を実施した。

　敬老会対象者数 ６９，３０５人
　８８歳祝品贈呈者数 ２，５０５人
　１００歳祝品贈呈者数 １８６人
　市内男女最高齢者祝品贈呈者数 ２人

敬老事業

20

100.0%４４地域のうち敬老事業を実施した地域の割合

千円11,696

千円11,696

92%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 56.9 55

長寿福祉課

　在宅で高齢者を介護している方に、寝たきり高齢者等介護見舞金、高齢
者短期入所等のサービスを提供することにより、家族の介護の負担を軽減
することができた。

　介護見舞金支給人数　　　　　　７２４人
　短期入所事業利用日数延べ　１，５４９日

在宅高齢者家族支援事
業

21

103.5%在宅認定者率（要介護４、５）

千円42,930

千円42,930

94%

Ａ

健康福祉局

継続

件 23,232 23,763

長寿福祉課

　寝たきり等の高齢者に紙おむつ給付等のサービスを提供することにより
日常生活上の不安を和らげ、在宅での生活を支援することができた。

　寝たきり高齢者等紙おむつ給付事業登録人数　２，２１２人
　延べ給付人数　２３，２３２人

寝たきり高齢者等支援
事業

22

97.8%紙おむつ給付延べ件数

千円102,490

90%

Ａ

健康福祉局

改善

％ 17.5 18

長寿福祉課

　６５歳以上の一人暮らし高齢者等に、外出時の援助、家周りの掃除、家
屋内の整理・整頓など、生活支援に資する軽易な日常生活上の援助を行う
ことにより、自立した生活の継続を可能にするとともに、介護予防に資す
ることができた。
　令和２年度から、毎年度現況届の提出を求めることにより、利用予定の
ない対象者を整理している。

　登録者数　　　　１，５２５人
　延べ利用回数　１０，０１６回

軽度生活援助事業

23

97.2%軽度生活援助利用率

千円19,308

千円19,308

90%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 44.5 50

長寿福祉課

タクシー助成券を交付し、外出することが難しい在宅の高齢者の外出を
支援した。
　なお、利用人数は増加したが、利用率は減少した。

　交付人数　２，１８３人

高齢者福祉タクシー助
成事業

24

89.0%タクシー助成券利用率

千円10,776

千円10,776

88%

Ａ

健康福祉局

継続

人 10,457 11,200

長寿福祉課

　地域でのボランティア活動や交通キャンペーンなどの社会奉仕活動、伝
統文化の継承など、地域を豊かにする社会貢献活動を展開し、各地域にお
いて重要な役割を果たしている老人クラブの活動を支援することにより、
高齢者の生きがいづくりと社会活動への参加を促進することができた。

老人クラブ活動助成事
業

25

93.4%老人クラブ会員数

千円23,411

千円17,129

88%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 1,325 1,340

長寿福祉課

　高齢者活躍人材育成事業の実施による高齢者への技能講習を行い、就業
を通じて社会活動への参加の場を提供している高松市シルバー人材セン
ターの運営を円滑にするため、補助金の交付により、高齢者の生きがいづ
くりを促進することができた。

　延べ受注件数　　１４，９３９件
　就業延べ人員　１１３，０３０人

シルバー人材センター
運営補助事業

26

98.9%シルバー人材センター会員数

千円16,872

千円16,872

94%

Ａ

健康福祉局

継続

部 29,209 28,500

長寿福祉課

　高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送るこ
とができるよう、高齢社会にふさわしい保健福祉施策を推進した。
　また、様々なサービスをまとめた冊子の配布等を通じて、高齢者福祉
サービスについて広く周知することができた。

高齢者福祉施策推進事
業

27

102.5%高齢者向けガイドブック配布部数

千円36,086

千円35,942

94%

Ａ

健康福祉局
長寿福祉課

　高齢者が、住み慣れた地域社会で安心して自立生活を営むことができる
よう、老人福祉センター、老人いこいの家等の地域に密着した既存施設の
有効活用を行うことにより、高齢者の生きがいづくりと社会活動への参加
を促進することができた。

　香南ふれあい館等（延べ）　６，０９８人
　ふれあい福祉センター勝賀（延べ）　３６，２１３人
　老人いこいの家（延べ）　６，６３４人

（評価対象外）老人福
祉センター等運営事業

28 千円71,650

千円66,858

健康福祉局
地域包括支援セン
ター

　成年後見制度を必要とする人が支援を受けることができるよう、中核機
関と連携し、制度の普及・啓発、相談等に取り組んだ。
　親族等からの成年後見の申立が困難な場合は市長申立を行い、また、申
立に係る費用や成年後見人等の報酬の負担が困難な場合には、費用の全部
又は一部を補助することで、高齢者等の権利を擁護した。

（評価対象外）成年後
見制度利用促進事業

29 千円17,492

千円10,597

健康福祉局

107.1%

継続

箇所 1 3

地域包括支援セン
ター

　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で
暮らし続けられる社会の実現を目指すため、認知症サポーター養成講座を
開催し、認知症に関する正しい知識の普及に寄与したほか、認知症の人や
家族を支援する「認知症地域支援推進員」の配置や「チームオレンジ」の
設置、「認知症ケアパス」の普及を促進するとともに、「認知症初期集中
支援チーム」による訪問支援等を行った。

認知症ケア推進事業

30

33.3%チームオレンジ登録数

8591認知症サポーターボランティア数（累計）

千円15,051

千円2,990

71%

Ｂ

人

-52-



-53-



R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

20

40

60

80

100

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

20

40

60

80

100

施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 56 58 60 0
0 0 83.6

0 0 74 80 86 0
0 0 92

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 56 58 60 0
0 0 0 0 83.6 0 0 0

0 0 74 80 86 0
0 0 0 0 92 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

千円14,894,013 Ａ 16.5% 20.2% 70.0%Ａ

健康福祉局

健康福祉局

　障がい者及び障がい児 　必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行
うことにより、障がい者及び障がい児が自ら選択した場
所に居住し、自立した日常生活を送ることができるよう
にする。

　必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行うことにより、障がい者及び障がい児が、
自立した日常生活又は社会生活を送ることに寄与した。
　障がい者サービス利用者数　　３，６５３人
　障がい児サービス利用者数　　１，８４３人
　障害者医療受給者　　　　　　９，７９０人
　更生医療支給認定者　　　　　１，４６６人

　支援の対象となる障がいの多様化に伴い、障害福祉サービスコストの増加が予想されるため、
より効果的なサービス提供について検討する必要がある。

　障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らし、積極的に社会活動に参加できる地域社会
づくりを目指し、より一層、効果的で適切な施策の実施に取り組み、成果の向上を図る。

障がい福祉サービス等を活用した人の割合

　障がい者の地域生活への移行や定着の支援
を図るため、基幹相談支援センターが相談支
援を継続しているケースについて、障害福祉
サービスやその他社会資源を活用した結果、
目標を達成することができた。

149.3%

実績R6

％83.6

目標R6

％56

％

障害者福祉施設から一般就労への移行人数

　障がい者の自立支援と社会活動への参加の
促進を図るため、地域生活支援拠点等を活用
し、福祉施設から一般就労への移行を推進し
た結果、目標を達成することができた。

124.3%

実績R6

人92

目標R6

人74

人

％ ％

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

93.3%

継続

人 5,496 4,703

障がい福祉課

　基幹相談支援センター（中核拠点及び地域拠点）のほか、身体障がい者
福祉の拠点として、高松市総合福祉会館から移転したコスモス園を運営す
ることにより、障がい者が地域で自立した生活を送ることに寄与した。

障がい者地域生活支援
推進事業

1

116.9%障害福祉サービス利用数

3,9893,722基幹相談支援センター相談件数

千円117,734

千円80,427

90%

Ａ

件

健康福祉局

91.7%

継続

人 3 3

障がい福祉課

　中央商店街の空き店舗や市役所本庁舎を活用し、障がいのある人を雇用
し事業を実施する事業者への支援等を行ったことにより、知的・精神障が
い者の就労促進、社会的・経済的自立に寄与した。

障がい者就労支援促進
事業

2

100.0%雇用契約をした障がい者数

3633「障がい者就労訓練の場」における訓練者数

千円5,158

千円5,158

95%

Ａ

人

健康福祉局
障がい福祉課

　障害福祉サービスを給付したことにより、障がい者（児）の自立及び日
常生活や社会生活の向上に効果があった。

　障がい者サービス利用者数　３，６５３人
　障がい児サービス利用者数　１，８４３人

　なお、前年度からの繰越事業である性被害防止対策事業については完了
した。
（令和５年度繰越明許事業費：１，００５，０００円）

（評価対象外）障害福
祉サービス給付事業

3 千円11,662,379

千円3,128,742

健康福祉局
障がい福祉課

　自立支援医療（更生医療）の支給認定や育成医療及び更生医療の自己負
担費用を助成し、医療費の自己負担額の軽減を行ったことにより、障がい
者の自立と社会参加の促進に効果があった。

（評価対象外）障害者
自立支援医療事業

4 千円536,456

千円164,547

健康福祉局

継続

件 902 1,000

障がい福祉課

　障がい者（児）に対し、補装具や日常生活用具の給付を行ったことによ
り、本人及びその家族の精神的・経済的負担を軽減した。

補装具費・日常生活用
具支給等事業

5

90.2%補装具給付件数

千円245,379

千円127,406

90%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
障がい福祉課

　障害者総合支援法の規定に基づき、障害者支援区分認定等に係る基準に
照らして審査・判定を行い、また、支給要否決定を行うに当たり、意見を
聴くために障害支援区分認定等審査会を開催したことにより、障害福祉
サービスの円滑な利用に寄与した。
　なお、三木町、綾川町、直島町の審査・判定についても、委託を受けて
実施した。

（評価対象外）介護給
付費等審査会事業

6 千円3,986

千円3,504

健康福祉局
障がい福祉課

　障害福祉サービス等の利用申請があった場合、障害支援区分の認定等の
調査を実施するとともに、認定に係る市町村審査会での審査判定に当たっ
て、医師に意見書作成を求め、また、障害福祉サービスを利用しようとす
る様々な相談に応じる認定調査員を配置したことにより、障害福祉サービ
スの円滑な利用に寄与した。

（評価対象外）障害支
援区分認定事業

7 千円36,383

千円36,383

健康福祉局

継続

件 901 1,000

障がい福祉課

　在宅福祉サービスの利用援助、社会資源を利用するための支援、ピアカ
ウンセリング、介護相談及び情報の提供を総合的に実施したことにより、
障がい者やその家族の不安解消、生活の利便性の向上に効果があった。

障害者相談支援事業

8

90.1%障害者相談件数

千円94,259

千円62,786

90%

Ａ

健康福祉局

継続

人 5 7

障がい福祉課

　成年後見制度の利用、障がい者の虐待案件に対する支援等を行ったこと
により、障がい者の権利擁護の促進に寄与した。
　成年後見制度の認知拡大に伴い、問合せが増加し、市長申立件数は目標
を達成できたが、決定人数は目標を達成できなかった。

障害者権利擁護事業

9

71.4%成年後見人申立決定人数

千円5,792

千円2,723

78%

Ｂ

健康福祉局

継続

千円 111,700132,603

障がい福祉課

　障がいのある人の手帳交付申請に基づき、適正な障害認定の後、障害者
手帳の交付や、再認定に当たり必要となる診断書作成料の助成等を行った
ことにより、障がい者福祉の増進に寄与した。

障害者手帳交付事業

10

84.2%サービス提供による決算額

千円139,124

千円110,190

86%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
障がい福祉課

　特別障害者手当、障害児福祉手当等の支給を行ったことにより、障がい
者及びその家族の経済的負担が軽減した。

（評価対象外）福祉手
当支給等事業

11 千円299,307

千円117,131

健康福祉局

継続

％ 248.97 237

障がい福祉課

　障がい者を対象に医療費（保険診療の自己負担額（高額療養費及び入院
時食事（生活）療養費に係る標準負担額は除く））の全部又は一部を助成
したことにより、障がい者の医療費に係る経済的な負担を軽減した。

障害者医療費助成事業

12

105.1%受診率

千円1,456,963

千円948,853

92%

Ａ

健康福祉局

継続

日 281 281

障がい福祉課

　特別支援学校に通う児童のうち、放課後に帰宅しても保護者の監護を受
けられない児童に対し、放課後支援事業を実施したことにより、障がい児
の健全な育成、保護者の負担軽減に効果があった。

障害児放課後支援事業

13

100.0%放課後支援事業利用日数

千円17,019

千円5,388

96%

Ａ

健康福祉局
障がい福祉課

　たかまつ障がい者プラン（令和６年度～８年度）に基づき、関係団体と
連携し、高松市障害者施策推進懇談会を開催するなど、福祉に携わる人々
の連携強化に寄与した。

（評価対象外）障害者
施策推進事業

14 千円61

千円61

健康福祉局
障がい福祉課

　障害者福祉施設等を適切に管理・運営することにより、障がい者（児）
に対し、必要とされるサービスを提供し、障がい者（児）の自立支援や社
会活動への参加促進に寄与した。

（評価対象外）障害者
福祉施設等運営事業

15 千円4,130

千円2,538
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価
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成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 1,843 1,469

障がい福祉課

　発達障害者支援コーディネーターを配置して、各種相談を行った結果、
発達障がい者の福祉の向上に効果があった。
　また、「発達障がい児・者サポーター養成講座」を開催し、発達障がい
児・者の基本的理解を深めることにより、ライフサイクルに応じた支援や
地域で生活していくための支援ができる人材の育成に効果があった。

発達障害者サポート事
業

16

125.5%障害児通所サービス受給者数

千円5,452

千円2,924

100%

Ａ

健康福祉局

継続

人 4,268 3,400

障がい福祉課

　希望する障害福祉サービス事業所等にアーティストを派遣し、障がい者
が継続して芸術活動を行う中で、作品展等を通じて社会とつながったり、
活動が認知されたりすることを通じて、障がい者の社会参加促進に寄与し
た。

障がい者アートリンク
事業

17

125.5%アートリンクに参加した障がい者（児）延べ人数

千円10,000

千円6,033

100%

Ａ

健康福祉局

継続

人 756 710

障がい福祉課

　「障がいのある方をサポートするときの災害対応の手引き」を作成した
ほか、援助や配慮を必要としていることを周囲へ知らせるためのヘルプ
マークを追加作成し、希望者に配付した結果、災害時に障がいがある方を
地域で支援するための体制づくりに寄与した。
　また、手話学習の出前講座実施を香川県聴覚障害者協会に委託、令和６
年度からは、視覚障がいに関する出前講座実施を高松市視覚障害者福祉協
会に委託し、希望のあった小・中学校等で実施することにより、手話等コ
ミュニケーション手段の普及及び利用に寄与した。

手話言語・障がい者コ
ミュニケーション手段
の普及促進事業

18

106.5%手話通訳者育成に向けた研修参加者数（累計）

千円3,368

千円3,311

92%

Ａ

健康福祉局
障がい福祉課

　外出の際の移動の支援、見守り及び社会に適応するための日常的な訓練
を行ったことにより、障がい者（児）の社会活動への参加の促進に効果が
あった。

　移動支援事業利用者数　　　月平均　５５８人
　日中一時支援事業利用者数　月平均　　７９人

（評価対象外）障害者
移動支援等事業

19 千円118,774

千円66,575

健康福祉局

継続

人 15,202 18,000

障がい福祉課

　地域活動支援センター事業や意思疎通支援事業等を行ったことにより、
障がい者（児）の自立支援や社会活動への参加促進に効果があった。

障害者地域活動支援事
業

20

84.5%地域活動支援センターⅠ型事業所の利用者数

千円101,358

千円70,108

86%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 30.3 50

障がい福祉課

　障がい者（児）に福祉タクシー券を交付し、障がい者（児）の外出機会
を創出したことにより、自立支援の推進や社会参加の促進等に寄与した。

障害者福祉タクシー事
業

21

60.6%タクシー助成券使用率

千円26,844

千円26,844

68%

Ｂ

健康福祉局

改善

人 50 55

障がい福祉課

　障がい者団体への支援を行ったことにより、障がい者（児）の自立支援
や社会活動の参加促進に効果があった。

障害者社会活動支援事
業

22

90.9%障害者社会参加促進事業における参加者数

千円4,067

千円3,452

90%

Ａ

健康福祉局

継続

件 40 80

障がい福祉課

　香川県福祉のまちづくり条例に基づき、特定施設新築等届出書等の提出
を促し、審査・指導・助言を行ったことにより、市民の誰もが安全かつ円
滑に利用することのできる、公共的建物等における福祉的環境の整備促進
に寄与した。

福祉のまちづくり推進
事業

23

50.0%特定施設整備主に対する指導及び助言数

千円20

60%

Ｂ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 414 422 431 0
0 0 429

0 0 75 75 75 0
0 0 61

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 414 422 431 0
0 0 0 0 429 0 0 0

0 0 75 75 75 0
0 0 0 0 61 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

生活におけるセーフティネットの確保

千円118,854,785 Ａ

、市民局

19.3% 23.1% 58.1%Ａ

健康福祉局、市民局

健康福祉局

　市民（国民健康保険、後期高齢者医
療、介護保険及び国民年金制度の各事
業の対象者、生活困窮者）

　市民が健やかにいきいきと暮らせるよう、安心して医
療・介護・年金を受けられる社会保障制度を適切に運営
する。また、生活困窮者に対し、困窮の程度に応じた支
援を行い、自立を助長するとともに、最低限度の生活を
保障する。

　生活困窮者に対し、最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長した。また、生活保護に至
る前の生活困窮者に対し、包括的かつ継続的な自立相談支援事業等を実施した。
　国民健康保険料の賦課・徴収及び保険給付の適正な事務の執行により、事業の適切な運営を行っ
た。また、国民健康保険及び介護保険の給付費適正化の周知や、各種事業の取組により、市民の健
康に対する意識が向上した。加えて、後期高齢者医療制度の適切な運営の支援・促進を行った。さ
らに、介護を必要とする高齢者が、安心して必要なサービスを受けられるよう、介護保険料の賦
課・徴収、保険給付、要介護（要支援）認定、サービス事業所の指定など事務の適正な執行ととも
に、介護給付費等適正化の推進やサービス提供事業所の指導監督の徹底など、介護保険事業の適切
な運営を行った。
　国民年金制度について広報高松等で周知を行い、市民の年金受給権の確保につながった。

【健康福祉局】物価高騰の影響により、今後も生活保護世帯の増加が見込まれることから、ケー
スワーカー数の適正化など、体制の充足とともに、生活保護に至る前の早期支援のため、地域
ネットワークを活用した包括的取組が必要である。国民健康保険・介護保険被保険者の保険給付
費抑制のため、生活習慣病予防や介護予防への取組とともに、介護保険料の収納率向上や適正な
保険給付、公正かつ的確な要介護（要支援）認定のほか、介護サービスの質向上を始め、見込量
の適切な把握に努める必要がある。
【市民局】国民年金制度について、更に積極的な周知・啓発に努める必要がある。

【健康福祉局】生活困窮者に対して最低限度の生活を保障するとともに、自立助長に取り組む。
また、生活困窮者自立支援事業では、個々のニーズに応じた支援を計画的かつ継続的に行う。
　国民健康保険料の賦課・徴収及び保険給付事務の適正な執行と併せて、各種保健事業に取り組
み、国保事業の適切な運営を図る。また、介護保険制度の安定的な運営のため、保険料の賦課・
徴収、保険給付や要介護（要支援）認定を適正に行うとともに、介護サービスの質向上を図る。
【市民局】広報高松等を通じて国民年金制度を周知するなど、市民の年金受給権確保に努める。

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給
付費

　特定健康診査等の受診率の向上、重症化予
防対策事業等、保健事業に積極的に取り組ん
だものの、高齢化や医療の高度化などによ
り、国民健康保険の被保険者１人当たりの保
険給付費は上昇したため、目標を達成するこ
とができなかった。

96.4%

実績R6

千円429

目標R6

千円414

千円

就労支援をした生活困窮者のうち、就労につ
ながった人、収入が増加した人の割合

　生活困窮者に対し、職業理解や自己理解を
促して就労支援に取り組んだものの、一般就
労を開始した者及び就労収入が増加した者の
割合は、令和６年度の目標値７５％に対し
て、実績値６１％にとどまり、目標を達成す
ることができなかった。

81.3%

実績R6

％61

目標R6

％75

％

千円 千円

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標
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等
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得点率
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今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
市民課

　国民年金に関する各種届出事務や相談業務等を適正に実施した。
　また、市民の年金受給権を確保するため、国民年金制度について、広報
高松等を通じて周知した。

（評価対象外）国民年
金事務

1 千円18,525

健康福祉局
介護保険課

サービスの適正利用のため、ケアマネジャーや事業所への指導・助言を
行ったことなどにより、不適切な給付を抑制した。

（評価対象外）介護給
付適正化等事業

2 千円42,957

千円8,275

健康福祉局
介護保険課

　保険料の適正賦課や納付における口座振替制度の利用促進のほか、スマ
ホ収納やコンビニ収納など支払方法の多様化を進めたことにより、保険料
収入を確保することができた。
　また、公正かつ的確な要介護（要支援）認定を行うために、介護認定審
査会委員及び認定調査員の能力向上を図り、介護認定審査会を適正に実施
したほか、香川県国民健康保険団体連合会への審査支払事務の委託を行っ
た。

（評価対象外）介護保
険運営事業

3 千円42,415,002

千円6,362,030

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　国民健康保険法等に基づき被保険者に資格確認書等を交付したほか、適
正な資格管理、保険料の賦課限度額の引上げ等、適正な賦課を行い、国民
健康保険事業の安定かつ継続的な運営を行うことができた。
また、高松市国民健康保険料収納率向上プランに基づき、口座振替の推

進、電話や文書での催告、差押え等に積極的に取り組んだ結果、収納率は
前年度を上回る数値で推移している。
　さらに、介護納付金等他の法律等に基づく費用等を納付することなどに
より、社会保障制度の安定化及び市民福祉の向上に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である元女木看護師宿舎解体工事について
は完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：７，２８５，６８０円）

（評価対象外）国民健
康保険運営事業

4 千円10,838,850

千円3,249,320

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　国民健康保険法に基づき、被保険者に対し、疾病・負傷等の治療を目的
とした給付や出産・死亡に関する必要な保険給付を行うことにより、適切
な事業運営を行うことができた。

（評価対象外）国民健
康保険給付事業

5 千円28,923,705

千円48,920
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標
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等
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成果指標名 達成度単位 実績 目標
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・
事
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総合評価

得点率
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概
要
・
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業
実
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成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　診療所事業を適切に運営したことにより、女木島・男木島の住民の健康
保持・増進に寄与した。
　また、離島における持続可能な医療体制の確保策の一環として、各島内
でのオンライン診療を実施したほか、本市とみんなの病院間で協定を締結
し、毎週木曜日（月４回）に、同病院から派遣された医師による診療を実
施した。

（評価対象外）国民健
康保険直営診療施設運
営事業

6 千円42,335

千円32,595

健康福祉局

継続

％ 33.4 32.5

国保・高齢者医療課

　生活習慣病の重症化を予防するため、特定健康診査及び糖尿病性腎症等
重症化予防事業等の各種保健事業に積極的に取り組んだ結果、成果指標で
あるメタボ該当者及び予備軍の割合については、概ね目標を達成した。

国民健康保険保健事業

7

97.2%特定健診受診者のうち、メタボ該当者及び予備群の割合

千円389,630

88%

Ａ

健康福祉局
国保・高齢者医療課

　香川県後期高齢者医療広域連合が保険者である後期高齢者医療制度の窓
口業務等を行った。
　また、人間ドック・歯科ドックの助成等を行うことにより、後期高齢者
等の健康保持に対する意識や生活習慣の改善に寄与した。

（評価対象外）後期高
齢者医療事業

8 千円13,152,388

千円6,650,814

健康福祉局
生活福祉第一課・第
二課

　生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者が抱える複合的な課題を十
分に把握し、他の機関と連携して支援計画を作成するなど、それぞれの状
態に応じた包括的かつ継続的な自立相談支援事業を実施し、困窮状態から
の早期脱却に向けて支援した。

　令和６年度支援プラン作成件数　２３０件

（評価対象外）生活困
窮者自立支援事業

9 千円63,244

千円18,820

健康福祉局
生活福祉第一課・第
二課

　中国残留邦人等の置かれている特別な事情に鑑み、老後の生活の安定と
地域での生き生きとした暮らしを実現するため、支援給付や日常生活の助
言等を行うことで、対象世帯の生活の安定に寄与した。

　令和７年３月３１日現在の対象世帯数　１２世帯

（評価対象外）中国残
留邦人生活支援事業

10 千円40,656

千円10,797
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
生活福祉第一課・第
二課

　行旅死亡人等に対し、適切に葬祭・埋葬や旅費支給等の救済を行った。

　令和６年度行旅死亡人等葬祭委託実績　１１件

（評価対象外）行旅死
亡人等取扱事業

11 千円625

千円440

健康福祉局
生活福祉第一課・第
二課

　要保護者に対して、生活保護の実施及び被保護者就労支援事業等日常生
活への自立支援を行い、要保護者への最低生活の保障と自立を助長した。

　令和７年３月３１日現在の生活保護受給世帯数　５，２０１世帯

（評価対象外）生活保
護扶助事業

12 千円11,477,874

千円2,877,463

健康福祉局
生活福祉第一課・第
二課

　生活に関する相談及び指導並びに緊急に行うべき援助物資の支給等、
ホームレスの状況に応じて必要な支援を行った。

令和６年度緊急援助物資配布実績　２人

（評価対象外）ホーム
レス自立支援事業

13 千円5

千円5
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進 100%

90%

Ａ

Ａ

Ａ95%

割分担により、地域医療を安定的に提供するための体制を維持します。
　医療人材の確保やかかりつけ医の推奨などを通じた適切な受診の啓発、医療機関間の連携・役
予防や健康寿命の延伸につなげます。

ができるよう、ストレスの解消や十分な休養・睡眠等による心の健康づくりの推進、食事・運動
を通じた適切な生活習慣の定着、健診・検診等を通じた健康管理の実施を促進し、生活習慣病の

　人生１００年時代を迎える中、年齢を重ねても、心身ともにできるだけ長く健康で暮らすこと

医療体制の充実

健康づくりの推進 24.1%

37.9%医療体制の充実

20.7%

24%

60.7%

80%

令和 年度6

31.0% 22.4% 70.4%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 35.9 36.4 36.9 0
0 0 43.6

0 0 80 80 80 0
0 0 82.8

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 35.9 36.4 36.9 0
0 0 0 0 43.6 0 0 0

0 0 80 80 80 0
0 0 0 0 82.8 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

千円688,279 Ａ 24.1% 20.7% 60.7%Ａ

健康福祉局

健康福祉局

　市民 　健康づくりを推進し、心身ともに健康で心豊かに生活
できる市民が増える。

　各種検（健）診事業、相談事業、健康教室等を実施することにより、市民の心身両面の健康づく
りを推進した。
　また、精神障がい者の社会復帰や自立を促す取組のほか、難病患者の支援、骨髄等を提供したド
ナーへの助成などを実施することにより、健康増進のための環境整備に寄与した。

　健康教室やこころの相談支援などによる健康づくりの推進、食事、運動を通じた適切な生活習
慣の定着、特定健診、がん検診等を通じた健康管理の実施を促進した。
　今後は、一層、関係機関と連携し、生活習慣病の予防や、健康寿命の延伸に努める必要があ
る。

　人生１００年時代を迎える中、令和７年３月に策定した第３次高松市健康都市推進ビジョンに
基づき、医療・福祉関係機関等と連携しながら、「誰もが自分らしく心身ともに健やかに暮らせ
るまちの実現」を目指して、更なる健康づくりの取組を推進していく。

運動習慣がある市民の割合

　健康運動指導士等を派遣する運動教室や研
修会の開催などを通じて、運動習慣の定着に
努めたことにより、目標を達成することがで
きた。

121.4%

実績R6

％43.6

目標R6

％35.9

％

自分が健康と感じている市民の割合（主観的
健康観の維持向上率）

　特定健診、がん検診等を実施したほか、栄
養指導や食育推進、健康・こころの相談など
の各事業を効果的に実施したことにより、目
標を達成することができた。

103.5%

実績R6

％82.8

目標R6

％80

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

83.3%

継続

人 5,298 2,000

健康づくり推進課

　地域や職域において、広く健康教育を実施し、自殺予防の周知啓発に取
り組んだ。
　また、高校生や中学３年生を対象として、「こころの体温計に関するチ
ラシ」を配布したほか、高校の文化祭の開催機会を捉えて、こころの健康
やアルコールに関する啓発等を行い、若年層の自殺予防に寄与した。

自殺対策推進事業

1

264.9%健康教育の参加者数

65ひきこもりサポーターが訪問支援した人数

千円5,981

千円2,937

88%

Ａ

人

健康福祉局

継続

人 2,044 2,050

保健医療政策課

　（公財）日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において、骨髄等を
提供したドナー及びドナーが勤務している事業所に対し、助成金を交付す
ることにより、骨髄等移植の推進に寄与した。
また、骨髄バンク推進月間には、パネル展示や、広報高松、たかまつ労

政だよりに関連記事を掲載したほか、市民団体と協同でドナー登録普及啓
発事業を実施したことにより、効果的に周知啓発を行うことができた。

骨髄等移植ドナー支援
事業

2

99.7%高松市のドナー登録者数（市と県の人口割合にて算出）

千円250

千円125

94%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 92.6 95

健康づくり推進課

　地域に密着した、きめ細かな保健事業を推進するため、保健委員会連絡
協議会の運営を補助し、ブロック研修会や「高松市民健康の日」パネル展
を開催した。
　また、地域及び企業・事業所等の職域に対して、健康運動指導士を派遣
する運動教室を開催したことなどにより、市民の健康意識の向上に寄与し
た。

地域保健推進事業

3

97.5%研修会等参加者の満足度

千円1,854

千円1,100

90%

Ａ

健康福祉局
健康づくり推進課

　健康増進を目的とした特定給食施設などを中心に、巡回指導を実施し、
栄養管理報告書に基づく助言を行ったほか、ホームページにおいて給食施
設に関する情報提供を積極的に発信し、対象施設の適切な給食管理に寄与
した。

（評価対象外）栄養改
善指導事業

4 千円3,793

千円3,476

健康福祉局
健康づくり推進課

　国からの委託を受け、国民健康・栄養調査を実施するとともに、歯科疾
患実態調査についても、併せて実施した。

（評価対象外）国民健
康・栄養調査事業

5 千円2,298
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
保健医療政策課

　統計法に基づき行われる保健統計調査について、厚生労働省の受託事務
として実施したことにより、厚生労働行政の推進に必要となる基礎資料の
収集に寄与した。

（評価対象外）保健統
計調査事業

6 千円1,150

健康福祉局
健康づくり推進課

　施設運営に支障を来さないよう、年間を通じて計画的に各種保守点検業
務を実施したほか、修繕については、空調設備や電気系統等、緊急性の高
いものから順次取り組んだ結果、安全かつ良好な施設の維持管理ができ
た。

（評価対象外）保健
センター管理運営事業

7 千円51,735

千円51,071

健康福祉局

継続

％ 92.6 95

健康づくり推進課

　保健師等による家庭訪問や健康相談、事務所相談、健康診査、健康教
育、地区組織活動を実施したことにより、市民の健康づくりの気運が向上
し、健康増進に寄与した。

保健活動事業

8

97.5%参加者の満足度

千円85,815

千円51,983

90%

Ａ

健康福祉局
健康づくり推進課

　原子爆弾被爆者を対象にした健康診断の通知等を行い、被爆者の健康の
保持増進に寄与した。

（評価対象外）原爆被
爆者健康診断事業

9 千円45

健康福祉局

継続

％ 29.4 30

健康づくり推進課

　こころの健康相談やこころの健康セミナーを実施し、市民に対して、こ
ころの健康づくりやこころの病気に対する理解と正しい知識の周知啓発を
行った。
　また、統合失調症家族教室を実施し、家族に対して病気への対応と正し
い知識の周知啓発を行い、精神保健福祉に係る普及啓発に寄与した。

精神保健福祉普及啓
発・相談事業

10

98.0%精神保健相談のうち新規相談件数割合

千円309

千円309

90%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

人 406 400

健康づくり推進課

　グループ活動を通じて、精神障がい者同士の交流を図り、仲間づくりの
場を提供したほか、当事者のための生活スキルアップセミナーを実施し、
精神障がい者の社会参加や自立を促し、１名が就労につながった。
　また、障がい者を支える家族会に対して運営補助を行い、家族活動の充
実に努めることにより、精神障がい者の社会復帰に寄与した。

精神障害者社会復帰支
援事業

11

101.5%デイケア参加者延べ数

千円4,396

千円4,348

92%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 82.8 90

健康づくり推進課

　福祉の充実と連携を図るため、保健師等の家庭訪問及び健康相談によ
り、在宅療養支援を行うとともに、相談会・講演会等を開催し、安定した
療養生活の確保と生活の質の向上に寄与した。

難病患者地域支援ネッ
トワーク事業

12

92.0%事業参加者の満足度

千円181

千円91

84%

Ａ

健康福祉局
保健医療政策課

　指定管理者に、庵治ほっとぴあんの運営を委託し、適切に維持管理を
行ったことにより、健康増進、保養及び憩いの場を提供することができ、
市民福祉の増進に寄与した。

（評価対象外）庵治
ほっとぴあん運営事業

13 千円20,170

千円20,170

健康福祉局
保健医療政策課

　効率的な保守点検に努めるとともに、必要な修繕措置を行ったことによ
り、施設・設備とも適切に維持管理することができた。
　また、令和７年３月に、市民の健康づくりの指針となる第３次高松市健
康都市推進ビジョンを策定した。

（評価対象外）保健所
管理運営事業

14 千円50,837

千円50,274

健康福祉局
保健医療政策課

　効率的な保守点検に努めるとともに、必要な修繕措置を行ったことによ
り、施設・設備とも適切に維持管理することができた。

（評価対象外）地域保
健活動センター管理運
営事業

15 千円24,246

千円22,614
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

83.5%

継続

人 1,711 1,853

健康づくり推進課

ライフステージに応じた歯科健康相談・健康教育などを実施したほか、
歯科疾患などの早期発見治療に関する啓発を行うことにより、歯と口腔の
健康づくりの推進及び受診率の向上に寄与した。

８０２０（歯科保健）
推進事業

16

92.3%幼児歯科健康診査受診数

1714.2成人歯科健康診査受診率

85%

Ａ

％

健康福祉局

継続

％ 82.8 90

健康づくり推進課

　食育フェスタや伝達講習会等を開催したほか、ヘルシーたかまつ協力店
の登録を推進することなどにより、市民へ「食」の大切さを伝え、食育の
推進に寄与した。

地域食育推進事業

17

92.0%食育に関心を持つ人の割合

千円1,735

千円1,710

90%

Ａ

健康福祉局

118.5%

継続

％ 85.8 90

健康づくり推進課

　健康づくりを推進するため、健康教育や健康相談等を実施し、健康に関
する意識変容に寄与した。

健康づくり推進事業

18

95.3%教室受講により健康に関する意識変容があった人の割合

1315.4受診勧奨を行ったＣＯＰＤ治療中断者の受診率

千円70,621

千円48,856

94%

Ａ

％

健康福祉局

100.0%

継続

％ 63.5 63.9

健康づくり推進課

　関係機関との連携を図り、検診受診の重要性に関する啓発を実施したほ
か、夜間・休日の検診を実施したことにより、がん検診受診率が向上し
た。

がん対策推進事業

19

99.4%がん検診受診率（２０歳～６９歳）

87.887.8たばこを吸わない人の割合

千円362,863

千円348,613

100%

Ａ

％
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25 25 22 0
0 0 30

0 0 75 75 75 0
0 0 81

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 25 25 22 0
0 0 0 0 30 0 0 0

0 0 75 75 75 0
0 0 0 0 81 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

千円2,225,778 Ａ 37.9% 24.0% 80.0%Ａ

健康福祉局

健康福祉局

　市民、市内の医療機関 　市民が安心して暮らすことができる環境づくりを推進
するため、安定した医療提供体制を整備する。

　夜間急病診療所の運営や、休日の在宅当番医制の実施などにより、夜間・休日における、初期救
急医療体制を確保したほか、医療機関への立入検査の実施等を通じて、医療の安全の確保に寄与し
た。また、看護師等の養成所への助成などにより、医療人材の確保に寄与した。
　薬局・医薬品販売事業者等の許認可申請に対する審査・薬事監視指導を実施することにより、医
薬品等の有効性・安全性を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。
　みんなの病院では、がん医療や救急医療等の急性期医療に加え、災害時や感染症への対応や地域
包括ケア等の後方支援機能の強化に重点的に取り組んだ。また、塩江分院では、保健、医療、福祉
が一体となった地域まるごと医療の実践に取り組むとともに、附属医療施設の整備方針を見直し
た。

【健康福祉局】休日における初期救急医療の提供について、年末年始等の休日が長く続く時期に
おいて、支障が生じないよう体制を強化する必要がある。また、災害時の医療救護体制について
は、より実効性のある体制づくりに取り組む必要がある。
【病院局】救急患者の積極的な受入れや、地域の医療機関との連携強化などにより、新規患者の
更なる獲得を図るとともに、経費圧縮に努め、病院事業の健全経営に取り組む必要がある。ま　
た、附属医療施設については、見直し後の整備方針に基づき早期に開所させる必要がある。

【健康福祉局】休日における初期救急医療の提供については、高松市医師会等、関係機関と協議
しながら、対応策を検討し、体制の強化を図る。また、災害時の医療救護体制については、災害
医療コーディネーター等と連携しながら、実践的な訓練・研修に取り組む。
【病院局】高度医療に対応した環境づくりに努めるとともに、引き続き、災害時や感染症への平
時からの取組や救急患者の積極的な受入れ、また、がん医療に重点的に注力するなど、良質な医
療の提供と経営の健全化に取り組む。

立入検査を行った医療施設のうち、違反が認
められた施設の割合

　新型コロナウイルス感染症の影響で、数年
間、立入検査が実施できていない医療施設が
多くあったことなどから、立入検査におい
て、違反が認められるケースが多く、目標を
達成することはできなかった。

80.0%

実績R6

％30

目標R6

％25

％

地域医療機関からみんなの病院への紹介率

　地域医療支援病院として、医師の同行によ
る地域医療機関への訪問や地域医療連携カン
ファレンス、セミナー等の症例検討会を通じ
て、顔の見える関係を築き、スムーズな連
携・受入れを行うことにより、目標を達成す
ることができた。

108.0%

実績R6

％81

目標R6

％75

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
生活衛生課

　保健衛生上の見地から、医薬品医療機器等法に基づき、薬局、医薬品販
売業者、医療機器販売業者等の許認可申請・届出に対する審査・指導及び
これらの施設に対する監視指導を実施することにより、医薬品、医療機器
等の有効性及び安全性を確保し、市民の保健衛生の向上に寄与した。

　医薬品・医療機器販売業者等への監視件数　１，０３２件

（評価対象外）薬事監
視指導事業

1 千円413

健康福祉局

継続

％ 97 100

保健医療政策課

　看護師及び准看護師の養成所に対し、運営費の一部を助成することによ
り、医療人材の確保に寄与した。

　養成所卒業者数　　６７人
　資格試験合格者数　６５人

看護師養成所運営補助
事業

2

97.0%養成所卒業生の資格取得率

千円3,555

千円3,555

94%

Ａ

健康福祉局

80.5%

継続

人 40 46

保健医療政策課

　医療施設が産科医及び助産師に支給する、分娩手当に係る費用の一部を
助成することにより、処遇改善を通じて、産科医等の確保に寄与した。

　助成施設数　３施設

産科医等確保支援事業

3

87.0%該当施設における産科医及び助産師の従事人数

637513助成対象分娩件数

千円3,112

千円778

86%

Ａ

件

健康福祉局

100.0%

継続

％ 100 100

保健医療政策課

　高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会が実施する、災害時の医
療救護体制の確保に係る事業に対し助成することにより、医療救護班の派
遣体制の確保に寄与した。
　また、災害時に避難所・応急救護所等で使用する備蓄医薬品等のうち、
期限切れのものについて更新を行うことにより、有事への備えを充実させ
ることができた。

災害時医療救護事業

4

100.0%備蓄医薬品のうち有効期限内である医薬品の割合

100100医療救護活動の実施率

千円702

千円702

96%

Ａ

％

健康福祉局

継続

％ 62 60

保健医療政策課

　医療安全支援センターを運営することにより、医療に関する市民の相談
に対応したほか、医療機関への立入検査等を通じて、医療安全に関する指
導等を行ったことにより、市民の医療に対する信頼の確保に寄与した。

医療安全推進事業

5

103.3%相談者の納得度「納得した」の割合

千円420

94%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

継続

％ 100 100

保健医療政策課

　輪番病院の設備整備に係る費用に対して助成を行い、診療に必要な設備
を整備することにより、二次救急医療体制の充実に寄与した。

　助成施設数　１病院
　対象設備　　多項目自動血球分析装置１台

病院群輪番制病院設備
整備費補助事業

6

100.0%夜間における輪番病院の開設稼働率

千円6,327

千円1,982

98%

Ａ

健康福祉局

継続

％ 100 100

保健医療政策課

　地区医師会（高松市医師会、木田地区医師会、綾歌地区医師会）に委託
し、休日診療（原則９：００～１８：００）を行うことにより、休日にお
ける初期救急医療体制の確保に寄与した。

　診療日数　７１日
　患者数　　２９，７２０人

在宅当番医制等事業

7

100.0%休日における休日当番医の開設稼働率

千円23,519

千円21,789

98%

Ａ

健康福祉局

108.2%

継続

％ 100 100

保健医療政策課

　高松市歯科医師会に対し、歯科救急医療センターの運営費の一部を助成
することにより、休日・夜間における歯科救急医療体制の確保に寄与し　
た。

　診療日数（休日）７５日　　　　（夜間）２９３日
　診療時間（休日）９：００～１２：００、１３：００～１６：００

（夜間）月～土曜１９：３０～２２：００　
　患者数　（休日）１，３３１人　（夜間）８８８人

歯科救急医療センター
休日・夜間救急歯科診
療事業運営補助事業

8

100.0%休日・夜間における救急歯科診療の開設稼働率

2,0502,219休日・夜間における救急歯科診療の延べ患者数

千円16,600

千円13,200

96%

Ａ

人

健康福祉局
保健医療政策課

　高松市医師会を指定管理者として、夜間急病診療所の運営を行い、急病
患者の対応に当たるとともに、重症患者については、輪番病院に転送する
など、夜間における初期救急医療体制を確保することができた。

　診療日数 ３６５日
　診療時間　１９：３０～２３：３０
　患者数 １１，７７５人（うち、転送患者数３８３人）
　（内 科：毎日）５，８４６人
　（小　児　科：毎日）５，６６５人
　（耳鼻咽喉科：木曜日）　１１８人
　（眼 科：土曜日）　１４６人

（評価対象外）夜間急
病診療所運営事業

9 千円203,293

千円53,341

健康福祉局

継続

％ 100 100

保健医療政策課

　夜間の二次救急医療体制を確保するため、輪番病院の運営・調整に係る
費用に対し助成することにより、夜間における重症患者の受入体制の確保
に寄与した。

　輪番制による受入患者数３，８７１人（助成対象外の県立中央病院を除
く。）

病院群輪番制運営補助
事業

10

100.0%夜間における輪番病院の開設稼働率

千円63,664

千円59,509

98%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局

63.3%

継続

回 6 5

保健医療政策課

　徳島大学医学部に寄附講座を設置し、みんなの病院において、フィール
ドワークとして専門性の高い消化器内科・総合内科、循環器内科、呼吸　
器・血液・代謝内科診療を行いつつ、医学生及び専門的診療能力を有する
医師等の人材育成を行ったことにより、高松地域における医療レベルの向
上に寄与した。

寄附講座開設事業

11

120.0%地域医療に関する講演会開催数

3019大学からの医学生受入数

千円64,300

千円64,300

83%

Ａ

人
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(２) 人を育み、多様な生き方が

尊重されるまち
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実 96%

91%

Ａ

Ａ

Ａ94%

を推進します。
境をハード・ソフトの両面で整備し、子どもの安全の確保や子ども一人一人の特性に応じた教育
　学校だけでなく、地域住民との連携・協働により、子どもが快適で安全に教育を受けられる環

勢の変化や新たな課題への対応を主体的に考え、他者の立場や考えを尊重し、協調しながら解決
することができる力を身に付けられる教育を推進します。

　子ども一人一人の良さを伸ばす指導とデジタルデバイス等の機器・設備の活用により、社会情

学びを支援する教育環境の充実

学校教育の充実 34.7%

30.2%学びを支援する教育環境の充実

14.3%

16.1%

81.8%

76%

令和 年度6

32.5% 15.2% 78.9%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 76.8 77.2 77.6 0
0 0 76.4

0 0 62 63 64 0
0 0 57.1

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 76.8 77.2 77.6 0
0 0 0 0 76.4 0 0 0

0 0 62 63 64 0
0 0 0 0 57.1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

千円4,564,310 Ａ 34.7% 14.3% 81.8%Ａ

教育局

教育局

　市内の児童生徒、学校、家庭及び地
域

　教員の資質の向上と教育指導体制の充実を図り、子ど
もの確かな学力、豊かな心と体を育成するとともに、学
校・家庭・地域が、その役割を十分に担い、相互に連携
して学校教育を充実させる。

　学習指導要領の趣旨に沿った授業、特別支援教育、帰国・外国人児童生徒指導援助、高等学校教
育等を充実させ、確かな学力の育成に寄与した。
　道徳教育や人権教育の推進、体験活動による地域の人々との交流、読書活動による本とのふれあ
い、児童生徒が運動に親しむ習慣づくりや家庭との連携による基本的生活習慣の育成により、豊か
な心と体を育てる教育を推進した。
　教員に対する研修を充実させ、教員の資質・能力の向上を図り、また、学校生活支援員配置や学
校評価推進による学校運営の改善等により、教育指導体制の充実に寄与した。
　体力向上プランの推進と、体育授業の充実を図ることで、積極的に運動に親しむ習慣づくりと意
欲の向上を図り、運動時間に寄与した。

　本施策については、日々教育活動を充実させていくことが重要であり、また、子どもの健全育
成のために、地域や家庭の教育力の向上を支援する取組の充実、さらには、確かな学力の定着や
個性と創造性を伸ばす教育を一層進めるため、「分かる授業」を創造し、授業力を向上させる具
体的な取組が課題として挙げられる。
　放課後の時間のみでは、時間、空間、仲間が限られるために、目標値に届かないことも想定さ
れる。そのために、休み時間などの児童が学校にいる時間の活用推進を図っていく必要がある。

　学校・家庭・地域の連携を基本に子どもの健全な育成を推進するとともに、教育環境の変化に
対応した特色ある教育内容・方法の開発や学習環境の整備に取り組み、学校教育の充実を図る。
　第３期高松市教育振興基本計画に基づき、児童が充実感や達成感を味わうことができる体育授
業をめざし、各学校が作成する体力向上プランを推進するとともに、生涯にわたって積極的に運
動に親しむ習慣づくりと意欲の向上を図り、授業以外の運動時間の確保につなげていく。

学校に行くのが楽しいと思う子どもの割合

　誰一人取り残さず一人一人が輝く教育を目
指し、児童生徒の多様な考えを受け入れるよ
うな学級の支持的風土の醸成や、ＩＣＴ機器
を活用し、個別最適な学びや協働的な学びの
充実に取り組むなど、安心して楽しく学べる
学校づくりに努めることにより、目標をおお
むね達成することができた。

99.5%

実績R6

％76.4

目標R6

％76.8

％

児童が体育の授業以外で運動する時間（１日
当たり）

　授業の中で児童が体育好きになるような取
組を実践しているため、授業以外でも運動す
る児童の増加につながり、運動時間は、前年
度より増加している。

92.1%

実績R6

分／日57.1

目標R6

分／日62

分／日

％ ％

分／日 分／日
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

拡充

％ 100 100

学校教育課

　日本語指導を必要としている帰国・外国人児童生徒に対して、学習や生
活についての指導助言を行う指導者を派遣した結果、外国人児童生徒等が
日本語で学習に参加できるようになるなど、学校生活への適応を支援でき
た。

帰国児童等指導援助事
業

1

100.0%帰国児童等の学校生活への適応率

千円7,419

千円5,646

100%

Ａ

教育局

継続

％ 100 100

学校教育課

　総合的な学習の時間の充実や地域等の教育力の有効活用のため、市立
小・中学校全校に経費補助を行ったことにより、各学校において効果的な
活用が図られ、家庭、学校、地域、行政等の緊密な連携づくりに寄与し、
各学校の特色ある教育が実現できた。

学校教育推進事業

2

100.0%総合的な学習の時間における地域人材活用率

千円7,844

千円7,844

100%

Ａ

教育局
教育局総務課

　おおむね計画どおりに小学校及び中学校の教材を整備したことにより、
児童生徒の学習環境が充実した。

（評価対象外）教材整
備事業

3 千円84,098

千円75,897

教育局

継続

％ 100 100

学校教育課

　教職員が使用する教科書及び指導書等の整備や、新学習指導要領に対応
した教師用指導書を支給したことにより、確かな学力を育てる教育の推進
に寄与した。

教材研究等事業

4

100.0%高松市立小中学校教職員への配布率

千円193,060

千円193,060

92%

Ａ

教育局

継続

点 3.95 3.6

総合教育センター

　教育相談と教育支援委員会の適切な開催により、障がいのある児童生徒
が個に応じた学びの場を選択でき、適切な教育を受けられるように導け
た。
　なお、補助事業の活用としては、中学校の特別支援学級生徒に対する体
験活動の事業を１日の体験学習として実施したことから、多くの生徒や教
員の参加があった。

教育相談・教育支援委
員会開催事業

5

109.7%教育相談に参加した保護者からの満足度

千円813

千円813

94%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

159.4%

継続

％ 100 100

学校教育課

　「語学指導等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）」による外
国語指導助手（ＡＬＴ）を市立小・中学校に、学級担任を補助する「英語
指導補助員」を市立小学校に配置することにより、中学校英語教育や小学
校英語活動、国際理解教育の充実につながった。

英語教育推進事業

6

100.0%外国語指導助手（ＡＬＴ）配置率

3555.8英検３級相当の英語力を有する中学３年生の割合

千円93,255

千円92,327

88%

Ａ

％

教育局

継続

％ 59.5 60

高松第一高等学校事
務局

　教師用教科書・指導用図書及び理科・数学等の教材の購入のほか、ピア
ノの調律、パソコン等の賃借など、教材等の管理・整備を行ったことによ
り、教育環境の充実に寄与した。

高等学校教材研究等事
業

7

99.2%国公立大学の合格率（過年度生含む）

千円33,946

96%

Ａ

教育局

継続

％ 100 100

学校教育課

　学校教育における補助教材として、小学校道徳用、社会科用の副読本を
支給することにより、教育の充実に寄与するとともに、保護者の負担を軽
減した。

児童生徒副読本支給事
業

8

100.0%児童生徒副読本配布率

千円6,169

千円6,169

92%

Ａ

教育局

継続

％ 63.6 60

高松第一高等学校事
務局

　選抜コースの国際文科コースにおいて、外国からの招聘講師による授業
や外部講師による英語での授業などを実施したことにより、国際化に対応
できる人材を育成した。

高等学校英語教育推進
事業

9

106.0%国際文科コース卒業生国公立大合格率（過年度生含む）

千円3,737

千円3,737

96%

Ａ

教育局
学校教育課

　会計年度任用職員の雇用や各種負担金の支出などにより、学校教育に対
する様々なニーズに対応し、学校教育の円滑な運営につながった。

（評価対象外）学校教
育管理事業

10 千円31,558

千円20,247
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

拡充

％ 100 100

学校教育課

　支援員の配置を促進し、特別支援学級や通常学級に在籍する児童生徒の
うち、配慮や支援が必要な児童生徒に対する日常生活上の介助を中心に、
学習の補助、児童生徒の安全確保を行うことにより、対象児童生徒の教育
環境の整備、保護者や教員の負担軽減等につながり、学校教育の充実に寄
与した。

特別支援教育推進事業

11

100.0%特別支援教育支援員配置率

千円194,197

千円194,197

98%

Ａ

教育局

拡充

％ 71 74

総合教育センター

　教育支援センターを運営し、不登校傾向の児童生徒に学習のサポートや
体験活動等を行うことにより、学校復帰や社会的な自立に向けてサポート
を行うことができた。
　また、ＩＣＴを活用した学習システムの提供は、学業不振の解消や学習
習慣の支援に役立った。

不登校対策事業

12

95.9%９０日以上の欠席児童生徒が専門機関に関わる割合

千円45,521

千円45,406

96%

Ａ

教育局

継続

校 65 48

学校教育課

　児童生徒の文化的・科学的活動の成果を発表する機会を設けることがで
き、豊かな創造力と表現力を育て情操を高める教育の充実に貢献した。

教育文化振興事業

13

135.4%発表会、作品展、コンクール等に出品・参加した学校数

千円6,289

千円6,097

90%

Ａ

教育局

75.0%

継続

％ 46.5 46.4

保健体育課

　食育セミナー、私立幼稚園の巡回指導、調理場の状況に応じたアレル
ギー対応、地域の特色ある献立実施などに取り組んだ結果、食育の推進に
効果があった。
　また、県産食材については、県の補助事業を活用し、積極的に県産食材
を取り入れた結果、目標を達成したほか、献立を通じて、食品の特徴や栄
養バランス、郷土食等の食文化について学び、健全な食生活の実践に寄与
することができた。

学校教育における食育
推進事業

14

100.2%学校給食における県産食材使用率

43食育セミナー開催回数

千円6,854

千円6,854

72%

Ｂ

回

教育局

継続

件 4,717 3,500

学校教育課

　１２学級以上（特別支援学級は除く。）の小学校３６校に児童の臨床心
理に対して高度な専門的知識・経験を有するスクールカウンセラーを配置
することにより、小学校におけるいじめ、不登校等の問題行動等の早期発
見・早期対応につながった。

いじめ等対策事業

15

134.8%小学校におけるスクールカウンセラーへの相談件数

千円3,667

千円3,667

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局
教育局総務課

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条に基づき、教育委員
会定例会を年１２回開催したほか、教育振興基本計画の推進を図り、総合
教育会議を開催するなど、教育水準の維持向上と地域の実情に応じた教育
の振興につながった。
　また、新たに策定した第３期高松市教育振興基本計画に基づき、ふるさ
との未来を支える教育の推進を始め、多様な教育ニーズに対応した教育機
能の充実に取り組んだ。

（評価対象外）教育委
員会事務

16 千円9,288

千円9,288

教育局
保健体育課

　環境衛生検査を実施したことにより、安全で衛生的な環境の下、教育活
動を行うことができた。
　また、教職員の健康診断、ストレスチェックを実施した結果、疾病の早
期発見と教職員の健康の保持増進、ストレスへの気付き及びその対処の支
援に効果があった。

（評価対象外）学校保
健推進事業

17 千円49,918

千円49,808

教育局

継続

件 2,198 1,300

学校教育課

　社会福祉士等の資格を有するスクールソーシャルワーカーを中学校２２
校及び高松第一高等学校に配置し、専門的な知識や技術、関係機関との
ネットワークを活用して、対応することにより、問題行動や不登校の未然
防止と早期解消に寄与した。

児童生徒指導推進事業

18

169.1%スクールソーシャルワーカーによる支援件数

千円125,058

千円97,706

98%

Ａ

教育局
保健体育課

　学校給食センター以外の調理場において、機器類等を整備するなど、適
切な維持管理を行ったことにより、安全・安心な学校給食を安定的に提供
することができた。

（評価対象外）給食調
理場管理運営事業

19 千円301,974

千円301,974

教育局
保健体育課

　学校管理下における児童生徒の災害に対して、独立行政法人日本スポー
ツ振興センターにおいて、災害共済給付を行ったことにより、学校教育の
円滑な実施と保護者の経済的負担を軽減することができた。

（評価対象外）日本ス
ポーツ振興センター負
担金事業

20 千円31,221

千円16,129
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 90 95

保健体育課

　給食関係職員に対して、専門知識を深める研修会等を実施したことによ
り、職員としての資質が向上した。
　また、各種衛生検査の実施により、衛生管理を徹底した。
　なお、学校行事や他研修会等との重複などによる欠席者があり、研修参
加率の目標は達成できなかったものの、調理や食品衛生に関する知識を深
め、調理技術の向上につながった。

学校給食推進事業

21

94.7%研修参加率

千円6,397

千円6,365

79%

Ｂ

教育局
保健体育課

　業務委託により、学校給食センターから受配校への学校給食の配送及び
回収を迅速・確実・安全に行うとともに、受配校における配膳用務に係る
会計年度任用職員を任用したことにより、配膳用務が円滑に行われ、安
全・安心な学校給食を提供することができた。

（評価対象外）学校給
食共同調理事業

22 千円55,979

千円55,979

教育局
保健体育課

　業務委託により、学校給食共同調理場から受配校への学校給食の配送及
び回収を迅速・確実・安全に行うとともに、受配校における配膳用務に係
る会計年度任用職員を任用したことにより、配膳用務が円滑に行われ、安
全・安心な学校給食を提供することができた。

（評価対象外）共同調
理給食運搬事業

23 千円71,029

千円71,029

教育局

継続

％ 54.4 65

保健体育課

　児童生徒の定期健康診断を実施し、疾病の早期発見と適切な予防に役立
てた。
　また、対象となる小学校４年生と中学校１年生に小児生活習慣病予防検
診を実施したほか、小学校入学予定者に就学時健康診断を実施し、円滑な
学校教育の推進と学校保健の向上につながった。

生徒等健康診断事業

24

83.7%二次検診の受診率

千円143,819

千円140,327

84%

Ａ

教育局
保健体育課

　学校給食センターにおいて、適切な施設管理に努め、円滑な運営を行っ
たことにより、安全・安心な学校給食を安定的に提供することができた。

（評価対象外）給食
センター管理運営事業

25 千円689,487

千円684,667
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

項目 14 14

保健体育課

　児童生徒の交流の場として体育大会を開催し、児童生徒の体力・運動能
力の向上及び相互の友情が深められたとともに、教員の体育指導方法を共
有することにより、児童生徒が運動する喜びや楽しさを実感できるような
健全な体育環境が強化された。

学校体育推進事業

26

100.0%全国調査にて本市平均が全国平均を上回るか同等の項目数

千円26,145

千円26,145

94%

Ａ

教育局

継続

％ 67.2 20

高松第一高等学校事
務局

　生徒の不登校や問題行動等に対応するため、専門的知識・経験を有する
スクールカウンセラーを配置し、生徒や保護者等へのカウンセリングを
行ったことにより、生徒の快適な学校生活を支援する効果があった。

高等学校カウンセラー
配置事業

27

336.0%全校生徒に対する相談件数の率

千円622

千円622

98%

Ａ

教育局

100.0%

継続

％ 80 80

学校教育課

　９年間の義務教育の連続性、継続性及び発展性に留意した学校運営によ
り、児童生徒や教員へのアンケート調査において、子どもたちの活動と交
流の幅が広がるとともに、これまで以上に興味・関心を持って意欲的に学
習に取り組む状況が認められるなど、安定した学校生活に寄与した。

小中一貫・連携教育推
進事業

28

100.0%「英語」・「高松みらい」の授業のアンケート支持率

6969小中連携教育の実践校数

94%

Ａ

校

教育局

108.3%

継続

冊 69.1 61

学校教育課

　子ども読書活動の推進に当たり、全ての小・中学校に学校図書館指導員
を配置し、読み聞かせや図書紹介等を行うことにより、学校図書館の活性
化を行った。

学校図書館活性化推進
事業

29

113.3%児童１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数

1213生徒１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数

千円221,928

千円221,928

92%

Ａ

冊

教育局

継続

％ 100 90

学校教育課

　高松プライドプロジェクトを実施し、子どもたちのシビックプライドの
醸成に取り組んだ。

子どものシビックプラ
イド醸成事業

30

111.1%参加者のうち、市民参画意識が高まった児童生徒の割合

千円2,144
＜重点取組＞

千円2,144

98%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

拡充
保健体育課

　運動部活動の地域移行に向けて配置したコーディネーターによる各競技
部や生徒への聞き取りのほか、モデル事業を実施した結果等を基に、検討
委員会において今後の方針について検討を行った。また、運動部活動指導
員を積極的に配置することにより、教員の負担軽減につながった。

　なお、成果指標については、令和７年度中に公表される予定の令和８年
度以降の国の方針に基づき、本市の方針が固まってから設定する。

部活動の地域移行推進
事業

31

成果指標設定なし

千円14,988
＜重点取組＞

千円3,283

60%

Ｂ

教育局
保健体育課

　公会計方式により、学校給食費の徴収管理を行うことで、教職員の負担
軽減や保護者の利便性向上、会計事務の透明性向上に寄与した。

（評価対象外）学校給
食費管理事業

32 千円2,089,740

千円397,523
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 93 95 97 0
0 0 76

0 0 75.3 78.2 82.6 0
0 0 87

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 93 95 97 0
0 0 0 0 76 0 0 0

0 0 75.3 78.2 82.6 0
0 0 0 0 87 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

千円5,411,349 Ａ 30.2% 16.1% 76.0%Ａ

教育局

教育局

　市立小・中学校、高松第一高等学校
の児童生徒

　児童生徒が、学校において、安全・安心に、健康的
で、快適に学習・生活できる教育環境を整備する。

　国のＧＩＧＡスクール構想により整備した児童生徒の一人一台端末の活用を推進した。
　管理職研修会などを通じて、大規模災害を想定する中で実効性のある避難訓練を推進した。

　国のＧＩＧＡスクール構想により児童生徒一人一台端末の整備は完了したが、その活用を更に
図っていく必要がある。
　南海トラフ巨大地震などの大規模災害のリスクが上がっていくことが想定されているため、よ
り実効性のある避難訓練の重要性は、今後も高まっていくことが想定される。その中で万が一の
時、一人一人の児童生徒が自分の身を自分で守るための危機回避能力を身に付けるための指導や
支援を合わせて行う必要がある。

　令和５年度に策定した第２期高松市ＩＣＴ教育推進計画に基づき、国のＧＩＧＡスクール構想
によって整備した一人一台端末やＩＣＴ機器を活用した個別最適な学びと協働的な学びの充実を
図る。
　第３期高松市教育振興基本計画に基づき、令和１３年度までに実績値を１００にする。児童生
徒に防災についての正しい知識や的確に判断する力、適切に行動できる力を身に付けさせること
ができるよう、より実効性のある避難訓練の充実を図る。

ＩＣＴを活用して授業を行っている教員の割
合

　ＧＩＧＡスクール構想により整備した一人
一台端末の本格運用や小・中学校の全学年の
教室に整備した電子黒板の活用推進のため、
各種研修の実施や各校の取組内容の紹介、
ＩＣＴサポートスタッフ・支援員の派遣等を
継続的に行っているが、ＩＣＴ機器の活用率
の実績値は前年度を下回る結果となった。

81.7%

実績R6

％76

目標R6

％93

％

大規模災害等を想定した避難訓練を行ってい
る学校の割合

　市立小・中・高等学校の管理職を対象に、
避難所運営や避難訓練等の防災に関する研修
会を実施するとともに、避難訓練の際に、指
導主事が指導助言を行うことで、南海トラフ
巨大地震等の大規模災害に対する危機意識が
高まり、より実効性のある避難訓練等の実施
につながり、実績値が中期目標を上回った。

115.5%

実績R6

％87

目標R6

％75.3

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 26.9 25.8

学校施設整備室

　長寿命化計画による計画的かつ効率的な老朽化対策を行うため、協和中
学校東棟校舎等改築基本設計業務を行い、香南小学校校舎等改築工事は、
完了した。

　なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するなどのた
め、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９５７，７３４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である外壁改修事業などについては完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：６９８，９６３，５００円）

小・中学校施設老朽化
対策事業

1

104.3%老朽化対策進捗率

千円1,627,293

千円52,689

94%

Ａ

教育局

継続

％ 26 26

保健体育課

　学校給食調理場の老朽化に対応するため、調理機器の更新やオーバー
ホールのほか、施設の修繕等について計画的に行った。

また、前年度からの繰越事業である朝日新町学校給食センター排水処理
施設設備機能点検及び修繕、脱臭装置用活性炭取替業務委託については、
完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：６，６４８，４００円）

学校給食調理場整備事
業

2

100.0%ドライ仕様の調理場から給食が提供される学校の比率

千円103,187

千円71,487

83%

Ａ

教育局
教育局総務課

　学校施設の維持管理、運営のほか学校の現状を十分に把握して非常勤講
師等の適切な配置を行うとともに、優れた知識や技術を有する地域人材を
学校教育に活用したことにより、学校運営の充実に貢献した。

（評価対象外）小学校
管理運営事業

3 千円1,018,253

千円998,168

教育局
学校施設整備室

　学校施設の整備を行い、良質な学校教育施設を維持するために、修繕・
改修工事を実施した。

　なお、工程調整に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が
不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５９，４０７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である改修工事などについては、完了し
た。
（令和５年繰越明許事業費：３９，９３０，０００円）

（評価対象外）小・中
学校校舎等整備管理運
営事業

4 千円543,433

千円303,636

教育局
教育局総務課

　学校施設の維持管理、運営のほか学校の現状を十分に把握して非常勤講
師等の適切な配置を行うとともに、優れた知識や技術を有する地域人材を
学校教育に活用したことにより、学校運営の充実に貢献した。

（評価対象外）中学校
管理運営事業

5 千円508,331

千円498,147
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局
高松第一高等学校事
務局

　安全で快適な学習環境を確保するため、施設の維持管理や管理用品の整
備をしたほか、老朽化した施設の修繕工事を実施し、生徒の学力の向上に
寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である高等学校校舎等改築事業については
完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２７，０１５，９７０円）

（評価対象外）高等学
校管理運営事業

6 千円126,598

千円69,660

教育局

継続

％ 45.5 54.5

学校施設整備室

　財源の確保に努め、予定校のエレベーター設置に着手した。

　なお、国の補正予算事業の執行に当たり、実施期間を確保するなどのた
め、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１７７，７１４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるエレベーター等増築実施設計業務に
ついては、完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：７，０４６，０００円）

小・中学校バリアフ
リー整備事業

7

83.5%バリアフリー整備進捗率

千円34,741
＜重点取組＞

千円641

82%

Ａ

教育局

継続

％

学校施設整備室

　計画どおりに空調設備設置調査検討業務に着手した。

　なお、成果指標の「体育館空調設備設置進捗率」については、令和７年
度まで実施設計及びアドバイザリー業務の準備期間となり、令和８年度以
降に空調設備の設置が開始される予定であるため、令和６年度の目標値は
設定できない。

　なお、前年度からの繰越事業である体育館空調設置調査検討業務につい
ては、完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：５，６１０，０００円）

小・中学校体育館空調
設備設置事業

8

体育館空調設備設置進捗率

千円18,700
＜重点取組＞

千円16,300

80%

Ａ

教育局

継続

％ 64.5 75

高松第一高等学校事
務局

　生徒一人一台端末の導入など校内のＩＣＴ環境の整備を行ったことによ
り、教育環境の充実に寄与した。

高等学校ＩＣＴ環境整
備事業

9

86.0%授業で端末を頻繁に活用している割合

千円8,343

千円8,343

90%

Ａ

教育局

76.5%

継続

％ 45.9 58

教育推進室ICT

　一人一台端末や小・中学校全ての学年の教室に整備した電子黒板を活用
した学習に取り組んだことにより、児童生徒の情報活用能力や学習意欲の
向上に寄与した。

教育ＩＣＴ整備・活用
推進事業

10

79.1%週３回以上ＩＣＴ機器を使用した小学校児童の割合

4332.9週３回以上ＩＣＴ機器を使用した中学校生徒の割合

千円276,252
＜重点取組＞

千円210,109

81%

Ａ

％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 100 100

学校教育課

　遠距離通学児童生徒等の保護者の経済的負担を軽減することにより、義
務教育の円滑な実施に寄与した。

遠距離児童・生徒等通
学費助成事業

11

100.0%通学費補助率

千円30,418

千円30,261

90%

Ａ

教育局
学校教育課

　小・中学校の学校図書館図書標準達成率に基づき、図書整備費を配当
し、計画的に廃棄も行いながら、各校において図書整備を進めたことか
ら、全小・中学校の当該達成率は、おおむね１００％を維持し、各校にお
ける読書や学習に必要な図書が整備された。

（評価対象外）学校図
書館図書整備事業

12 千円33,652

千円33,652

教育局

継続

％ 100 100

学校教育課

　奨学金の支給、入学準備金の貸付け等により、就学者の経済的負担が軽
減され、教育環境の充実に寄与した。

教育資金支援事業

13

100.0%奨学金受給希望者の高等学校等の進学率

千円30,985

千円22,854

92%

Ａ

教育局
高松第一高等学校事
務局

　学校図書館法に基づき、生徒及び教員の利用に供する図書等を整備した
ことにより、学校教育の充実や調査研究等に寄与した。

（評価対象外）高等学
校図書整備事業

14 千円1,297

千円1,297

教育局
教育推進室ICT

　教職員一人一台の校務用パソコンの活用、様々な教育情報の一元管理、
校務支援システム及び管理システムの活用により、利便性や情報管理の徹
底、校務の効率化につながった。

（評価対象外）教育情
報通信ネットワークシ
ステム（ＴＥＮＳ）管
理運営事業

15 千円583,121

千円583,121
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局
学校教育課

　経済的な理由によって、小・中学校に就学することが困難な児童生徒の
保護者に対して、就学に必要な経費の援助を行い、保護者の経済的負担を
軽減することにより、義務教育の円滑な実施に寄与した。

（評価対象外）就学奨
励事業

16 千円426,719

千円405,572

教育局

継続

％ 95.7 98

総合教育センター

　特別な教育的支援が必要な児童生徒への教員等が行う支援について、専
門的な知識を有する大学教員や医師等の専門家から、より良い支援方法等
の適切なアドバイスが得られたことにより、教育の質の向上につながっ
た。

特別支援教育体制整備
推進事業

17

97.7%要配慮児童生徒の特性に応じた指導を行う学校の割合

千円132

千円132

90%

Ａ

教育局

94.4%

継続

％ 100 100

学校教育課

　地域や社会に開かれた学校づくりをより一層推進したことにより、地域
と一体となって子どもを育むことに寄与した。

学校・地域連携システ
ム推進事業

18

100.0%学校・地域連携システム組織結成割合

3.63.4学校評価（家庭や地域との連携・協働）の評価平均得点

千円5,482

千円5,482

94%

Ａ

点

教育局
総合教育センター

　全国教員研修履歴システムの本格運用により、各自で研修に申し込み、
研修後はシステム内で振返りを行った。履歴を視覚化することにより、研
修観の転換に寄与した。

（評価対象外）教職員
資質・能力向上事業

19 千円21,905

千円21,905

教育局
総合教育センター

　質の高い教育・保育を提供するため、公立幼稚園、こども園、保育所の
教職員に対して、キャリアステージに応じた研修を実施した。

（評価対象外）保育
所・こども園・幼稚園
教職員研修事業

20 千円4,659

千円4,617
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

人 1,100 200

総合教育センター

オンライン活用による研修が有効であることが実証されたことから、集
合研修の３分の１をオンライン研修で実施した。
　なお、教員・教育関係者・保護者に向けて教育委員会の取組や成果を紹
介する場である「教育フォーラムｉｎ高松」についても、ＩＣＴ機器の活
用につながることからオンラインでの開催とした。

教育に関する調査研究
推進事業

21

550.0%調査研究の発表の場である教育フォーラムへの参加人数

千円256

千円256

92%

Ａ

教育局

継続

％ 19.2 12

学校教育課

　国・県から研究指定校等事業を受けることにより、学校課題の解決、学
校教育活動の改善・充実及び教職員の資質・能力の向上に一定の効果を得
ることができた。

研究指定校研究推進事
業

22

160.0%研究指定校等事業の成果をいかしている学校の割合

千円1,420

92%

Ａ

教育局

継続

％ 59.5 60

高松第一高等学校事
務局

　各種研究会への参加や研究用雑誌の購読により、教員の資質が向上する
とともに、授業の質が高まり、生徒の学力を向上させる効果があった。

高等学校教育研究研修
事業

23

99.2%国公立大学の合格率（過年度生含む）

千円510

千円510

96%

Ａ

教育局
総合教育センター

　国からの委託事業として実施している幼保小の架け橋プログラム調査研
究事業について、３年目に当たる令和６年度は、開発校区数を増やし、架
け橋カリキュラム開発に取り組んだ。
　就学前施設及び小学校には、本市の実態及び課題を提示し、研究テーマ
を設け、実践をもとに協議し、研究を進めることができた。

（評価対象外）教育・
保育に関する調査研究
推進事業

24 千円5,662

千円74
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ｂ

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

よう、多様な学びや交流の機会を創出します。

家庭・地域の教育力の向上 66%

90%

Ｂ

Ａ

Ｂ78%

　市民がそれぞれのニーズに応じた学びを実現し、その成果を暮らしの様々な場面で活用できる
体で子どもを育てる力を高めることができるよう、啓発を行います。

充実を通じて、全ての市民に開かれた学びの機会を提供します。
　また、多様な学習プログラムの提供、オンラインサービスの充実など、生涯学習施設の機能の

　また、できるだけ多くの人が、子どもの健全育成に関心を持ち、活動に参画するなど、社会全

域がそれぞれの資源や強みをいかして連携することで、多様化・複雑化する課題の解決を実現し
ます。

　子どもの教育や子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた課題を的確に把握し、学校・家庭・地

生涯学習の推進

家庭・地域の教育力の向上 28.7%

22.8%生涯学習の推進

14.9%

19.7%

71.9%

63.3%

令和 年度6

25.8% 17.3% 67.6%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 93.6 95.7 97.9 0
0 0 85.1

0 0 12 18 24 0
0 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 93.6 95.7 97.9 0
0 0 0 0 85.1 0 0 0

0 0 12 18 24 0
0 0 0 0 5 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

千円46,886 Ｂ 28.7% 14.9% 71.9%Ａ

教育局

教育局

　市民（家族に子どもがいる家庭、地
域住民）

　学校・家庭・地域がそれぞれの立場から子どもの教育
に責任を持ち、相互に連絡・協働しながら、健全な子ど
もの育成や見守りが行われていることを目指す。

　家庭教育応援講座を市立の小学校及び幼稚園・こども園等で実施し、家庭教育について学習する
機会を提供した。また、講座への参加が困難な方を対象に、家庭教育コラムの掲載や家庭教育につ
いての動画の配信など積極的な情報発信を行った。
　早寝早起き朝ごはん運動については、就学時健康診断時に市内の小学校で啓発資料を保護者に配
布し、子どもたちの基本的生活習慣の形成を推進したほか、小・中学校の児童生徒を対象に「生活
リズムチェックシート」を配布し、自らの生活習慣を見直す機会を提供した。
　地域学校協働活動については、令和６年度からモデル校を指定し、地域と学校をつなぐコーディ
ネーターを配置したモデル事業を開始した。

　「家庭教育応援講座」に対する学校・園からの希望に基づく開催回数は減少傾向にあるため、
保護者を対象に効果的な情報発信を行うほか、保護者のニーズやライフスタイルの多様化に対応
した家庭教育についての学びの機会の提供方法について検討する必要がある。
　地域学校協働活動推進事業では、モデル校において地域・学校それぞれにメリットがある新た
な取組が見られたほか、地域住民・学校関係者等を対象に開催した研修会には多数の参加があ
り、事業の普及啓発につながってはいるが、今後、事業の更なる周知に努め、連携・協働してい
る学校数を増やしていく必要がある。

　社会における環境変化や市民ニーズを的確に把握した上で、家庭と地域の教育力の向上に向け
た取組を効果的に行うことにより、学校・家庭・地域が相互に連携・協働する体制を構築する。

学校・家庭・地域が連携・協働している小学
校の割合

　小学校全校への訪問を通して個々の課題に
応じた解決策の提案を行うほか、地域住民、
学校関係者等を対象にした研修会を開催し、
積極的に普及促進を図ったものの、目標を達
成することができなかった。

90.9%

実績R6

％85.1

目標R6

％93.6

％

市民活動団体と健全育成団体が連携できた地
域数（累計）

　地域に対して積極的に呼びかけたものの、
計画に対して７地域を下回る実績となり、目
標を達成することができなかった。

41.7%

実績R6

地域5

目標R6

地域12

地域

％ ％

地域 地域
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 100 100

生涯学習課

　地域の子ども会、ＰＴＡ、コミュニティ協議会等複数の各種団体で構成
された実行委員会が実施する、子どもとその保護者並びに地域の大人が交
流する事業を支援することにより、地域の一体感を醸成するとともに、地
域ぐるみで子どもを育む機運が高まり、地域の教育力の向上に寄与した。
　令和７年度を最後に、事業としては所期の目的を達成したため、終了す
るが、地域学校協働活動などを推進することにより、事業の効果を持続的
なものとしていく。

子どもを中心にした地
域交流事業

1

100.0%当該事業が「効果があった」と実感した地域の割合

千円160

千円160

85%

Ａ

教育局

継続

回 162 175

生涯学習課

　保護者を対象に、小学校における就学時健康診断・入学説明会や、幼稚
園の授業参観等の機会に専門の講師による「家庭教育応援講座」を実施
し、多種多様な学習機会・関連情報を提供するほか、保護者が空き時間等
を利用し、家庭教育について学べる機会を提供するため、「家庭教育コラ
ム」の掲載や家庭教育に関する動画の配信などを実施したことにより、家
庭教育力の向上に寄与した。
　また、文部科学省が展開している「早寝早起き朝ごはん運動」の更なる
普及・啓発活動を実施することにより、子どもたちが生活リズムを向上さ
せ、様々な活動に積極的に取り組み、健やかな成長に寄与した。

家庭教育推進事業

2

92.6%家庭教育応援講座の開催回数

千円852

千円569

88%

Ａ

教育局

拡充

校 4 4

生涯学習課

　令和６年度からモデル事業を開始したが、モデル校において地域・学校
それぞれにメリットがある新たな取組が見られたほか、地域住民・学校関
係者等を対象に開催した研修会には多数の参加があり、事業の普及促進に
つながった。

地域学校協働活動推進
事業

3

100.0%地域学校協働活動推進員を委嘱している小学校数

千円425
＜重点取組＞

千円286

96%

Ａ

教育局

継続

人 538 400

少年育成センター

　市民の主体的な健全育成活動への取組支援と、子どもたちがネット・
ゲーム依存に陥ることなく、また将来的にネットを利用した犯罪被害や非
行を防止する対策に係る取組により、子どもの安全確保に寄与した。

子どもの安全確保活動
事業

4

134.5%「安全・安心なネット利用」講座を受講した保護者の数

千円33,469

千円31,940

100%

Ａ

教育局

継続

％ 96.22 100

生涯学習課

　関係団体と連携して新春子どもフェスティバルや子ども会フットベース
ボール大会などの共催事業を実施することにより、子どもの健全育成の推
進に寄与した。

少年教育推進事業

5

96.2%リーダーとしての自覚が高まった小学生の割合

千円1,568

千円1,568

92%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

99.3%

改善

％ 100 86

生涯学習課

　青年教育の振興を図るため、関係団体を支援したほか、市民ボランティ
アの協力により、知的障がい者青年教室を実施するなど、知的障がいのあ
る青年が人とふれあう喜びを実感し、様々な学習・体験活動を通じて知
識・技能を習得するとともに、市民ボランティアの知的障がい者に対する
理解度や対応力の向上に寄与した。

青年教育推進事業

6

116.3%知的障がい者への理解が深まったボランティアの割合

95.294.5「教室に参加して良かった」と回答した受講生の割合

千円361

千円253

90%

Ａ

％

教育局

継続

回 26.33 26

生涯学習課

　高松市ＰＴＡ連絡協議会や高松市子ども会育成連絡協議会等の社会教育
関係団体を支援し、団体の自立を図ることにより、団体の自主的な活動を
促進し、加入児童等の健全育成に寄与した。

社会教育団体育成支援
事業

7

101.3%社会教育団体１団体当たりの平均年間主催事業数

千円4,600

千円4,600

94%

Ａ

教育局

継続

％ 84.08 84

生涯学習課

　二十歳となる青年が、大人になったことを自覚するとともに、自立して
いく決意を新たにしてもらうため、二十歳のつどいを開催した。
　昨年に続き、専用フォームを活用した事前登録制の受付や、当日参加で
きない対象者のためにオンライン配信を実施するほか、隣接の玉藻公園を
無料開放するなど、創意工夫をしながら式典を開催し、参加者の意識の向
上に寄与した。

二十歳のつどい開催事
業

8

100.1%式典に参加して将来への決意を新たにできた青年の割合

千円5,451

千円5,220

92%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 82400 87200 92000 0
0 0 77976

0 0 6.1 6.6 6.9 0
0 0 5.2

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 82400 87200 92000 0
0 0 0 0 77976 0 0 0

0 0 6.1 6.6 6.9 0
0 0 0 0 5.2 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

千円699,206 Ａ 22.8% 19.7% 63.3%Ａ

教育局

教育局

　市民 　市民一人一人が、それぞれの学習ニーズに応じてスキ
ルアップや学び直しを行っており、また、それぞれの学
びの成果を地域課題の解決などに積極的にいかしている
ことを、目指す姿としている。

　生涯学習センターと地域のコミュニティセンターにおいて、様々な講座を開催したほか、市民の
幅広い学習ニーズに応えるよう、市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、公募型企
画講座を実施するなど市民の生涯学習の機会の充実に寄与した。
　また、中央図書館及び地域館４館で資料の貸出、返却等を行ったほか、館外施設４箇所で予約図
書等の取次サービスを実施した。その他、移動図書館車により、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の
形成に係る連携協約に基づき、直島町を含めた８５箇所のステーションを巡回し、市民の利便性が
向上した。
　さらに、コミュニティセンター内にある図書館分室の利用促進を図った。

　生涯学習センターやコミュニティセンターで実施する講座の開催回数や内容を精査し、地域の
実情に合わせた生涯学習の推進を図るとともに、より実践的・効果的なものとする必要がある。
　また、図書館で実施する各種行事等の情報発信を強化し、来館者数や図書貸出冊数の増加を図
る必要がある。

　講座の回数や内容を精査し、改善を加えながら、地域における生涯学習の推進を継続して実施
していく。
　図書館においては、蔵書の充実など、サービスの向上や各館での居心地の良い空間づくりに努
め、市民の読書意欲・学習ニーズ等に応えていく。

生涯学習センターとコミュニティセンターの
講座の参加者数

　講座開催回数はやや増加したが、講座の参
加者数についてはやや減少し、目標を達成す
ることはできなかった。

94.6%

実績R6

人77,976

目標R6

人82,400

人

市民１人当たりの図書館資料の貸出数

　図書館機能の充実を始め、読書活動推進に
つながる行事の実施や情報発信に努めたもの
の、貸出冊数は目標を達成することができな
かった。

85.2%

実績R6

冊5.2

目標R6

冊6.1

冊

人 人

冊 冊
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

継続

％ 91 90

生涯学習センター

　少子高齢化や情報化、環境問題等の現代的課題を中心とした各種専門的
講座のほか、多様な団体と連携し、市民の学習ニーズに応じた様々な講座
を開催するとともに、まなび映画ＣＡＮや市民ギャラリーの活用事業等を
行ったことにより、生涯学習の推進に寄与した。

生涯学習推進事業

1

101.1%受講者の満足度

千円2,516

千円1,978

92%

Ａ

教育局

改善

回 8 25

生涯学習センター

　市民と行政との協働によるまちづくりの実現を目指し、地域で生涯学習
を推進するコーディネーター養成講座のほか、公募型の自主企画講座であ
る「学習成果発表の場事業」等を実施し、生涯学習事業の企画・運営など
に市民が積極的に参加できる環境づくりに寄与した。

市民参画促進事業

2

32.0%学習成果発表の場事業における講座開催回数

千円138

千円138

42%

Ｃ

教育局

継続

回 0.012 0.011

生涯学習センター

　５２箇所のコミュニティセンターにおいて、人権・環境問題等の現代的
課題に対応した各種講座を実施するとともに、自主的な学習活動の場を提
供するなど、地域住民の学習意欲に応えることができた。

コミュニティセンター
講座事業

3

109.1%人口１人当たり受講回数

千円16,983

千円16,983

92%

Ａ

教育局

継続

％ 18.9 20

中央図書館

　施設の将来的な在り方や整備の方向性を取りまとめたサンクリスタル高
松リニューアル基本構想に基づき、施設整備の実施設計、図書館システム
更新業務を進めた。
　
　なお、菊池寛記念館・歴史資料館のリニューアルに係る実施設計につい
ては、関係機関との協議に日数を要したことなどにより、年度内の完了が
不可能となったため、事業費を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１０，９４５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である実施設計業務については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１２，３３２，０００円）

サンクリスタル高松リ
ニューアル事業

4

94.5%サンクリスタル高松リニューアル進捗率

千円184,392
＜重点取組＞

千円24,679

90%

Ａ

教育局
生涯学習課

　ふれあい創作館の施設を適切に維持管理したことにより、地域活動の拠
点となる場を提供した。

（評価対象外）ふれあ
い創作館管理事業

5 千円669

千円447
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局
生涯学習センター

　市民により良い生涯学習の場を提供するため、生涯学習センターの設備
や備品の修繕を行った。
　また、令和６年４月１日から、受益者負担の公平性の確保を図る観点か
ら、施設使用料を改定するとともに、冷暖房使用料を廃止し、冷暖房料込
みの使用料とした。

（評価対象外）生涯学
習センター管理運営事
業

6 千円49,252

千円43,466

教育局

89.3%

継続

千冊 2,124 2,500

中央図書館

　中央図書館（瓦町サテライトを含む）及び地域館４館で資料の貸出・返
却等を行ったほか、館外施設４箇所で予約図書等の取次サービスを実施し
た。
　また、市内８３箇所のステーションと「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏
の形成に係る連携協約」に基づき、直島町２箇所へ、移動図書館車３台に
よる巡回を行った。

図書館運営事業

7

85.0%貸出冊数

550491図書館利用者数

千円288,786

千円262,155

81%

Ａ

千人

教育局

継続

人 1,959 2,000

中央図書館

　子どもの読書活動を推進するため、子ども向け講座を実施したほか、お
はなし会を行うボランティアの技能向上等を図るため、講座・研修会を実
施し、読書活動の推進に寄与した。

図書館文化活動事業

8

98.0%子ども読書まつりの参加者数

千円462

千円426

92%

Ａ

教育局
中央図書館

　開館後３０年余りが経過し老朽化が進んでいるサンクリスタル高松や各
地域館の建物・設備について、費用対効果も考慮した適切な維持管理を実
施し、施設利用者へ安全・安心かつ快適な環境を提供することができた。

（評価対象外）図書館
管理事業

9 千円150,191

千円148,761
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

要性に対する認識を促進します。

人権尊重・平和意識の普及・高揚 99%

88%

Ａ

Ａ

Ａ94%

　平和学習の内容の充実や学習方法の工夫により、戦争の記憶を次世代に継承し、世界平和の重
社会を構築します。
　また、年齢や性別、国籍、障がいの有無にかかわらず、全ての市民が個性と能力を発揮できる

の市民が、多様化・複雑化する人権問題に対する正しい認識と理解を深め、お互いの権利を尊重
し合う意識を醸成することで、差別や偏見の解消を図ります。

　本市が提供する人権学習の機会だけでなく、学校や企業等における学習の機会を通じて、全て

誰もが活躍できる環境の形成

人権尊重・平和意識の普及・高揚 27.3%

21.5%誰もが活躍できる環境の形成

14.7%

19.5%

62%

58.6%

令和 年度6

24.4% 17.1% 60.3%
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R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0
20
40
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100
120

施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 98.4 98.7 99 0
0 0 97.2

0 0 91.3 91.6 95 0
0 0 97.3

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 98.4 98.7 99 0
0 0 0 0 97.2 0 0 0

0 0 91.3 91.6 95 0
0 0 0 0 97.3 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

千円184,125 Ａ

、健康福祉局、教育局

27.3% 14.7% 62.0%Ａ

市民局、健康福祉局、教育局

市民局

　市民 　同和問題を始め、様々な人権問題の解決に向け、人権
教育・啓発を推進し、人権を尊重する社会の実現を図
る。

　人権啓発推進員への支援、ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品展、ＬＧＢＴに対
する正しい認識を醸成する講座等、各種の啓発推進事業を実施したことにより、市民の人権意識の
普及・高揚につながった。

【市民局】同和問題を始めとする様々な人権問題が今なお解決に至っていないことから、今後と
も、市民一人一人が正しい認識と理解を深めることができるよう、なお一層の効果的な取組が求
められている。
【教育局】同和問題を始め、様々な人権問題に対し、学校人権教育・社会人権教育の関係組織と
連携を図り、市民一人一人の人権教育に対する意識・関心を高めるとともに、今後も、人権教育
の充実・発展を強力に推進していく必要がある。

　市民一人一人が、あらゆる人権問題に対して、正しい認識と理解を深めることができるよう、
各種講座や研修会等を開催し、人権を尊重する社会の実現を推進していく。

人権啓発イベント参加者の人権問題の理解度

　人権啓発推進員による啓発事業において、
推進員の工夫により様々な形態での啓発事業
を実施し、広く市民の人権意識の普及・高揚
に努めているが、目標を達成することができ
なかった。

98.8%

実績R6

％97.2

目標R6

％98.4

％

平和意識啓発イベント参加者の平和意識の向
上度

　「高松市戦争遺品展」、「小・中学生のた
めの平和講演会」、「原爆パネル展」等の開
催により、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴
え、平和意識の普及・啓発に努めており、目
標を達成することができた。

106.6%

実績R6

％97.3

目標R6

％91.3

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

83.2%

継続

人 49,735 55,000

人権・男女共同参画
推進課

　隣保館や児童館において、各種相談事業や啓発・広報活動事業等を実施
したことにより、地域住民の福祉の増進及び教育水準の向上並びに地域児
童の健全育成に寄与した。
　コロナ禍前の水準に近づくよう教養・文化活動などの各種講座を行った
が、隣保館・児童館とも施設利用者数は目標を下回った。

隣保館・児童館管理運
営事業

1

90.4%隣保館利用者数

32,00026,632児童館利用者数

千円47,930

千円39,635

87%

Ａ

人

市民局

継続

人 1,466 1,500

人権・男女共同参画
推進課

　人権啓発推進員への支援、ハンセン病を正しく理解する講演会及びパネ
ル・作品展の開催など、各種啓発推進事業等を実施したことにより、市民
の人権意識の普及・高揚につながった。

人権啓発推進事業

2

97.7%参加人数（人権啓発推進員による啓発事業、講演会等）

千円41,570

千円39,270

90%

Ａ

市民局

継続

％ 96.2 95

人権・男女共同参画
推進課

　ＬＧＢＴなど性的少数者について、正しい理解と認識を深める講演会や
パネル展等の啓発活動の実施、パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓
制度の導入により、男女を問わず、全ての人々の人権が尊重され、差別や
偏見のない社会、多様性を尊重する社会の形成に寄与した。

ＬＧＢＴ啓発等推進事
業

3

101.3%講演会等で理解が深まった人の割合

千円247

千円50

94%

Ａ

市民局

継続

％ 80.87 80.13

人権・男女共同参画
推進課

　文化センター・児童館改修計画に基づき、施設の適切な管理運営を図る
ため、修繕・改修工事等を実施したことにより、地域における福祉の向上
や児童の健全育成につながった。

文化センター・児童館
整備事業

4

100.9%文化センター・児童館改修進捗率（事業費）

千円29,385

千円885

98%

Ａ

教育局

継続

人 472 800

人権教育課

　幼児児童生徒・保護者・企業・地域コミュニティ等による人権に関する
発表、作文朗読、コンサート及び講演などを内容とする「スマイルフェス
ティバルｉｎたかまつ」を開催することで、市民の人権意識の高揚に寄与
した。

人権啓発活動事業

5

59.0%人権啓発イベント参加者数

千円133

千円133

66%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局

78.9%

継続

人 2,806 2,500

人権教育課

　地域住民を対象に、文化センターや児童館主催で、教養を高める各種講
座（社会教育学級）、ボランティア活動、三世代交流、地域交流行事など
様々な体験・交流の機会を提供する教室（ふれあい教室）を開催したこと
により、地域住民の教育水準の向上、家庭及び地域社会における人間関係
の円滑化、自立意識の高揚などにつながった。

文化交流推進事業

6

112.2%社会教育学級受講者数

800631ふれあい教室受講者数

千円3,247

千円3,247

83%

Ａ

人

教育局

50.6%

継続

人 2,701 4,000

人権教育課

　地区小・中学生を対象とした補充学習や保護者も対象とした進路・進学
等についての教育相談、大学生ボランティアによる学習支援等を行ったこ
とにより、地区小・中学生の基礎学力や進学意欲の向上につながった。
　なお、子ども学級の実施回数を増やし、参加者数は増加した。また、教
育相談の参加者数は前年度より減少した。

子ども教育推進事業

7

67.5%子ども学級出席者数

350177教育相談出席者数

千円4,132

千円4,132

66%

Ｂ

人

教育局

継続

人 570 400

人権教育課

　市立こども園、幼稚園、小学校、中学校及び高松第一高等学校に対し
て、人権教育学習資料の作成・発行、人権教育教職員研修会の開催、人権
教育研修・研究会への参加補助、人権教育資料の購入等を行うなど、人権
教育・啓発を推進したことにより、人権を尊重する社会の実現に寄与し
た。

学校人権教育推進事業

8

142.5%研修会等参加者人数

千円5,001

千円5,001

96%

Ａ

教育局

継続

人 11,241 9,000

人権教育課

　地域における子どもの学習指導、生徒指導及び生活指導などを充実さ
せ、進路保障を実現するために社会教育指導員を配置することにより、子
どもたちの基礎学力や進路意欲等の向上に寄与した。
　また、課内配置の社会教育指導員を人権教育市民講座等に派遣したこと
により、人権教育・啓発の推進や人権を尊重する社会の実現に寄与した。

社会教育指導員設置事
業

9

124.9%学習指導等出席者数

千円22,605

千円22,605

98%

Ａ

教育局

継続

人 769 1,000

人権教育課

　市民に対し、人権教育市民講座や人権教育研修会の開催、人権教育学習
用資料の作成、人権尊重都市たかまつ市民会議への補助等を行うなど、人
権教育・啓発を推進したことにより、人権を尊重する社会の実現に寄与し
た。
　なお、開催できなかった事業もあることから、目標を下回る結果になっ
た。

社会人権教育推進事業

10

76.9%人権教育市民講座受講者数

千円8,002

千円7,222

78%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

教育局
人権教育課

　人権教育課職員が、多様化する人権・同和教育に関する正しい理解と実
践について研究を行うため、全国人権・同和教育研究大会、四国地区人権
教育研究大会等に参加することにより、知識の向上、新たな人権問題に対
する理解が進むとともに、園・学校及び市民に対し、人権教育・啓発を推
進し、人権を尊重する社会の実現に寄与した。

（評価対象外）人権教
育事務

11 千円3,428

千円3,289

市民局

継続

人 8,107 8,250

人権・男女共同参画
推進課

　平和記念館での平和学習の実施や「高松市戦争遺品展」、「小・中学生
のための平和講演会」、「原爆パネル展」等の開催、平和記念だよりの発
行などにより、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の普及・啓発
を推進することができた。

平和啓発推進事業

12

98.3%平和意識の啓発事業の参加者数

千円15,710

千円15,710

81%

Ａ

健康福祉局
地域共生社会推進課

　戦争犠牲者の冥福を祈り、戦争の悲惨さと平和の尊さを再認識し、戦争
を繰り返さない社会の実現を図るため、戦争犠牲者追悼式を開催した。

（評価対象外）戦争犠
牲者追悼式等事業

13 千円2,735

千円2,735
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 70 75 0
0 0 75

0 0 60 60 64 0
0 0 46

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 65 70 75 0
0 0 0 0 75 0 0 0

0 0 60 60 64 0
0 0 0 0 46 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

千円62,338 Ａ

、健康福祉局、創造都市推進局

21.5% 19.5% 58.6%Ａ

市民局、健康福祉局、創造都市推進局

市民局

　市民 　年齢や性別、国籍、障がいの有無にかかわらず、全て
の市民が個性と能力を発揮できる社会を目指す。

　女性活躍推進法に基づく女性の活躍促進事業として、各種セミナーや企業認定などを行うととも
に、女性の就労相談事業を行った。
　また、女性相談業務において、配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けた被害者を始め、様々な問題
や悩みを抱える女性に対して事情に即した情報提供を行うとともに、必要性・緊急性に応じて、関
係機関と連携しながら適切な保護をするなどの支援を行った。
　さらに、外国語に専門性を有する職員を配置し、窓口での通訳支援等を行うほか、（公財）高松
市国際交流協会と協力し、日本語習得支援事業や在住外国人と地域住民が交流できるイベント等を
実施し、在住外国人が住みやすい環境づくりや、多文化共生社会に対する意識啓発を行った。

【市民局】経済情勢や新たな社会問題から生じる課題に対応しつつ、男女共同参画への更なる意
識啓発が必要である。
【健康福祉局】困難な問題を抱える女性等に対し、自立に向けた支援体制の充実を図ることが必
要である。
【創造都市推進局】在住外国人が地域の一員として社会参画できる、多文化共生のまちづくりを
推進するため、日本人、外国人双方の住民への意識啓発や市民同士の相互理解を促進する必要が
ある。

　年齢や性別、国籍、障がいの有無にかかわらず、全ての市民が個性と能力を発揮できる社会に
向けて、これまでの取組を継承しつつ、各種啓発活動や相談事業等について、市民参画の手法等
も用いながら、総合的・計画的に実施する。

女性の社会進出が進んだと思う市民の割合

　女性の活躍促進事業を行うなど、男女共同
参画への更なる意識啓発を実施したことによ
り、目標を達成することができた。

115.4%

実績R6

％75

目標R6

％65

％

多文化共生が重要と考える市民の割合

　市役所窓口での通訳や、案内表示やチラシ
等の翻訳のほか、（公財）高松市国際交流協
会と協力して行う日本語習得支援事業や、市
民と在住外国人が交流できるイベントの実施
などにより、在住外国人の生活支援や社会参
画の促進に努めたが、目標達成には至らな
かった。

76.7%

実績R6

％46

目標R6

％60

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

継続

％ 20.8 25

人権・男女共同参画
推進課

　男女共同参画の視点から、地域社会の発展に寄与することを目的とした
女性団体の活動を支援した。

女性団体育成事業

1

83.2%コミュニティ協議会における正副会長のうち女性の割合

千円680

千円680

78%

Ｂ

市民局

継続

％ 94.4 80

人権・男女共同参画
推進課

　男女共同参画都市宣言の趣旨を踏まえ、男女共同参画週間において、弁
護士による講座・相談、パネル展を実施したほか、男女共同参画市民フェ
スティバル等の機会に、広く市民に対する啓発活動を行うなど、男女共同
参画社会の推進に寄与した。

男女共同参画社会推進
事業

2

118.0%男女共同参画週間事業に対する満足度（アンケート等）

千円873

千円790

92%

Ａ

健康福祉局
こども女性相談課

　配偶者等からの暴力を始めとする問題・悩みを抱える女性に対して、事
情に即した情報提供や必要性・緊急性に応じて、関係機関と連携しつつ適
切な保護を実施するなど、支援を行った。

　相談延べ件数　　　　　　３，３１５件
　実人員　　　 　　　　　４９７人
　うち、ＤＶ被害相談延べ件数　９８６件
　実人員　　　　　　　　　　　１７５人

（評価対象外）女性相
談事業

3 千円15,565

千円9,927

市民局
人権・男女共同参画
推進課

　男女共同参画社会の実現に向けた市民活動拠点である高松市男女共同参
画センターの管理運営を、特定非営利活動法人たかまつ男女共同参画ネッ
トに委託し、学習研修事業や相談事業を実施するなど、男女共同参画社会
の実現に寄与した。

（評価対象外）男女共
同参画センター管理運
営事業

4 千円27,812

千円27,169

市民局

133.6%

継続

人 44 35

人権・男女共同参画
推進課

　女性のための就労相談窓口において、働くことを希望する女性の就業機
会を増加させる事業を推進したことにより、女性の職業生活における活躍
を推進し、男女が共に、あらゆる分野で活躍できる社会の形成に寄与し
た。

女性の就労相談事業

5

125.7%女性の就労相談窓口利用者のうち就業につながった人数

250334女性の就労相談件数

90%

Ａ

件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

継続

％ 100 80

人権・男女共同参画
推進課

　女性活躍推進法に関するセミナーの開催や女性活躍企業の認定など、女
性の管理職登用やワーク・ライフ・バランスに取り組む企業を増加させる
事業を実施したことにより、女性の職業生活における活躍を推進し、男女
が共に、あらゆる分野で活躍できる社会の形成に寄与した。

女性の活躍促進事業

6

125.0%各種セミナーに対する満足度（アンケートなど）

千円2,300

千円1,302

96%

Ａ

市民局

継続

件 814 850

人権・男女共同参画
推進課

　一人一人の多様性が尊重され、年齢や性別、障がいの有無、国籍の違い
などにかかわらず、誰もが快適に過ごすことのできる、ユニバーサルデザ
イン社会の実現を目指すとともに、その考え方を周知啓発するため、市政
出前ふれあいトークで講義を実施した。
　また、専門学校の授業の一環で、ユニバーサルデザインやバリアフリー
の考え方に基づいて整備されている１施設を新たにユニバーサルデザイン
マップへ掲載することができた。

ユニバーサルデザイン
推進事業

7

95.8%たかまつユニバーサルデザインマップの登録件数

千円694

千円594

90%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 245 130

都市交流室

　高い外国語能力を有する職員３人を配置し、行政情報等の翻訳業務や市
役所を訪れる外国人に対する通訳支援を行ったほか、「外国人対応に係る
庁内連絡会議」を開催し、庁内において、外国人対応を円滑に行うための
情報共有や意見交換等を行った。また、（公財）高松市国際交流協会と協
力し、在住外国人のための日本語習得支援事業を実施した。
　これらの取組により、庁内の行政情報の多言語化が一定、進んだこと
や、日本語習得支援事業に新規事業が加わったことで、事業への参加外国
人数が増加したことなどにより、在住外国人の生活支援や社会参画に寄与
することができた。

多文化共生推進事業

8

188.5%日本語習得支援事業参加外国人数

千円14,414

千円14,414

96%

Ａ
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(３) 魅力ある資源をいかし、

都市の活力を創造するまち
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

促進するほか、担い手の確保・育成や環境負荷低減に向けた取組、適切な資源管理等により、持

商工業の振興 90%

90%

88%

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ89%

　農林水産業では、生産基盤の整備や生産技術の高度化の支援により、効率的で安定的な生産を
発部門、工場等の戦略的な誘致を推進し、雇用機会や新たな活力の創出を図ります。

　市内事業者に対しては、本市での就職希望者の適切なマッチングの促進に取り組み、人手不足
続可能な生産体制を構築します。

係団体等と連携を図りながら、切れ目のない支援に取り組むとともに、企業の本社機能や研究開

ゆる変化やその影響への対応を支援し、持続可能な地域経済を構築します。
　新しい技術やサービスのアイデアを持つ人々が、本市で起業・創業し、成長を続けるため、関

　世界経済の変動や脱炭素に向けた取組、デジタル化、人材の確保など、企業に求められるあら

の解消を図ります。

農林水産業の振興

就業環境の充実

商工業の振興 19.7%

18.1%

21%

農林水産業の振興

就業環境の充実

25.4%

27.5%

28.1%

68.4%

74.9%

75.3%

令和 年度6

　また、多様な人材が活躍できるよう、柔軟な働き方ができる職場環境の整備に関する啓発を行

19.6% 27.0% 72.9%

います。
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3872 3911 3950 0
0 0 3845

0 0 5561 6245 6929 0
0 0 4489

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3872 3911 3950 0
0 0 0 0 3845 0 0 0

0 0 5561 6245 6929 0
0 0 0 0 4489 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

千円816,526 Ａ 19.7% 25.4% 68.4%Ａ

創造都市推進局

創造都市推進局

　市内の商工業者 　経営の改善・向上を図る。

　市内中小企業者に対し、各種補助を実施するとともに、関係機関との共催による中小企業経営講
習会や合同就職面接会の開催、中小企業融資の実施等による経営支援に取り組み、市内中小企業等
の育成と振興に寄与した。
　企業誘致・立地活動については、企業誘致専門員を中心に、県や関係機関と連携・情報共有を図
り、助成措置対象企業の指定や助成金の交付を行った。

　事業者が本市で創業できるよう周辺環境の整備に努めるとともに、本市経済の持続的な発展の
ため、企業の販路開拓の支援など、中小企業の更なる育成と振興を図ることが求められている。
　また、地域経済の活性化や雇用の拡大を図るため、新分野への進出など、企業の成長の促進、
起業・創業しやすい環境の整備、企業誘致・立地を積極的に推進する必要がある。

　人口減少、少子・超高齢化が進行する中、国際情勢の変化に伴う物価高騰等の影響やデジタル
化・脱炭素化への対応等、本市商工業者を取り巻く環境は、常に変化し続けていることから、引
き続き、商工業の振興に取り組むことが必要である。

経営状況が安定している事業者の数（法人市
民税法人税割の対象法人数）

　市内中小企業等への補助や融資を通して、
成長促進や経営支援に取り組み、前年度より
増加したものの、目標を達成することができ
なかった。

99.3%

実績R6

件3,845

目標R6

件3,872

件

法人市民税額（法人税割のみ）

　市内中小企業等への補助や融資を通して、
成長促進や経営支援に取り組んだものの、目
標を達成することができなかった。

80.7%

実績R6

百万円4,489

目標R6

百万円5,561

百万円

件 件

百万円 百万円
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続
産業振興課

　中小企業等の経営の近代化・共同化及び地場産業の育成・指導の推進に
努めるとともに、その構成員の文化的・経済的な改善向上を図っている指
導団体に対して、高松市中小企業振興助成条例に基づき事業助成を行うこ
とにより、その活動を支援した。

　なお、指定団体等が実施する事業に対して補助する事業であるため、成
果指標の設定は困難である。

中小企業指導団体等育
成事業

1

成果指標設定なし

千円32,220

千円32,220

80%

Ａ

創造都市推進局

継続

％ 98 80

産業振興課

　高松商工会議所と共催で中小企業経営講習会を開催した。
　受講者の満足度は非常に高く、企業が抱える課題解決の糸口の発見な
ど、経営のノウハウや専門知識などの習得に寄与した。

中小企業経営講習会等
事業

2

122.5%講習会等の受講者満足度

千円1,643

千円1,643

90%

Ａ

創造都市推進局

継続

％ 61.6 70

産業振興課

　香川県、高松商工会議所、香川労働局、高松公共職業安定所等と合同就
職面接会を共催したことにより、中小企業の労働力及び人材の確保を促
し、経営の安定につながる効果が得られた。

　かがわーくフェアの開催（対面方式）
　　参加企業数１００社、参加求職者数１１５人

中小企業人材確保・就
業機会拡大事業

3

88.0%就職面接会参加企業の満足度

千円785

千円785

82%

Ａ

創造都市推進局

継続

千円 5,605 6,225

産業振興課

　貿易振興に係る事業を実施している独立行政法人日本貿易振興機構香川
貿易情報センター（ジェトロ香川）に対して助成を行ったほか、関係団体
等で組織された高松港コンテナターミナル振興協議会において、広報・宣
伝ポートセールス等を行うことにより、地場産業を始めとする、関連中小
企業の貿易振興を推進した。

貿易振興事業

4

90.0%高松港外貿コンテナ航路等新規利用促進助成金の助成額

千円2,458

千円2,458

88%

Ａ

創造都市推進局

継続

％ 18 18

産業振興課

　市内の中小企業者に事業資金（７件）、緊急経営安定対策特別融資（９
件）をあっせんした。
　また、中小企業融資（緊急経営安定対策特別融資含む）を期限内に償還
した者に対し、保証料の補給を行うとともに、緊急経営安定対策特別融資
の貸付者で遅滞なく支払いをしている者に対し、０．８％（新型コロナウ
イルス感染症の影響により売上げが減少している者に対しては１．８％）
の利子補給を行った。

中小企業金融対策事業

5

100.0%融資完済進捗率

千円423,390

千円12,310

92%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

件 35 48

産業振興課

　市内中小企業者に対し各種補助を実施し、潜在的な成長志向企業等の挑
戦意欲を後押しするとともに、「成長マインド」への意識変化や自走によ
る企業成長促進に寄与した。

高松市中小企業等成長
促進事業

6

72.9%高松市中小企業等成長促進事業補助金申請件数

千円9,298
＜重点取組＞

千円9,298

78%

Ｂ

創造都市推進局

継続

件 148 135

企業立地推進課

　企業誘致専門員を配置し、企業誘致助成制度による助成のほか、企業の
課題に対するワンストップサービスでの解決支援等により、企業立地を促
進した。

　なお、実施主体の事業進捗状況の遅れにより、年度内の補助金支出が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３１，６００，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である企業誘致助成制度による助成事業に
ついては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：４２，４７７，８７５円）

企業誘致による地域経
済活性化促進事業

7

109.6%企業誘致助成制度指定件数（２１年度以降の累計）

千円335,054
＜重点取組＞

千円335,054

96%

Ａ

創造都市推進局

改善

人 2 10

産業振興課

　高松市創業支援等事業計画に基づき、創業相談連携窓口及びたかまつ創
業サポートセンターを運営するほか、関係機関と連携して創業相談対応を
行い、起業・創業に関する悩みの解消や課題解決の支援を行った。
　また、高松市創造支援センターを運営し、年度途中で空室となった３室
について、新規使用者を募集し、そのうち２室について使用者を決定し
た。

創業支援事業

8

20.0%創業支援対象者数のうち創業者数

千円1,060

千円113

36%

Ｃ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 121.5 123 124.5 0
0 0 142.7

0 0 34 36 38 0
0 0 27.3

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 121.5 123 124.5 0
0 0 0 0 142.7 0 0 0

0 0 34 36 38 0
0 0 0 0 27.3 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

千円8,762,565 Ａ

、農業委員会事務局

18.1% 27.5% 74.9%Ａ

創造都市推進局、農業委員会事務局

創造都市推進局

　市内の農林漁業者 　市内の農林漁業者の生産販売額の増加を目指す。

　担い手への支援、農地集積推進事業による担い手への農地集積の加速化及び農業次世代人材投資
事業等による新たな担い手の確保・育成、土地改良事業、土地改良施設管理事業、漁場保全補助事
業等により生産基盤が整備されたことで農林水産業の生産体制が強化された。また、スマート農業
推進事業による農作業の効率化や、農業経営安定対策事業、畜産振興事業、森林整備事業、水産振
興事業等の各種振興施策の推進、環境にやさしい農業の推進事業、多面的機能支払事業、有害鳥獣
被害対策事業等による農地や漁場環境等の適切な維持・保全活動を通じて農林水産物の生産振興が
図られた。なお、園芸産地育成推進事業により、多様化する消費者ニーズに対応した品質と安定的
供給力が維持されたとともに、卸売市場等により生鮮食料品等流通の効率化が図られた。新たな取
組として、農業と福祉が連携・マッチングする農福連携推進事業により、農業分野における障がい
者の就労や生きがいづくりの場を創出するとともに、多様な農業人材の確保や活用が図れた。

【創造都市推進局】農林水産業は、担い手の減少、高齢化や原材料価格の高騰により、持続的な
生産が困難な状況にある。農業は担い手への集積率が低く、灌漑設備、農道や有害鳥獣の対応が
急務である。林業は、森林や林道の管理人材の確保が重要である。水産業は、資源の維持・回復
が課題であるほか、卸売市場の適切な維持管理や地産地消に関する情報発信も肝要である。
【農業委員会事務局】農地利用の最適化に向け、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地
の発生防止・解消、新規参入促進のため、県農地機構等の関係機関との更なる連携強化が肝要で
ある。

　農林水産業の振興には①担い手への農地集積、ほ場整備や鳥獣被害の防止、漁業施設の整備を
行うことで作業を効率化し、中山間地域の農地、溜池・水路の適切な維持管理を行い、森林・水
産資源を回復させ安定的な生産体制を構築する。②新たな生産技術を導入し、農業の担い手や新
たな林業・水産事業者を確保・育成し、スマート化した高度な生産スタイルを取り入れる。③本
市で生産された農畜水産物・木材の利用や農林水産業に関する情報発信を行い、食育・地産地消
を推進する。④卸売市場の施設整備と卸売市場・食肉センターの適切な管理運営による生鮮食料
品等流通の強化に努める。

市内の農業産出額

　高松市農業振興計画に基づき、担い手農家
等による施設野菜・果樹の生産拡大に努めた
結果、生産者の減少・高齢化や夏期の高温に
よる品質低下等、厳しい生産状況の中、相対
的な農産物価格の上昇もあり、目標を達成す
ることができた。

117.4%

実績R6

億円142.7

目標R6

億円121.5

億円

地元の食材を意識して購入している市民の割
合

　高松市農業振興計画に基づき、地元食材の
ＰＲ等、地産地消の推進に取り組んだもの
の、食材の価格高騰により、産地よりも価格
を基準に選ぶ割合が高くなったことから、目
標を達成することができなかった。

80.3%

実績R6

％27.3

目標R6

％34

％

億円 億円

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

農業委員会事務局
農政課

　改正農業委員会法の施行により必須業務となった、担い手への農地利用
の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進等による農
地利用の最適化の推進に積極的に取り組んだ。８月を「農地パトロール月
間」と定め、全ての農地の利用状況調査を実施し、約８３９ｈａの荒廃農
地の実態把握や分布地図の更新を行い、再生利用が可能な遊休農地の所有
者等に対し、香川県農地機構への貸付けを促す利用意向調査を実施するな
ど遊休農地対策を強化した。
　また、市内３０地域の協議の場に参画し、地域計画に係る目標地図の素
案を作成した。
　さらに、利用権設定に係る農業相談会を１８回開催し、認定農業者等担
い手へ約１９２ｈａの農地を集積することにより農地の有効利用及び担い
手等の経営確立を支援し、地域を支える農業を振興した。

（評価対象外）農地利
用最適化推進事業

1 千円44,265

千円41,117

創造都市推進局
農林水産課

　野生鳥獣の有害捕獲許可事務等を実施することにより、農作物等の被害
防止活動が促進された。

（評価対象外）鳥獣飼
養許可等事業

2 千円153

創造都市推進局

改善

ｈａ 4,637 4,610

土地改良課

　農業生産性の向上、農業総生産の増大等に資するため、土地改良事業関
係各種団体への負担、補助を行うとともに、土地改良施設の維持管理・環
境整備を行うことにより、農業生産基盤の整備を促進した。

土地改良施設管理事業

3

100.6%香川用水経常賦課面積

千円44,233

千円43,433

94%

Ａ

創造都市推進局
農林水産課

　高松市農業基本対策審議会及び農業所得対策部会を開催し、高松市農業
振興計画（令和６年度～１３年度）における進捗状況の点検・評価及び農
業経営改善計画等の審査、人・農地プランや地域計画の検討等、本市農業
施策に関する重点事項について審議された。
　なお、地域計画については、令和６年度末において、市内全地区（３０
地区）において策定された。

（評価対象外）農業振
興事業

4 千円143

千円143

創造都市推進局
農林水産課

　４財産区管理会（弦打財産区・雌雄島財産区・塩江財産区・上西財産
区）を適切に運営することにより、その住民の福祉の増進に寄与した。

（評価対象外）財産区
管理事務

5 千円185

千円185
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

万円 1,998 2,017

農林水産課

　高松市鳥獣被害防止計画に基づき、猟友会等の捕獲活動に対する助成や
農家への侵入防止柵等設置に対する助成、「獣害に強い市街地づくり支援
事業」等の実施、狩猟免許の取得を推進したことから、農作物被害額の減
少が図られ、目標を達成することができた。

有害鳥獣被害対策事業

6

100.9%鳥獣による被害金額

千円26,174

千円10,937

94%

Ａ

創造都市推進局

継続

億円 22 21

農林水産課

　県オリジナル品種などの園芸作物等の生産拡大に取り組むための農業機
械施設等の整備に対する支援をすることにより、多様化する消費者ニーズ
に対応した品質と安定的な供給力を持った園芸産地の持続的発展に寄与し
た。

園芸産地育成推進事業

7

104.8%野菜・果樹の市内販売金額（ＪＡ取扱分）

千円54,423

千円11,225

90%

Ａ

創造都市推進局
農林水産課

　林道（５４路線、総延長８２ｋｍ）の維持管理として、危険箇所等の修
繕、除草及び支障竹木の除去を実施し、利用者の安全の確保及び森林環境
の維持に寄与した。

（評価対象外）林道施
設管理事業

8 千円13,777

千円13,777

創造都市推進局

127.8%

継続

頭 151 126

農林水産課

　家畜法定伝染病予防事業への助成により、家畜法定伝染病の予防が図ら
れた。
　また、肉用牛生産振興事業への助成により、畜産経営の体質強化と上質
肉牛の生産拡大に寄与した。

畜産振興事業

9

119.8%１戸当たりの乳用牛飼養頭数

162207１戸当たりの肉用牛飼養頭数

千円2,983

千円2,983

94%

Ａ

頭

創造都市推進局
農林水産課

　市有山林の適切な維持管理を実施した。
　また、生活環境保全林等にある遊歩道の草刈りや市有林内にある公衆ト
イレの維持管理を行ったことなどにより、市有山林の保全と利用者の利便
性が向上した。

（評価対象外）市有山
林管理事業

10 千円1,355

千円604
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

ｈａ 2,567 2,520

土地改良課

　水源涵養や景観整備、防災など、農業・農地が有する多面的な機能を維
持発揮させるため、耕作継続に必要な農道・水路等の保全活動や施設の修
繕、長寿命化を図る活動を促すことを目的として、農業者や地域住民で構
成される活動組織へ支援を実施した。

多面的機能支払事業

11

101.9%対象農用地面積

千円167,049

千円38,511

96%

Ａ

創造都市推進局

継続

ｔ 2,652 3,000

農林水産課

　海底耕うん事業及び海浜清掃事業の実施に対し補助することにより、漁
業の生産性向上に寄与した。

漁場保全補助事業

12

88.4%生鮮水産物出荷量

千円5,614

千円2,894

86%

Ａ

創造都市推進局

継続

ｈａ 7.83 15

農林水産課

　森林環境譲与税を活用し、森林整備、林道維持管理や木材利用の促進等
の各種事業を着実に実施したことにより、本市の森林の適切な管理等に寄
与した。

　なお、林道・作業道修繕工事について、工法の検討に日時を要したこと
により、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度
に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，７６４，０００円）

森林整備事業

13

52.2%間伐実施面積

千円67,492

千円66,628

62%

Ｂ

農業委員会事務局
農政課

　農地転用等の各種申請について、適正な審査と迅速な処理を行い、議事
録をホームページで公表し、審議過程等の透明性を確保した。
　農地等利用最適化推進施策等の改善についての意見を取りまとめ、市長
に提出したほか、農業経営管理能力の向上のため、簿記記帳講習会を２０
回開催するとともに、「農業委員会だより」を２回（各１２，０００部）
発行し、農業経営に役立つ情報を提供することにより、農業に意欲と誇り
を持った４０３名の担い手（認定農業者・認定新規就農者）を始めとする
人材の育成・確保を図り、地域を支える農業の発展に寄与した。

（評価対象外）農業委
員会事務事業

14 千円10,869

千円4,637

創造都市推進局

50.0%

改善

％ 1.5 3

農林水産課

　分収造林地において、満期を迎える事業地の収益試算を行った。
　また、木材価格が低迷し森林所有者の造林意欲が低下しているが、造林
事業助成を行ったことにより、林業の振興に寄与した。

林業振興事業

15

50.0%分収造林地において造林施業を実施した面積の比率

31.5人工造林地において造林施業を実施した面積の比率

千円3,133

千円2,342

56%

Ｃ

％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

ｔ 2,652 3,000

農林水産課

　栽培漁業推進事業、水産増養殖事業等に助成したことにより、水産資源
の増殖及び養殖漁業の振興につながった。
　令和３年度から取り組んでいるイカの増殖事業（産卵器具設置）につい
ては、良好な産卵状況を確認している。

水産振興事業

16

88.4%生鮮水産物出荷量

千円4,760

千円4,560

88%

Ａ

創造都市推進局

継続

ｈａ 10,394 10,363

土地改良課

　団体営・県単・市単による灌漑排水施設改修などの実施により、農業生
産性の向上と農業の健全な発展に向け、支援を行った。

　なお、県単・市単補助土地改良事業補助金等については、施工内容の検
討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の完了が不可能となった
ため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３４４，０３２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である県単・市単補助土地改良事業補助金
等については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２９１，９５８，８００円）

土地改良事業

17

100.3%土地改良区受益面積

千円929,451

千円141,658

96%

Ａ

創造都市推進局

継続

％ 20 20

農林水産課

　松くい虫被害の防除を実施することにより、健全な森林の育成に寄与し
た。

松くい虫防除事業

18

100.0%年間松くい虫被害材積の伐倒駆除事業実施した面積比率

千円3,858

千円2,406

90%

Ａ

創造都市推進局

拡充

経営体 29 29

農林水産課

　認定農業者や認定新規就農者等の農業経営の高度化に必要なスマート農
業技術の導入を支援することにより、本市農業の持続的な発展に寄与し
た。

スマート農業推進事業

19

100.0%スマート農業導入経営体件数（延べ）

千円1,000
＜重点取組＞

94%

Ａ

創造都市推進局

104.0%

継続

ｈａ 229.5 287

農林水産課

　中山間地域などの農業生産条件が不利な指定区域内の農用地区域におい
て締結された集落協定（５３集落）に基づき、５年以上農業を継続する農
業者に交付金を交付したことにより、遊休農地の発生を防止し、農業の多
面的機能が確保された。
　また、化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖
化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む有機農業者等に
交付金を交付したことにより、農業の持続的発展と農業の有する多面的機
能が確保された。

環境にやさしい農業の
推進事業

20

80.0%中山間地域等直接支払制度取組面積

7.57.8環境にやさしい農業の取組面積

千円44,144

千円12,689

89%

Ａ

ｈａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

経営体 101 98

農林水産課

　農業次世代人材投資事業等の実施により、新規就農者の確保及び経営安
定が図られたとともに、若手農業者で構成する農業後継者クラブの活動を
支援することで、市内の若手農業者相互の情報交換や交流が促進され、農
業技術の向上や新規就農者の育成等に寄与した。

農業次世代人材投資事
業

21

103.1%認定新規就農者数（延べ）

千円46,691

千円440

92%

Ａ

創造都市推進局

102.1%

継続

ｈａ 1,190 900

農林水産課

　農業協同組合、農業委員会、農業共済組合等の関係機関と連携して、国
の経営所得安定対策事業を実施することにより、米の計画的生産と畑作物
の作付が推進された。

農業経営安定対策事業

22

132.2%交付対象作物の作付面積

750766麦作付け面積

千円30,344

千円2,960

92%

Ａ

ｈａ

創造都市推進局

98.8%

継続

人 431 425

農林水産課

　認定農業者等担い手の経営規模拡大と農地の有効利用を図るため、農地
中間管理事業等を活用し、支援策を実施したことにより、農地の有効利
用、担い手への利用集積、遊休農地の拡大防止が促進され、地域農業の振
興と生産性の向上に寄与した。
　また、農業経営収入保険への加入を促進することにより、農業者の経営
の安定化に寄与した。
　さらに、物価高騰等により影響を受けた生産者を支援するため、農林水
産業継続緊急支援事業を実施し、生産者の経営の安定化に寄与した。

　なお、補助金の交付手続に日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２７３，０００円）

担い手への支援・農地
集積推進事業

23

101.4%担い手農業者数

3231.6担い手への農地集積率

千円85,729

千円75,842

94%

Ａ

％

創造都市推進局

継続

億円 44.6 40

農林水産課

　農業協同組合、農業共済組合、県東讃農業改良普及センター等の関係機
関と連携を図るとともに、各種農業団体への支援等を行い、農業技術の普
及や自主的な活動を促進することにより農業振興に寄与した。

農業団体育成事業

24

111.5%市内の農畜産物販売額（ＪＡ取扱分）

千円5,727

千円5,727

90%

Ａ

創造都市推進局

127.8%

継続

頭 151 126

農林水産課

　高松市畜産振興協議会の活動への助成や、高松市畜産共進会や肉牛枝肉
共励会の開催を支援することで、畜産振興、畜産農家の技術研鑽及び農家
間での情報共有の活発化に寄与した。
　また、国際情勢の変化に伴う飼料価格高騰の影響を受けた畜産農家を支
援するため、畜産製品の消費拡大キャンペーンを展開した。

畜産団体育成事業

25

119.8%１戸当たりの乳用牛飼養頭数

162207１戸当たりの肉用牛飼養頭数

千円780

千円780

94%

Ａ

頭
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

拡充

経営体 1 1

農林水産課

　農業・福祉の連携に関する啓発活動や両者のマッチングを図るため、高
松市農福連携推進協議会を設立し、農作業体験会や視察研修を行い、市内
における農福連携の推進に寄与した。

農福連携推進事業

26

100.0%新たに農福連携に取り組む経営体（延べ）

千円409
＜重点取組＞

千円409

92%

Ａ

創造都市推進局

継続

ｔ 2,652 3,000

農林水産課

　水産団体に助成することにより、栽培漁業や資源管理型漁業が促進され
た。

水産団体育成事業

27

88.4%生鮮水産物出荷量

千円1,341

千円1,241

86%

Ａ

創造都市推進局
農林水産課

　農業体験施設である香南アグリームの運営管理（指定管理）を行った。
　園地を利用した農業体験では、令和５年度から、イチゴの収穫体験を開
始し、工房では、園内で採れた野菜等を使った調理体験を実施し、来場者
の農業に対する理解を深めるとともに、食育が促進された。
　また、香南朝市（産地直売所）では香南町を中心とした農家が出荷した
農産物を販売するなど、地域農業の振興及び地産地消が促進された。

（評価対象外）香南ア
グリーム管理運営等事
業

28 千円17,782

千円17,782

創造都市推進局

80.3%

継続

件 36,119 35,900

農林水産課

　香川県農業協同組合等の関係機関と連携して、高松産ごじまん品を中心
に農産物のブランド化を図るとともに、学校給食にスイートコーン、不知
火などの地場産農産物を提供することにより、地産地消・食育の推進に寄
与した。

高松ブランド農産物育
成支援事業

29

100.6%高松産ごじまん品ホームページ閲覧数

3427.3地元の食材を意識して購入している割合

千円12,500

千円12,500

85%

Ａ

％

創造都市推進局
農林水産課

　研修集会施設の適切な維持管理を行い、農業振興のための研修、集会、
レクリエーション・文化活動等の場を提供し、市民福祉の増進に寄与し
た。

（評価対象外）研修集
会施設管理運営事業

30 千円8,571

千円8,345
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
農林水産課

　農村公園等（１５箇所）の日常的な維持管理（指定管理）を行い、市民
に憩いとふれあいの場を提供し、市民の日常的な健康増進及び相互の交流
に寄与した。

（評価対象外）農村公
園等運営事業

31 千円12,657

千円3,315

創造都市推進局

105.3%

継続

人 37,139 24,000

市場管理課

　たかまつ市場フェスタ、市場ＤＥ自由研究、市場開放を実施した。
　また、ＥＣ活性化推進事業を行うことにより、市場の活性化を推進し
た。

卸売市場活性化推進事
業

32

154.7%市場への一般市民の来場者数

95100当該年次取扱高の対前年比

千円3,968

92%

Ａ

％

創造都市推進局
農林水産課

　茜町会館を適切に管理運営（指定管理）し、市民に集会、レクリエー
ション、文化活動等の場を提供することにより、市民福祉の増進に寄与し
た。
　郷東海浜公園グラウンドの維持管理に努め、市民にスポーツ等の場を提
供し、市民福祉の増進に寄与した。

（評価対象外）食肉
センター周辺施設管理
運営事業

33 千円2,779

千円2,667

創造都市推進局

100.0%

完了

億円 305 318

施設整備室

　令和６年９月末に竣工した。

　なお、前年度からの繰越事業である施設整備工事等については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：５，６３４，０６９，３５０円）

卸売市場整備事業（青
果棟）

34

95.9%卸売市場の取扱金額

100100卸売市場整備進捗率

千円5,953,006

87%

Ａ

％

創造都市推進局
農林水産課

　本市食肉センターは、平成１８年４月１日に指定管理者制度を導入して
おり、指定管理者に指定された高松食肉事業協同組合により、円滑な施設
管理が行われた。

（評価対象外）食肉
センター管理運営事業

35 千円385,867

千円257,633
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
市場管理課

　中央卸売市場及び公設花き地方卸売市場施設・設備の維持管理、修繕及
び保守点検を行った。
　また、市場内の清掃やごみの分別収集を徹底し、美化に努めるととも
に、市場内警備を行い、安全を確保するなど、健全な市場運営を行った。

（評価対象外）卸売市
場管理運営事業

36 千円420,431

創造都市推進局

継続
施設整備室

　下水道切替工事に着手した。また、水産物棟等整備事業要求水準書作成
等アドバイザリー業務を完了した。

　なお、成果指標については、施設の整備方針、スケジュール等が未定の
ため、方針等が定まり、政策決定を受けた後、設定する予定である。

　また、下水道切替工事において、工法の検討に日時を要したことによ
り、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰
り越した。
（繰越明許費繰越額：６１，６００，０００円）

卸売市場整備事業（水
産物棟等）

37

成果指標設定なし

千円73,810
＜重点取組＞

60%

Ｂ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 13.8 14.8 15.8 0
0 0 10.5

0 0 71 75 79 0
0 0 76

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 13.8 14.8 15.8 0
0 0 0 0 10.5 0 0 0

0 0 71 75 79 0
0 0 0 0 76 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

千円304,768 Ａ 21.0% 28.1% 75.3%Ｂ

創造都市推進局

創造都市推進局

　市内の事業者及び勤労者 　市内事業者の就業環境の充実及び勤労者の勤労意欲の
向上を目指す。

　中小企業等表彰制度に基づき、優れた取組（活動）を行った事業所として光を当て、広くＰＲを
行うとともに、敬意と感謝の意を表するため、令和６年度は５事業所に対し、表彰を行った。
　中小企業勤労者支援事業では、市内の勤労者の持ち家取得の促進を図るため、四国労働金庫との
協調融資による住宅資金の貸付けの利用状況が好調であり、勤労者の就業意欲・環境の向上につな
がった。
　中小企業勤労者福祉共済事業においては、加入促進を行ったものの、被共済者数が減少した。
　福利事業については、多くの利用があり、市内の中小企業で働く勤労者の福利厚生が向上した。

　経済の先行きが不透明な状況下において、就業環境の充実や雇用対策に取り組んでいくために
は、これまで以上に、市の関係部局や国・県・関係機関との連携・協力が必要である。

　市内企業の就業環境の向上や優良企業のＰＲは、勤労者福祉はもとより、企業の人材確保の面
でも重要性を増しており、より一層、市の関係部局や国、県、関係機関と連携しながら施策に取
り組む必要がある。

正社員の求人数のうち充足された求人の割合
（正社員の充足率）

　求人数に対し充足された求人の割合として
は、目標を達成することができなかった。

76.1%

実績R6

％10.5

目標R6

％13.8

％

国が実施する各種制度の認定企業数

　厚生労働大臣の認定を受けたことがある市
内企業の数として、次世代育成支援対策推進
法（くるみん）においては５８件、雇用・労
働女性活躍推進法（えるぼし）では１８件が
認定され、目標を達成することができた。

107.0%

実績R6

社76

目標R6

社71

社

％ ％

社 社
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

改善

社 1 3

産業振興課

　従業員の働き方改革に積極的に取り組むとともに、産業の振興や本市施
策への貢献度が高い企業を働き方改革部門として表彰した。
　また、勤労者福祉に関する事業を行っている団体に補助を行った。
　これらのことにより、市内事業所の就業環境の向上等につながった。

就業支援推進事業

1

33.3%中小企業等表彰事業（地域経済貢献企業表彰）の推薦数

千円2,082

千円2,082

44%

Ｃ

創造都市推進局

継続

人 117 135

産業振興課

　四国労働金庫との協調融資により、住宅資金の貸付け（融資限度額は
６００万円）を行うとともに、優遇措置として、融資額の０．１％（最高
６千円）を１回還付（四国労働金庫が費用負担）することによって、勤労
者の持ち家促進の成果が得られた。

　融資件数 １１７件
　融資額　６９８，７３０，０００円
　利子還付件数 １２６件
　利子還付額 ７５５，１６０円
　利用率 ９７．０５％

中小企業勤労者支援事
業

2

86.7%住宅資金貸付による持家取得者数

千円180,000

82%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 7,784 7,800

産業振興課

　福利事業や給付事業等のほか、会報紙を年９回発行し、事業の案内や決
算状況だけでなく、新規会員事業所の紹介などを行った。
　また、未加入事業所の訪問勧誘や加入事業所の要望を聴くなど、加入確
保対策を実施した。
　これらの取組により、市内の中小企業で働く勤労者の福祉の増進と中小
企業振興の成果が得られた。

中小企業勤労者福祉共
済事業

3

99.8%加入被共済者数

千円107,327

90%

Ａ
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

発信し、より多くの観光客の誘致や地域への経済波及効果が期待できるＭＩＣＥ誘致を戦略的に

高松ブランドの向上 78%

100%

75%

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ84%

人の関心・ニーズに応える観光商品の開発支援や受入環境の整備を進め、他地域にはない魅力を
　香川県や（公財）高松観光コンベンション・ビューロー等の関係機関との連携の下、訪日外国

　また、市民レベルの国際交流により、草の根レベルでの相互理解を促進します。
推進します。

な情報発信を行うことで、関係人口の拡大を図ります。

市の知名度向上に取り組み、より多くの人が魅力を感じるようブランド力の向上を図ります。
　また、本市出身者や居住経験者等、本市にゆかりのある人と継続的につながりを持ち、積極的

　地域資源の魅力を再認識して国内外に発信するなど、戦略的なシティプロモーションによる本

　地方移住への関心が高まる中、移住希望者やＵターン希望者をターゲットとした暮らしの場と

観光振興と交流の推進

定住人口の拡大

高松ブランドの向上 33%

30.2%

18%

観光振興と交流の推進

定住人口の拡大

19.9%

17.8%

25.1%

70.1%

64.8%

65.1%

令和 年度6

しての本市の魅力を発信し、移住・定住人口の拡大につなげます。

27.1% 20.9% 66.7%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 104 98 92 0
0 0 127

0 0 56000 64000 72000 0
0 0 43257

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 104 98 92 0
0 0 0 0 127 0 0 0

0 0 56000 64000 72000 0
0 0 0 0 43257 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

千円324,859 Ｂ

、創造都市推進局

33.0% 19.9% 70.1%Ａ

政策局、創造都市推進局

政策局

　市民、関係人口、交流人口、本市に
関わる企業や団体

シティプロモーションの推進及びシビックプライドの
醸成に取り組み、本市の知名度及び魅力度の向上を図
る。

　令和７年２月に「高松市シティプロモーション推進ビジョン」及び新しいロゴマーク
「ＴＫＭＴ」を策定し、シティプロモーションを推進した。

　令和７年２月に「高松市シティプロモーション推進ビジョン」及び新しいロゴマーク
「ＴＫＭＴ」を策定し、シティプロモーションを推進していくための方向性や目指すべき姿につ
いて、明確にした。今後は、このビジョンに基づき、組織横断的な連携を強化するとともに、市
民参画や官民連携による取組を積極的に推進していくことが必要である。

　本市における人口は、減少傾向が続いていることから、高松市が選ばれるまちとなるため、シ
ティプロモーションの推進は重要性を増しており、継続実施していく必要がある。

地域ブランド調査における「魅力度」

　地域ブランド調査における「魅力度」につ
いて、令和５年の１１０位から１２７位に後
退し、目標を達成することができなかった。

77.9%

実績R6

位127

目標R6

位104

位

交流拠点施設「高松盆栽の郷」における売上
高

　施設の認知度が向上し、秋の「高松盆栽の
郷フェスタ」が開催される１０月には売上げ
は増加しているものの、物価高騰の影響によ
り、夏場において昨年のような大口の売上げ
が無かったため、目標が達成できなかった。

77.2%

実績R6

千円43,257

目標R6

千円56,000

千円

位 位

千円 千円
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

改善

万件 115 77

観光交流課

　日・英・韓・繁体・簡体の５言語に対応した本市観光サイト「エクスペ
リエンス高松」において、本市ならではの体験型コンテンツや観光スポッ
ト、旅ナカでのお役立ち情報など、地域資源の魅力を広く発信した。

「気持ち高まる、高
松。」情報発信事業

1

149.4%エクスペリエンス高松ページビュー数

千円4,641

千円4,641

96%

Ａ

創造都市推進局

継続

万人 474 466

観光交流課

　香川県、（公社）香川県観光協会、（公財）高松観光コンベンション・
ビューロー等と連携して、定期路線のある東アジアからのインバウンド誘
客について、情報発信を中心に取り組んだ結果、インバウンド及び国内旅
行が順調に増えているが、目標を達成することはできなかった。

誘客促進事業

2

101.7%香川県の延べ宿泊者数

千円200,153

千円200,153

92%

Ａ

創造都市推進局

継続

万人 573 547

観光交流課

　他自治体と連携して国内誘客キャンペーンを実施したほか、わがかがわ
観光推進協議会のパンフレットを制作した。

共同観光宣伝事業

3

104.8%観光関連施設等利用者数

千円10,539

千円10,539

92%

Ａ

創造都市推進局

継続

万人 573 547

観光交流課

　旅行需要の高まりを見据え、本市が旅の目的地として選定されるよう
に、誘客型観光パンフレットを刷新し、主要箇所に設置した。
　なお、インバウンド及び国内旅行が増加し、目標を達成することができ
た。

観光客誘致宣伝事業

4

104.8%観光関連施設等利用者数

千円14,824

千円14,780

94%

Ａ

政策局

拡充

千件 33,920 34,800

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　令和５年度に引き続き、高松市シティプロモーションプロデューサーの
委嘱を行うとともに、「高松市シティプロモーション推進ビジョン」及び
新しいロゴマークである「ＴＫＭＴ」を策定したほか、「シティプロモー
ション」と「まちづくり」に関する２つの動画を制作した。シビックプラ
イドを醸成し、本市の魅力を発信する人材を育成するため、市民参画の一
環として、６年度も人的ネットワークの運営を行ったほか、組織横断的な
意見交換をシティプロモーションの観点から行う、シティプロミーティン
グを定期的に開催した。これらの施策を実施することにより、シティプロ
モーションの推進に寄与した。

シティプロモーション
推進事業

5

97.5%市公式ホームページ、市公式観光サイトへのアクセス数

千円46,606
＜重点取組＞

千円46,606

90%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

拡充

件 10 10

政策課

　東京圏を始めとした大都市圏でのビジネス交流会への参加、他市東京事
務所等と連携したプロモーションイベント、他課のプロモーション活動の
サポートにより、令和６年度は、官民共創・プロモーションイベントを
６５件実施することで、新たに、１０件の官民共創事業を創出した。

東京事務所運営事業

6

100.0%東京事務所等の活動により実現した官民共創の事業件数

千円13,225
＜重点取組＞

千円12,957

92%

Ａ

政策局

拡充

人 380 500

地域活力推進室

オンライン高松ファンコミュニティサイトを運営し、会員同士の親睦を
深めるＰＲイベントを開催するとともに、地域でのリモートワークと地域
活動を両立させる「高松市アグリ・スマートシティ実証事業」を塩江温泉
郷で実施し、東京圏中心の県外から１１名を招き、住民と地域課題を協議
した。

関係人口創出・拡大事
業

7

76.0%オンライン高松ファンコミュニティサイト登録者数

千円5,988
＜重点取組＞

千円4,488

76%

Ｂ

創造都市推進局

継続

人 201,716164,000

農林水産課

　グリーン・ツーリズムの推進とともに、市民農園の利用の促進を図るこ
とにより、都市と農村の交流が促進された。

グリーン・ツーリズム
推進事業

8

123.0%グリーン・ツーリズム年間入込客数

千円999

千円500

92%

Ａ

創造都市推進局

拡充

人 30,575 21,485

産業振興課

　特産品や伝統的ものづくりが高松ブランドとして、国内外に認知される
よう、普及・啓発や販路の拡大、後継者の確保・育成等に取り組んだ。

特産品・伝統的ものづ
くりブランド化推進事
業

9

142.3%展示会等来場者数

千円8,773
＜重点取組＞

千円5,343

98%

Ａ

創造都市推進局

継続

万円 4,326 5,600

農林水産課

　香川県、香川県農業協同組合及び盆栽事業者等と連携し、高松盆栽学校
や高松盆栽の郷フェスタ、盆栽産地の受入体制整備事業を実施したことに
より、高松盆栽の振興とブランド化に寄与した。

高松盆栽産地ブランド
確立事業

10

77.3%「高松盆栽の郷」売上金額

千円18,431
＜重点取組＞

千円9,457

78%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
農林水産課

　国分寺町盆栽集出荷場の運営及び維持管理を委託し、盆栽の生産振興と
流通の円滑化が促進された。
　また、剪定枝のリサイクル作業を業者に委託し、資源の有効利用に寄与
した。

（評価対象外）盆栽集
出荷施設管理運営事業

11 千円680

千円680
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 149 150 151 0
0 0 170

0 0 146 168 190 0
0 0 197

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 149 150 151 0
0 0 0 0 170 0 0 0

0 0 146 168 190 0
0 0 0 0 197 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

千円643,732 Ａ 30.2% 17.8% 64.8%Ａ

創造都市推進局

創造都市推進局

　国内外の観光旅行及びＭＩＣＥを予
定している人など

　国内外の多くの人に対して本市への認知や魅力を高め
ることによって、観光客及び交流・関係人口の増加を図
る。

　来訪者の滞在中の満足度向上のために、観光ボランティアガイドの支援やスポットＷｉ－Ｆｉの
提供、女木島・男木島の観光施設運営、「エクスペリエンス高松」の運営を継続した。
　屋島活性化については、屋島全体の活性化を目指すため、「屋島活性化基本構想」に基づき、屋
島を訪れる観光客のニーズ等に応じた、新たな価値や魅力を創出する各種取組を展開した。
　塩江温泉郷活性化については、「塩江温泉郷観光活性化基本構想」に基づき、各種取組を検討・
実施した。
　観光プロモーション事業については、国内向けのＺ世代をターゲットとしたＳＮＳプロモー
ション事業を実施し、国外向けには欧米豪をターゲットとした広域で連携した事業を実施した。
　ＭＩＣＥについては、香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会と連携しながら、「日本・スペイン・シン
ポジウム」を１０月に開催した。

　地域が一体となり持続可能な観光事業の創出及び実施を積極的に促していく必要がある。特
に、屋島活性化については、「屋島活性化基本構想」に基づき、各種取組を展開するとともに、
山上・山麓間のアクセス上の課題整理を行った。
　また、塩江温泉郷活性化については、塩江道の駅エリア整備事業の実施に当たり、連携強化や
組織の横断的連携を図りながら、課題解決に努め、早期の完成を目指す。ＭＩＣＥについては、
高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき、地域一帯でＭＩＣＥ誘致及び受入環境整備を推進する必要が
ある。

　ＭＩＣＥにおいては、第２期高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき、関係者と連携したＭＩＣＥ誘
致を推進するとともに、受入環境の整備を図る。また、高松の地域特性を活用した誘客の促進、
県との連携を始めとした各種広域連携によるインバウンド誘客の拡充により、将来に渡って持続
可能な交流・関係人口の確保を図る。特に、屋島においては持続可能な観光地を目指し、屋島の
有する特性・価値を将来にわたり継承するため、適切な情報提供と環境整備を行う。塩江道の駅
エリア整備においてはハード施策と、独自コンテンツの提供等のソフト施策を連動させること
で、効果の高い事業を行う。

主要観光地の来訪者数

　インバウンド観光客の増加もあり、目標達
成に至った。

114.1%

実績R6

万人170

目標R6

万人149

万人

ＭＩＣＥの開催件数

　コンベンション開催件数は１９７件とな
り、目標を上回った。

134.9%

実績R6

件197

目標R6

件146

件

万人 万人

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

拡充

人 266,025232,000

観光交流課

　高松城跡（玉藻公園）の魅力向上を図るため、バーチャル高松城事業、
和船乗船体験事業を実施し、来園者数は増加した。

高松城跡（玉藻公園）
をいかした観光振興事
業

1

114.7%高松城跡（玉藻公園）入園者数

千円4,072

千円4,072

91%

Ａ

創造都市推進局

改善

人 70,655 65,000

観光エリア振興室

　塩江温泉郷を「オンリーワンの価値を持つ温泉郷」に磨き上げるための
指針として、平成２９年３月に策定した「塩江温泉郷観光活性化基本構
想」に基づき、各種取組を検討・実施した。
　なお、関係機関との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１，７７５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である塩江道の駅エリア整備に伴う工事等
については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：７２，９６７，４００円）
　なお、前年度からの繰越事業である塩江温泉郷観光振興事業は、調整に
日時を要したことにより、年度内の事業の一部を翌年度に繰り越した。
（事故繰越し繰越額：２７０，９５７，０００円）

温泉をいかした塩江地
域の観光振興事業

2

108.7%塩江温泉郷観光入込客数

千円217,444
＜重点取組＞

千円20,523

98%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 604,529700,000

観光エリア振興室

　瀬戸内海国立公園及び史跡・天然記念物という特性をいかしながら、屋
島全体の活性化を目指すため、平成２５年１月に策定した「屋島活性化基
本構想」に基づき、屋島を訪れる観光客のニーズ等に応じた、新たな価値
や魅力を創出する各種取組を展開した。

　なお、関係機関協議等に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，２８０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である屋島地域施設等整備事業については
完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１４，０８９，２２２円）

屋島活性化推進事業

3

86.4%屋島山上入込客数

千円80,291
＜重点取組＞

千円52,691

86%

Ａ

創造都市推進局

改善

千人 648 810

観光交流課

　さぬき高松まつりの開催のほか、各地域のまつり等に対し補助を行うこ
とにより、６４万人を超える入込客があり、地域のにぎわい創出、観光振
興に寄与した。

観光イベント振興事業

4

80.0%まつり・イベント入込客数

千円83,296

千円82,445

80%

Ａ

創造都市推進局

改善

万人 573 547

観光交流課

　国内向けにはＺ世代をターゲットとしたＳＮＳによる旅マエプロモー
ション事業を実施し、国外向けには主に欧米豪をターゲットとした他地域
と連携した広域でのプロモーション事業を実施した。

観光プロモーション事
業

5

104.8%観光関連施設等利用者数

千円21,950
＜重点取組＞

千円21,950

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

万人 573 547

観光交流課

　ゲーム作品を活用したアニメツーリズム施策を行った。ソフト面の施策
内容としては、聖地巡礼マップ等作成、音声ガイドアプリ整備を行うほ
か、成果物を男木島灯台資料館内に、継続して展示している。
　ハード面の施策内容としては、男木島灯台資料館等施設改修工事のため
の実施設計業務を行った。

コンテンツツーリズム
推進事業

6

104.8%観光関連施設等利用者数

千円17,977
＜重点取組＞

千円7,138

96%

Ａ

創造都市推進局
観光エリア振興室

　観光の振興及び市民福祉の向上を図るため、塩江町上西地区にある奥の
湯温泉１号井から塩江地区まで約７キロの給水管を配管して、公共施設の
ほか、地域の旅館・ホテルに温泉水を送水している。

（評価対象外）温泉水
給水事業

7 千円3,150

千円46

創造都市推進局
観光交流課

　鬼に関する資料館とフェリー待合所を兼ねた施設として女木港付近に整
備した、高松市鬼ヶ島おにの館については、地元の（特非）瀬戸内・女木
アイランド振興会を指定管理者として、管理運営を行った。
　瀬戸内国際芸術祭を契機として知名度が向上したことで、会期外であっ
ても、インバウンドを含め一定数の観光客が当地を訪れている。

（評価対象外）鬼ヶ島
おにの館管理運営事業

8 千円26,602

千円12,251

創造都市推進局

改善

万人 573 547

観光交流課

　Ｗｉ－Ｆｉに関してサンポート高松地区及び高松中央商店街等におい
て、継続して公衆無線ＬＡＮを運用し、全体の利用者数は１４１，６７４
人であり、そのうち外国人利用者数は１４，８１９人となった。消費動向
データサービス委託事業においては、クレジットカードの決済情報を基に
県内及び市内の消費動向の調査を実施し、国内外からの来訪者に関する行
動分析を行った。

観光客受入環境整備事
業

9

104.8%観光関連施設等利用者数

千円10,304

千円10,304

90%

Ａ

創造都市推進局

改善

人／年 4,073 10,000

観光交流課

　男木島灯台資料館の管理運営を、地元の男木島観光協会に委託し、観光
客からの施設観覧の要望に応じて開館し、案内を行った。

男木島灯台資料館管理
運営事業

10

40.7%施設利用者数

千円2,146

千円2,144

54%

Ｃ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
観光エリア振興室

　温泉資源を活用して市民の健康を保持・増進し、レクリエーション等の
場を提供した。
　また、観光及び地場産業の振興に資するために設置した塩江湯愛の郷
センター及び奥の湯公園については、指定管理者による管理運営を行う
（２年間延長：令和７年度末まで）とともに、県整備部分（駐車場、手洗
い場）の清掃等管理を委託した。

（評価対象外）塩江湯
愛の郷センター管理運
営事業

11 千円6,122

千円1,165

創造都市推進局
観光エリア振興室

　瀬戸内海に臨むロケーションで、自動車を利用したキャンプができる場
所等を提供し、市民の健康増進と相互の交流の促進に寄与するために設置
した太鼓の鼻オートキャンプ場については、当施設を活用する民間事業者
を公募し、設置条例を廃止した上で、令和６年１月から民間による運営を
開始した。

（評価対象外）太鼓の
鼻オートキャンプ場等
管理運営事業

12 千円17

千円17

創造都市推進局
観光エリア振興室

　映画のロケーション地としての観光資源をいかし、観光の振興を図り、
観光客や市民に憩いと交流の場を提供するために設置した純愛の聖地庵
治・観光交流館については、令和４年７月から、新しい指定管理者による
管理運営を行った。
　

（評価対象外）純愛の
聖地庵治・観光交流館
管理運営事業

13 千円5,481

千円5,481

創造都市推進局

継続

万人 575 547

観光交流課

　高松を訪れる観光客の満足度向上を図るため、市内の歴史・文化・自然
及び特産品等の正しい知識を紹介できるよう、本市の観光地を案内・紹介
する観光ボランティアガイドの育成を行った。
　また、市民や観光客に対して、玉藻公園や屋島の魅力を発信した。

観光ボランティアガイ
ド育成事業

14

105.1%観光関連施設等利用者数

千円469

千円469

96%

Ａ

創造都市推進局
観光エリア振興室

　市民に健康増進、保養及び憩いの場を提供し、また、市の産業と観光の
振興に寄与するために設置した香南楽湯（物販・レストラン・公衆浴場部
分）については、県が実施する円座香南線の道路整備を踏まえ、現指定管
理者と２年間の指定管理期間延長を行うとともに、道の駅県整備部分（駐
車場、手洗い場）の清掃等管理を委託した。
　また、施設の今後の管理運営方針検討業務を行った。
　なお、関係機関協議等に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，４５６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道の駅香南楽湯周辺環境変化対応方
針検討用資料整理業務事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２ ０３５，０００円）,

（評価対象外）香南楽
湯管理運営事業

15 千円40,907

千円38,801
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
観光エリア振興室

　観光及び地場産業の振興並びに道路利用者の利便性の向上に資するため
に設置した「道の駅源平の里むれ」については、引き続き、指定管理者に
よる管理運営を行うとともに、道の駅の国整備部分（駐車場、手洗い場）
の清掃等管理を委託した。
　

（評価対象外）道の駅
源平の里むれ管理運営
事業

16 千円11,614

千円11,614

創造都市推進局

89.9%

改善

件 197 146

観光交流課

　令和６年３月に策定した第２期高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づき、（公
財）高松観光コンベンション・ビューローや香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議
会と連携して、ＭＩＣＥ誘致及び開催支援に取り組み、コンベンション等
の開催件数は、目標を達成することができた。

ＭＩＣＥ・観光客誘致
推進事業

17

134.9%コンベンション開催件数

1,9071,714高松シンボルタワー来場者数

千円101,785
＜重点取組＞

千円101,785

90%

Ａ

千人

創造都市推進局
産業振興課

　創造都市推進審議会及び創造都市推進懇談会を開催し、第３次高松市創
造都市推進ビジョンに基づく事業等の報告・見直しを行った。
　また、国内の創造都市の普及・発展を図ることを目的に設立された創造
都市ネットワーク日本の活動にも積極的に参画するなど、「創造都市高
松」の実現に寄与した。

（評価対象外）魅力に
あふれ人が輝く創造都
市推進事業

18 千円1,282

千円1,282

創造都市推進局

継続

人 317 200

都市交流室

　高松市・水戸市親善都市提携５０周年記念事業を開催したことや、下野
市との間で、国分寺地区の小学生の相互訪問による交流事業を実施したこ
とにより、提携都市との地域間交流を推進した。

国内交流推進事業

19

158.5%国内の提携都市との交流事業参加者数

千円1,774

千円1,274

96%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 282 200

都市交流室

　海外の提携都市等との交流事業は、おおむねコロナ禍前の水準で実施す
ることができ、交流事業参加者数が増加したほか、（公財）高松市国際交
流協会の実施する事業に対して助成を行うことにより、国際交流を推進し
た。

国際交流推進事業

20

141.0%海外の提携都市との交流事業参加者数

千円6,010

千円5,963

98%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

人 3,531 3,165

観光交流課

　提携都市において開催される物産展に参加することにより、本市の観光
や特産品のＰＲ及び都市間の交流を推進した。

姉妹城都市等観光交流
事業

21

111.6%観光と物産展における高松市ブース訪問者数

千円1,039

千円1,039

92%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 782 670 550 0
0 0 1077

0 0 67 70 73 0
0 0 58.5

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 782 670 550 0
0 0 0 0 1077 0 0 0

0 0 67 70 73 0
0 0 0 0 58.5 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

千円33,596 Ｂ 18.0% 25.1% 65.1%Ｂ

政策局

政策局

　市外に居住しており、地方への移住
を考えている人や、県外の大学等に進
学した本市出身の若者

　「住みやすい、働きやすい、子育てしやすい」という
本市の魅力が全国で認知され、移住者やＵターン就職者
が増加するとともに、本市で暮らす誰もが住み続けたい
と思えるまちを目指す。

　大都市圏における新たな移住相談体制や奨学金返還支援など、「移住の促進」や「定住の促進」
に取り組んだ。
　また、移住者支援の取組の見直しや若者のＵターンを促進する新規事業の構築など、施策の更な
る推進に向けたスクラップ＆ビルドを行った。

　大都市圏における移住相談体制の構築などの移住の促進や、奨学金返還支援などの定住の促進
に取り組んだ。
　しかしながら、若年層を中心に大都市圏へ人口が流出していることから、大都市圏在住者に向
けた移住の促進や、市内出身の若者のＵターンにつながる取組の更なる推進が必要である。

　東京圏を始めとした大都市圏からの移住者の増加を図るとともに、若年層の県外流出に対応す
るため、シビックプライドの醸成に向けた取組や東京事務所による活動と連携した取組、県や周
辺市町等と連携した取組を推進する。

２０～３９歳の県外への転出超過数

　県外への転出者は減少傾向であるものの、
県外からの転入者がより減少傾向であること
から、転出入の差が拡大し、目標を達成する
ことができなかった。

62.3%

実績R6

人1,077

目標R6

人782

人

居住３年未満で５０歳未満の市民の定住意向

　若年層を中心とした東京圏一極集中の拡大
など、全国的に地方から人口が流出する中、
本市においても若年層が大都市圏に流出する
など、若年層の県外転出の意向が見られるこ
とから、目標を達成することができなかっ
た。

87.3%

実績R6

％58.5

目標R6

％67

％

人 人

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

改善

人 736 700

地域活力推進室

オンライン移住相談の拡充や大都市圏における移住相談会の開催、お試
し移住の開始など、社会情勢の変化に対応した新たな取組を行った。

移住促進事業

1

105.1%年間移住者数

千円29,000
＜重点取組＞

千円13,036

88%

Ａ

政策局

改善

％ 100 100

政策課

　本市が将来も若者から選ばれるまちとなるよう、将来を支える若者のア
イデアを本市の政策に取り入れるとともに、若者の地元への愛着を深める
ことを目的として、政策コンテストを開催した。

政策コンテスト開催事
業

2

100.0%アンケート結果による愛着が高まったとする割合

千円3,600

千円3,600

90%

Ａ

政策局

改善

件 3 50

地域活力推進室

　まちなかの子育て支援施設で移住者交流会を開催し、移住者同士の親睦
交流を図ったほか、インターネット広告や本市の広報媒体で奨学金返還支
援制度を周知したものの、奨学金返還支援の交付決定は３件にとどまった
ことから、令和７年度からは、県内の中小企業に加えて、医療法人や社会
福祉法人、学校法人等に就業先要件を緩和した。

定住促進事業

3

6.0%高松市奨学金返還支援事業補助金交付決定件数

千円996
＜重点取組＞

千円996

26%

Ｃ
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

態にかかわらず、スポーツに親しむことができる環境を創出します。

文化芸術の創造と継承 99%

84%

Ａ

Ａ

Ａ92%

　多様なスポーツ・レクリエーションの場の整備や機会の提供を通じて、市民が年齢や身体の状
通じて、文化財の新たな魅力を創出します。

のにぎわい創出やシビックプライドの醸成を促進します。
　また、市民参加型スポーツイベントや地元のトップスポーツチームとの交流等を通じて、地域

　また、市民との協働による文化財の保存管理やデジタル技術の活用による文化財情報の発信を

り、市民が鑑賞や実践を通じて文化芸術に親しむ機会を創出・拡大し、市民の暮らしをより豊か
で充実したものにします。

イベントの開催、文化芸術ホールや美術館等の拠点機能の整備、文化芸術活動への支援等によ

スポーツの振興

文化芸術の創造と継承 37.1%

27.3%スポーツの振興

13.8%

19.3%

54.4%

56.4%

令和 年度6

32.2% 16.6% 55.4%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95000 115000 136700 0
0 0 92113

0 0 360000 360000 360000 0
0 0 380861

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 95000 115000 136700 0
0 0 0 0 92113 0 0 0

0 0 360000 360000 360000 0
0 0 0 0 380861 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

千円1,626,381 Ａ 37.1% 13.8% 54.4%Ａ

創造都市推進局

創造都市推進局

　市民 　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支
援等を行うことにより、市民の自主的・創造的な文化芸
術活動を推進する。

・デリバリーアーツ事業　
・文化芸術活動推進事業
　（学校巡回芸術教室、学校巡回能楽教室、文化芸術活動補助、文化団体活動補助）
・美術館運営事業　
・菊池寛顕彰事業　文学展、特別講演会の開催、香川菊池寛賞の作品募集選奨等
・文化芸術ホール管理運営事業　高松国分寺ホール管理運営、自主事業等
・美術館管理事業　施設運営、建物の維持管理
・美術館資料収集事業
・高松国際ピアノコンクール推進事業
・瀬戸内国際芸術祭推進事業

　優れた文化芸術に触れる機会の拡充や人材の育成・支援等を行うことにより、市民の自主的・
創造的な文化芸術活動を更に推進する必要がある。

　令和６年４月に策定した第３期高松市文化芸術振興計画に基づき、（公財）高松市文化芸術財
団内に設置した地域アーツカウンシル事務局を中心に、包括的かつ効果的に文化芸術活動を推進
していく。

文化芸術イベントの参加者数

　目標の約９７％であり、あと少し及ばな
かった。今後、幅広い市民がイベントを認知
できるよう、周知手法を工夫する。

97.0%

実績R6

人92,113

目標R6

人95,000

人

文化財施設の入場者数

　展示内容の充実や積極的な広報活動に努め
た結果、目標値を上回る成果が得られた。

105.8%

実績R6

人380,861

目標R6

人360,000

人

人 人

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

66.7%

継続

人

文化芸術振興課

　高松国際ピアノコンクール推進事業の継続実施及び同コンクールのプレ
イベントに取り組み、コンクール開催期間以外における関連イベントの充
実を図り、より市民に親しまれ、地域に育まれていくコンクールとなるよ
う取り組んだ。

　なお、成果指標の「ピアノコンクール入場者数」については、高松国際
ピアノコンクールが４年毎に開催する事業であるため、令和６年度の目標
値は設定できない。

高松国際ピアノコン
クール事業

1

ピアノコンクール入場者数

64学校訪問リサイタル実施校数

千円2,800

千円2,800

70%

Ｂ

校

創造都市推進局

継続

人 70,129 70,000

文化芸術振興課

　第３期高松市文化芸術振興計画に基づき、まちなかパフォーマンス事業
や０才からのコンサート事業等を実施し、多様なアート展開により市民に
よる文化芸術活動への参加や作品鑑賞の機会を創出し、文化芸術をいかし
たまちづくりを推進した。

アート・シティ高松推
進事業

2

100.2%まちなかパフォーマンス事業観覧者数

千円15,448

千円14,448

92%

Ａ

創造都市推進局
文化芸術振興課

　本市の交通結節点における文化芸術活動の創造・発表・交流拠点として
ＩＫＯＤＥ瓦町に整備している瓦町アートステーションの適切な管理運営
を行った。

（評価対象外）瓦町
アートステーション管
理運営事業

3 千円1,648

創造都市推進局
文化芸術振興課

　高松国分寺ホールは、本市西部地域における文化芸術活動の創造・発
表・交流の拠点として整備したものであり、日本管財・ＪＴＢコミュニ
ケーションデザイン共同事業体を指定管理者として指定し、同ホールの効
果的な管理運営に努めるとともに、自主事業に対し、助成を行うことによ
り、本市における文化芸術の振興を推進した。令和６年度は前年度に修繕
が必要となった移動観覧席の修繕を行った。

（評価対象外）高松国
分寺ホール管理運営事
業

4 千円83,477

千円43,395

創造都市推進局

100.0%

継続

人

文化芸術振興課

　瀬戸内国際芸術祭２０２５の開催に向けて、実行委員会、市内各島の関
係者等と連携しながら、協議等を行った。

　なお、成果指標の「本市会場への年間来場者数」については、瀬戸内国
際芸術祭が３年毎に開催する事業であるため、令和６年度の目標値は設定
できない。

瀬戸内国際芸術祭推進
事業

5

本市会場への年間来場者数

6060次回瀬戸内国際芸術祭の開催準備進捗率

千円51,066

千円50,625

94%

Ａ

％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

拡充

団体 40 40

文化芸術振興課

　プレイヤーズ・プラットフォームを３回開催し、地域アーツカウンシル
事務局設置に向けた意見を聴取するとともに、参加者同士の交流の機会を
創出した。

高松版文化芸術プラッ
トフォーム構築事業

6

100.0%プラットフォーム関係団体数

千円80

千円80

92%

Ａ

創造都市推進局

104.6%

継続

人 86,376 60,000

美術館美術課

　市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、美術館主催展とし
て常設展及び特別展を開催するとともに、エントランスミニコンサートな
どの催し物を開催した。
　様々なジャンルの特別展を開催したことにより、世代性別を問わず集客
があり目標を大幅に上回った。常設展については、エントランス・ブラン
チギャラリーと連動した展示や出品作家のワークショップを開催したこと
や、国内外からの観光客が増加したことにより、入館者数が目標を大きく
上回った。

美術館運営事業

7

144.0%高松市美術館主催展入場者数

8588.9展覧会鑑賞に満足した人の割合

千円66,517

千円19,756

98%

Ａ

％

創造都市推進局

141.4%

継続

人 622 600

文化財課

　文学展及び文芸講座等の開催により、郷土が生んだ文豪「菊池寛」を顕
彰するとともに、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与した。
　また、香川菊池寛賞募集選奨事業により、郷土において創作活動を続け
ている優れた新人の発掘・育成及び地元の文化の振興に寄与した。

菊池寛顕彰事業

8

103.7%受講延べ人数

2,0002,828文学展観覧者数（文学展、特別講演会等）

千円5,206

千円4,922

81%

Ａ

人

創造都市推進局

継続

人 2,385 2,300

文化芸術振興課

　市民に身近な場所で、音楽や伝統芸能等の出前公演を実施したことによ
り、普段、ホール等で鑑賞する機会の少ない人に対しても、生の優良な文
化芸術を鑑賞する機会を提供した。
　また、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の取組として、さぬき市、東かが
わ市、綾川町、土庄町においても出前公演を実施した。

デリバリーアーツ事業

9

103.7%デリバリーアーツ事業鑑賞者数

千円3,888

千円1,051

92%

Ａ

創造都市推進局
文化芸術振興課

　（公財）高松市文化芸術財団を文化芸術ホールの指定管理者として指定
し、文化芸術ホールの効果的な管理運営に努めるとともに、同財団が実施
する自主事業に対し、助成を行うことにより、文化芸術の振興を推進し
た。

（評価対象外）文化芸
術ホール管理運営事業

10 千円731,861

千円730,556
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
文化芸術振興課

　本市を中心に活動し、本市における文化の振興に貢献している者で、将
来において、更にその活躍が期待される者を奨励することを目的として、
高松市文化奨励賞選考審議会の審議により、新人部門、顕彰部門の２部門
から選考した（新人部門の該当者はなかった。）。

（評価対象外）文化奨
励賞贈呈事業

11 千円356

千円356

創造都市推進局

継続

人 8,477 6,000

文化財課

　菊池寛の業績を顕彰し、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与する
ため、菊池寛に関する資料や寛が創設した芥川賞・直木賞等に関する資料
の収集、調査研究、保管及び展示を実施することにより、後世に残す適切
な管理運営に効果があった。

菊池寛記念館管理運営
事業

12

141.3%菊池寛記念館利用者数（常設展、コレクション展）

千円18,737

千円18,488

83%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 35,945 23,000

美術館美術課

　質の高い作品を収蔵できたことに加え、これまでに購入・収蔵してきた
コレクションに関わりの深い作品が寄贈され、一層コレクションが充実し
た。
　収集した美術品を常設展等で公開している。本年度は、特別展の集客が
増加した影響やエントランスホール・ブランチギャラリーとの連動企画、
関連イベントの開催、インバウンドの増加が要因となり、目標を上回って
達成できた。

美術館資料収集事業

13

156.3%高松市美術館コレクション展入場者数

千円12,148

千円11,648

100%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 10,363 9,000

文化芸術振興課

　市民が創造・参加する市民企画提案型の文化の祭典として、市民文化祭
「アーツフェスタたかまつ」を開催し、文化芸術活動団体の参加・発表・
交流の場を提供するとともに、幅広いジャンルの作品鑑賞機会を提供し
た。

市民文化祭開催事業

14

115.1%市民文化祭（アーツフェスタ）観覧者数

千円7,096

千円7,096

94%

Ａ

創造都市推進局
美術館美術課

　施設を適切に維持管理することにより、来館者の安全を確保した。

（評価対象外）美術館
管理事業

15 千円165,222

千円150,689
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

人 3,049 2,500

文化芸術振興課

　文化芸術団体の育成・支援を行うとともに、文化芸術活動への補助事業
を実施したことにより、活動団体の自主的な活動の促進につなげた。
　また、学校巡回教室を実施したことにより、子どもたちに、優良芸術を
鑑賞・体験する機会を提供した。

文化芸術活動推進事業

16

122.0%文化芸術活動補助事業における参加人数

千円22,346

千円17,715

88%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 11,632 7,700

美術館美術課

　特別展の講演会の参加者数や、こどもアートスペースでのワークショッ
プの参加者が増加したほか、各イベントの参加者数が好調であったため、
目標値を大幅に上回った。

美術教育普及事業

17

151.1%教育普及プログラム参加者数

千円1,437

千円1,195

98%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 3,674 3,500

文化財課

　崖地に所在する鶴尾神社４号墳の崖面補強工事を前年度に引き続き実施
し、国指定史跡の保存対策のための取組を行った。

　なお、鶴尾神社４号墳崖面補強工事については、国の補正予算事業の執
行に当たり、実施期間を確保することなどのため、年度内に事業の完了が
不可能となり、事業を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：９２，４２６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である崖面補強工事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：４９，１３２，７００円）

史跡石清尾山古墳群保
存・整備事業

18

105.0%見学者数（累計）

千円49,155

千円10,069

96%

Ａ

創造都市推進局
文化財課

　埋蔵文化財の整理作業及び展示等の普及啓発を実施するとともに、コ
ミュニティ連合会及び創造支援センターの複合施設並びに地域活動の場を
維持する上で必要な施設の管理を実施した。

（評価対象外）四番丁
スクエア等管理運営事
業

19 千円13,330

千円12,314

創造都市推進局
文化財課

　玉藻公園の管理運営を指定管理者への委託等によって実施した。

（評価対象外）玉藻公
園管理運営事業

20 千円66,252

千円65,396
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

人 6,872 6,400

文化財課

　市内に所在する史跡を始めとする埋蔵文化財を活用した講演会等を開催
し、本市の新たな魅力発信や文化財保護に関する機運の醸成を行った。

埋蔵文化財公開活用事
業

21

107.4%埋蔵文化財公開活用事業関連行事参加者数

千円2,266

千円1,266

100%

Ａ

創造都市推進局

継続

人 24,775 29,000

文化財課

　香南地区の有力豪族由佐氏の居城跡という立地をいかし、高松南部地域
の歴史民俗資料の収集・保管・調査研究を行うとともに、展示等の情報発
信、講座等の教育普及活動を実施した。

香南歴史民俗郷土館管
理運営事業

22

85.4%香南歴史民俗郷土館の利用者数

千円17,480

千円17,165

84%

Ａ

創造都市推進局
文化財課

　公有化した土地で史跡の内容を確認するために実施した発掘調査の整理
作業を行った。発掘調査報告書は、令和７年度刊行予定であり、予定どお
りの作業を完了した。

（評価対象外）史跡讃
岐国分寺・国分尼寺跡
保存整備事業

23 千円1,583

千円921

創造都市推進局
文化財課

　指定文化財の管理・修理・伝承公開事業に対する補助金の支出、本市が
所有する史跡地の除草及び施設の修繕等、さらに、親子文化財教室等文化
財学習会を開催するなど、文化財の保存と活用に寄与した。

　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３００，０００円）

（評価対象外）文化財
保存活用推進事業

24 千円28,835

千円28,205

創造都市推進局

継続

人 24,081 23,000

文化財課

　特別史跡讃岐国分寺跡を保護し、文化財の保存と活用を図るとともに、
歴史的意義等を説明するため、展示等の情報発信、講座等の教育普及活動
を実施した。

讃岐国分寺跡資料館管
理運営事業

25

104.7%讃岐国分寺跡資料館の利用者数

千円13,398

千円13,029

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局
文化財課

　市内の史跡及び埋蔵文化財包蔵地の内容を確認し、その保存・活用に取
り組むことで、地域の歴史や文化の顕在化に寄与した。

（評価対象外）文化財
調査事業

26 千円25,442

千円17,239

創造都市推進局

継続

人 34,641 48,000

文化財課

　石と人間の関わりの文化を観点に、資料の収集・保管・調査研究を行う
とともに、展示等の情報発信、体験学習等の教育普及活動を実施した。
　なお、令和６年度は改修工事により、臨時休館（１０月１６日～３月
３０日）を行った。

石の民俗資料館管理運
営事業

27

72.2%石の民俗資料館の利用者数

千円95,092

千円27,771

76%

Ｂ

創造都市推進局

94.3%

改善

人 3,863 4,850

文化財課

サンクリスタル学習等による来館型学習、展示関連講座等の開催、郷土
の歴史や文化についての興味を喚起し、知識を深められる教育普及活動を
実施した。

歴史資料館教育普及活
動事業

28

79.6%教育普及活動の受講者数

3533サンクリスタル学習参加校数

千円2,685

千円2,649

87%

Ａ

校

創造都市推進局

継続

人 266,025229,000

文化財課

　高松市都市公園施設長寿命化計画に基づき、玉藻公園の施設整備を行っ
ており、令和６年度は、高松市都市公園施設長寿命化計画の見直し及び照
明灯改修設計業務委託、園路舗装修繕工事を実施した。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことにより、年度内に業務の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６０５，０００円）
　前年度からの繰越事業である高松市都市公園施設長寿命化計画修正業務
委託については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２，７３９，０００円）

玉藻公園整備事業

29

116.2%玉藻公園の年間入園者数

千円10,515

千円1,857

98%

Ａ

創造都市推進局

29.6%

改善

人 22,862 25,500

文化財課

　本市の歴史民俗資料の収集・保管・調査研究のほか、資料整理による収
蔵品システムへのデータ登録を実施した。また、企画展を４展、ロビー展
等を６展開催した。

歴史資料館常設展事業

30

89.7%展覧会観覧者数

20,0005,928収蔵品システムＨＰアクセス数

千円3,815

千円2,924

65%

Ｂ

回
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

100.0%

継続

人 266,025229,000

文化財課

　披雲閣大書院耐震補強工事、披雲閣庭園四阿調査・改修設計業務委託、
天守等基礎調査事業等文化財の確実な保存と活用のための取組を行った。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６３，４５５，０００円）

高松城跡整備事業

31

116.2%玉藻公園の年間入園者数

7070披雲閣（大書院）耐震補強工事の進捗率

千円84,544
＜重点取組＞

千円12,127

100%

Ａ

％

創造都市推進局
文化財課

　本市の歴史民俗資料の収集・保管・調査研究を行うとともに、適切な管
理運営を行い、歴史・考古・民俗等に関する市民の知識及び教養の向上と
市民文化の発展に寄与した。

（評価対象外）歴史資
料館管理運営事業

32 千円22,656

千円22,612
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2008 2098 2189 0
0 0 1955

0 0 20000 20000 20000 0
0 0 14001

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2008 2098 2189 0
0 0 0 0 1955 0 0 0

0 0 20000 20000 20000 0
0 0 0 0 14001 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

スポーツの振興

千円1,087,177 Ａ 27.3% 19.3% 56.4%Ａ

創造都市推進局

創造都市推進局

　市民 　スポーツ活動の推進やスポーツ施設の整備を行い、ス
ポーツの振興を図る。

　スポーツ施設等管理運営事業については、指定管理者と連携し、各種ガイドラインに則り適切な
管理運営を行った。
　パラスポーツ推進事業については、２０２４ジャパンパラ陸上競技大会の開催に合わせ交流事業
を実施し、多様性や共生社会の実現に向けて、関心を高めた。
　また、パラスポーツの普及・啓発の一環として、パラスポーツ用品を拡充させ、市民への貸出し
を積極的に行うことで意識の高揚や健康増進に寄与した。
　地域密着型トップスポーツチーム支援事業については、ホームタウンデー等を実施し、市民に試
合観戦・応援機会の提供を通じて、認知度の向上やスポーツへの関心等につなげた。

　市民ニーズが多様化する中、市民ニーズの的確な把握に努めるとともに、スポーツ振興の更な
る推進のため、これまで以上に行政と市民が協働・連携する方策の検討が必要である。

　引き続き、高松市スポーツ推進計画に基づき、スポーツ振興の推進を図る。

市有スポーツ施設の利用者数

　ＳＮＳ等を活用した情報発信により、利用
者数は前年度から８，０００人程度、増加し
た。

97.4%

実績R6

千人1,955

目標R6

千人2,008

千人

市民参加型スポーツイベントの参加者数

　主催するスポーツ・レクリエーションイ
ベントにおいて、誰でも気軽にスポーツを体
験できるよう種目の見直しを行っており、参
加者数は前年度から４，０００人程度増加し
ている。

70.0%

実績R6

人14,001

目標R6

人20,000

人

千人 千人

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

件 31 18

スポーツ振興課

　地区体育協会やコミュニティ協議会への働きかけにより、各地域でのパ
ラスポーツ体験のイベント件数が増加しており、パラスポーツの振興に寄
与した。

パラスポーツ推進事業

1

172.2%パラスポーツの振興に関するイベント件数

千円9,263

千円4,165

96%

Ａ

創造都市推進局

改善

チーム 71 120

スポーツ振興課

　市、高松市スポーツ協会が主催し、高松市スポーツ推進委員連絡協議会
が主管となり、地区対抗競技大会を開催している。

市民スポーツ活動推進
事業

2

59.2%主催６大会参加者チーム数

千円49,655

千円46,820

64%

Ｂ

創造都市推進局

継続

人 45,724 46,000

スポーツ振興課

　新型コロナウイルス感染症の影響により減少した利用者数については、
増加傾向にはあるが、コロナ禍前の水準（令和元年度実績５２，３３５
人）には回復していない。

学校体育施設開放事業

3

99.4%中学校体育施設開放利用者数（延べ人数）

千円24,722

千円12,769

87%

Ａ

創造都市推進局
スポーツ振興課

スポーツ施設の維持管理を行い、管理経費の削減にも配慮する中でサー
ビスの向上を図り、市民が気軽に気持ちよく安心して利用できるスポーツ
の場を提供した。

　なお、調査内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２３７，２６７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である高松市都市公園施設長寿命化計画策
定修正業務等については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３６，１４１，０００円）

（評価対象外）スポー
ツ施設等管理運営事業

4 千円993,126

千円852,874

創造都市推進局

112.9%

継続

人 90,459 83,300

スポーツ振興課

　地域密着型トップスポーツチームに対する支援として、ホームタウン
デーや児童観戦誘致事業等、市民に試合観戦・応援の機会を提供し、チー
ム独自の教室開催により認知度の向上や市民の「観るスポーツ」「するス
ポーツ」への関心等につなげた。

地域密着型トップス
ポーツチーム支援事業

5

108.6%地域密着型トップスポーツチームのホームゲーム観客数

1,9002,145地域密着型トップスポーツチームの市内教室参加者数

千円10,411

千円10,277

96%

Ａ

人
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(４) 安全・安心に暮らせるまち 
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

の強化に加えて、予防接種を始めとする感染予防対策や市民への情報発信により、感染拡大を防

防災・減災対策の充実 98%

98%

Ａ

Ａ

Ａ98%

　感染症についても、国・香川県等の関係機関との平時からの連携や訓練の実施等による対応力
上を図ります。

止します。

等のそれぞれが、主体的に相互の協力体制を強化することにより、市民の防災意識や防災力の向

基盤の整備などを行い、災害に強いまちをつくります。
　また、各地域における防災活動や担い手の確保・育成への支援を行い、地域団体・企業・行政

　国や香川県、関係自治体等との連携により、災害発生時の体制・機能の強化や災害に強い社会

健康危機への対応力の強化

防災・減災対策の充実 28.1%

39.5%健康危機への対応力の強化

22%

15.6%

87.9%

78.8%

令和 年度6

33.8% 18.8% 83.4%
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120

施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 0
0 0 95.5

0 0 80 90 100 0
0 0 79.5

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 100 100 100 0
0 0 0 0 95.5 0 0 0

0 0 80 90 100 0
0 0 0 0 79.5 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

千円1,175,885 Ａ

、都市整備局

28.1% 22.0% 87.9%Ａ

総務局、都市整備局

総務局

　市民等 　市民等の防災意識を高めるとともに、地域及び国・県
等防災関係機関と連携し、防災・減災対策の充実を図
る。

【総務局】災害情報や避難に関する情報等を確実に発信するため、同報系防災行政無線の維持管理
を行い、災害時の緊急放送体制維持に寄与した。また、消防局と連携して地域防災訓練連絡会の開
催や訓練支援のための非常食品の支給、訓練用資機材の貸出し等を行ったことにより、地域におけ
る防災訓練実施率が２．３ポイント向上した。
【都市整備局】民間住宅及び耐震診断が義務化された建築物などの耐震化に取り組むほか、鉄道事
業者が実施する老朽化施設の長寿命化事業に要する費用の一部を助成し、今後発生が予測される大
規模地震や劣化による鉄道施設の被害の軽減に寄与した。

【総務局】戸別受信機の電波を受信しにくい施設の電波環境改善など、災害時の緊急放送体制の
整備を進める。
　また、従来型の訓練に加え、新たな訓練企画を提案するなど、実効性のある訓練を実施する。
【都市整備局】大雨の発生頻度が高まっており、県と連携して急傾斜地崩壊防止事業を推進す
る。
　また、住宅・建築物について、国の補助制度を活用し、耐震化を促進する。さらに、鉄道事業
者が実施する長寿命化事業の費用の一部を助成し、鉄道施設の長寿命化を推進する。

　安全で安心して暮らせる環境整備のため、着実に各事業を継続して実施する。

地域における防災訓練の実施率

　令和６年度中に、４４地区中４２地区が地
域における防災訓練を実施できた。

95.5%

実績R6

％95.5

目標R6

％100

％

地域コミュニティ継続計画の策定率

　４４地区中３５地区が地域コミュニティ継
続計画を策定できている。

99.4%

実績R6

％79.5

目標R6

％80

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
危機管理課

　デジタル式同報系防災行政無線が円滑に作動するように、保守点検を実
施した結果、災害時における市民への情報伝達及び災害対策本部の情報収
集・伝達等に係る機器の適切な運用・維持に効果があった。

（評価対象外）防災行
政無線事業

1 千円31,082

千円30,711

都市整備局
水路対策調整室

　水防法に基づき市域内の水防責任を十分に果たすため、水防本部を設置
し、水災害の軽減を図るため水防活動を推進したほか、水防用資機材の購
入整備等を実施し、安全で安心して暮らせる環境整備に寄与した。

（評価対象外）水防対
策事業

2 千円10,320

千円10,320

総務局

継続

％ 100 100

危機管理課

　高松市災害時緊急物資備蓄計画に基づき、南海トラフを震源とする最大
クラスの地震が発生した場合に必要不可欠な緊急物資を備蓄するととも
に、保存期限を有する備蓄物資について、計画的に更新を行った。また、
令和６年能登半島地震を踏まえ、備蓄する物資の数量及び品目の充実させ
た。

　なお、契約の締結に不測の時間を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，２７０，０００円）

災害時緊急物資備蓄事
業

3

100.0%備蓄計画に対して確保している物資数の割合

千円16,747

千円16,743

90%

Ａ

総務局
危機管理課

　弦打コミュニティセンターの戸別受信機の移設工事を行うことで、避難
発令等の災害情報伝達の迅速化、正確な情報伝達が推進され、災害発生時
の被害の最小化に寄与した。

（評価対象外）デジタ
ル式同報系防災行政無
線整備事業

4 千円182

千円182

都市整備局
水路対策調整室

　防災ＩｏＴにより収集したデータを水防本部設置時の災害対応や避難情
報の発令等に活用した。

（評価対象外）防災
ＩｏＴ利活用事業

5 千円2,367

千円2,367
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
危機管理課

　災害発生時の避難先となる、指定緊急避難場所及び指定避難所に設置し
てある避難標識柱の整備、修繕等維持管理を行い、防災啓発の向上に寄与
した。

（評価対象外）防災事
業

6 千円5,705

千円5,668

総務局
危機管理課

　高松市国民保護計画について、修正等の必要が生じた場合に開催する高
松市国民保護協議会について、異動や任期満了等に伴う手続きを進めると
ともに、計画及び協議会の内容を広く市民へ周知するため、広報高松及び
市ホームページ等に掲載した。

（評価対象外）国民保
護推進事業

7

総務局

継続

人 374 180

危機管理課

　毎月防災まちカフェを開催するとともに、防災啓発ラジオ番組を制作
し、放送することにより、防災・減災の情報に触れる機会をつくり、市民
の防災力の向上に寄与した。

市民防災力向上推進事
業

8

207.8%ぼうさいまちカフェ年間参加人数（Ｗｅｂ視聴含む）

千円2,241

千円1,495

91%

Ａ

総務局
危機管理課

　市民の迅速な避難行動や被害の軽減を目的として策定されている地域防
災計画の見直しを行うとともに、災害対策基本法に基づく防災会議の委員
について、異動や任期満了等に伴う委嘱に係る手続きを進めた。

（評価対象外）地域防
災計画見直し事業

9

総務局

継続

人 111 100

危機管理課

　行政による災害対策はもとより、市民一人一人が「自らの命は自らが守
る」意識を持って、防災・減災に向けた具体的な取組を進めていくことが
求められており、地域における防災力及び市民の防災意識の向上を目的
に、市民防災講演会を開催した。

　なお、前年度からの繰越事業であるたかまつ防災マップ更新業務につい
ては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２５ ７９５ ０００円）, ,

地域防災対策事業

10

111.0%高松市民防災講演会参加人数（Ｗｅｂ視聴含む）

千円27,240

千円13,116

93%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局

継続

％ 88 100

危機管理課

　地域コミュニティ協議会と自主防災組織が連携して実施する防災訓練
に、非常食品の提供、資機材の貸出し及び香川大学との連携等の支援を
行ったことから、避難所運営訓練などの先進的防災訓練を実施する地域が
増加した。

自主防災組織等育成事
業

11

88.0%地域における住民参加型の防災訓練の実施率

千円2,268
＜重点取組＞

千円1,819

82%

Ａ

都市整備局
河港課

　香川県急傾斜地崩壊対策事業補助要綱に基づく採択基準に合致した市内
１箇所において、急傾斜地崩壊による災害から市民の安全を守るため、崩
壊防止事業を実施した。
　また、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律に基づき、県が施
行する急傾斜地崩壊防止事業に対し、費用の一部を負担した。
　なお、県が施行する急傾斜地崩壊防止事業については、事業主体である
県が事業の一部を繰り越したことにより、年度内に事業の完了が不可能と
なったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。　
（繰越明許費繰越額：１，２５２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である、急傾斜地崩壊防止事業については
完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１２，０５７，２５０円）

（評価対象外）急傾斜
地崩壊防止事業

12 千円13,755

千円455

都市整備局
河港課

　市管理漁港の修繕、改良等を行うとともに、漁港内清掃の実施や漁港施
設の適切な使用を求めるなど、環境の改善を図り、管理１２漁港の機能を
維持した。

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業
の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７２，９３１，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である庵治漁港防食工等については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：５２，６２３，０００円）

（評価対象外）漁港施
設管理事業

13 千円136,615

千円38,975

都市整備局
河港課

　大雨や台風時等における河川の氾濫・浸水を防ぐため、ポンプ場、水門
等の点検整備や維持修繕を実施し、施設の機能維持を行った。

　なお、契約の締結に不測の日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１８，１６５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である川東・中川２号ポンプ場設備更新工
事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：８９，１６４，６００円）

（評価対象外）ポンプ
場等整備・維持管理事
業

14 千円136,281

千円37,057

都市整備局

継続

％ 24 28

河港課

　今後発生が予想されている南海トラフ地震等による浸水被害の解消を図
るため、香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画に基づく、改良工事等
を行った。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７５，８５２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である庵治漁港及び久通港の委託業務や胸
壁工事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１４７，５２２，５００円）

地震・津波海岸堤防等
対策事業

15

85.7%津波・高潮関連整備事業の進捗率

千円181,452

千円5,202

71%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

％ 97 97

都市計画課

　鉄道事業者が実施する老朽化施設の長寿命化事業に要する費用の一部を
助成したことにより、今後発生が予測される大規模地震や劣化による鉄道
施設の被害の軽減に寄与した。

鉄道施設安全対策事業

16

100.0%長寿命化率（事業費ベース）（累計）

千円32,113

千円8,113

100%

Ａ

都市整備局
河港課

　市管理港湾の修繕、改良等を行うとともに、港湾内清掃の実施や港湾施
設の適切な使用を求めるなど、環境改善を図り、管理９港湾の機能を維持
した。

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業
の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１９３，６８２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である大島港改修事業等については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：２３２，００７，４５０円）

（評価対象外）港湾施
設管理事業

17 千円341,756

千円66,014

都市整備局
水路対策調整室

　水質悪化・通水不良が発生している生活排水路の改修やしゅんせつ工事
を行うことにより、生活環境の改善に寄与した。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事
業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４１，７６６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である生活排水路整備工事等については完
了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３２，１５４，０００円）

（評価対象外）生活排
水路整備事業

18 千円50,164

千円48,699

都市整備局

98.3%

継続

棟 1,509 1,730

建築指導課

　住宅・建築物の耐震化を推進するため、戸別訪問を行い、対象者に補助
制度などの説明を行った。また、地震時の建物の倒壊等により発生する人
的、経済的被害を軽減するため、住宅のほか、避難路沿いに築造されてい
る危険ブロック塀に対し、撤去に要する費用の一部を補助した。

　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が一
部不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２９，９９０，０００円）

住宅建築物耐震改修等
事業

19

87.2%民間住宅の耐震診断実施済棟数（累計）

580570民間住宅の耐震改修実施済棟数（累計）

千円61,463

千円18,072

87%

Ａ

棟

都市整備局
河港課

　市管理の準用河川及び普通河川において、大雨や台風時の通水機能を確
保し、洪水被害を未然に防ぐため、老朽化した護岸構造物の改修やしゅん
せつ工事を実施した。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１４０，６３４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である中ノ川・天満川・奥々排水路改修工
事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：７５，７２０，１２８円）

（評価対象外）河川改
良事業

20 千円89,679

千円6,179
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
危機管理課

　令和６年能登半島地震の被災地からの要望に基づき、現地で調達が困難
な防虫対策製品の支援を行った。

（評価対象外）地震災
害等救援事業

21 千円145

千円145

都市整備局

完了

％ 100 100

建築指導課

　盛土等の崩落に伴う土砂災害等のリスクがある区域を「規制区域」に指
定するため、及び既存の盛土を把握するための基礎調査を実施した。

　また、前年度からの繰越事業である基礎調査（規制区域指定）の業務委
託については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１５，９４０，０００円）

盛土安全対策事業

22

100.0%基礎調査の進捗率

千円34,310
＜重点取組＞

千円17,155

96%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1 1 1 0
0 0 1

0 0 96 96 96 0
0 0 92.4

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 1 0
0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 96 96 96 0
0 0 0 0 92.4 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

健康危機への対応力の強化

千円1,866,149 Ａ 39.5% 15.6% 78.8%

健康福祉局

健康福祉局

　市民 　市民の生命や健康の安全を脅かす事態に直面した場合
においても、迅速かつ適切に対応することができる体制
が構築されている。

サーベイランスの実施、季節性インフルエンザ等の感染情報の提供や注意喚起を行い、感染症の
拡大防止に取り組んだ。
　また、高松市感染症予防計画に基づく訓練や研修を実施し、健康危機への対応力の強化に取り
組んだほか、地区医師会や関係機関と連携して予防接種事業を実施し、感染症の予防や市民の健康
維持に取り組んだ。

　医療機関等と連携し、令和６年３月に新たに策定した高松市感染症予防計画に基づく訓練や研
修等を実施し、健康危機への対応力を強化した。今後、健康危機発生時において、市民の生活を
守るために的確な対応が実践できるよう、健康危機管理体制を整備し、平時から備えておく必要
がある。

　組織横断的な健康危機管理体制の構築及び、医療機関や検疫所等の関係機関と連携し、感染症
による健康危機への対応力の向上を図る。
　また、結核やエイズといった感染症やその予防についての正しい理解を促し、それぞれのター
ゲット層に合わせた啓発を継続する。

新興感染症等に対応するための訓練の実施回
数

　新興感染症等に対応するための訓練を実施
し、目標を達成することができた。

100.0%

実績R6

回1

目標R6

回1

回

予防接種率（第２期麻しん風しん混合ワク
チン）

　ＭＲワクチンの供給不足等の要因により接
種が困難となり、目標を達成することができ
なかった。

96.3%

実績R6

％92.4

目標R6

％96

％

回 回

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
感染症対策課

　子どもの定期予防接種及び高齢者に対する成人用肺炎球菌予防接種、
インフルエンザ予防接種を実施したほか、昨年度に引き続き、子宮頸がん
予防ワクチン接種を実施し、キャッチアップ接種、償還払い等に対応し
た。
　また、６５歳以上の高齢者等を対象に、新型コロナワクチンの定期予防
接種を行い、感染症予防と市民の健康維持に寄与した。

　なお、前年度からの繰越事業である新型コロナワクチン接種事業につい
ては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２０９，９９０円）

（評価対象外）予防接
種事業

1 千円1,806,438

千円1,409,186

健康福祉局
感染症対策課

　保健所でＨＩＶ抗体無料検査、相談等を行ったほか、ハイリスク層を対
象とした啓発資材の配布、高校文化祭や瓦町ＦＬＡＧでのパネル展示等の
積極的な啓発活動を行い、エイズのまん延防止と正しい知識の普及啓発に
寄与した。

（評価対象外）エイズ
相談事業

2 千円95

千円67

健康福祉局
感染症対策課

　感染症発生時においては、積極的疫学調査やまん延防止対策等、迅速・
適正な対応を行った。
　また、令和６年３月に策定した「高松市感染症予防計画」に基づく訓練
や研修を、医療機関等と連携して実施し、健康危機への対応力の強化に寄
与した。

（評価対象外）感染症
予防事業

3 千円22,512

千円11,973

健康福祉局
感染症対策課

　保健所と医療機関が連携を密にして、結核患者に対して適正な指導及び
服薬支援を行った。
　また、積極的疫学調査や接触者に対する健康診断等のほか、市民及び医
師等に対する結核についての正しい知識の普及啓発を目的とした講演会等
を実施し、結核の早期発見等に寄与した。

（評価対象外）結核予
防事業

4 千円37,104

千円29,513
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

に防ぎます。

消防・救急体制の充実 86%

80%

85%

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ84%

　食品の安全性や衛生環境の適正な管理に対する監視指導や情報発信を通じて、健康被害を未然
ができるまちをつくります。

調和のとれた共生社会の構築を実現します。
　また、動物の適正飼育の推進や香川県、市民活動団体等との連携・協働を強化し、人と動物の

関との連携による啓発や情報提供、各種地域防犯活動への支援を行い、安全・安心に暮らすこと

災を担う消防団の体制維持を促進し、市民の安全・安心を確保します。
　市民が交通事故や犯罪、消費者トラブル等に巻き込まれないよう、警察や防犯協会等の関係機

　災害時や緊急時に迅速に対応できるよう、消防・救急体制や車両・機器の整備・更新、地域防

安全・安心な暮らしの確保

生活衛生の向上

消防・救急体制の充実 50.9%

45%

34.5%

安全・安心な暮らしの確保

生活衛生の向上

7.9%

16%

14%

82.6%

85.1%

65.1%

令和 年度6

43.5% 12.6% 77.6%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3.5 3.5 3.4 0
0 0 3.9

0 0 7000 9000 11000 0
0 0 5849

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3.5 3.5 3.4 0
0 0 0 0 3.9 0 0 0

0 0 7000 9000 11000 0
0 0 0 0 5849 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

消防・救急体制の充実

千円1,612,790 Ａ 50.9% 7.9% 82.6%Ａ

消防局

消防局

　市民 　生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水
火災又は地震等の災害を防除し、これらの災害による被
害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に
行う。

　総合的な消防力の充実強化を図るため、老朽化した消防車輌を計画的に更新したほか、前田分団
第１部消防屯所、庵治分団第４部新開消防屯所及び屋島分団屋島中消防屯所の移転整備などの消防
屯所整備を計画的に進めることで、消防体制及び地域防災力を充実強化した。

ハード面における消防力の充実強化を図るため、老朽化した消防署所の再整備及び消防車輌の
更新等を計画的に進める必要がある。また、消防屯所の整備においては、地域防災の拠点である
ことから、地震、津波、高潮及び洪水等の対応も考慮した整備を行う必要がある。一方、ソフト
面では、消防需要の多様化に対応するため、消防団員の加入促進を図るほか、消防団を始めとす
る地域コミュニティなど関係団体との連携を強化し、地域が持つ防災力を高め、総合的な消防力
の強化に努める必要がある。

　消防力の充実強化を図るため、引き続き、老朽化した消防署及び消防屯所の再整備並びに消防
車輌の更新等を計画的に進める必要がある。
　また、地域コミュニティの変容や高齢化、人口減少等による消防需要の多様化に対応するた
め、消防団員の加入促進に努めるとともに、消防団を始めとする関係団体との連携強化により地
域防災力を高め、総合的な消防力の強化に努める必要がある。

人口１万人当たりの出火件数（出火率）

　建物火災や枯草火災の件数が増加したこと
などにより、令和６年出火件数が前年比３８
件増の２６．４％増加した。そのため、人口
１万人当たりの出火件数が３．９件となり、
目標を達成することができなかった。

88.6%

実績R6

件3.9

目標R6

件3.5

件

救急講習の受講者数

　応急手当の正しい知識と技術の普及啓発を
図るため、市民を対象とした救急講習会を実
施したが、受講者数は目標を達成することが
できなかった。

83.6%

実績R6

人5,849

目標R6

人7,000

人

件 件

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

消防局
消防局総務課

　常備消防車輌７５台と非常備消防車輌１０９台の点検、修繕、保険、燃
料関係等を計画的に実施するとともに、老朽化した消防車輌を計画的に更
新整備し、消防体制を充実強化した。

　なお、消防車輌の調達に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１３，７２０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である災害対応特殊消防ポンプ自動車整備
事業については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１０７，８６８，５３８円）

（評価対象外）消防車
輌整備事業

1 千円414,423

千円74,250

消防局
消防局総務課

　消防水利の基準に基づき、消防活動に必要な消火栓４６個を整備するな
ど、消防力を向上させた。

（評価対象外）消防水
利整備事業

2 千円29,318

千円3,298

消防局
消防局総務課

　複雑化・高度化する災害活動に、適切に対応できる消防職員を育成する
ため、消防大学校及び消防学校に職員を派遣するとともに、救急救命士を
養成するための研修に派遣するなど、職員の資質を向上させた。

（評価対象外）消防職
員研修事業

3 千円18,490

千円18,225

消防局
消防局総務課

　消火防災・救急救助における災害現場活動に必要な資器材の購入及び修
繕などを計画的に実施するとともに、重大な違反のある防火対象物の是正
を重点的に行うなど、安全安心に暮らせるまちづくりに寄与した。

（評価対象外）消防活
動事業

4 千円474,927

千円175,194

消防局

改善
消防局総務課

　老朽化・狭あい化に伴う再整備のための整備用地について、土地の広
さ、高さ、進入路等を考慮し、民間用地を含めた検討を行った。

　なお、この事業は進捗により内容が大きく変化するため、成果指標の設
定は困難である。

北消防署再整備事業

5

成果指標設定なし

80%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

消防局
消防局総務課

　地方自治法第２５２条の１４第１項の規定に基づき、三木町、綾川町か
らの委託を受けている消防事務を、適切に管理し、執行した。

　なお、前年度からの繰越事業である職員用被服の購入については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：３５７，６７６円）

（評価対象外）消防業
務受託事業

6 千円136,343

千円359

消防局
消防局総務課

　消防署所の電気、ガス、水道、電話等に係る経費を適切に管理するとと
もに、電気工作物等設備の保守点検、ごみの収集、庁舎等清掃、庁舎修繕
を行うなど、消防署所の適正管理を行った。

（評価対象外）消防署
所管理事業

7 千円107,304

千円105,798

消防局
消防局総務課

　会計年度任用職員報酬を始め、職員の福利厚生や被服費、事務に関する
経費を適切に管理するとともに、消防施設整備基金の適切な運用を行い、
消防事務を円滑に実施した。

　なお、前年度からの繰越事業である職員用被服の購入については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：２，６８２，５７０円）

（評価対象外）消防事
務管理事業

8 千円93,403

千円84,122

消防局
消防局総務課

　女木島・男木島・大島などの本市島しょ部において、迅速な救急搬送体
制を構築するため、救急艇の適切な運航管理を行った。

（評価対象外）救急艇
等管理事業

9 千円36,108

千円33,716

消防局
消防局総務課

　市内９５箇所の消防屯所について見直しを行い、２箇所を廃止した。ま
た、必要な施設の修繕等を計画的に行い、消防屯所の維持管理を適切に実
施した。

（評価対象外）消防屯
所管理事業

10 千円10,132

千円8,810

-172-



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

消防局
消防局総務課

　消防団活動に必要な報酬及び旅費を始め、退職・災害補償及び福祉共済
に関する経費や団員の研修、表彰、被服費等を適切に管理することによ
り、地域防災力を維持した。

（評価対象外）消防団
活動推進事業

11 千円191,523

千円150,928

消防局
消防局総務課

　建物の老朽度、狭あい度など総合的に勘案して策定した消防屯所整備計
画に基づき、前田分団第１部消防屯所及び庵治分団第４部新開消防屯所の
建設工事、旧北部分団消防屯所解体工事に着手したほか、屋島分団屋島中
消防屯所の造成工事を行った。

　なお、予定していた支払時期が延期されたことなどにより、年度内に予
算の執行が不可能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３８，４４０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である北部分団消防屯所建設工事及び庵治
分団第４部新開消防屯所造成工事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３１，５３５，２００円）

（評価対象外）消防屯
所整備事業

12 千円100,819

千円1,119
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3.1 3.1 3.1 0
0 0 2.19

0 0 2025 2013 2000 0
0 0 2832

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3.1 3.1 3.1 0
0 0 0 0 2.19 0 0 0

0 0 2025 2013 2000 0
0 0 0 0 2832 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

千円232,497 Ａ

、環境局、総務局、都市整備局

45.0% 16.0% 85.1%Ａ

市民局、環境局、総務局、都市整備局

市民局

　市民、全ての地域コミュニティ協議
会及び連合自治会

　交通事故や犯罪、消費者トラブルのない、健全な暮ら
しの確保に向けて、地域コミュニティ協議会等の関係団
体と連携した更なる市民に対する意識啓発の推進や相談
対応の支援体制の強化を図る。

【市民局】交通安全教室や街頭キャンペーン、高齢者運転免許証返納促進事業を実施したほか、新
たに企業等と協働で交通安全啓発イベントを開催するなど、市民の交通安全意識の向上に寄与し
た。
　地域における防犯灯や防犯カメラの設置等に係る補助を実施したほか、犯罪被害者等に対する支
援をより一層推進するため、犯罪被害者等支援条例を制定した。
　消費生活相談に応じるとともに、出前講座や啓発事業を実施するなど、市民の安全な消費生活に
対する意識の向上に寄与した。
【環境局】安全で安定した水道水の供給に努めるために、関係機関等の相互理解の下、連携・協力
体制の強化を継続したことにより、市民等の節水行動や節水意識の向上に寄与した。

【市民局】交通安全啓発イベントの内容充実に向け、企業等との協議・検討が必要である。
　防犯灯の助成に係る自治会の費用負担を、今年度から見直すことによる効果の検証が必要であ
る。
インターネット等を利用した消費者トラブルの増加や、成年年齢引下げなど、消費者行政を取

り巻く環境の多様化・深刻化への対応が必要である。
【環境局】今後も引き続き、関係機関等との連携を図り、持続可能な水環境の形成の実現に向け
た取組を進める必要がある。

【市民局】企業等と協働で交通安全啓発イベントを開催するほか、関係機関と連携した街頭
キャンペーンを実施するなど、交通安全に対する意識向上を図り、交通事故防止を促進する。
犯罪や消費者トラブルをなくすため、防犯灯の設置・管理の適正化や、防犯カメラ設置費等補

助事業の活用を促進するほか、消費者問題に関する関係機関等との連携強化を図る。
【環境局】関係機関等との連携を図り、環境基本計画の進行管理に合わせて、持続可能な水環境
の形成の実現に向けた取組を進める。

人口１０万人当たりの交通事故による死者数

　交通事故による死者数は、令和５年の１２
人（うち高齢者７人）から、令和６年は９人
（うち高齢者５人）と３人減少し、人口１０
万人当たりの交通事故死者数も０．７１人減
の２．１９人となっている。

129.4%

実績R6

人2.19

目標R6

人3.1

人

刑法犯認知件数

　刑法犯認知件数は、前年比で１１０件増加
しているため、防犯活動の推進等を今後も継
続していく。

60.1%

実績R6

件2,832

目標R6

件2,025

件

人 人

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

111.9%

継続

人 15,250 15,000

くらし安全安心課

　高松市交通安全都市推進協議会等に助成するほか、市内の幼稚園児、小
学生等を対象に、年齢や心身の発達状況に応じた交通安全教室を開催する
とともに、学校や企業等と協働で、交通安全啓発活動を行った。
　また、その講師となる交通指導員を養成するなど、交通安全教育と啓発
活動を推進し、市民の交通安全意識の向上につながった。

交通安全教育等推進事
業

1

101.7%市内幼保、小学校、支援学校等の交通安全教室参加人数

1,0001,119高齢者交通安全教室等参加者数

千円34,216

千円34,216

92%

Ａ

人

都市整備局

継続

％ 90.7 90.8

交通政策課

　違法駐車防止重点地域に指定する５路線及び周辺８路線を含めた市街地
中心部において、定期的に違法駐車の状況調査を行うとともに、関係機関
と協力して啓発活動を実施した。
　また、高松タクシー協会から、タクシーベイの設置要望を受け、道路管
理者や警察と協議を行い、自治会等に説明を行う場を設け、タクシーベイ
の設置を道路管理者で行った。
　さらに、高松市駐車対策基本計画の中間見直しに係る、「高松市におけ
る駐輪場及び駐車場の機能強化に向けた基盤整備検討調査」の結果を踏ま
え、今後の施設の在り方について協議し、高松市駐車対策基本計画の一部
改定内容へと反映した。

違法駐車防止対策事業

2

99.9%重点地域街頭活動実施前後の違法駐車の減少率

90%

Ａ

市民局

1592.0%

継続

人 6,318 6,000

くらし安全安心課

　街頭キャンペーンや企業等との協働で交通安全啓発イベントを実施した
ことにより、市民の交通安全意識の向上に寄与した。

交通安全啓発推進事業

3

105.3%統一街頭キャンペーン参加者数

1001,592企業等との交通安全イベントの参加者数

千円103

千円103

92%

Ａ

人

都市整備局
交通政策課

　放置自動車の発生の防止に関する指導、啓発を実施し、公共の場所にお
ける機能の保全と生活環境の維持向上に寄与した。

（評価対象外）放置自
動車等対策事業

4 千円39

千円39

都市整備局
道路管理課

　道路反射鏡（カーブミラー）、防護柵、道路区画線、道路照明灯等の交
通安全施設の設置及び補修を行ったことにより、交通安全対策を充実させ
た。

（評価対象外）交通安
全施設整備事業

5 千円63,766

千円63,766

-175-



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

継続

人 1,750 2,040

くらし安全安心課

　高齢者運転免許証返納促進事業を実施し、高齢者の自動車運転中の事故
発生の抑止に寄与した。

高齢者等交通安全啓発
推進事業

6

85.8%６５歳以上の運転免許証自主返納者数

千円13,639

千円13,639

82%

Ａ

都市整備局
都市計画課

クリエイティブ高松・中央通りプロムナード事業により整備された番町
地下道において、エレベーター設備やモニュメント類の保守点検業務を実
施したことにより、安全な歩行空間の確保、憩い・安らぎの場の提供に寄
与した。

（評価対象外）番町地
下道管理事業

7 千円2,754

千円2,754

市民局

継続

灯 30,191 30,000

くらし安全安心課

　防犯協会が行う防犯活動事業に対して補助金を交付するとともに、公益
財団法人香川県暴力追放運動推進センター・公益社団法人かがわ被害者支
援センターへ負担金を交付し、各団体の活動を支援した。
　地域の単位自治会が管理する防犯灯の新設、移設などに係る経費や電気
料金など維持管理上必要な経費の助成を一般社団法人高松市コミュニティ
連合会を通じて行ったことにより、夜間における犯罪の防止と通行の安全
に寄与した。

防犯組織・環境整備事
業

8

100.6%総防犯灯数

千円87,155

千円87,155

94%

Ａ

市民局

継続

箇所 165 140

くらし安全安心課

　地域の防犯体制を確保し、市民の安全と安心を守る環境維持のため、香
川県警察防犯カメラ設置促進事業補助金を活用して、地域コミュニティ協
議会等が設置・管理する防犯カメラについて、設置費の一部と稼働に係る
電気料金を補助した。

防犯活動推進事業

9

117.9%防犯カメラ設置箇所数（総数）

千円3,382

千円2,182

92%

Ａ

総務局
危機管理課

　令和６年８月１６日から３０日まで第１次取水制限が行われ、この間、
渇水対策計画に基づき渇水対策班長・副班長を設置した。情報の収集及び
市民への周知並びに庁内での節水を行った。

（評価対象外）渇水対
策事業

10
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局

66.7%

継続

件 16 17

環境総務課

　香川県広域水道企業団が実施する水道事業の給水対象外の区域に居住す
る者に対し、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を推進するため、自
家用給水装置の費用の一部を補助する制度の周知を行い、相談などにも対
応した。

生活用水等確保対策事
業補助事業

11

94.1%生活用水確保対策事業補助累計数（２１年度～）

32飲用水給水ホース等設置事業補助累計数（２１年度～）

78%

Ｂ

件

環境局

継続

件 3 3

環境総務課

　香川用水の水源である早明浦ダム周辺の高知県嶺北地域と、利水域であ
る本市が連携し、本市、土佐町及び本山町の３自治体が出資した、「一般
財団法人もりとみず基金」が設立されたことに加え、嶺北地域と本市が、
令和５年度に共同提案し、採択された国の交付金を活用した事業を、もり
とみず基金の事業と一体的に推進した。
　令和６年度は、もりとみず基金との共催により、水源地域交流物産展の
内容を充実・拡大して開催したことにより、水源地域（嶺北地域及び本市
塩江地域）や当該財団に関する周知・啓発の効果が高まった。

水環境対策等推進事業

12

100.0%水源域交流イベント参加団体等件数

千円452

千円423

92%

Ａ

市民局
くらし安全安心課

　消費者からの相談による商品及び役務に関し、事業者と消費者との間に
生じた苦情・紛争等について、その解決のために、相談員が対応した。
　また、消費被害を防ぐため、民生委員・児童委員、事業者、警察等が連
携して見守り活動を行う「消費者安全確保地域協議会」の取組を推進し、
それぞれが把握した消費被害の動向等を情報共有するとともに、被害防止
に向けた対策を協議するなど、消費者被害の未然防止につなげた。

（評価対象外）消費生
活相談事業

13 千円13,866

千円13,767

市民局

266.0%

継続

％ 92.3 80

くらし安全安心課

　市内の小中高校やコミュニティセンターで消費生活出前講座を実施する
ほか、高松市消費者団体連絡協議会と連携し、消費者被害に遭わないため
の啓発行事等を行い、自立した賢い消費者の育成に寄与した。

消費者啓発事業

14

115.4%消費者月間事業の満足度

350931消費者啓発講座の参加者数

千円1,137

千円1,001

90%

Ａ

人

市民局

継続

人 363 210

くらし安全安心課

　消費生活に関する調査・研究の諸活動や啓発活動を推進するとともに、
加入団体相互の交流を行うため、消費者ウイーク・暮らしをみなおす市民
のつどい事業や研修会の開催などを支援した。

消費者団体支援事業

15

172.9%高松市消費者団体連絡協議会主催事業の参加者数

千円1,100

千円1,100

90%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
くらし安全安心課

　中核市である高松市が計量法上の特定市として、検定等一部を除く計量
業務を実施している。
　集合場所の定期検査では、ひょう量５００ｋｇ以下の特定計量器を対象
とし、市内のＡ地区（旧高松市域を東西に分割した西半分の地域と合併地
域の塩江町・牟礼町・庵治町・香川町・香南町）において実施し、適正な
計量の確保に貢献した。

（評価対象外）計量検
査事業

16 千円1,521

千円121
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1 1 1 0
0 0 1.3

0 0 175 164 153 0
0 0 67

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 1 0
0 0 0 0 1.3 0 0 0

0 0 175 164 153 0
0 0 0 0 67 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

生活衛生の向上

千円795,338 Ａ

、市民局

34.5% 14.0% 65.1%Ａ

健康福祉局、市民局

健康福祉局

　市民 　食品や環境衛生に起因する健康被害発生の抑制や、安
心して利用できる環境、墓地の適正管理等による良好な
生活衛生環境が構築されるとともに、動物愛護に関する
理解が進み、「人と動物の調和のとれた共生社会」が実
現している。

　食品関係営業施設や毒物劇物営業施設、旅館業営業施設等諸営業施設、動物取扱施設における監
視・指導や流通食品の収去検査等を行うほか、墓地、斎場の安定的な維持・運営等を実施すること
により、衛生水準の向上に努め、安全で快適な市民生活の推進に寄与した。

【市民局】墓地環境の適正な維持管理及び需要に応じた墓所の供給が求められている。また、施
設の適切な維持管理により、斎場業務を円滑に実施する。
【健康福祉局】食に関する市民の関心が高まったことなどから、食品の安全確保対策を、より一
層強化するほか、各種衛生対策や動物愛護の普及啓発等を積極的に実施する。

【市民局】墓地に関する市民ニーズの変化を踏まえ、平和公園において、新たな合葬式墓地の整
備を行う。
　また、市斎場施設の修繕を計画的に実施する等、適切な維持管理に努め、斎場業務を円滑に実
施する。
【健康福祉局】食品衛生法に基づく各種営業施設等に対する監視・指導などの食品衛生対策を推
進するほか、動物愛護の推進を図ることにより、引き続き、生活衛生の向上に取り組んでいく。

人口１０万人当たりの食中毒患者数の全国平
均との比較

　食中毒の発生件数は、昨年度と変わりない
が、規模が大きい食中毒が発生したため、患
者数が増加し、目標を達成することができな
かった。

70.0%

実績R6

1.3

目標R6

1

犬・猫の殺処分数

　さぬき動物愛護センターを中心に、犬猫を
積極的に譲渡するとともに、犬猫のみだりな
繁殖防止や迷子対策を実施したことにより、
殺処分数は減少し、目標を達成できた。

161.7%

実績R6

頭67

目標R6

頭175

頭

頭 頭

-180-



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
生活衛生課

　食品関係営業施設における監視指導や、流通食品の収去検査等を行うこ
とにより、衛生水準の向上に努め、安全で快適な市民生活の推進に寄与し
た。
　また、年度計画に基づく監視指導事業を強化して実施し、食品による事
故を防ぎ、安全な食生活の確保に寄与した。

　営業施設数　　１０，７２５件
　監視指導施設数　３，９４２件

（評価対象外）食品衛
生監視指導事業

1 千円9,140

健康福祉局
生活衛生課

　毒物及び劇物取締法に基づき、保健衛生上の見地から毒物劇物販売業者
等の登録申請・届出に対する審査及び監視指導を実施することにより、毒
物劇物の適正な販売及び管理等の体制を確保し、保健衛生上の危害の未然
防止に寄与した。

　毒物劇物販売業者等への監視件数　１０５件

（評価対象外）毒物劇
物監視指導事業

2 千円3,458

千円3,011

市民局
市民やすらぎ課

　市営墓地内の清掃、植栽の剪定、塵芥収集を定期的に実施することによ
り、墓地環境の向上に寄与した。

（評価対象外）墓園・
墓地管理事業

3 千円107,003

千円31,293

健康福祉局

継続

人 0 0

生活衛生課

　感染症の原因となる蚊の駆除を行うことにより、感染症の蔓延防止に寄
与した。

害虫駆除事業

4

衛生害虫媒介感染症罹患者数（海外渡航後発症者除く）

千円37,800

千円20,664

94%

Ａ

健康福祉局
生活衛生課

　食品衛生法に基づき、市内で製造又は流通する食品や、輸入食品の理化
学・微生物の検査を実施し、安全な食生活の確保に寄与した。
　また、有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づき、家庭
用品等の理化学検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。
　さらに、高松市食中毒対策実施要綱や感染症の予防及び感染症の患者に
対する医療に関する法律に基づき、食中毒や感染症発生時の原因究明及び
蔓延防止のための試験検査を実施し、健康被害の防止に寄与した。

　食品の収去等検査件数　２８９件

（評価対象外）衛生試
験検査事業

5 千円13,566

千円11,887

100.0%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
市民やすらぎ課

　斎場業務等を円滑に実施するため、斎場公園等の改修工事等を実施し、
施設の適切な維持管理を行った。
　また、福岡会館及び木太北部会館については、適切に管理運営すること
により、市民に集会、レクリエーション及び文化等の場を提供し、市民福
祉の増進に寄与した。
　火葬件数（人体のみ）　５，３８４件
　なお、支払時期が延期されたことなどにより、やすらぎ苑の外壁改修事
業等の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６１，４６０，０００円）
また、前年度からの繰越事業である斎場公園中央監視制御設備改修事業

については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１，３２０，０００円）

（評価対象外）斎場等
管理運営事業

6 千円269,492

千円56,745

健康福祉局

継続

箇所 5 6

生活衛生課

　風呂のない家庭や地域住民の交流の場としての機能を持つ公衆浴場施設
の活性化を図るため、公衆浴場業者等へ助成事業を行い、公衆衛生の向上
に寄与した。

公衆浴場施設改善事業
等助成事業

7

83.3%一般公衆浴場数（銭湯）

千円6,515

千円5,965

82%

Ａ

健康福祉局
生活衛生課

　環境衛生監視員の資質向上に努め、計画的な立入調査を行うことで、監
視指導の充実に寄与した。

　施設数（旅館、公衆浴場、興行場、理容所、美容所、クリーニング所、
特定建築物、温泉施設）　２，６２０件
　監視件数　４９０件

　また、水道施設等の立入指導等を通じて、法定検査等の受検徹底を周知
するとともに、登録検査機関からの情報をもとに、台帳整理を行った。

　施設数（簡易専用水道、専用水道）　９７８件
　監視件数　３２件

（評価対象外）環境衛
生諸営業等監視指導事
業

8 千円4,529

千円1,225

健康福祉局
生活衛生課

　高松市食肉センターで処理する獣畜のと畜検査及びと畜場の衛生指導を
行い、安全で安心な食肉の流通に寄与した。
　また、当センターにおいて、と畜検査員による外部検証を実施し、施設
の衛生管理の実施状況の確認等を行うことにより、食肉衛生の向上に寄与
した。
　大規模食鳥処理場に対しても、食鳥検査員による外部検証を実施するこ
とにより、施設の衛生管理及び食鳥肉衛生の向上に寄与した。

　と畜検査頭数　１２，２７６頭
　各食鳥処理場立入検査　施設数６件、立入総数４６件

（評価対象外）食肉衛
生検査事業

9 千円26,171

千円18,675

健康福祉局
生活衛生課

　狂犬病予防法に基づく犬の登録及び狂犬病予防注射、野犬捕獲を行うこ
とにより、狂犬病の発生・蔓延の防止に寄与した。
　また、飼い犬猫の不妊去勢手術費補助事業に加え、飼い主のいない猫の
不妊去勢手術支援事業を実施し、みだりな繁殖による犬猫の増加防止に寄
与した。
　さらに、適正飼養についての啓発や動物取扱業の登録、監視指導を実施
し、適正な動物の取扱いの推進に寄与した。

　狂犬病予防注射済票交付件数 １７，５２４件
マイクロチップ装着費補助件数 ３０４件
飼い犬猫の不妊去勢手術費補助件数 ７８４件

　飼い主のいない猫の不妊去勢手術支援件数　２７８件

（評価対象外）動物愛
護管理事業

10 千円77,917

千円15,085
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

健康福祉局
生活衛生課

　さぬき動物愛護センターを中心に、積極的に犬猫の譲渡を行い、市民へ
の動物愛護や適正飼養の啓発を推進するとともに、犬猫のみだりな繁殖防
止や迷子対策を実施したことにより、殺処分数は減少した。

　犬猫の殺処分数　６７頭

（評価対象外）動物愛
護センター管理運営事
業

11 千円39,567

千円39,567

健康福祉局
生活衛生課

クラウドファンディング型ふるさと納税の目標金額を上回った寄附金を
積み立て、動物愛護管理基金を適切に管理した。
　また、基金を取り崩し、事業の円滑な実施に活用することにより、人と
動物との調和のとれた共生社会の実現に寄与した。

　令和６年度動物愛護管理基金取崩額
・飼い主のいない猫の不妊去勢手術支援事業　８６７，２９８円
・犬猫一時保管施設整備事業　５，５２４，０００円

　令和６年度基金積立金
・飼い主のいない猫を増やさないプロジェクト　０円
・基金運用利子　１５，１６２円

（評価対象外）動物愛
護管理基金積立事業

12 千円15

健康福祉局

継続

％ 55.9 55.9

生活衛生課

　一時保管施設整備地における造成工事や排水路整備工事のほか、実施設
計を行い、建設工事に着手した。

　なお、予定していた支払時期が延期されたことにより、年度内に予算の
執行が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である造成工事、排水路整備工事委託、実
施設計については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３８，２６８，９００円）

犬猫一時保管施設整備
事業

13

100.0%犬猫一時保管施設整備進捗率

千円200,165
＜重点取組＞

千円37,562

94%

Ａ
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

　一定規模を超える建築行為等や広告物についての規制制度の適用、利用者ニーズに対応した公

居住環境の充実 100%

100%

100%

93%

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ98%

る際の安全性・利便性を維持・向上します。
　道路や橋りょう等の日常生活に不可欠な都市基盤は、計画的な維持管理により、市民が移動す

　下水道事業計画区域内における未整備地区の整備や合併処理浄化槽への転換の促進、下水道施
園・緑地の質的充実を図り、都市の景観を維持します。

り、集約型の都市構造への転換を図ります。

て、快適で安全な住環境を確保します。
　都市機能誘導区域と居住誘導区域に医療・商業等の生活利便施設や居住の緩やかな誘導を図

　市営住宅の適切な維持管理やサービスの向上、既存住宅の流通促進、空き家の利活用を通じ

設の適正な維持管理・計画的な更新等により、公共用水域の水質の保全を図り、快適で安心な暮

道路・橋りょうの整備

景観形成の推進

汚水対策の推進

居住環境の充実 27.6%

37.1%

44.4%

42.2%

道路・橋りょうの整備

景観形成の推進

汚水対策の推進

22.5%

20.1%

15.5%

12.7%

69.7%

74.2%

61.3%

76.4%

令和 年度6

らしを実現します。

37.8% 17.7% 70.4%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7322 7474 7626 0
0 0 7821

0 0 106 142 178 0
0 0 171

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 7322 7474 7626 0
0 0 0 0 7821 0 0 0

0 0 106 142 178 0
0 0 0 0 171 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の充実

千円749,151 Ａ

、創造都市推進局、市民局

27.6% 22.5% 69.7%Ａ

都市整備局、創造都市推進局、市民局

都市整備局

　市民（市営住宅の入居者及び入居申
込者、住居表示実施区域内の住民、地
籍調査計画区域内の関係権利者、開発
行為をしようとする者、建築物を建築
しようとする者、空き家所有者等）

　市営住宅の適切な維持管理、住居表示設定、地籍調査
の実施、開発行為や建築に係る許認可事務の適正な実
施、空き家等対策の実施をすることにより、居住環境の
整備水準の向上を目指す。

　市営住宅の維持管理、空き家修繕を行うことにより、低廉な家賃の住宅を供給した。
　住居表示実施区域内での新規表示設定を実施したことにより、住所の明確化に効果があった。
　地籍調査の実施により、生活基盤の整備と充実及び居住環境の整備に役立てた。
　開発行為の許可等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
　建築確認、完了検査等の事務を適正に実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。
　空き家等の除却に対する支援や空き家の利活用を推進するなど、総合的な空き家対策を実施した
ことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。

【都市整備局】市営住宅においては、老朽化による維持管理費等の増加が課題であり、第２期高
松市市営住宅長寿命化計画に沿った効果的な事業実施が必要である。倒壊の危険性や環境衛生面
で問題のある空き家等には、防災、防犯、衛生、環境面等で多くの問題が含まれており、対策が
急がれる。
【創造都市推進局】地籍調査は、災害時の復興事業を円滑に進めるためにも有効な事業である
ものの、人員及び財源確保が事業進捗率の向上を図る上での課題となっている。

　豊かな暮らしを支える生活・居住環境の向上のため、引き続き、各事業を着実に推進する。

配慮を要する人のための住宅登録戸数

セーフティネット住宅の登録戸数は順調に
増加しており、令和６年度までの累計で
７，８２１戸が登録された。

106.8%

実績R6

戸7,821

目標R6

戸7,322

戸

マッチングにつながった空き家等の数（累
計）

　固定資産税の納税通知書に利用申込書を兼
ねたチラシを同封するなど、積極的な周知に
努め、令和６年度までの累計で１７１件の
マッチングにつなげることができた。

161.3%

実績R6

件171

目標R6

件106

件

戸 戸

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局
市営住宅課

　住宅困窮者に対し、住宅セーフティネットとしての公営住宅の役割を担
うため、空き家募集用住宅の改修工事等の市営住宅の維持管理を行ったこ
とにより、良好な居住環境に寄与した。

なお、入札不調により、年度内に事業の完了が不可能となったため、事
業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１４，０９７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である屋根その他改修工事については完了
した。
（令和５年度繰越明許事業費：５０，１１３，６００円）

（評価対象外）市営住
宅管理事業

1 千円655,139

千円9,058

都市整備局

95.0%

拡充

件 9 13

住宅政策課

　本市の住宅関係施策の統一した指針となる「高松市住生活基本計画」や
「高松市マンション管理適正化推進計画」に基づき、きめ細やかな住宅政
策に取り組むことで、良質な住宅ストックの形成に寄与した。

豊かな住まいづくり事
業

2

69.2%高松市安心あんぜん住宅事業補助金件数

46.444.1居住誘導区域内の人口密度（１ｈａ当たりの人口）

千円2,973
＜重点取組＞

千円2,973

83%

Ａ

人

創造都市推進局
地籍調査室

　平成１７年度の本市及び６町の合併に伴い、合併前より地籍調査事業に
着手していた塩江町、牟礼町、庵治町の調査業務を、合併前の建設計画、
合併基本計画に基づき継続して事業を行い、塩江町は２１年度末、牟礼町
は令和２年度末、庵治町は４年度末で全地域の事業を完了した。
　令和６年度については、合併時の建設計画、地域審議会の意見により平
成２３年度から事業に着手した香川町において継続して事業を実施した。
　事業実施により、豊かな暮らしを支える生活環境の向上（政策）、居住
環境の充実（施策）等に基礎的、根幹的部分で大きく貢献している。

（評価対象外）地籍調
査事業

3 千円33,325

千円17,473

都市整備局
建築指導課

　都市計画法に基づく開発許可制度の適切な運用により、無秩序な市街化
を抑制するとともに、一定の開発行為に対して、道路、公園等の公共施設
等の整備を義務付けたことにより、良好な居住環境の形成に寄与した。

（評価対象外）開発指
導事業

4 千円861

都市整備局
建築指導課

　建築基準法等の関係規定に基づいて、建築確認申請等の審査、検査、許
可、認定、届出、承認、指導、取締り、相談、閲覧、定期報告、統計調
査、道路調査及び狭あい道路の整備事業を実施したことにより、良好な居
住環境の形成に寄与した。

（評価対象外）建築指
導事業

5 千円22,025

千円5,839

-187-



主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
市民課

　市内中心部において、土地の分合筆により、欠番や飛び番が多くなり、
住所が分かりにくいことに対応するため、土地所在地とは別に、住居ごと
に番号を付す住居表示制度を昭和３９年から実施している。
　この住居表示実施区域について、新旧証明書発行事務や住居新築時等に
おける住居表示の新規設定を行ったことにより、住所の明確化に寄与し
た。

（評価対象外）住居表
示管理事業

6 千円38

千円38

都市整備局

100.0%

拡充

件 43 46

住宅政策課

　「空家等対策の推進に関する特別措置法」に規定する特定空家等の措置
を行ったほか、老朽危険空家等の除却支援を行った。また、空き家の利活
用と高松市内への移住の促進を図るため、香川県空き家バンク登録物件の
改修工事に対し、補助金を交付するとともに、空き家所有者と不動産取引
業者をつなぐ空き家等マッチング事業を行うなど、総合的な空き家対策を
実施したことにより、良好な居住環境の向上に寄与した。

空き家等対策事業

7

93.5%老朽危険空家除却支援件数

99空家改修支援件数

千円34,790
＜重点取組＞

千円13,580

94%

Ａ

件
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 71.7 78.3 100 0
0 0 100

0 0 2394 2397 2400 0
0 0 2395

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 71.7 78.3 100 0
0 0 0 0 100 0 0 0

0 0 2394 2397 2400 0
0 0 0 0 2395 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

道路・橋りょうの整備

千円2,370,701 Ａ 37.1% 20.1% 74.2%Ａ

都市整備局

都市整備局

　市道利用者 　道路の点検、修繕及び適切な道路改良などを行うこと
により、良好な道路環境を確保するとともに、その整
備・充実を図る。

　橋りょうの維持管理について、高松市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、計画的な修繕等を実
施することで、橋通行者の安全性を確保するとともに、維持管理コストの抑制と平準化を図った。
　また、道路の整備については、１７路線において整備を実施し、幅員４ｍ以上確保することで、
安全で快適な道路環境の創出を推進した。

　橋りょうの多くは、高度経済成長期に建設され、今後、修繕等の措置が必要な橋りょうの増加
が想定されることから、計画的に措置を実施し、維持管理コストを抑制するとともに、財源確保
に向けて国等へ強く要望することで事業費の平準化を図る必要がある。
　また、道路の整備については、幅員４ｍ未満の生活道路が市内に多くあることから、高松市生
活道路整備審議会運営要領に基づき整備の必要度を評価し、審議会の答申を踏まえ、円滑な事業
の推進を図っていく必要がある。

　各種計画や審議会等を活用し、長期的な視点で道路や橋りょうの点検及び修繕並びに適切な改
良を実施することにより、安全で安心できる道路環境の整備、充実を図る。

計画期間（Ｈ２９～Ｒ３）内の橋りょう修繕
等着手率

　当該指標は、計画期間（Ｈ２９～Ｒ３）内
に点検した橋りょうで、修繕等の措置が必要
な橋りょうへの措置着手率１００％を目指し
たものである。令和６年度時点で全橋りょう
で修繕等措置に着手し、良好な道路環境を確
保した。

139.5%

実績R6

％100

目標R6

％71.7

％

幅員４ｍ以上に拡幅整備した市道の総延長距
離

　当該指標は、快適な道路環境を確保し、地
域住民の利便性や安全性の向上を図ることを
目指したものである。
　令和６年度における道路改良等が完了した
総延長は２，３９４ ９９３ｋｍであり、安.
全で快適な道路環境の構築を図ることができ
た。

100.0%

実績R6

ｋｍ2,395

目標R6

ｋｍ2,394

ｋｍ

％ ％

ｋｍ ｋｍ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

橋 61 79

道路整備課

　高松市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋りょうの修繕等
を行ったことにより、管理コストを縮減するとともに、道路交通の安全性
を確保した。

　なお、関係機関との協議の結果、農繁期、出水期を避けて施工すること
となり、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度
に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１５５，９６３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である橋りょう修繕工事等については完了
した。
（令和５年度繰越明許事業費：１７５，４３９，３００円）

橋りょう改築修繕事業

1

77.2%橋修繕数（累計）

千円195,991

千円33,872

78%

Ｂ

都市整備局
道路管理課

　道路を保全するための点検、修繕を行ったことにより、安全で安心でき
る道路環境を確保した。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１４，１７３，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路修繕工事等については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：２６０，９７８，４００円）

（評価対象外）道路橋
りょう維持管理事業

2 千円1,808,921

千円1,053,121

都市整備局

継続

％ 66 66

道路整備課

　適切な道路構造への改良を行ったことにより、地域住民の利便性の向上
や安全で安心できる道路環境の創出を推進した。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事
業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１６０，８９５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路改良工事等については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：１９８，０５１，２１０円）

道路新設改良事業

3

100.0%幅員４ｍ以上の市道整備率

千円365,789

千円54,301

90%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 1 1 3 0
0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 3 0
0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

千円565,433 Ａ 44.4% 15.5% 61.3%Ａ

都市整備局

都市整備局

　市民、高松市全域 　高松市全域において、地域に即した美しいまちづくり
を推進し、誰もが暮らしたい訪れたいと感じる美しいま
ちを創出する。
　公園の整備や緑地の保全等により、生活環境の向上を
目指す。

　景観施策の指針である美しいまちづくり基本計画に定める目標を実現するため、一定規模以上の
建築物等に対して指導・助言を行う等により、良好な景観形成を誘導した。
　第２次高松市緑の基本計画に基づき、鬼無ぼんさい公園の整備を行い、小学校区に公園が少ない
地域に、気軽に憩いふれあえる場を創出することができた。
　公園・街路樹の維持管理により、緑豊かで美しい景観の維持に寄与した。
　公共公益施設、民有地の緑化により、温暖化対策に寄与するとともに、市民が憩え、楽しめる空
間を創出することができた。

　現在、高松市景観計画改定に伴い景観形成重点地区の追加を検討しており、目標値である６地
区の達成に向けて、検討を進めている。
　第２次高松市緑の基本計画に基づき、香川町川東公園（仮称）の整備に取り組むなど、緑豊か
なまちづくりに向け、計画的に進めている。また、引き続き、基本計画の主要事業である「１小
学校区１公園」の身近な公園整備事業については、各小学校区の公園面積の拡充に向け、地元コ
ミュニティ協議会と連携を図りながら、整備していく必要がある。

　美しいまちづくりの実現に向けて、市と市民・事業者が適正な役割分担の下に、これら三者が
一体となって、地域の魅力や特性を生かしたまちづくりを進めていく必要があることから、美し
いまちづくりアドバイザーを活用しながら、良好な都市景観の形成を推進する。
　環境保全機能、レクリエーション機能、防災機能、景観形成機能等の多様な機能を持つ都市公
園の整備や公園・街路樹の維持管理等の緑の保全に関する施策は、潤いと安らぎのある生活環境
の創出に不可欠であることから、今後とも継続していくものとする。

景観に影響を及ぼす建築物や開発行為等の数

　目標のとおり、０件を達成できた。
　窓口・電話等で問い合わせがあったものに
ついて、届出の対象となる建築物等の規模等
を丁寧に説明したのが奏功したものと思われ
る。

実績R6

件0

目標R6

件0

件

公園・緑地の質の向上を図った件数（累計）

　目標のとおり、１件の公園について供用開
始できた。
　適切な発注スケジュール・工程管理を努め
たことが奏功したものと思われる。

100.0%

実績R6

件1

目標R6

件1

件

件 件

件 件

100.0%
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

107.5%

継続

地区 5 6

都市計画課

　景観施策の指針である美しいまちづくり基本計画に定める目標を実現す
るため、一定規模以上の建築物等に対して指導・助言を行うことなどによ
り、良好な景観形成を誘導した。

　なお、前年度からの繰越事業である既存不適格広告物回収等補助事業に
ついては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３，３６４，０００円）

美しいまちづくり推進
事業

1

83.3%景観形成重点地区数（累計）

8086景観条例に基づく事前協議申出件数

千円9,119
＜重点取組＞

千円6,649

86%

Ａ

件

都市整備局

継続

件 830 550

都市計画課

　屋外広告物条例に基づき、屋外広告物の表示や掲出物件の設置を規制・
誘導したほか、市民との協働による簡易な違反広告物の除去活動を行うこ
とにより、良好な景観形成に寄与した。

屋外広告物対策事業

2

150.9%屋外広告物許可申請受理件数

千円715

96%

Ａ

都市整備局

継続

箇所 91 120

公園緑地課

　駅前広場や道路、商店街の街角の公共花壇やポケットパーク等の地区花
壇の草花の管理を推進するとともに、快適な生活環境や潤いのあるまちづ
くりを推進した。

花いっぱい推進事業

3

75.8%ボランティア管理花壇箇所数

千円21,024

千円21,024

78%

Ｂ

都市整備局
公園緑地課

　公園の高木や街路樹の剪定、病害虫の駆除等を行うことにより、市民に
緑あふれる快適な環境を提供することができた。

（評価対象外）公園・
街路緑化事業

4 千円108,753

千円105,453

都市整備局

継続

％ 90.9 100

公園緑地課

　第２次高松市緑の基本計画に基づき、小学校区に公園が少ない地域に、
気軽に憩いふれあえる場を創出するため、鬼無ぼんさい公園を整備し、市
民１人当たりの公園面積の増加に寄与した。

　なお、香川町川東公園（仮称）整備工事（建築部分）を発注したが、度
重なる不調により翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１，２２５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である鬼無公園（仮称）整備工事について
は完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：５２，２５２，６００円）

身近な公園整備事業

5

90.9%全体進捗率

千円53,161

千円2,852

90%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

100.0%

継続

件 1 1

公園緑地課

　中央公園再整備基本設計に基づいて、公募設置事業者と協議を行いなが
ら、実施設計を取りまとめた。

　なお、設計の内容の検討に日時を要したことにより、年度内に完了が不
可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１，０４２，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である基本設計業務委託及び公募管理制度
実施協定締結業務委託については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２７，８９１，０００円）

民間活力の導入による
中央公園再整備事業

6

100.0%Ｐａｒｋ－ＰＦＩ導入公園数

66中央公園再整備の進捗率（事業費ベース）

千円83,219
＜重点取組＞

千円12,323

94%

Ａ

％

都市整備局
公園緑地課

　郷土の景観やシンボルである貴重な古木・巨木３７本を、高松市の名木
として指定し、樹木の照会や管理を支援するなどにより、市民に自然の恵
みを与えてきた名木の保存に寄与した。

（評価対象外）名木保
護事業

7 千円566

千円566

都市整備局
公園緑地課

　公園愛護会による公園の清掃活動のほか、公園施設の安全点検及び修繕
並びに樹木の剪定などの愛護活動を支援したことにより、公園の適切な維
持管理を行った。

　なお、公園等再整備事業等については、工事発注時の不調が続いたこと
により、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３８，８４０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である都市公園施設長寿命化計画修正業務
委託、公園遊戯施設改修工事（１工区）及び今里中央公園休憩施設改修工
事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：４０，７８４，３００円）

（評価対象外）公園施
設管理運営事業

8 千円285,305

千円222,772

都市整備局
公園緑地課

　第２次高松市緑の基本計画に基づき、地域に都市公園等が無く、当分の
間、公園整備が見込めない地区の公園を補完するちびっこ広場の適切な維
持管理を行った。

　なお、前年度からの繰越事業である国分寺中新名ちびっこ広場撤去工事
については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１４７，５３２円）

（評価対象外）ちびっ
こ広場整備事業

9 千円3,470

千円3,470

都市整備局

継続

％

公園緑地課

　街路樹再整備計画（仮称）を策定するため、調査及び計画策定の業務委
託を実施した。

　なお、成果指標の「街路樹管理に関する通報件数の減少率」について
は、令和６年度に街路樹管理計画を策定し、その計画に基づき事業を実施
するため、６年度の目標値は設定できない。

　なお、整備内容の協議に、日時を要したことにより、年度内に事業の完
了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２５，５９０，０００円）

街路樹等再整備事業

10

街路樹管理に関する通報件数の減少率

千円101
＜重点取組＞

千円101

73%

Ｂ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 89.9 90.3 90.6 0
0 0 89.9

0 0 16 17.6 20.3 0
0 0 13.6

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 89.9 90.3 90.6 0
0 0 0 0 89.9 0 0 0

0 0 16 17.6 20.3 0
0 0 0 0 13.6 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

汚水対策の推進

千円4,417,926 Ａ 42.2% 12.7% 76.4%Ａ

都市整備局

都市整備局

　市民 　生活環境の改善や公衆衛生の向上に加え、河川、海域
等の公共用水域の水質保全を目指す。

　汚水管きょの整備により、新たに３．２ｈａの供用を開始し、生活環境改善に寄与した。
　また、下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水処理場やポンプ場等、老朽化の進んだ設
備を改築することにより、処理等の機能を確保した上で適切な運転・維持管理を行うとともに、処
理過程で発生する消化ガスや再生水等の下水道資源を有効に活用した。
　さらに、２７３基の単独処理浄化槽からの転換を始め、２８９基の合併処理浄化槽の設置経費に
助成を行ったことにより、生活環境が向上した。

　下水道事業計画区域内の汚水対策については、生活排水対策を更に推進するため、私道への下
水道管布設承諾に係る地元関係者の合意形成を図るとともに、単独処理浄化槽から合併処理浄化
槽への転換促進や下水道未接続世帯の解消に努めるなど、普及促進のための具体的な取組を継続
的に行う必要がある。

　多核連携型コンパクト・エコシティの取組との整合を図りながら、高松市下水道事業基本計画
や第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、公共下水道の整備や合併処理浄化槽の転換促進
により、計画的かつ効果的な汚水対策に取り組む。

生活排水処理施設が利用できる市民の割合

　下水道汚水管きょの整備による３．２ｈａ
の供用を始め、単独処理浄化槽から合併処理
浄化槽への転換促進等により、前年度から
０．２ポイント上昇し、目標を達成すること
ができた。

100.0%

実績R6

％89.9

目標R6

％89.9

％

改築・更新した下水道管きょの総延長距離

　ストックマネジメント計画に基づき、
１．４ｋｍの下水道管きょの改築・更新を実
施したが、目標を下回った。

85.0%

実績R6

ｋｍ13.6

目標R6

ｋｍ16

ｋｍ

％ ％

ｋｍ ｋｍ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

％ 25.3 25.3

下水道業務課

　下水道事業計画区域外における合併処理浄化槽の設置に対し補助を行っ
た。
　令和元年度から単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に重点を置
く国の方針に従い、新設に対する補助を廃止した上で、転換の配管費用に
対する補助への上限額を３０万円に引き上げて転換を促進しており、継続
的な取組の結果、汚水処理人口普及率（合併処理浄化槽）が０．１ポイン
ト上昇し、生活環境が改善された。

　合併処理浄化槽設置補助　２８９基
　（単独処理浄化槽撤去・配管費補助　２７３基）

合併処理浄化槽設置整
備事業

1

100.0%合併処理浄化槽による汚水処理人口普及率

千円211,906

千円53,586

98%

Ａ

都市整備局
下水道業務課

　浄化槽の法定検査未受検の管理者に対して、香川県浄化槽協会と連携し
て受検指導を行ったほか、浄化槽管理士を対象とした研修会や新たに浄化
槽を設置した管理者を対象とした講習会の開催などにより、浄化槽の適正
な管理に寄与した。

（評価対象外）浄化槽
管理指導事業

2 千円2,700

千円1,563
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(５) 都市機能と自然が調和し、

快適さと利便性を兼ね備えたまち
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えた

機能性の高い都市空間の形成

コンパクトシティの推進 99%

98%

Ａ

Ａ

Ａ99%

まち

出します。
力の導入による中央公園の新たな魅力づくり、中央商店街の活性化により、まちのにぎわいを創
サンポートエリアを核とするシーフロントや中心市街地の魅力・回遊性の更なる向上、民間活

の集約拠点の機能・役割分担などを踏まえて、機動的で柔軟な土地利用の規制、誘導策の検討・
実施、都市機能の集積を推進し、コンパクトなまちづくりを実現します。

　人口動態やライフスタイルの多様化に伴う居住地・ニーズの変化、土地利用の動向、それぞれ

中心市街地の活性化

コンパクトシティの推進 24.4%

24.4%中心市街地の活性化

29.1%

26.5%

55.5%

52.2%

令和 年度6

24.4% 27.8% 53.9%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 45.1 45.1 45.1 0
0 0 44.1

0 0 21 22 23 0
0 0 21

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 45.1 45.1 45.1 0
0 0 0 0 44.1 0 0 0

0 0 21 22 23 0
0 0 0 0 21 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

コンパクトシティの推進

千円35,171 Ａ 24.4% 29.1% 55.5%Ａ

都市整備局

都市整備局

　市民 　平成３０年４月に改定した多核連携型コンパクト・エ
コシティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集
積と市街地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な
都市構造「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現
を目指す。

　人口減少、少子・超高齢社会が現実のものとなる中、集約拠点への都市機能の集積と市街地拡大
を抑制し、コンパクトで持続可能なまちづくりを進めるため、地理空間データ基盤を活用し、本市
のインフラ台帳と民間事業者が保有するデータを連携させ、地図上で可視化できるアプリケー
ションを構築したことにより、多分野において官民が連携した業務改善や新たなサービス創出を推
進した。
　また、都市計画マスタープランを一部改定（全体構想及び都心地域）し、まちづくりを取り巻く
環境を適切に反映することでコンパクトシティの推進に寄与した。

　平成３０年３月に策定した立地適正化計画に基づき、今後、デジタル技術も活用しながら、実
効性のある誘導施策・事業を実施し、引き続き、市街地拡大の抑制と都市機能の集約を図るとと
もに、コンパクトで持続可能なまちづくりを目指す。
　また、都市計画マスタープランを改定し、公共交通を基軸とした集約型都市の構築に向けた効
果的な施策・事業を推進する。

　立地適正化計画やコンパクト・エコシティ推進計画に基づき、人口減少、少子・超高齢社会を
見据え、３０年後、５０年後においても活力を失わず、市民が生き生きと暮らせるコンパクトで
持続可能なまちづくりを実現するために継続して事業を推進する。
　令和７年度は、６年３月に策定された、第７次高松市総合計画を踏まえ、都市計画マスタープ
ラン（地域別構想（都心地域以外））や関連計画の見直しを行う。

居住誘導区域内の人口密度

　居住誘導区域内の社会増については５４２
人（令和６年度実績）と増加傾向ではあった
ものの、自然減の影響による人口密度の低下
により、目標達成はできなかった。

97.8%

実績R6

人／ｈａ44.1

目標R6

人／ｈａ45.1

人／ｈａ

機能集積を目的としたまちづくり制度の活用
件数

　目標を達成した。今後も市街地再開発事業
等、関連する事業を推進する。

100.0%

実績R6

件21

目標R6

件21

件

人／ｈａ 人／ｈａ

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局
都市計画課

　都市の健全な発展と秩序のある整備を図るため、土地利用における地域
地区及び都市施設等、都市計画を定める都市計画審議会の運営を行った。

（評価対象外）都市計
画制度運用事業

1 千円16,707

千円16,338

都市整備局

150.0%

拡充

件 50 45

デジタル社会基盤整
備室

　令和４年度に整備した地理空間データ基盤を活用し、本市のインフラ台
帳と民間事業者が保有するデータを連携させ、地図上で可視化できるアプ
リケーションを構築したことにより、複数分野での官民連携による業務改
善や新たなサービス創出の推進に寄与した。

地理空間データ基盤整
備事業

2

111.1%地理空間データ基盤に登載した地図情報等の数（累計）

69地理空間データ基盤上で提供されるサービス数（累計）

千円12,161
＜重点取組＞

千円12,161

96%

Ａ

件

都市整備局

継続

％ 86.5 91.1

都市計画課

　平成２９年度に策定した立地適正化計画や多核連携型コンパクト・エコ
シティ推進計画に基づき、コンパクト・エコシティ推進懇談会を開催し、
事業の進捗状況を確認したことにより、集約拠点への都市機能の集積や市
街地の拡大抑制によるコンパクトで持続可能な「多核連携型コンパクト・
エコシティ」の実現に寄与した。

なお、関係者との協議に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：６，９７１，０００円）

都市構造再構築事業

3

95.0%都市機能誘導区域内の誘導施設の立地率

千円3,476
＜重点取組＞

千円3,476

96%

Ａ

都市整備局
都市計画課

　農業試験場跡地北側エリアにおいて、北側エリア内の管理業務（草刈）
と、杭の打替え工事を遂行した。

（評価対象外）新病院
を核としたまちづくり
推進事業（北側エリア
整備事業）

4 千円2,037

千円2,037

都市整備局
都市計画課

サンポート高松地区の高松駅南線用地及びペデストリアンデッキ等の適
切な維持管理を行った。

（評価対象外）サン
ポート高松管理事業

5 千円790

千円279
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 121864 0 0 0
0 0 126613

0 0 14.9 14.9 14.9 0
0 0 15.6

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 121864 0 0 0
0 0 0 0 126613 0 0 0

0 0 14.9 14.9 14.9 0
0 0 0 0 15.6 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

中心市街地の活性化

千円493,503 Ａ

、創造都市推進局、市民局

24.4% 26.5% 52.2%Ａ

都市整備局、創造都市推進局、市民局

都市整備局

　中心市街地 　中心市街地の機能強化を図るとともに、魅力ある商
業・業務空間の形成やまちなか居住を促進する再開発等
の事業を推進することにより、中心市街地の活性化を目
指す。

　本市を取り巻く環境の変化に伴い、中心市街地の人口減少や商店街の空き店舗の増加など、にぎ
わい・活力の低下が見られたため、にぎわいを戻すことを目指し、平成１９年５月から高松市中心
市街地活性化基本計画を策定し、基本計画に登載された事業の適切な進捗管理を図りながら、区域
外からの流入を喚起する取組や、まちなか居住の推進につながる施策などを推進するとともに、令
和７年度を始期とする第４期高松市中心市街地活性化基本計画を策定した。
　空き店舗率は、近年の原材料の高騰や物価上昇の影響を受けたが、改善傾向にあり目標達成に近
づいてきている。

　民間主導により丸亀町商店街等で計画された再開発のうち、未着手の街区において、より魅力
のある空間を創出することにより、中央商店街全体のにぎわいを取り戻すことを目指しており、
事業化に向けた関係者の合意形成や事業スキームの確立が課題である。
　また、現行の第３期計画の事業評価検証内容を踏まえ、令和７年４月から、引き続き、中心市
街地の活性化を推進していくため、第４期計画を策定し、中心市街地のにぎわいが創出できるよ
う、官民が連携を図りながら、一体となって取り組んでいく必要がある。

　中心市街地は、地域住民等の生活と交流の場であり、都市全体のまちづくりに関連するもので
あることから、その活性化は重要な継続課題である。
　社会経済情勢を見極めながら、各事業の進行管理や精査・検討を行い、効果的に事業に取り組
むとともに、拠点性を発揮できる都市機能の充実を図るため、高松市立地適正化計画等を踏まえ
た中心市街地活性化基本計画に基づき、民間事業者等との情報共有や連携を図りながら施策・事
業を展開する。

中央商店街における歩行者通行量（全日）

　令和２年度からの新型コロナウイルス感染
拡大の影響により、通行量が減少していた
が、イベント等のソフト施策が定着してきた
ことや、再開発事業の完成などにより目標を
達成した。

103.9%

実績R6

人／日126,613

目標R6

人／日121,864

人／日

中央商店街における空き店舗率

　中央商店街の区域に所在する空き店舗に新
たに出店する事業者に対し、改装費の一部を
補助する等の支援は行ってきたが、空き店舗
率１４．９％の目標値に対し、実績値が
１５．６％となり目標達成には至らなかっ
た。

95.3%

実績R6

％15.6

目標R6

％14.9

％

人／日 人／日

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

89.7%

継続

千人

都市計画課

　第３期中心市街地活性化基本計画に掲載された事業を推進することによ
り、中心市街地の活性化に取り組んだ。
　なお、成果指標の「中心市街地内の宿泊者数」については、令和７年度
を始期とする第４期中心市街地活性化基本計画に基づく指標であるため、
令和６年度の目標値は設定できない。

　なお、地元関係者との協議に不測の日数を要したことにより、年度内に
事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１３６，９８７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるサンポート地区周辺再生推進事業に
ついては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：９５，９２５，０００円）

ウォーカブルシティ推
進事業

1

中心市街地内の宿泊者数

1,3731,231中心市街地の社会動態

千円306,868
＜重点取組＞

千円65,510

90%

Ａ

人

市民局
市民課

　中心市街地における公共交通の結節点であるコトデン瓦町ビルの利活用
を図るため、同ビル内に整備した市民交流プラザ「ＩＫＯＤＥ瓦町」を適
切に維持管理した。

（評価対象外）瓦町駅
ビル利活用事業

2 千円111,472

千円38,696

創造都市推進局

継続

店舗 39 42

産業振興課

　商店街共同施設の改修等に助成し、商店街の環境整備を進めたほか、空
き店舗改装費を補助することにより、中央商店街の活性化に寄与した。
　また、伴走型支援によりビジョンを策定し、中長期的な成長を促した。

商店街等にぎわい促進
支援事業

3

92.9%中央商店街の新規出店数

千円75,163
＜重点取組＞

千円67,613

92%

Ａ
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えた

交流・連携を支える都市交通の充実

用を促進します。

地域交通ネットワークの充実 99%

91%

Ａ

Ａ

Ａ95%

まち

　レンタサイクルを利用する際の利便性の向上や自転車通行空間等の整備を推進し、自転車の利
効率的で持続性の高い公共交通網の構築を推進します。

ワークの整備促進を通じて、四国・瀬戸内エリアの玄関口としての拠点性を発揮します。
　高松空港や高松港の機能拡張や拠点機能の充実、四国の新幹線を始めとする広域鉄道ネット

けるコミュニティバスやタクシーを活用した新しい移動手段の導入など、地域の実情を踏まえた

道路ネットワークの充実により、市民生活の利便性の向上や経済活動の活性化を実現します。
　また、行政や交通事業者だけでなく地域住民とも連携を図りながら、公共交通空白地域等にお

　鉄道とバスによる公共交通ネットワークの再構築や瀬戸内エリアにおける中枢拠点性を高める

広域交通ネットワークの充実

地域交通ネットワークの充実 18.8%

25.3%広域交通ネットワークの充実

45.6%

28.8%

75.2%

62.2%

令和 年度6

22.1% 37.2% 68.7%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 14 14.4 14.7 0
0 0 14.8

0 0 172200 180800 189800 0
0 0 168198

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 14 14.4 14.7 0
0 0 0 0 14.8 0 0 0

0 0 172200 180800 189800 0
0 0 0 0 168198 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

千円1,911,272 Ａ 18.8% 45.6% 75.2%Ａ

都市整備局

都市整備局

　市民、来訪者 　市民の活動を支える多様な移動手段を確保するととも
に、公共交通の利便性の向上により、公共交通の利用促
進を図る。

　持続可能な公共交通ネットワークを再構築する観点から、太田～仏生山駅間の新駅整備やバス路
線の再編に取り組んでおり、令和７年３月にバス路線再編を内容とする高松市地域公共交通利便増
進実施計画について国からの認定を得るとともに、４月からは、新たに伏石駅に結節するバス路線
の運行が開始された。
　また、仏生山・川島間で実証運行していた、タクシーを活用した交通モード「バタクス」につい
ては、「バタクス（区域運行）」を令和７年１月から社会実装に移行することにより、公共交通空
白地域における移動手段を確保した。
　加えて、高松市公共交通利用促進条例の理念等に基づき、高齢者割引や乗継割引事業を継続し
た。なお、今後の都市計画道路の整備に関する基本方針や事業見通し等を示す「高松市都市計画道
路整備プログラム」を令和７年２月に策定した。

　運転手不足など厳しい経営環境に置かれている交通事業者に対する事業継続支援を講じなが
ら、持続可能な公共交通ネットワークの再構築に取り組んでいる。今後においても、「コンパク
ト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの考えの下、鉄道を基軸とした、現行バス路線再編な
どに取り組むとともに、利便性の高い利用環境を形成していく必要がある。また、道路ネット
ワークの構築では、都市計画道路の整備を進めたが、近年の人件費等の高騰に伴う今後の事業費
増加が懸念されるため、財源確保に向け、重点的な国への要望活動を実施していく必要がある。

　地域交通ネットワークの充実に当たっては、市全域を対象とした公共交通体系の再編とハー
ド・ソフトの両面から公共交通の利便性の向上に資する施策を積極的に推進するとともに、都市
計画マスタープランに掲げる、「多核連携型コンパクト・エコシティ」の観点から、拠点地域等
への都市機能の集約を推進し、その集約された拠点間を円滑に結ぶ、コンパクト・プラス・ネッ
トワークに資する路線等の道路ネットワークの整備により、集約型の都市構造への転換を図り、
公共交通の利用を促進する。

市内公共交通機関（電車、バス）の利用率

　当該指標は、令和１０年度に新型コロナウ
イルス感染症影響前の令和元年度における利
用率まで回復することを目指し、毎年度一定
の利用率向上を目標に掲げている。令和６年
度は、１日当たり２，４７９人の公共交通利
用者が増加し、利用率は回復傾向にあるとと
もに、目標を達成した。

105.7%

実績R6

％14.8

目標R6

％14

％

レンタサイクルの利用者数

　当該指標は、令和４年にスマートフォンア
プリを活用したレンタサイクルシステムを導
入し、レンタサイクルの利用者数の令和８年
度目標値を１８９，８００人として、毎年度
一定の利用率向上を目標に掲げている。令和
６年度の利用者数は、１６８，１９８人であ
り、目標を達成することができなかった。

97.7%

実績R6

人168,198

目標R6

人172,200

人

％ ％

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

106.5%

改善

％ 71.4 65.7

交通政策課

　公共交通の維持や利便性の向上を図り、快適に公共交通を利用できる環
境を確保するため、県と共に赤字路線に対する補助金を交付した。地域主
体のコミュニティバスの導入を促進するため、多肥・仏生山地区において
実施していた試験運行事業は令和６年４月をもって終了した。

公共交通維持改善事業
（交通政策課分）

1

108.7%パークアンドライド駐車場利用率

2021.3コミュニティバス等の収支率（平均値）

千円136,715

千円123,476

88%

Ａ

％

都市整備局

68.3%

継続

路線 14 13

交通政策課

　高松市地域公共交通利便増進実施計画に基づき、バス路線再編に取り組
むとともに、太田～仏生山駅間の新駅整備に向け、埋蔵文化財発掘調査等
を行った。また、タクシーを活用した新しい交通モード「バタクス」の創
出に向けた実証事業の結果、「区域運行」を社会実装に移行した。

　なお、実施主体の事業が遅れたことなどにより、年度内に補助金等の支
出が一部不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：８５９，４６７，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である駅舎整備事業補助金については完了
した。
（令和５年度繰越明許事業費：４，６４１，９０５円）

地域公共交通再編事業

2

107.7%交通結節拠点におけるバス結節数（都心部を除く）

67.245.9ことでん新駅（太田～仏生山駅間）整備進捗率

千円100,111
＜重点取組＞

千円80,745

87%

Ａ

％

都市整備局

改善

％ 16.7 33.3

交通政策課

　本市が目指す「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの考
えの下、持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指し、本市西部南地
域の核となる駅として利便性向上と交通結節拠点機能を強化するため、
ＪＲ端岡駅の駅舎や駅前広場、国道からのアクセス道路等を一体的に整備
する基本構想（案）の策定に向けた業務委託を発注し、事業着手に向けた
進捗率が向上した。

　なお、調査内容の検討に日時を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２１，７６９，０００円）

ＪＲ端岡駅周辺整備事
業

3

50.2%事業着手までの進捗率

＜重点取組＞

58%

Ｃ

都市整備局
交通政策課

　引き続き、指定管理者による市営駐車場８施設の管理・運営を行い、利
用者の利便性の向上と経費節減につなげた。
　
　なお、前年度からの繰越事業である瓦町駅地下駐車場排気ファンイン
バーター交換業務委託及び高松駅前広場地下駐車場防潮板制御装置等交換
業務委託事業については、完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：５，４４５，０００円）

（評価対象外）駐車場
管理運営事業

4 千円689,310

都市整備局
交通政策課

　燃料等の物価の高騰による運行経費の増加、運転手の不足、改善基準告
示等の改正による運転手の労働時間の上限規制等、厳しい経営環境にある
交通事業者の状況に鑑み、当該交通事業者に対し、その経営について支援
を行うことにより市民等の移動手段を維持確保することができた。

（評価対象外）地域公
共交通運行特別支援事
業

5 千円101,950

千円101,950
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

施設 108 108

都市計画課

　令和６年度においては、ＪＲ屋島駅に点状ブロック、ことでん片原町駅
に音声案内システムを設置し、バリアフリー化が進捗した。

　なお、事業者との調整に日数を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，０００，０００円）

公共交通維持改善事業
（都市計画課分）

6

100.0%バリアフリー施設数（累計）

千円6,653

千円1,867

100%

Ａ

都市整備局

90.2%

継続

％ 27.6 26.5

交通政策課

　高松市総合都市交通計画及び高松市公共交通利用促進条例の理念を踏ま
えた施策である、電車・バス及びバス・バス乗継割引や高齢者公共交通運
賃半額事業を継続実施した。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響により減少した利用者は、徐々
に回復傾向にある。

公共交通利用促進事業

7

104.2%有効ゴールドＩｒｕＣａ保有率

305275電車・バス乗継件数

千円264,943

千円226,405

97%

Ａ

千件

都市整備局

継続

％ 89 86.7

道路整備課

　都市交通の円滑化及び良好な都市環境の形成により、安全で快適な都市
機能を確保するため、高松海岸線、木太鬼無線、朝日町仏生山線等、都市
計画道路の整備を進めた。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したこと等により、年度内に事業
の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４１７，４２６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である道路改良工事、用地取得等について
は完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２１１，０５６，７９９円）

道路ネットワーク構築
事業

8

102.7%都市計画道路整備率

千円410,272

千円56,512

92%

Ａ

都市整備局

継続

％ 59.6 56.3

交通政策課

　第３期高松市自転車等駐車対策総合計画等に基づき、引き続き、放置自
転車の警告、移送、保管、返還、処分等を行った。

　警　告　３２，３９４台
　移　送　　２，３１６台
　返　還　　１，０１０台
　処分等　　１，１８７台

放置自転車等対策事業

9

105.9%放置自転車警告件数減少率

千円36,242

千円32,622

90%

Ａ

都市整備局

継続

ｋｍ 12.1 16.1

道路整備課

　高松市中心部における自転車ネットワーク整備方針に示された対象路線
のうち、１路線の整備を実施した。

　なお、地元関係者との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事
業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１５，８７４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である自転車通行空間整備工事等について
は完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１０，６９１，１００円）

自転車利用環境整備事
業

10

75.2%自転車道等整備済延長

千円19,789

千円3,121

76%

Ｂ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

改善

％ 91.3 89.8

交通政策課

　自転車整備員４名による点検整備を行うとともに、平成２６年度に公募
により決定した新デザインを５０台（累計１，３４４台）の車両に塗装し
た。
　また、香川大学の令和７年度入学予定者に利用してもらうため、各学部
においてパンフレットを配布し、周知を行った。

レンタサイクル事業

11

101.7%放置自転車撤去台数（禁止・整理区域）減少率

千円67,277

千円13,376

83%

Ａ

都市整備局

97.1%

継続

台 11,964 12,060

交通政策課

　高松市自転車等駐車対策総合計画等に基づき、中央商店街における民間
自転車等駐車場の確保に対する支援を行った。

駐輪場整備事業

12

99.2%鉄道駅周辺公共駐輪場の収容台数

343333補助駐輪場の収容台数

千円8,374

千円8,374

83%

Ａ

台

都市整備局
交通政策課

　引き続き、自転車等駐車場の維持・管理を行い、自転車等利用者の利便
性の確保に寄与した。

（評価対象外）駐輪場
管理事業

13 千円69,636

千円69,636
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 184 204 216 0
0 0 211

0 0 114981 118763 122545 0
0 0 94035

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 184 204 216 0
0 0 0 0 211 0 0 0

0 0 114981 118763 122545 0
0 0 0 0 94035 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

広域交通ネットワークの充実

千円817,663 Ａ 25.3% 28.8% 62.2%Ａ

都市整備局

都市整備局

　地域経済・産業（人・物・情報） 　四国・瀬戸内エリアの中核都市としての機能を発揮で
きる陸海空の交通ネットワークの整備と利用促進によ
り、交流人口の拡大、物流の円滑化を促進し、地域経済
及び産業の活性化を目指す。

　高松空港においては、円安などの影響で好調なインバウンド需要を背景にした、国際線の新規就
航や増便により、利用者数が前年度から増加し、過去最高となった。
　高松港においては、国際物流の乱れ等の複合的要因により、取扱量が減少した。

　高松空港利用者数が過去最高となったが、更なる交流人口の拡大による地域活性化に向け、高
松空港振興期成会の一員として高松空港株式会社と連携し、取組を進めていく必要がある。
　高松港の港湾施設の機能が不足していることから、令和７年３月に改定した高松港港湾計画に
基づき、岸壁の増深・延伸やヤードの拡張に取り組む必要がある。
　四国の新幹線について考えるシンポジウムにはイベントを含め９００人を超える参加があっ
た。早期実現に向けては、自治体が主体性を発揮しながら、地域住民の機運醸成を図る必要があ
る。

　高松空港の航空路線については、航空ネットワークの拡充に向けて、チャーター便の誘致促進
など、高松空港振興期成会の一員として、高松空港株式会社と連携して取り組む。
　フェリー航路や国際フィーダー航路を通じて、神戸港との結びつきを強化し、地域産業の持続
的発展を目指す。また、東南アジアとのダイレクト航路の開設による輸送の効率化を目指す。
　今後は、新幹線駅の候補地エリアの選定を行うとともに、四国の新幹線導入後のまちの将来像
を示すことで、様々な関係者を巻き込みながら、議論を活性化させ、更なる機運醸成を図る。

高松空港の利用者数

　円安などの影響で好調なインバウンド需要
を背景にした、国際線の新規就航や増便によ
り、目標を達成することができた。

114.7%

実績R6

万人211

目標R6

万人184

万人

高松港コンテナターミナル取扱量

　国際物流の乱れ等の複合的要因により、目
標を達成することができなかった。

81.8%

実績R6

ＴＥＵ94,035

目標R6

ＴＥＵ114,981

ＴＥＵ

万人 万人

ＴＥＵ ＴＥＵ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

路線 7 8

交通政策課

　高松空港振興期成会に対する負担金や国が施行する滑走路端安全区域
（ＲＥＳＡ）整備事業に対する地元負担金を支出し、航空機の安全性の確
保に寄与した。

　なお、高松空港関連整備事業地元負担金について、実施主体である国が
事業の一部を翌年度に繰り越したことにより、年度内に事業の完了が不可
能となったため、事業費の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１１，７５０，０００円）
　また、前年度からの繰越事業であるＲＥＳＡ整備事業に対する負担金の
支出については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２，９１９，３５１円）

航空路線網拡大促進事
業

1

87.5%定期路線数

千円145,833

千円125,633

88%

Ａ

都市整備局
河港課

　県が施行する高松港（玉藻、朝日地区）における津波等対策整備事業等
に対し、費用の一部を負担した。

　なお、事業主体である県が事業の一部を翌年度に繰り越したことによ
り、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰
り越した。
（繰越明許費繰越額：１６０，１６９，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である港湾建設に係る負担金の支出につい
ては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２２５，１６４，２０６円）

（評価対象外）県施行
港湾建設事業

2 千円667,423

千円150,787

都市整備局
交通政策課

　四国新幹線の導入が早期に図られるよう、「香川県ＪＲ四国線複線電
化・新幹線導入期成同盟会」や県内８市９町の首長で構成する「香川県市
町長四国新幹線整備促進期成会」等を中心として、国への要望や勉強会の
開催により、機運醸成に寄与した。
　また、四国の新幹線の早期実現に向けて、機運の醸成を図るべく、
「みんなで考える四国の新幹線シンポジウムｉｎ高松」を開催し、イベン
トを含め、９００人を超える多くの方々が参加した。

（評価対象外）広域輸
送交通機関整備促進事
業

3 千円4,407

千円4,407
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えた

環境と共生する脱炭素社会の実現

　また、市民、事業者、行政が、自然との触れあいを通じた環境学習や環境活動に参画し、一体

ゼロカーボンシティの実現 95%

100%

Ａ

Ａ

Ａ98%

まち

棄の防止に取り組みます。
による全市一体となったごみの減量や資源化の推進、環境に配慮した適切な廃棄物処理や不法投

となって循環型社会を構築します。

　脱炭素型ライフスタイルへの転換につながる行動を推進する「脱炭素型行動推進員」との連携

く、産業競争力の向上や社会経済システムの改革にも資するグリーントランスフォーメーション
（ＧＸ）の推進により、ゼロカーボンシティを実現します。

　再生可能エネルギーの利用促進や環境配慮行動に関する意識啓発、さらには、環境面だけでな

循環型社会の形成

ゼロカーボンシティの実現 14%

29.9%循環型社会の形成

26.9%

17%

50.9%

67.9%

令和 年度6

22.0% 22.0% 59.4%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2169 2139 2108 0
0 0 2227

0 0 279107 294207 309307 0
0 0 257461

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2169 2139 2108 0
0 0 0 0 2227 0 0 0

0 0 279107 294207 309307 0
0 0 0 0 257461 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

千円45,732 Ａ

、財政局

14.0% 26.9% 50.9%Ａ

環境局、財政局

環境局

　市民、事業者 　市民、事業者との協働を進めながら、温室効果ガスの
排出抑制となる施策を推進し、地球温暖化対策を進め
る。

カーボンニュートラルや脱炭素型ライフスタイルへの転換に対する市民意識を高めるため、「ゼ
ロカーボンシティ展」等でパネルを展示するなど、普及啓発を行った。
また、再生可能エネルギーの普及を促進するため、家庭における蓄電池の導入や断熱リフォー

ム、ＺＥＨ化への支援を実施したほか、東部下水処理場において、下水汚泥の処理過程で発生する
消化ガスを燃料としてバイオマス発電を実施した。
　さらに、電気自動車等の普及を促進するため、急速充電設備（３箇所）の運営を実施した。

　本市は、「ゼロカーボンシティ」宣言に基づき、２０５０年までの二酸化炭素排出量実質ゼロ
を目指し各種施策に取り組むこととしており、その実現のためには、再生可能エネルギーの更な
る拡充や市民・事業者と連携したライフスタイル転換の推進が課題となっている。

　「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、地球温暖化対策実行計画に基づき、２０５０年まで
に二酸化炭素排出量実質ゼロを達成するため、市民・事業者のライフスタイル転換に向けた周知
啓発や市民・事業者と連携して再生可能エネルギーの導入拡大を図るなど、具体的な取組を推進
する。

本市域の温室効果ガス排出量

　家庭への「蓄エネ」、「省エネ」の促進に
取り組み、温室効果ガス排出量の削減につな
がっているが、２０１９年度基準とする目標
は達成できなかった。

97.3%

実績R6

2,227千ｔ－ＣＯ２

目標R6

千ｔ－ＣＯ２

市内における太陽光発電システムの発電総容
量

　太陽光発電に関する啓発活動や、家庭用太
陽光発電設備に対する補助を実施したことに
より、太陽光発電システムの設置数は増えて
いるが、目標は達成できなかった。

92.2%

実績R6

ｋｗ257,461

目標R6

ｋｗ279,107

ｋｗ

千ｔ－Ｃ 千ｔ－Ｃ

ｋｗ ｋｗ

2,169千ｔ－ＣＯ２
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局
ゼロカーボンシティ
推進課

　市有地（４箇所）を太陽光発電事業者に有償で貸し出した。

　賃料年額　８７４，２８９円

（評価対象外）市有財
産を活用した再生可能
エネルギーの普及促進
事業

1

財政局

継続

％ 64.25 65

財産経営課

　公用車の更新等において、平成１７年度排出ガス基準７５％低減レベル
以上の環境性能に優れた車両３３台を導入した。

低排出ガス・低公害
車・省エネルギー車公
用車導入事業

2

98.8%低公害車等占有率

千円4,552

千円4,552

90%

Ａ

環境局

拡充

件 640 690

ゼロカーボンシティ
推進課

スマートハウスの普及促進のため、蓄エネルギー機器、太陽光発電シス
テム及びＨＥＭＳの一式の導入に助成を行った。
また、ＺＥＨ化を行う場合と居住誘導区域外から誘導区域内に住所を移

す場合に、上乗せ補助を行った。
　さらに、県補助金を活用し、自家消費型家庭用太陽光発電設備等に対し
ても補助を行った。

　なお、実施主体の事業が遅れたことにより、年度内に補助金の支出が一
部不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３，１６７，０００円）

再生可能エネルギー普
及促進事業

3

92.8%ＺＥＨ導入件数（当該年度の２年度前の実績）

千円31,893
＜重点取組＞

千円25,333

90%

Ａ

環境局

改善
ゼロカーボンシティ
推進課

　事業の実施に向け、関係事業者との協議を行った。引き続き、既に着手
している類似事業の取組状況も踏まえながら、事業の効果的な実施手法に
ついて検討を行っていく。

　なお、関係事業者との協議を行ったが、実施可能性や事業内容を検討し
ている段階であるため、成果指標の設定は困難である。

ＥＶカーシェアリング
導入事業

4

成果指標設定なし

＜重点取組＞

47%

Ｃ

環境局
ゼロカーボンシティ
推進課

　高松市地球温暖化対策実行計画推進協議会を開催し、温室効果ガス排出
量の削減に向けた協議を行うとともに、地球温暖化対策実行計画及びゼロ
カーボンシティたかまつ環境マネジメントシステムの見直しを行った。
　また、地球温暖化問題についての認識を深め、取組を進められるよう、
「ゼロカーボンシティ展」等による情報発信・啓発活動を実施した。

（評価対象外）地球温
暖化対策推進事業

5 千円4,542

千円4,082
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局

112.4%

継続

台 673 500

ゼロカーボンシティ
推進課

　市域における温室効果ガス排出量の抑制を図るため、走行時に二酸化炭
素を排出しない電気自動車の公用車（累計１６台）に車体ラッピングを施
し、市内を走行させることで、普及啓発につなげた。
　また、電気自動車の利用促進を図るため、市内３箇所の道の駅に設置し
ている急速充電設備の運営を行った。

電気自動車等普及促進
事業

6

134.6%市内における電気自動車保有台数

49,12255,213市内における次世代自動車保有台数

千円798

千円674

96%

Ａ

台

環境局

拡充

％ 36.2 21.6

ゼロカーボンシティ
推進課

　市民・事業者を対象とした脱炭素型ライフスタイル推進リーダー養成講
座を５回開催し、２団体の企画提案により自ら脱炭素に向けた取組を行う
脱炭素型ライフスタイル推進モデル事業を実施するなど、脱炭素型ライフ
スタイルへの転換を図る各種取組を実施したほか、市有施設のＬＥＤ化に
着手した。

　なお、予定していた支払時期が延期されたことにより、年度内に予算の
執行が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５０６，６９０，０００円）

脱炭素化推進事業

7

167.6%本市域の温室効果ガス削減比率（２０１３年度比）

千円3,915
＜重点取組＞

千円3,915

96%

Ａ

環境局

継続

人 89 140

環境総務課

　緑のカーテン講座を開催し、家庭、事業所及びコミュニティセンター等
の公共施設で緑のカーテンを普及させたことにより、夏の日差しを和ら
げ、電力エネルギーの節約に寄与した。

緑のカーテン事業

8

63.6%緑のカーテン講座受講者数

千円32

千円32

68%

Ｂ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 867 860 853 0
0 0 848

0 0 15 18 21 0
0 0 24

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 867 860 853 0
0 0 0 0 848 0 0 0

0 0 15 18 21 0
0 0 0 0 24 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

千円5,379,497 Ａ

、創造都市推進局、都市整備局

29.9% 17.0% 67.9%Ａ

環境局、創造都市推進局、都市整備局

環境局

　ごみを排出する市内の家庭や事業所 　ごみの減量と資源化の推進、環境に配慮した適切な廃
棄物処理や不法投棄の防止により、環境と共生する持続
可能な循環型社会の形成を目指す。

　一般廃棄物処理基本計画に基づき、一般廃棄物（し尿を含む）の適正処理を行うとともに、ごみ
の減量・資源化を推進した。また、家庭から排出されたごみについて経済的で効率的な収集・運搬
を行った。南部・西部クリーンセンターの適正かつ効率的な維持管理を行い、次期ごみ処理施設の
整備に向けて、環境影響評価、基本設計等を行った。
　定期的な監視パトロールのほか、不法投棄監視カメラや啓発看板を設置することで、不法投棄の
未然防止に寄与した。
　市民に対して、プラスチックごみの発生を抑制する２Ｒを中心とした情報発信に加え、有料指定
収集袋の利用徹底により家庭系ごみの減量・再資源化を促進した。ごみ分別ガイドブックやごみ分
別アプリの配信により、家庭ごみの正しい出し方を周知・啓発したほか、環境学習や清掃活動など
の実施により、市民の環境意識の向上に寄与した。

　市民・事業者・行政が一体となり、ごみの発生を抑制する２Ｒを優先的に推進しながら、資源
化が可能なごみのリサイクルを徹底していくことが求められている。また、ごみの適正処理を確
保した上で、より経済的で効率的な収集運搬体制を検討するとともに、既存のごみ処理施設の適
切な維持管理と次期ごみ処理施設の整備に取り組む必要がある。し尿等の処理については、引き
続き、下水道との共同処理を安定的かつ適正に行う必要がある。さらに、環境学習や清掃活動な
ど、市民・事業者・行政が連携して環境保全活動に取り組む必要がある。

　一般廃棄物処理基本計画に基づき、廃棄物の減量・資源化を推進し、既存のごみ処理施設の適
切な維持管理を図るとともに、今後も安定したごみ処理運営を行うため、次期ごみ処理施設の整
備に取り組む。し尿等の処理については、下水道との共同処理を安定的かつ適正に推進してい
く。ゼロカーボンシティの実現に向けて、市民・事業者等と連携して、ごみの発生を抑制する２
Ｒを優先的に推進しながら、資源化の推進、環境に配慮した適切な廃棄物処理や不法投棄の防止
に取り組む。また、環境学習や清掃活動などを継続実施することにより、環境と共生する循環型
社会の形成を目指す。

１人１日当たりのごみ排出量

　ガイドブック等により正しい分別やリサイ
クルの推進等の周知啓発を行い、市民・事業
者の「ごみの減量と再資源化」に対する意識
向上を図った結果、目標を達成することがで
きた。

102.2%

実績R6

ｇ848

目標R6

ｇ867

ｇ

リユースに努めている市民の割合

　海ごみ清掃体験と環境学習を組み合わせた
フィールドワークやコミュニティセンター等
での学習会など各種啓発事業を実施し、意識
向上を図った結果、目標を達成することがで
きた。

160.0%

実績R6

％24

目標R6

％15

％

ｇ ｇ

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局

拡充

％ 84.4 84.5

ゼロカーボンシティ
推進課

　プラスチック製品由来の廃棄物については世界的な問題となっており、
国において令和元年度に策定されたプラスチック資源循環戦略を踏まえ、
海ごみ清掃体験と環境学習を組み合わせたフィールドワーク、コミュニ
ティセンター等での学習会や啓発パネル展を開催し、プラスチックごみ削
減に向けた意識啓発を推進した。

プラスチックごみ対策
事業

1

99.9%プラスチック容器包装ごみの再資源化率（家庭ごみ）

千円305
＜重点取組＞

92%

Ａ

環境局

継続

ｔ 17.3 12

環境業務課

　市内２３箇所に設置した回収ボックスで１０，５４９ｋｇ、イベントで
の回収や南部クリーンセンター及び西部クリーンセンターで実施している
ピックアップ回収で６，８３９ｋｇを回収し、合計１７，３８８ｋｇのパ
ソコンや携帯電話など３２品目の使用済小型家電を回収したことにより、
希少金属の再資源化や埋立てごみの減量化に着実な効果があった。

小型家電等リサイクル
推進事業

2

144.2%年間回収量

千円52

千円52

98%

Ａ

環境局

継続

％ 73.3 75

ゼロカーボンシティ
推進課

　ごみ分別ガイドブックやごみ分別アプリの配信により、広く市民に正し
い分別やリサイクルの推進等の周知啓発を実施した。
　また、家庭から出された缶・びん・ペットボトル、プラスチック、紙類
等の資源ごみを、再資源化のための中間処理を行い、プラスチック、色つ
きのびんについては日本容器包装リサイクル協会に引き渡したほか、缶・
びん・ペットボトル、紙類等、有価にて売払いできるものは専門業者に売
却を行った。

ごみ減量・資源化啓発
事業

3

97.7%資源ごみの再資源化率（紙・布を除く）

千円181,153

千円10,139

90%

Ａ

環境局

継続

％ 46.8 50

ゼロカーボンシティ
推進課

　令和４年２月に策定した高松市食品ロス削減推進計画に基づき、食品ロ
スに関するアンケート調査を行うとともに、家庭での未利用食品の活用を
推進するフードドライブを実施した。
　また、フードドライブ実施団体に備品貸出等の支援を行ったほか、食品
ロス削減月間にスーパーマーケットにおいて来店者等へ食品ロス削減を呼
びかけるキャンペーンを実施するなど、食品廃棄物削減に向けた事業を推
進した。

食品ロス対策等推進事
業

4

93.6%アンケートで食品ロスを出していないと回答した割合

千円33

千円33

90%

Ａ

環境局

継続

千枚 264 179

ゼロカーボンシティ
推進課

　定期収集家庭ごみのうち、燃やせるごみ、破砕ごみは、大・中・小・特
小・超特小の５種類の有料指定収集袋での運用を実施した。

家庭系ごみ有料化事業

5

147.5%指定収集袋（小）削減枚数

千円163,587

千円163,235

94%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局

継続

％ 46.9 66

ゼロカーボンシティ
推進課

　事業の用に供する延べ面積３，０００㎡以上の建物を所有・占有する事
業者を「多量排出事業者」として、毎年、事業系一般廃棄物減量等計画書
の提出を依頼し、取りまとめて公表することにより、意識啓発を行った。

事業系ごみ減量推進事
業

6

71.1%多量排出事業者の廃棄物リサイクル率

千円5

千円5

74%

Ｂ

環境局
環境指導課

　廃棄物の適正処理の推進を図るため、収集運搬業、処分業及び処理施設
設置の許可事務を通じて、処理業者に対して廃棄物の適正処理の指導を
行った。

（評価対象外）産業廃
棄物適正処理指導事業

7 千円16,379

千円14,182

環境局
環境業務課

　跡地の歩道橋及び公園内一部看板等の管理を適切に行った。

（評価対象外）衛生処
理センター跡地管理事
業

8 千円7

千円7

環境局

継続

％ 12 12

環境施設対策課

　国の交付金を活用しながら、焼却施設整備に係る環境影響評価や施設基
本設計等を実施した。

　なお、設計内容の検討に日時を要したことなどにより、年度内に事業の
完了が不可能となったため、業務の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１９，０１５，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である測量・地質・地歴調査等については
完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：４１，６９５，９００円）

次期ごみ処理施設整備
事業

9

100.0%次期ごみ処理施設整備事業の進捗率

千円122,535
＜重点取組＞

千円33,926

98%

Ａ

環境局
環境業務課

　本市及び処理を受託している三木町・綾川町で収集したし尿及び浄化槽
汚泥を下水処理施設で下水と共同処理するため、前処理施設の運転維持管
理を適切に行った。
　令和６年度においては、６４，５５３ の共同処理を効率的に行うこと㎥
ができた。

（評価対象外）衛生
センター管理事業

10 千円263,350

千円205,211
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局
環境施設対策課

　西部クリーンセンター基幹的設備改良事業の周辺対策として、地元の土
地改良事業に関する補助を行った。

　なお、前年度からの繰越事業である土地改良事業に関する補助事業につ
いては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：３，３１５，０００円）

（評価対象外）西部ク
リーンセンター施設改
良事業

11 千円6,815

千円6,815

環境局
環境業務課

　合併地区（塩江町、庵治町、香川町、国分寺町）及び離島地区（女木　
町、男木町）に設置している、し尿中継貯留槽の維持管理を適切に実施す
ることにより、各地区から衛生センターへのし尿等運搬を効率的に行うこ
とができた。

（評価対象外）し尿中
継貯留槽管理事業

12 千円7,890

千円7,890

環境局
環境総務課

　環境審議会を開催し、現計画に基づく取組の状況等の報告を行った。
　また、本市の環境の状況や環境保全等のための施策を取りまとめた環境
白書を市ホームページに掲載するなど、広く市民に公表することで、市民
の環境意識の向上を推進した。

（評価対象外）環境基
本計画推進事業

13 千円72

千円72

環境局
西部クリーンセン
ター

　有害物等を除去した後の破砕ごみを、破砕・選別（中間）処理し、有価
物の再資源化（リサイクル）や廃棄物の減容化に取り組むなど、破砕施設
の適切な維持管理を行った。

（評価対象外）西部ク
リーンセンター管理運
営事業（破砕処理）

14 千円364,041

千円39,908

環境局
環境施設対策課

　南部クリーンセンター周辺に位置する総合防災調整池の浚渫工事や雨水
調整池進入路の復旧設計等を行った。

　なお、南部クリーンセンター汚水槽補修工事について、現場調整に日時
を要したことにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の
一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３３，８２４，０００円）

（評価対象外）南部ク
リーンセンター場内整
備事業

15 千円30,467

千円23,867
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性
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要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局

100.0%

拡充

％ 100 100

環境業務課

　高松市災害物資備蓄計画に基づく、避難所への簡易トイレ等緊急物資の
配備が完了し、計画的に携帯トイレを更新している。

　簡易トイレ備蓄数　　　１，８１５箱
　携帯トイレ備蓄数　１７６，４００個

災害時し尿処理事業

16

100.0%簡易トイレ備蓄率

100100携帯トイレ備蓄率

千円3,205

千円3,205

96%

Ａ

％

環境局
環境業務課

　離島のし尿収集の円滑化と住民負担軽減を行うため、収集業者に補助金
を交付した。
　また、定期の収集時に合わせて、浄化槽清掃を行う場合の航送料につい
て補助金を交付した。

（評価対象外）離島し
尿収集事業

17 千円8,063

千円8,063

環境局
西部クリーンセン
ター

　焼却施設を適切に維持管理しながら、可燃ごみを焼却（中間）処理し、
廃棄物の減容化を行うことにより、最終処分量を削減し、最終処分場の延
命化を推進した。

（評価対象外）西部ク
リーンセンター管理運
営事業（焼却処理）

18 千円543,654

千円2,067

環境局
南部クリーンセン
ター

　特別目的会社との間に締結した、令和１４年度までの長期一括委託契約
により、ごみ処理施設、廃棄物再生利用施設、埋立処分地等について、一
体的かつ効率的な管理運営を行った。
　また、不適物の混入防止及び排除、ごみ処理の適正化のため、ごみの搬
入検査を行った。

（評価対象外）南部ク
リーンセンター管理運
営事業

19 千円1,664,232

千円1,108,507

環境局
環境総務課

　廃棄物減量等推進審議会を開催し、製品プラスチックの収集区分変更や
次期ごみ処理施設整備への対応などの今後の状況変化を踏まえ、高松市一
般廃棄物処理基本計画のごみ排出量等の将来推計値及び指標の見直しを実
施した。
　また、高松市一般廃棄物処理基本計画の進行管理や毎年度の一般廃棄物
処理実施計画の策定を行い、一般廃棄物の適正処理や減量・再資源化の推
進を行った。

（評価対象外）ごみ処
理計画推進事業

20 千円2,725

千円2,725
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
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要
・
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業
実
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等

一般財源

総合評価

得点率
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得点率
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概
要
・
事
業
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等
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得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局
適正処理対策室

　生活環境の保全を図るため、家庭ごみの適正処理の推進や不法投棄の未
然防止・早期発見に取り組んだ。

　ごみステーションパトロール件数　　３４ ４９６件,
　不法投棄防止監視パトロール回数 １３８回

（評価対象外）ごみ適
正処理指導事業

21 千円10,353

千円9,659

環境局
環境業務課

　ごみ収集運搬計画に基づき、旧高松市の家庭から排出された破砕ごみを
始め、缶・びん・ペットボトル、プラスチック容器包装の資源ごみ、ま
た、市全域から排出された臨時粗大ごみ等約２，８３１ｔを直営で収集す
るとともに、旧高松市の可燃ごみ及び紙・布類の資源ごみのほか、破砕ご
みや缶・びん・ペットボトル、プラスチック容器包装の資源ごみに加え、
合併地区の定期収集ごみ等約７５，０２０ｔを委託により収集した。

　なお、前年度からの繰越事業である収集車更新事業については完了し
た。
（令和５年度繰越明許事業費：６，２１６，９１９円）

（評価対象外）ごみ収
集運搬事業

22 千円1,721,286

千円1,236,925

環境局
環境施設対策課

　旧女木・男木じん芥焼却場等の解体撤去に向けて、内部に残置されてい
る廃棄物の運搬処分等を行った。

　なお、旧庵治清掃工場に係る解体撤去工事の実施設計については、前金
請求がなかったため、翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：５，２１４，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である旧香川環境センター及び旧女木・男
木じん芥焼却場に係る解体撤去工事の実施設計については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１２，６６０，０００円）

（評価対象外）ごみ処
理関連施設統廃合整備
事業

23 千円28,637

千円2,737

環境局
西部クリーンセン
ター

　陶最終処分場において、リサイクルや減容化を推進した上でなお残る廃
棄物について、埋立処分を行った。

（評価対象外）ごみ最
終処分場管理事業

24 千円98,393

千円95,129

環境局
環境施設対策課

　陶最終処分場第３処分地堰堤等整備工事及び未買収地に関する用地交渉
を行った。
　また、用地交渉について、地権者との協議が整わなかったため、予算執
行が不要となった。

　なお、前年度からの繰越事業である陶最終処分場第３処分地堰堤整備工
事については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２３，７３０，０００円）

（評価対象外）一般廃
棄物最終処分場整備事
業

25 千円60,998

千円298
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
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要
・
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業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標
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要
・
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業
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等

一般財源

総合評価

得点率
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要
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業
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事
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概
要
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得点率
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今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

創造都市推進局

継続

人 520 550

土地改良課

　事業開始から３年間で補助金上限が毎年５万円ずつ漸減する中で、前年
と同様の事業を実施しており、地域住民も参加した自主的かつ継続的な美
化保全活動が継続されている。

「ため池守り隊」市民
活動支援事業

26

94.5%活動参加人数

千円1,540

千円1,540

90%

Ａ

環境局

継続

人 549 550

南部クリーンセン
ター

　施設見学を通じて、ごみ処理の現状と課題を学習する機会を提供した。
　また、展示ギャラリーでは、環境パネル、環境に関する図書、パソコン
等を使い、環境問題を考える機会を提供し、地球規模での温暖化対策の必
要性を啓発するとともに、学習室では、紙すきや工作などにより、楽しみ
ながらリサイクル体験をしてもらい、参加者の環境意識の向上に寄与し　
た。

エコホタル利用者　３，８９１人
自主企画講座回数（見学会等を含む）　実績２３回

南部クリーンセンター
環境学習事業

27

99.8%エコホタル自主企画講座参加者数

千円217

千円217

98%

Ａ

環境局
環境指導課

　複雑化・多様化する住民ニーズ等に適切に対応するため、公害苦情相談
員による苦情処理を行った。

（評価対象外）公害対
策事業

28 千円214

千円214

環境局

継続

人 2,298 1,820

環境総務課

　環境展を開催するとともに、環境学習の実施により、市民に対し環境意
識の向上を図り、環境問題全般に関する啓発を行った。
　環境学習講座実施回数を増やし、参加者数も大幅に増加したことから目
標値を達成しており、参加した市民を通して環境意識の向上が図られてい
る。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施状況等を取りま
とめた環境白書の発行を行った。

環境保全推進事業

29

126.3%環境学習講座参加者数

千円7,852

千円7,852

96%

Ａ

環境局

継続

人 29,417 29,200

環境総務課

　「高松クリーンデー たかまつきれいでー 」、「サンポート高松・中“ ”
央通り等一斉清掃」及び喫煙禁止区域の周知・啓発等を、高松市脱炭素型
都市推進会議と協働することにより、環境美化や脱炭素型のまちづくりの
推進に寄与した。
　また、市の設置する屋外喫煙所の灰皿について、海洋汚染等に配慮した
無水灰皿への更新が完了した。

環境美化推進事業

30

100.7%高松クリーンデー参加者数

千円2,031

千円2,031

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

環境局
環境指導課

　騒音、振動及び悪臭に係る生活環境の保全の促進のため、騒音、振動調
査を行い、その状況を把握するとともに、苦情対応による改善指導等を
行った。

（評価対象外）騒音・
振動・悪臭規制事業

31 千円261

千円261

環境局
環境指導課

　大気環境保全の促進のため、市内の大気環境の常時監視により、その状
況を把握するとともに、事業場の立入検査や苦情対応による改善指導等を
行った。

（評価対象外）大気汚
染防止対策事業

32 千円37,852

千円36,634

環境局

継続

協議会 38 38

環境総務課

　高松市環境衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議会の清掃活動参
加者を対象にした啓発活動について、補助金を支出し、地域住民が主体と
なった環境美化活動やごみの適正排出等の活動を推進した。

高松市環境衛生組合連
合会活動推進事業

33

100.0%河川等清掃活動を実施する地区衛生組合協議会数

千円2,116

千円2,116

92%

Ａ

環境局
環境施設対策課

　市内２３箇所に設置する公衆便所の維持管理を行った。

（評価対象外）公衆便
所管理等事業

34 千円18,025

千円17,915

環境局
環境指導課

　水質環境保全の促進のため、市内の河川等の水質検査の実施により、水
環境の状況を把握するとともに、事業場の立入検査や苦情対応による改善
指導等を行った。

（評価対象外）水質汚
濁防止対策事業

35 千円8,358

千円8,285
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

都市整備局

継続

ｋｍ 144.547 141.2

道路管理課

　市が管理する道路の清掃等を自発的に行う道路愛護団体の活動を支援す
ることにより、道路の環境美化だけでなく、道路への愛護意識の高揚を図
るとともに、道路利用者のマナー向上の啓発を行った。
　また、令和６年度は３団体が増加したこから、団体数は１３３となり、
清掃延長は前年度から４．０１４ｋｍ増となった。

たかまつマイロード事
業

36

102.4%清掃延長

千円2,198

千円2,198

96%

Ａ

都市整備局
道路管理課

　まちのオアシスとして、美観上・風致上のモデル地区として位置付けら
れた、北部コミュニティ広場、兵庫町ひろば、田町コミュニティ広場を市
民の憩いの場として提供するとともに、道路空間の環境保全に寄与した。

（評価対象外）コミュ
ニティ広場管理事業

37 千円596

千円153
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(６) さまざまな主体がつながり、

ともに力を発揮できるまち
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

　離島では、事業者や大学等、島内外の様々な主体との連携による地域資源をいかした特色のあ

地域コミュニティの自立・活性化 97%

100%

97%

100%

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ99%

極的な市政への参画を促進します。
　様々な媒体を活用した市政情報の効果的な発信により、市民の市政への関心を高め、市民の積

す。
る島づくりにより、ワーケーションや二地域居住の魅力を発信し、更なる交流の促進を図りま

的な活動の継続を実現します。

ティによる自主的・自立的なまちづくりを促進します。
　また、地縁団体や市民活動団体を始めとする各種団体の連携を促進し、市民や団体による主体

　地域コミュニティ活動を担う人材の確保・育成や活動への財政的支援を行い、地域コミュニ

　大学・企業等や香川県、連携中枢都市圏の市町を始めとする近隣自治体等との連携を更に強化

参画・協働の推進

離島の振興

連携の推進

地域コミュニティの自立・活性化 28.8%

16.7%

20.2%

22.9%

参画・協働の推進

離島の振興

連携の推進

19.7%

17.6%

17%

15.2%

54.1%

44%

46.9%

57.4%

令和 年度6

し、より良いまちづくりに向けた取組を推進します。

22.2% 17.4% 50.6%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4 5 6 0
0 0 4

0 0 52 52 52 0
0 0 49.1

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 4 5 6 0
0 0 0 0 4 0 0 0

0 0 52 52 52 0
0 0 0 0 49.1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

千円1,188,911 Ａ

、教育局

28.8% 19.7% 54.1%Ａ

市民局、教育局

市民局

　市民 　各地域コミュニティ協議会及び高松市コミュニティ連
合会の活動を支援することにより組織強化を促すほか、
地域コミュニティ活動の拠点整備を促進することによ
り、地域コミュニティの自立・活性化を目指す。

　１１月の自治会加入促進月間における啓発活動などの加入促進活動に加え、自治会の在り方等検
討プロジェクトチームが検討を重ねた魅力ある自治会の姿について、最終報告書を活用して周知・
啓発を行ったが、自治会加入率低下に歯止めはかからなかった。
　また、人材育成としての人材養成事業の実施、活動拠点づくりとしてのコミュニティセンターの
整備等の実施、活動支援としての地域まちづくり交付金の交付など、地域コミュニティ協議会及び
自治会に対する支援を行った。

　地域コミュニティ協議会の中核組織である自治会の加入率低下に伴う地縁力の低下が課題と
なっている。
　また、地域コミュニティ組織の構築からおおむね２０年が経過する中、地域を取り巻く環境
は、高齢化を始め、住民意識の多様化などが進み、地域活動の担い手不足のほか、各地域コミュ
ニティ協議会で活動への理解や取組状況に温度差が生じている。

　魅力ある自治会に近づくための効果的な施策を検討し、自治会の再生及び活性化に向けて、行
政と地域が共に新たな自治会再生支援策に取り組む。
　また、（一社）高松市コミュニティ連合会や各地域コミュニティ協議会への支援として、地域
の裁量をいかした活動ができる地域まちづくり交付金等の交付及び活動拠点となるコミュニティ
センターの計画的な改築・改修を行う。

法人化したコミュニティ協議会の数

　各地域コミュニティ協議会活動の自立・活
性化を促進するため、財政支援等を行うこと
で組織強化を促し、目標を達成することがで
きた。

100.0%

実績R6

協議会4

目標R6

協議会4

協議会

自治会加入率

　従来の自治会加入促進活動に加え、既存の
自治会の在り方について市政出前ふれあい
トークを活用し、周知・啓発に取り組んだ
が、目標を達成することができなかった。

94.4%

実績R6

％49.1

目標R6

％52

％

協議会 協議会

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

改善

点 4.18 4.1

協働コミュニティ推
進課

　（一社）高松市コミュニティ連合会の運営補助を行い、外部監査等を実
施したことにより、会計の透明性が向上したほか、各種研修を実施し、地
域コミュニティの人材育成と情報共有を図ることにつながった。

コミュニティ推進事業

1

102.0%参加者の研修等への満足度

千円36,750

千円27,318

92%

Ａ

市民局
協働コミュニティ推
進課

　令和３年度に、地域コミュニティ協議会にタブレット端末を配布したほ
か、クラウドサービスを導入したことにより、会議や研修のＷｅｂ参加、
協議会同士の情報共有を促進し、コミュニティ協議会の事務効率化に寄与
した。

（評価対象外）コミュ
ニティ活動支援システ
ム整備事業

2 千円15,380

千円15,380

市民局

拡充

％

協働コミュニティ推
進課

　自治会加入率が低下の一途をたどる中、自治会の在り方等検討プロジェ
クトチームで取りまとめられた最終報告書を基に、マイタウンサポート
リーダー事業を中心とした既存自治会に対する相談支援を行った。また、
あなぶきハウジングサービス社と自治会加入促進に関する協定に基づき、
マンション居住者に対する自治会加入促進の協力体制を構築した。さら
に、令和７年度から新たに実施する、自治会チャレンジ事業及び自治会の
新しい在り方検討事業に係る伴走支援の制度設計を行った。

　なお、成果指標の「新たな取組を実施する協議会の自治会加入率の上昇
率」については、令和６年度に制度設計を行い事業実施には至っていない
ため、令和６年度の目標値は設定できない。

自治会再生支援事業

3

新たな取組を実施する協議会の自治会加入率の上昇率

千円126
＜重点取組＞

千円126

93%

Ａ

市民局

継続

％ 88.6 100

協働コミュニティ推
進課

　地域コミュニティ協議会が主体的に行うコミュニティプランに基づいた
まちづくり活動を支援し、住民自治及び市民と行政の協働による地域自ら
のまちづくり活動を推進するため、地域コミュニティ協議会に対し、地域
まちづくり交付金を交付したことにより、各地域におけるまちづくり活動
の活性化に効果があった。

地域まちづくり活性化
支援事業

4

88.6%コミュニティプランの見直し率

千円743,757
＜重点取組＞

千円619,257

80%

Ａ

市民局

継続

％ 60.8 60.8

協働コミュニティ推
進課

　新コミュニティセンター整備計画等に基づき、花園コミュニティセン
ターの整備に向け、旧高松市総合福祉会館解体実施設計等を行った。

コミュニティセンター
整備事業

5

100.0%施設整備進捗割合

千円11,301

千円6,301

98%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
協働コミュニティ推
進課

　学校跡施設の地域団体等による利用を促進することにより、地域住民の
スポーツ・レクリエーション及び文化活動の場として活用することができ
た。

（評価対象外）学校跡
施設管理運営事業

6 千円8,924

千円8,837

市民局
国分寺総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことによ
り、コミュニティ活動の活性化に寄与した。

（評価対象外）集会所
施設管理事業（国分寺
総合センター分）

7 千円11,009

千円9,705

市民局
牟礼総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことによ
り、コミュニティ活動の推進に寄与した。

（評価対象外）集会所
施設管理事業（牟礼総
合センター分）

8 千円3,825

千円3,752

市民局
協働コミュニティ推
進課

コミュニティセンターの指定管理者に各地域コミュニティ協議会を指定
することにより、地域交流活動や生涯学習を推進するための拠点施設とし
て活用することにつながった。

　なお、予定していた支払時期が延期されたことにより、年度内に予算の
執行が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：１２，４６０，０００円）

（評価対象外）コミュ
ニティセンター管理運
営事業

9 千円342,626

千円295,998

市民局

拡充

％ 67.6 67.6

協働コミュニティ推
進課

　高松市自治会集会所改修等補助規程に基づき、地域住民の活動拠点であ
る自治会集会所の改修等に対して助成を行い、地域住民の福祉の向上に寄
与した。

自治会集会所整備支援
事業

10

100.0%自治会集会所改修率

千円4,402

千円4,391

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局
香川総合センター

　市民に地域活動やレクリエーション等の交流の場所を提供したことによ
り、コミュニティ活動の推進に寄与した。

（評価対象外）集会所
施設管理事業（香川総
合センター分）

11 千円3,914

千円3,522

教育局
教育局総務課

　元鶴尾中学校施設（ふれあいスポーツスクエアつるお）を、本市をホー
ムタウンとするプロスポーツチームの拠点とし、さらには、プロスポーツ
チームと地域との連携を深めるため、スポーツ教室や地域交流イベントを
実施するなど、同施設を有効活用し、適切な管理運営を行った。

（評価対象外）学校跡
地・跡施設管理運営事
業

12 千円6,897
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 14500 19000 22000 0
0 0 15486

0 0 129 130 131 0
0 0 130

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 14500 19000 22000 0
0 0 0 0 15486 0 0 0

0 0 129 130 131 0
0 0 0 0 130 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

千円169,011 Ａ

、政策局

16.7% 17.6% 44.0%Ａ

市民局、政策局

市民局

　市民 　市民活動センター機能の充実や協働の担い手づくり等
協働事業の充実、広聴・広報活動の充実を図ることによ
り、市民と行政との参画・協働によるまちづくりの推進
を目指す。

　市民活動センターにおいて、講座、情報収集・発信、相談事業等を効果的に実施したことによ
り、市民活動団体等の活動支援につながるとともに、新たな「協働の担い手」が地域で事業を展開
するなど、協働事業の充実に成果が得られた。高松市自治基本条例に定める「協働の原則」に基づ
き、研修等を行った結果、協働への理解が深まった。「広報高松」やホームページ、ＳＮＳ等、
様々な媒体を活用して広報活動の充実に取り組むことにより、市民の市政への関心を高めるととも
に、「市政出前ふれあいトーク」等の広聴活動を行うことにより、市民の市政への参画の促進に貢
献した。

【市民局】市民活動団体等の活動支援のため、市民活動センターの機能強化を図るとともに、協
働事業及び講座等を通じた効果的な協働意識の醸成と「協働の担い手」の育成が求められてい
る。
【政策局】市民との情報共有を推進するため、市政に関する情報を積極的に分かりやすく、適
時・適切に提供するとともに、参画と協働による市政運営を行うため、市民との情報共有が図れ
る仕組みづくりが課題となっている。

【市民局】市民活動団体等の活動を支援する中間支援組織としての役割を果たせるよう、市民活
動センターの機能を強化するため、令和７年度から指定管理者制度を導入する。また、協働事業
及び講座等の充実を図り、職員や市民等の協働意識の醸成及び「協働の担い手」の育成を図る。
【政策局】デジタル媒体を活用し、広報活動の強化に取り組むとともに、市長まちかどトーク等
広聴活動を充実することにより市民の市政への参画を促進する。

たかまつホッとＬＩＮＥの登録者数

　市公式ＬＩＮＥ「たかまつホッと
ＬＩＮＥ」をリニューアルし、まちの魅力に
特化したタブを新たに作成した。また、市公
式ＬＩＮＥの周知用ちらし・ＰＯＰの制作を
行ったことにより、目標を達成した。

106.8%

実績R6

人15,486

目標R6

人14,500

人

市と市民活動団体等との協働取組数

　市職員や地域コミュニティ協議会職員等に
対し、協働の必要性や重要性についての研修
を行うなど、市全体での協働に対する知識の
向上に対する取組を実施したことにより、目
標を達成した。

100.8%

実績R6

件130

目標R6

件129

件

人 人

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

継続

人 11,010 10,000

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　地域のイベントや小学校への訪問演奏などを通じて、「親しまれる市役
所」を目指すとともに、地域の活性化や一体感の醸成を図ることとしてい
る。

吹奏楽団事業

1

110.1%聴衆者数（参加者数）

千円1,675

千円1,393

90%

Ａ

政策局

102.8%

改善

％ 3.2 4.3

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　市の重要施策や制度、市民生活に関わりの深い事業等を、分かりやすく
紹介した市政番組を制作・放送し、市政に対する関心を高めた。また、郷
土の歴史や伝統文化を紹介した番組を放送するとともに、シティプロモー
ション動画を制作し、高松ムービーチャンネルで公開するなど、シビック
プライドの醸成に貢献した。

　民放テレビ放送　年３４回
　ケーブルテレビ　年２４回
　ＦＭラジオ番組　週７回
シティプロモーション広報動画　年８回

テレビ放送等広報事業

2

74.4%民放テレビ広報番組視聴率（年平均）

7.27.4ＣＡＴＶ市政広報番組視聴率

千円12,425

千円12,425

81%

Ａ

％

政策局

218.5%

改善

回 652,318 17,100

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　本市の重要な施策や制度、イベント等の情報を、幅広くタイムリーに発
信した。
　また、動画配信サイト「高松ムービーチャンネル」において、市政情報
のほか、イベントやおすすめスポット等、市の魅力発信を行った。

ホームページ等管理運
営事業

3

3814.7%インターネット広報動画再生件数

15,00032,769市ホームページ（サイト全体）へのアクセス数

千円11,316

千円10,316

94%

Ａ

千件

政策局

継続

％ 76.8 86.8

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　「広報高松」を月１回、毎月約２０万部発行し、各世帯に配布した。
　また、「まちをもっと好きになる」をコンセプトに紙面を作成し、市政
情報とともに、市民の表情や活動などを掲載し、シビックプライドの醸成
を図った。
　さらに、市政情報や市視覚障害者福祉協会からのお知らせなどを、「点
字広報」や「声の広報」として収録し、希望する市内在住の視覚障がい者
に対して送付するとともに、市内４か所の市立図書館に配置した。

広報高松等発行事業

4

88.5%広報高松を読んでいる人の割合

千円86,863

千円82,455

88%

Ａ

政策局

継続

％ 83 85

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　市民からの意見や提案等を市政に反映させるほか、日常生活での諸問題
に対して弁護士・司法書士による相談などを行うことにより、市民が抱え
ている疑問や問題の解決に寄与することができた。

　令和６年度実績
・市政相談　２，２９７件
・一般相談　２，０１２件
・専門相談　１，６１５件

市民相談事業

5

97.6%法律相談利用者の満足度

千円14,227

千円14,227

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

完了

件 11,500 10,800

広聴広報・シティプ
ロモーション課

　スマートフォンの普及などにより、手軽に利用できる生活に身近な情報
ツールとなっている、ＬＩＮＥやＸなどの市公式ＳＮＳを有効に活用し、
幅広く効果的な情報発信を推進した。また、市公式ＬＩＮＥ「たかまつ
ホッとＬＩＮＥ」の機能を拡充し、基本メニューと暮らしの情報の２つの
タブに加えて、「観光」・「シティプロモーション」に特化し、市の魅力
を集約した新しいタブ「まちの魅力」を構築し、事業は完了した。
　また、市公式ＬＩＮＥの周知用ちらし・ＰＯＰの制作を行い、市公式
ＬＩＮＥの周知を図った。
　なお、ＬＩＮＥの管理運営は、引き続き、ホームページ等管理運営事業
にて行う。

ＳＮＳを活用した魅力
発信事業

6

106.5%市公式Ｘの登録者数

千円582
＜重点取組＞

千円582

94%

Ａ

市民局

継続

点 4.2 4.1

協働コミュニティ推
進課

　高松市協働づくり懇談会において協働推進員制度に対する活発な議論を
行い、協働推進員に対し、協働を推進する上での基礎的な内容の研修を実
施するなど、協働によるまちづくりの推進に向け取り組んだ。

ボランティア・市民活
動推進事業

7

102.4%参加者の研修理解度

千円1,236

千円1,082

98%

Ａ

市民局

95.9%

改善

人 16,681 17,000

協働コミュニティ推
進課

　市民と行政が共に考え、共に活動する協働の場として市民活動センター
を効果的に運営し、市民活動に関する情報収集・発信、相談、学習機会の
提供等の事業を実施するなど、市民活動の中間支援組織としての役割を果
たした。また、協働事業のモデル事業となる「高松市まちづくり学校運営
事業」においては、参加者が行政や地域コミュニティ協議会、市民活動団
体等と連携し、協働によるまちづくりを展開するなど、「協働の担い手」
づくりの育成に寄与した。
　なお、利用者数は目標値に届かなかったものの、増加傾向にあり、更に
利用しやすくするために、指定管理者制度の導入に向けた取組を実施し
た。

市民活動センター管理
運営事業

8

98.1%市民活動センター総利用者数

9389.2活動支援講座参加者の満足度

千円25,810

千円23,714

96%

Ａ

％
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 279 280 281 0
0 0 263

0 0 279000 530000 277000 0
0 0 313239

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 279 280 281 0
0 0 0 0 263 0 0 0

0 0 279000 530000 277000 0
0 0 0 0 313239 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

離島の振興

千円15,739 Ａ

、都市整備局

20.2% 17.0% 46.9%Ａ

政策局、都市整備局

政策局

　市民等（各島の住民・各島への渡航
者）

　女木島、男木島及び大島のそれぞれの特性をいかした
島外の人々との交流促進により、交流人口や関係人口、
定住人口の拡大を図る。

　女木・男木島航路の利用促進策を継続するとともに、市内学校による大島学習の支援や、関係機
関と連携しながら、大島での交流イベントを実施するなど、各島において、島外の人々との交流の
促進を図り、本市離島地域の活性化に取り組んだ。

　瀬戸内国際芸術祭の開催等により、各島への渡航者が増加傾向にあるが、「ローカル
１０，０００プロジェクト」の活用や、「こども図書館船ほんのもり号」の寄港に合わせたイ
ベント実施など、芸術祭期間以外においても、離島航路の利用促進と島外との交流促進が図れる
ような施策の展開が必要である。
　また、大島青松園入所者自治会の心情に寄り添い、その意向を何よりも尊重しながら、大島振
興方策の見直しに取り組んでいく必要がある。

　各島において更なる交流・定住を促進するため、多様な主体との連携・協働により各島の魅力
をいかした情報発信やにぎわいの創出に取り組むことで、本市離島地域への関心を高めていく。
　また、大島振興方策の見直しに当たっては、入所者自治会や国等の関係機関と緊密に連携しな
がら、療養所施設の歴史的建造物の保存活用や、大島青松園の今後の在り方等とも整合を図った
上で、行っていく。

定住人口（女木島・男木島）

　移住定住促進、関係人口創出・拡大の取組
を推進したものの、離島地域の高齢化が著し
いため、目標値を達成することができなかっ
た。

94.3%

実績R6

人263

目標R6

人279

人

定期航路輸送者数（女木島、男木島、大島）

　島発往復割引や高齢者割引の適用等の利用
促進方策により、目標値を達成することがで
きた。

112.3%

実績R6

人313,239

目標R6

人279,000

人

人 人

人 人
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

拡充

人 3,144 2,700

地域活力推進室

　庵治支所ギャラリーでの大島学習の展示や、ハンセン病を正しく理解す
るパネル・作品展に合わせた大島学習の提案など、市内小学校による大島
学習を支援するとともに、策定から１０年が経過し、大島を取り巻く環境
が大きく変化した状況を踏まえ、入所者自治会等の関係団体と連携しなが
ら、大島振興方策の見直しに着手することを決定した。

大島振興方策推進事業

1

116.4%大島交流イベント参加者数（年間総数）

＜重点取組＞

88%

Ａ

政策局
地域活力推進室

　瀬戸内国際芸術祭の開催を契機として、市民福祉の増進と離島地域の活
性化に寄与するため整備した男木交流館に必要な維持管理を行うことで、
市民及び男木島を訪れる人に憩いと交流の場を提供した。

（評価対象外）男木交
流館管理運営事業

2 千円6,807

千円6,807

政策局
地域活力推進室

　引き続き、香川県離島振興協議会等で離島地域の活性化に向けた協議を
行うとともに、令和７年度からの新たな取組として、「こども図書館船
ほんのもり号」の寄港調整や、産学官金の連携による地域資源を活用した
創業支援を行う「ローカル１０，０００プロジェクト」の積極的な活用に
向けて、離島・過疎地域の住民や事業者と継続的に協議を実施した。

（評価対象外）離島等
振興事業

3 千円784

千円784

都市整備局

継続

人 241,882236,937

交通政策課

　平成２４年３月に策定した男木～高松航路改善計画に基づき実施してい
る島発往復割引やゴールドＩｒｕｃａの提示による高齢者割引の適用等に
より、令和６年度の航路利用者は２２１，４２７．５人となった。

離島航路振興事業

4

102.1%女木・男木島航路利用者（直近３か年平均）

千円8,148

千円8,148

96%

Ａ
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 200 210 269 0
0 0 299

0 0 78.9 84.2 89.3 0
0 0 84.7

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 200 210 269 0
0 0 0 0 299 0 0 0

0 0 78.9 84.2 89.3 0
0 0 0 0 84.7 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

連携の推進

千円815 Ａ 22.9% 15.2% 57.4%Ａ

政策局

政策局

　国、県、県内市町、産学など 　広域的な課題を始め、基礎自治体や新たな都市圏域の
在り方について調査・研究を進めるなど、効果的な連携
を推進する。

　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業においては、協約を締結している２市５町と圏
域全体の経済成長のけん引や高次の都市機能の集積・強化、生活関連機能サービスの向上を目指
し、関連の事業を実施した。
　多様な主体との連携事業においては、大学等や民間企業との連携協力に関する協定により、連
携・協力事業を行った。
　広域都市連携事業においては、知事と高松市長とのトップ会談等を開催した。

　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業については、活力ある圏域づくりを目指し、
様々な連携事業に取り組んだが、圏域の人口は当初の想定よりも減少している。本市の人口減少
率は、香川県全体と比較すると緩やかではあるが、連携市町は減少率が大きく、圏域の活性化の
ためには、取組の更なる推進が必要である。
　企業等との連携については、新たに３事業者と包括連携協定を締結した。引き続き、地域課題
の解決を図るため、新たな連携事業に取り組む必要がある。

　神戸市等との広域都市間連携や、国・県・産・学との連携により、地域課題の解決を図る。
　また、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏内の市町と連携して、連携事業を着実に推進することに
より、人口減少、少子・超高齢社会においても一定の圏域人口を有し、活力ある社会経済の維持
に努める。
　さらに、大学、企業等の多様な主体との連携事業の拡充を図り、様々な地域課題の解決を図
る。

多様な主体と連携・協力している取組数

　大学・企業等と連携し、目標値の２００件
を上回る、２９９件の取組を実施し、目標を
達成した。

149.5%

実績R6

件299

目標R6

件200

件

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン成果
指標の達成率

　圏域の活性化のため、様々な連携事業に取
り組み、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビ
ジョンにおいて設定した成果指標の達成率
が、８４．７％となり、目標を達成した。

107.4%

実績R6

％84.7

目標R6

％78.9

％

件 件

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

政策局

102.6%

改善

％ 26.2 26

政策課

　香川大学連絡協議会や市長と学長・校長との懇談会で、若者から選ばれ
るまちづくりについて意見交換を行ったほか、大学・地域共創プラット
フォーム香川で県内理系高等教育機関の紹介等の事業を実施した。
　また、地域の安心・安全・災害対策や、企業間及び産業間のビジネス
マッチング支援等に関して、新たに３事業者と包括連携協定を締結した。

多様な主体との連携推
進事業

1

100.8%包括連携協定を結ぶ県内大学等入学生の本市出身者割合

3839包括連携協定を結んでいる企業との連携・協力事業数

千円465

千円376

90%

Ａ

件

政策局
政策課

　県市間の重要課題に対する情報共有と意見交換を行うため、知事と市長
とのトップ会談を１０月に開催した。
　また、プロモーションイベントへの出展や、歴史・文化を活用した誘客
促進について、瀬戸内４県都市長会での意見交換を行った。
　さらに、連携・協力に関する協定書を締結している神戸市等との連携に
取り組んだ。

（評価対象外）広域都
市連携事業

2 千円8

千円8

政策局

改善

事業 61 61

政策課

　圏域全体の更なる活性化と魅力ある都市圏域の形成につなげるため、瀬
戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会及び推進委員会を開催した。
　また、事務局会等を開催し、取組内容の充実に向けて各連携市町の担当
者間の情報共有を図った。
　さらに、ポータルサイトを活用して、ビジョンに基づく取組や本市及び
連携市町の魅力を発信した。

瀬戸・高松広域連携中
枢都市圏ビジョン推進
事業

3

100.0%圏域で取り組む連携事業の数

千円342

千円342

90%

Ａ
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まちづくりの目標
総
合
計
画
体
系

政 策

政策の概要調書

２ まちづくりの目標別主要施策の成果

総合評価

政策の概要1

政策を構成する施策の評価結果の平均値2

得点率 評価施策名

平均

（参考）政策を構成する施策の市民満足度調査結果の平均値

満足度 重要度施策名 不満度

平均

X
X
X
X
X

Ａ

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

おける働き方改革を適切に行い、質の高い行政サービスを提供します。

スマートシティの推進 75%

91%

Ｂ

Ａ

Ａ83%

　また、自主財源の更なる確保や特定財源の効率的な活用に加えて、職員の育成や評価、庁内に
合化を進め、効率的・効果的な行政運営を行います。
　デジタル技術の積極的な活用により、事業の見直しや優先順位の整理、公共施設の集約化や複

することで、行政運営の効率化や行政サービス提供時の市民の利便性向上、地域課題の解決、地
域経済の活性化を実現します。

　産学民官の多様な主体との連携により、行政の内部だけでなく、地域全体のデジタル化を推進

行財政運営の基盤強化

スマートシティの推進 17.3%

23.9%行財政運営の基盤強化

21.2%

23.2%

49%

66.8%

令和 年度6

20.6% 22.2% 57.9%
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2 2 2 0
0 0 1

0 0 2100 2200 2300 0
0 0 3162

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 2 2 0
0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 2100 2200 2300 0
0 0 0 0 3162 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

スマートシティの推進

千円1,236,600 Ｂ

、市民局

17.3% 21.2% 49.0%Ａ

総務局、市民局

総務局

　市民、庁内手続等 　多様な主体と連携しながらデジタル技術やデータを活
用し、地域課題を解決する。また、本市における行政手
続に関する市民の利便性向上及び庁内の業務効率化を進
める。

スマートシティたかまつ推進協議会と連携し、たかまつＫＩＤＳプログラミングコンテスト等の
「スマートシティたかまつ」の実現に寄与する事業を行ったほか、国のデジタル田園都市国家構想
交付金（地方創生タイプ）の採択を受け、放課後ＦＡＣＴ－ｏｒｙ事業を実施した。行政手続にお
いては、ぴったりサービスや汎用電子申請フォーム等のツールを利用し、オンライン化を促進した
ほか、課長補佐級を対象としたマインド研修や、汎用電子申請フォームやＥｘｃｅｌ等のツール研
修を実施することにより、職員のデジタルリテラシーとスキルセットの向上につながった。
　また、ＲＰＡやＡＩ－ＯＣＲ、ＡＩ議事録作成ツール等の様々なデジタルツールの活用を促進す
ることにより、職員の作業時間が短縮され、効率的な行政運営の推進に寄与した。

スマートシティたかまつ推進協議会との連携を更に強化し、地域課題解決につながる新たな
サービスの創出を図る。
職員全体のデジタルリテラシーの向上につなげるため、デジタル人材を育成するための研修等

を継続的に実施する必要がある。

　産学民官の多様な主体で構成するスマートシティたかまつ推進協議会と連携しながら、地域課
題の解決につながる取組を着実に推進する。また、デジタル人材育成研修を継続的に実施し、職
員が自ら業務をより良いものに変革していくためのスキルセット習得を目指す。さらに、先進自
治体の事例を参考に、市民課を始めとした窓口部門において、本市が目指すべき窓口の姿を明確
化した上で、ＢＰＲを継続して実施することにより、業務フロー等の顕在化した課題を分析し、
その課題に対する適切なソリューションの導入を検討し、窓口ＤＸを推進していく。

デジタル活用により解決した地域課題の件数

　こどもの学びを地域で支える、地域学習プ
ラットフォームを構築し、シビックプライド
の醸成等に寄与した。

50.0%

実績R6

件1

目標R6

件2

件

たかまつデジタル市役所での申請件数

　たかまつデジタル市役所に掲載している年
度末時点での手続数は前年度から増加し、本
市の行政手続に関する利便性が向上するとと
もに、行政手続のオンライン化が社会に浸透
する中で、目標を達成することができた。

150.6%

実績R6

件3,162

目標R6

件2,100

件

件 件

件 件
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局

継続

件 20 20

デジタル戦略課

　国のデジタル田園都市国家構想交付金事業に採択され、地域学習プラッ
トフォームの機能強化を行った。
また、産学民官の多様な主体が参画するスマートシティたかまつ推進協

議会と連携を図りながら、様々な分野での取組を推進するとともに、誰一
人取り残さない、人に優しいデジタル化のため、いわゆるデジタルデバイ
ドの解消に向けた対策を進めるなど、ＩＣＴ・データの活用により地域課
題の解決を図る「スマートシティたかまつ」の実現に寄与する事業を進め
た。

スマートシティたかま
つ推進事業

1

100.0%デジタル活用により解決に向け取り組んだ課題数

千円56,447
＜重点取組＞

千円41,163

96%

Ａ

市民局
香川総合センター

　塩江ケーブルネットワークを通じて、地域のニーズに即した情報を提供
することにより、公共サービスの高度化に寄与した。
　また、令和４年７月１日には、同設備の民間譲渡が完了し、市の管理運
営は、おおむねＦＭ告知放送端末のみに縮小した。

（評価対象外）塩江
ケーブルネットワーク
管理運営事業

2 千円5,140

千円3,751

総務局
情報マネジメント課

　公設民営方式で整備した男木島の超高速情報通信網の適切な維持管理を
実施し、情報通信サービス等の安定した利用環境を提供した。

（評価対象外）超高速
情報通信網管理事業

3 千円10,148

千円4,880

総務局

継続

件 130 130

情報マネジメント課

　デジタル戦略課と連携し、ＲＰＡやＡＩ－ＯＣＲ、生成ＡＩ等の様々な
デジタルツールの活用を促進することにより、職員の作業時間が短縮さ
れ、効率的な行政運営の推進に寄与した。

4

100.0%行政手続のデジタル化実施件数

千円6,820

自治体ＤＸ推進事業
（情報マネジメント課
分）

＜重点取組＞

千円6,820

96%

Ａ

総務局

継続

件 130 130

デジタル戦略課

　ぴったりサービスや汎用電子申請フォーム等のツールを利用し、行政手
続のオンライン化を促進したほか、課長補佐級を対象としたマインド研修
の実施や、汎用電子申請フォームやＥｘｃｅｌ等のツール研修を実施する
ことにより、職員のデジタルリテラシーとスキルセットの向上につながっ
た。
　また、ＲＰＡやＡＩ－ＯＣＲ、ＡＩ議事録作成ツール等の様々なデジタ
ルツールの活用を促進することにより、職員の作業時間が短縮され、効率
的な行政運営の推進に寄与した。

自治体ＤＸ推進事業
（デジタル戦略課分）

5

100.0%行政手続のデジタル化実施件数

千円19,548
＜重点取組＞

千円19,548

96%

Ａ
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

市民局

継続

％ 86.8 80

市民課

　介護施設や企業、県と連携した商業施設での出張申請等の実施により、
マイナンバーカードの普及促進に寄与した。

社会保障・税番号制度
推進事業

6

108.5%マイナンバーカード交付率

千円122,909

千円1,809

100%

Ａ

総務局
情報マネジメント課

システム障害等インシデント発生時も迅速かつ適切に対応し、情報シス
テムや情報インフラを安定的かつ効率的に運営管理した。

（評価対象外）情報処
理システム管理運営事
業

7 千円1,015,588

千円968,279
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施策の概要調書

施策

事業費 総合評価
市民満足度調査結果

満足度 重要度

まちづくりの目標
政　策

担当局

対
象

意
図

概
要
（
実
績
）

成
果
指
標

①

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

施
策
の
推
進

施
策
推
進

②

指
標
名

状
況

達成度

達成度の推移

状
況
と
課
題

の
方
向
性

不満度
下位事務事業平均

目指す方向

目指す方向

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 0
0 0 84.6

0 0 91 95 100 0
0 0 88.9

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 100 100 100 0
0 0 0 0 84.6 0 0 0

0 0 91 95 100 0
0 0 0 0 88.9 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

令和　６年
令和　６年度

R6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

千円82,981,582 Ａ

、出納、創造都市推進局、市民局、市議会事務局、政策局、監査委員事務局、財政局、選挙管理委員会事務局、都市整備局

23.9% 23.2% 66.8%Ａ

総務局、出納、創造都市推進局、市民局、市議会事務局、政策局、監査委員事務
局、財政局、選挙管理委員会事務局、都市整備局、公平委員会

総務局

　市民 　多様化・複雑化する市民ニーズや社会情勢の変化に的
確に対応した行財政運営により、持続可能で質の高い行
政サービスの提供を目指す。また、職員一人一人が、限
られた行財政資源を効率的・効果的に活用する高い変革
意識・チャレンジ精神を持つことが求められる。

　「効率的・効果的な行政運営の推進」では、ファシリティマネジメント推進事業において、高松
市公共施設再編整備実施計画の策定等により、財政負担の軽減や平準化に向けた取組を推進した。
「健全な財政運営の推進」では、ふるさと高松応援寄附促進事業において、新規返礼品の開発や、
東京事務所と連携し、シェアオフィス主催のイベントに出展して返礼品のＰＲを行ったほか、競輪
事業においては、コスト縮減と売上拡大を図る取組を行い、一般会計への繰出しを行った。「職員
力の向上」では、コンプライアンス推進事務について、公務員倫理に係る研修や、行政問題法律相
談を実施するなど、職員の意識改革や法的知識の向上に取り組んだ。

　高松市行財政改革計画に基づき、デジタル技術を活用した事務の効率化等に取り組み、市民
サービスの向上に努めている。また、事業の選択と集中、ふるさと納税やクラウドファンディン
グ等により、更に自主財源を確保しながら、国庫補助金などの有利な財源を積極的に活用し、将
来を見据えた持続可能な行財政運営を行う必要がある。
　さらには、職員一人一人が倫理を遵守し、やりがいを持てるよう職務に対する意識向上の醸成
に努める必要がある。

　多様化・複雑化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応できる、効率的で効果的な行財
政運営を推進し、健全で信頼される行財政運営の確立を目指す。
　また、高松市職員人財育成ビジョンに基づき、職員力の向上を図るとともに、高松市職員のた
めのコンプライアンス推進施策の各種取組を確実に実施し、信頼される職員を育成するほか、人
事評価制度を活用して組織の活性化を図る。

行財政改革計画の実施項目の達成度

　計画の取組項目７８件のうち、社会情勢の
変化等により目標を達成できなかった事業が
あったことなどから、達成度が「Ａ（８０％
以上達成）」の事業割合については、６６件
となり目標を達成することができなかった。

84.6%

実績R6

％84.6

目標R6

％100

％

高松市に誇りと愛着を持って仕事をしている
職員の割合

　高松の魅力について再認識するとともに、
誇りと愛着（シビックプライド）をもって職
務に望めるよう、「郷土・高松を知る研修」
を実施したことにより、令和５年度から
３．１ポイント上昇したものの、目標を達成
することができなかった。

97.7%

実績R6

％88.9

目標R6

％91

％

％ ％

％ ％
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
コンプライアンス推
進課

・情報公開事業
自治基本条例に規定する情報公開の徹底を図るため、高松市情報公開条

例に基づき、適正に情報公開を推進した。
令和６年度実績
公開請求受付件数２，８８０件（うち取下げ６３件）、審査請求１件

・個人情報保護事業
　自治基本条例に規定する個人情報の保護の徹底を図るため、個人情報の
保護に関する法律等に基づき、市の保有する個人情報を適正に取り扱うと
ともに、個人情報の開示等を請求する市民の権利について、適切な措置を
講じた。
　令和６年度実績
　　開示請求受付件数１３３件（うち取下げ３件）、審査請求１件

（評価対象外）情報公
開・個人情報保護事業

1 千円3,750

千円3,750

総務局
総務課

　牟礼浄化苑多目的広場の適切な維持管理に取り組んだ。

（評価対象外）牟礼浄
化苑多目的広場管理事
業

2 千円1,319

千円1,319

創造都市推進局
産業振興課

　学校法人穴吹学園との確認書及び契約書に基づき、専門職短期大学とし
て活用されている施設の修繕を適切に実施し、管理運営を行った。
　また、耐震性を高めるため、音楽ホール等の吊り天井改修工事に着手し
た。

　なお、予定していた工事の支払時期が延期されたことにより、年度内に
予算の執行が不可能となったため、予算の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：４０，９８９，０００円）

（評価対象外）旧高松
テルサ管理運営事業

3 千円110,564

千円34,764

総務局
行政改革推進室

　社会状況の急速な変化や多様化・複雑化する市民ニーズを踏まえ、都市
整備局内に「住宅建築部」及び「住宅政策課」を新設したほか、「生活福
祉課を「生活福祉第一課」「生活福祉第二課」の２課体制とする、効率
的・効果的な組織体制の見直しを行った。

（評価対象外）組織機
構・事務所管等の見直
し事業

4

政策局
政策課

　全国的な意見交換や研修会等に参加したほか、多様な人材確保・働き方
検討プロジェクトなど、同様の課題を持つ自治体との協議・意見交換等を
行ったことにより、課題の解決及び効率的な事業実施に寄与した。

（評価対象外）企画調
整事務

5 千円5,391

千円5,391
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
総務課

　適正な行政運営を推進するため、報道機関がインターネットを通じてリ
アルタイムで配信する行政情報サービスを活用したほか、包括外部監査を
実施した。

　包括外部監査テーマ
・使用料及び手数料の確保に向けた施策と徴収事務について

（評価対象外）一般行
政事務（総務課分）

6 千円28,996

千円28,844

総務局
総務課

　市長からの諮問に応じ、高松市議員報酬、市長及び副市長の給料等審議
会を３回開催し、議員報酬の額、市長及び副市長の給料の額、議会におけ
る政務活動費の額について審議、答申した。

　審議結果（令和６年度答申）
・議員報酬の額　引上げ
・市長及び副市長の給料の額　引上げ
・議会における政務活動費の額　据置き

（評価対象外）議員報
酬、市長及び副市長の
給料等審議会事務

7 千円137

千円137

総務局
総務課

　多年にわたり公益の増進や市政の振興発展に寄与され、その功績が顕著
な方々に、高松市表彰条例に基づき市政功労者表彰を行った。
　令和６年度は市政功労者表彰式を７年２月１７日に開催し、１６人に対
し、市長表彰を行った。
　人目に付きにくい分野やボランティア分野など幅広い分野からの候補者
の掘り起こしに努めるため、各局に積極的な呼び掛けを行ったが、各局か
らの候補者推薦件数は、昨年度（１６人と１団体）から１件減となった。

（評価対象外）市政功
労者表彰事務

8 千円1,121

千円1,121

財政局

継続

施設 37 41

ファシリティマネジ
メント推進室

　施設所管課との情報共有・情報提供を進めながら、再編整備実施計画の
早期策定に向けた支援を行った。

ファシリティマネジ
メント推進事業

9

90.2%再編整備実施計画策定済みの施設数

千円9,137

千円9,137

88%

Ａ

政策局
政策課

　高松市総合計画推進会議を開催し、たかまつ創生総合戦略の進捗状況や
効果の検証を行ったことにより、効果的な事業推進に寄与した。

（評価対象外）たかま
つ創生総合戦略推進事
業

10 千円1,604

千円1,604
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
総務課

　公文書等の管理に関する法律が制定され、公文書の適正な管理と歴史公
文書等の適切な保存及び利用に関する努力義務が規定されており、高松市
公文書館は歴史公文書等の保存、利用及び調査研究を行う施設として、全
国的にも先進地として認知され、適正な管理運営を実施できている。

（評価対象外）公文書
館管理運営事業

11 千円17,277

千円17,275

市民局
山田総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
り、地域住民の福祉や利便性の向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（山田総
合センター分）

12 千円36,702

千円36,556

市民局
仏生山総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
るとともに、福祉相談窓口の強化を図るなど、地域住民の福祉や利便性の
向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（仏生山
総合センター分）

13 千円62,635

千円62,635

市民局
仏生山総合センター

　指定管理者を指定し、同センターの効果的な管理運営に努めるととも
に、指定管理者が実施するイベントや貸館事業を通じて、地域のにぎわい
創出に寄与した。

（評価対象外）仏生山
交流センター管理運営
事業

14 千円45,694

千円45,694

市民局
協働コミュニティ推
進課

　山田総合センターについては、整備工事が完了し、令和５年４月１日に
開設しており、６年度は駐車場整備等を行った。

　なお、前年度からの繰越事業である山田総合センター外構工事について
は完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：５４，４４３，４００円）

（評価対象外）総合
センター整備事業

15 千円56,456

千円6,573
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費
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今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
総務課

　行政不服審査法に基づき、行政庁の処分に関して、高松市長に対し審査
請求が行われた件について、審理員による審理手続、行政不服審査会への
諮問を経て裁決を行うなど、適切な対応を行った。

　令和６年度実績
・審査請求の受付件数　　２件
・行政不服審査会の開催　１回

（評価対象外）行政不
服審査事務

16 千円82

千円82

総務局
行政改革推進室

　令和６年度から４年間を計画期間とする第９次高松市行財政計画を新た
に策定し、市政全般にわたって行財政改革に取り組むことで
３０８ ３９０千円の実績（歳入増加額と歳出削減額の合計額）があった,
ほか、事務事業の改革・改善実効性を高めるため、高松市行財政改革推進
委員会による外部評価を実施し、４事業について評価及び今後の取組方針
を決定した。

（評価対象外）行政改
革推進事業

17 千円344

千円344

市議会事務局
総務調査課

　議員の調査研究に資するため、政務活動費を交付し、調査活動の充実に
寄与した。
　市民への議会情報の提供として、インターネットによる議会映像の配信
や議会広報紙「たかまつ市議会レポート」の配布及び市議会ホームページ
への掲載を行った。
　また、高松第一高等学校生徒との意見交換会を２回、香川大学大学生と
の意見交換会を１回開催し、市議会への関心を高めた。
　議会活動資料として、会議録を始め、市政概況、主要・新規事業調べな
どを作成し、議員等に提供した。
　また、タブレット端末を利用したペーパーレス化を進めており、各種資
料提供についてもタブレット端末を利用して行っている。

（評価対象外）議会事
務

18 千円568,368

千円568,368

財政局
契約監理課

　工事及び物品に係る入札等について、「かがわ電子入札システム」を利
用した契約事務を執行することにより、入札手続の透明性を確保するとと
もに、市及び入札参加業者の入札事務の効率化に寄与した。

（評価対象外）工事請
負契約等事務

19 千円29,790

千円24,625

総務局
総務課

・本庁舎ＰＰＣ複写機１９台を職員の利用に供した。
（用紙購入枚数約１，０３５万枚（Ａ４換算））

・１６４件の例規の制定改廃を行った。
・メールカーによる支所・出張所等集配便により約２８万４，０００件
の文書を集配した。

・文書管理システムにおける電子決裁率が９７．４２％となった。

（評価対象外）文書事
務

20 千円55,468

千円55,273
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費
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令和　６年
令和　６年度

財政局
財産経営課

　利用者に安全で快適な環境を提供するため、庁舎設備のほか、不具合箇
所については随時修繕を実施したことにより、庁舎等の適切な維持管理を
行った。

　なお、庁舎低層棟北側等防水改修工事について、工事調整に日時を要し
たことなどにより、年度内に事業の完了が不可能となったため、事業の一
部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２０，５７６，０００円）
　また、前年度からの繰越事業である庁舎無停電電源装置等改修工事につ
いては完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：１７，６０６，０００円）

（評価対象外）庁舎等
管理事務

21 千円628,353

千円493,902

財政局
財産経営課

　公有財産の適正管理を行うとともに、未利用財産の貸付けや売払処分
等、公有財産を有効活用し、適正な財産管理を行った。

　貸付け４５件、貸付収入１２，３２９，０８６円
　売払い２件（一般競争入札１件、随意契約１件）
　売払収入１７８，９２１，０００円

　なお、関係機関との協議に日時を要したことなどにより、年度内に事業
の完了が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：７２１，０００円）

（評価対象外）公有財
産管理事務

22 千円67,766

千円45,582

財政局
財産経営課

　公用車を一括管理することにより、車検・点検・修繕関係等を計画的に
実施するなど、保険・燃料関係を含めた公用車の適正管理を行った。

（評価対象外）自動車
管理事務

23 千円76,270

千円75,999

政策局
政策課

　市民の意見を市政に反映させるため、第７次高松市総合計画に掲げる施
策に対する満足度や重要度、「高松市への愛着度」「市政への関心」等に
ついて、市民満足度調査を実施した。

　市民満足度調査回答率　２９．８％（１，３４１人／４，５００人）
　施策全体の満足度　　　２７．６％（前年比－１．９ポイント）
　施策全体の不満度　　　２０．４％（前年比＋２．８ポイント）

（評価対象外）総合計
画推進事業

24 千円813

千円813

公平委員会

　地方公務員法に基づき、中立的かつ専門的な人事機関として、人事行政
の公平性・中立性の確保や職員の権利を保護するため、臨時会を開催し
た。

　令和６年度実績
・公平委員会臨時会　２回開催
・職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に対する審査請求
０件

・職員からの苦情相談の実施　１件
・職員団体の登録等に関する事務　５件

（評価対象外）公平委
員会事務

25 千円665

千円665
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主な事務事業の内容一覧
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令和　６年
令和　６年度

市民局
協働コミュニティ推
進課

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
り、地域住民の福祉や利便性の向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（協働コ
ミュニティ推進課分）

26 千円22,534

千円22,534

市民局
市民課

　市内に本籍又は住所を定める日本人及び外国人からの戸籍届出や住民異
動届出等に基づき、戸籍簿や住民基本台帳等を適正に管理するとともに、
住民票の写し等の各種証明書交付事務等を実施した。

　なお、前年度からの繰越事業である、振り仮名に係る戸籍総合システム
改修業務等については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：２５，４４３，０００円）

（評価対象外）戸籍・
住民基本台帳事務

27 千円229,896

千円110,130

選挙管理委員会事務局
選挙課

　市内の小・中学校及び高等学校の児童生徒を対象に「明るい選挙啓発ポ
スター」を募集し、瓦町ＦＬＡＧでポスター展を開催したほか、選挙啓発
カレンダーを作成し、市内の小・中学校に配布するなど、児童生徒に対す
る選挙啓発を行った。
　また、高等学校、特別支援学校、さぬきこどもの国等において模擬投票
などの選挙啓発を行ったことにより、若年層や子育て世代における有権者
意識が向上した。

（評価対象外）選挙管
理委員会事務

28 千円16,565

千円16,542

選挙管理委員会事務局
選挙課

　公職選挙法の規定に基づき、衆議院議員総選挙の管理執行を適正に行っ
た。
　また、香西・鬼無・下笠居財産区議会議員選挙を執行した。

（評価対象外）選挙執
行事務

29 千円144,233

千円4,288

市民局
香川総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
るとともに、福祉相談窓口の強化を図るなど、地域住民の福祉や利便性の
向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（香川総
合センター分）

30 千円63,320

千円56,330
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市民局
国分寺総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
るとともに、福祉相談窓口の強化を図るなど、地域住民の福祉や利便性の
向上に寄与した。

　なお、関係者との協議に時間を要したことにより、年度内に事業の完了
が不可能となったため、事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許繰越額：２３，８４０，０００円）

（評価対象外）支所等
管理運営事業（国分寺
総合センター分）

31 千円44,665

千円41,866

市民局
牟礼総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
るとともに、福祉相談窓口の強化を図るなど、地域住民の福祉や利便性の
向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（牟礼総
合センター分）

32 千円53,875

千円53,762

総務局
デジタル戦略課

　統計法に基づく各種基幹統計調査（全国家計構造調査や農林業センサス
など）を実施した。

（評価対象外）統計調
査事業

33 千円25,217

千円262

監査委員事務局
監査課

　令和６年度高松市監査実施計画に基づき、適法性、経済性、効率性及び
有効性の視点から、「市有施設への自動販売機の設置について」及び「附
属機関等に係るホームページの掲載について」を重点取組事項とした行政
監査や定期監査、例月現金出納検査、決算審査など、事務改善や行財政改
革の推進に資する監査等を実施するとともに、事務改善に向けた取組を促
進するため、監査結果に対する措置強化週間（フォローアップウイーク）
を設定し、措置の進捗状況確認や措置文案作成等に係る個別相談などを行
い、未措置項目の解消に取り組んだ。
　また、監査結果や措置通知等の公表は、市民に対して、分かりやすいも
のとなるよう工夫し、情報発信を行った。

（評価対象外）監査事
務

34 千円4,269

千円4,195

都市整備局
建築課

　主管課からの依頼を受け、中央公園便所建設、サンクリスタル高松大規
模改修、斎場公園非構造部材等改修、香川総合体育館第１競技場大規模改
修等の実施設計を行った。
　また、田井・大町地区幼保一体化施設整備、犬猫一時保管施設（仮称）
の建設、扇町、太田の各保育所の大規模改修、牟礼中央公園運動センター
のグラウンド照明設備改修等の工事監理を行ったほか、安心・安全で良質
なストック整備事業の支援及び技術的な助言を行った。

（評価対象外）市有建
築物設計監理監督事務

35 千円12,386

千円12,386
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主な事務事業の内容一覧
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政策局

継続

件 22.7 10

政策課

　高松市自治基本条例について、本市ホームページでの逐条解説の公開や
高松市自治基本条例パンフレットの配布により、市民への周知啓発や職員
への研修等を行った。

自治推進事業

36

227.0%パブリックコメント１件当たりの意見数

千円52

千円52

92%

Ａ

市民局
勝賀総合センター

　地域における行政サービスの拠点として、本庁機能の分散の受け皿とな
るとともに、福祉相談窓口の強化を図るなど、地域住民の福祉や利便性の
向上に寄与した。

（評価対象外）支所等
管理運営事業（勝賀総
合センター分）

37 千円28,567

千円28,567

政策局
秘書課

　市長、副市長の秘書業務及び貴賓の接遇を行った。

（評価対象外）一般行
政事務（秘書課分）

38 千円11,363

千円11,363

財政局
財政課

　建設事業等の財源として７４億７，７７０万円の市債のほか、臨時財政
対策債を１２億２ ５７９万６千円発行し、約１７６億６，３４４万円の,
元金償還を行った。

（評価対象外）市債管
理事務

39 千円18,341,572

千円18,309,314

財政局
資産税課

　土地、家屋及び償却資産の正確な評価により、当初課税事務を行ったほ
か、土地、家屋の異動状況の把握や償却資産の申告状況を把握することな
どにより、課税客体の捕捉を行った。

　令和６年度固定資産税当初調定
　・調定額　　２７３億３，９５３万円（前年度比＋０．３６ポイント）
　・納税義務者数　　１７６，５４３人（前年度比＋０．１１ポイント）

（評価対象外）固定資
産税等課税事務

40 千円102,660

千円83,508
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

財政局
市民税課

　原則、全ての事業主について、特別徴収義務者の指定を行い、給与所得
者に係る個人住民税の特別徴収の完全実施を行った。

　給与所得者に占める特別徴収の割合
　　８９．３％（前年度比△０．４ポイント）

　なお、前年度からの繰越事業である住民情報システム（税系）標準化対
応業務構築及び導入支援については完了した。
（令和５年度繰越明許事業費：５２，９６５，０００円）

（評価対象外）市民税
等課税事務

41 千円212,030

千円166,029

財政局
財政課

　予算決算、財政収支見通し、公会計、交付税や市債の借入及び償還等財
政全般に係る業務を行った。

（評価対象外）財政管
理事務

42 千円7,724

千円7,724

財政局
納税課

　引き続き、市税滞納者に対して、納税案内センターによる電話催告や文
書による一斉催告などを実施し、差押えなど適切な滞納整理を行った。

　令和６年度市税現年度分決算（実績）
　　収入額６４，７９８，６４４，５２８円、収入率９９．４％
　令和５年度市税現年度分決算（参考）
　　収入額６５，０８３，６１１，５００円、収入率９９．３％

（評価対象外）収納管
理事務

43 千円457,428

千円353,617

財政局

89.6%

継続

件 55,378 63,000

納税課

　新規返礼品の開発やイベントへの出展などに注力したものの、令和５年
度の制度改正に伴い、寄附額を引き上げたことにより、前年度に比べ、寄
附金額が約２，７００万円の減となった。

ふるさと高松応援寄附
促進事業

44

87.9%ふるさと納税寄附件数

1,1301,012ふるさと納税寄附金額

千円462,545

千円462,545

88%

Ａ

百万円

財政局
財政課

　財政調整基金は、前年度決算剰余金を２２億円積み立てた一方、予算収
支の均衡を図るため、１８億円を取り崩した。
　減債基金は、今後の公債費の負担に備え、７億円を積み立てた一方、
１６億円を取り崩した。
　施設整備基金は、老朽化が進む公共施設の整備に対応するため、１２億
円を積み立てた一方、３億２，２００万円を取り崩した。

（評価対象外）基金管
理事務

45 千円1,922,216

千円1,900,000
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

財政局
財政課

　西部クリーンセンター破砕施設火災事故の復旧費用のほか、令和６年５
月２８日の大雨により被災した道路の復旧費用等に、約３，４２７万円の
予備費を充用した。

（評価対象外）予備費
管理事務

46

創造都市推進局

100.0%

継続

百万円 29,914 24,300

競輪場事業課

　昭和２５年度から自転車競技法に基づき、①自転車その他の機械工業の
振興、②体育、社会福祉などの公益の推進、③地方財政の健全化を図るた
め、競輪事業を実施している。
　厳しい経営環境の中、ナイター場外発売や本市競輪場でのミッドナイト
競輪の開催など、様々な車券売上の増加策を講じるとともに、各種経費の
見直しを行い、目標を上回った。

競輪事業

47

123.1%車券発売収入

5656競輪場再整備進捗率

千円29,931,141

92%

Ａ

％

出納
出納室

　公金の収納・支払事務を始め出納員検査を実施し、適正かつ効率的な会
計事務を行った。

　指定金融機関等の公金収納及び支払事務等検査
・実地＋書面検査　４金融機関６店舗

　・書面検査　　　１６金融機関
　出納員及び分任出納員等の職務執行状況調査　１２０件
　審査出納員の職務執行状況調査　　　　　　　　３０課

（評価対象外）会計管
理事務

48 千円83,710

千円83,710

財政局
債権回収室

　債権所管課における回収困難な債権について、昨年度は、差押え等によ
る滞納処分が可能な強制徴収公債権を持つ債権所管課を対象に、財産調査
や差押準備等の支援を実施した。また、債権回収室職員が講師を務める収
納担当者実務研修会や、専門知識を有する外部講師を招いた研修会や個別
相談会を開催するなど、各債権所管課の徴収事務担当職員の資質向上につ
なげた。

　財産調査・差押準備等の支援　４課
　債権管理に関する研修会　　　５回
　債権管理に関する個別相談会　１回

（評価対象外）債権管
理適正化推進事業

49 千円399

千円399

総務局
人事課

　高松市職員人財育成ビジョンに基づき、多様化した行政需要に誠意を
もって応え、将来を見据えた行政運営ができる職員を育成するため、各種
研修を実施したことにより、職員の資質・能力の向上につながった。

（評価対象外）人材育
成事業

50 千円14,450

千円7,133
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主な事務事業の内容一覧

事務事業名及び事業費

担当課
事業内容

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性

事
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実
績
等
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総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標

今後の方向性
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概
要
・
事
業
実
績
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総合評価

得点率
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事
業
概
要
・
事
業
実
績
等

一般財源

総合評価

得点率

成果指標名 達成度単位 実績 目標
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業
概
要
・
事
業
実
績
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総合評価

得点率

令和　６年
令和　６年度

総務局
人事課

　令和４年３月に策定した第２次高松市職員の定員管理計画に基づき、職
員数については、計画の範囲内として、適正な職員の配置が行われた。

（評価対象外）職員数
適正化事業

51

総務局
人事課

　引き続き、職員数の適正化を進めるとともに、人事院勧告に準拠した改
定を行い、高松市職員の給与に関する条例等の一部改正を行った。

（評価対象外）人事管
理事務

52 千円57,333

千円49,292

総務局
人事課

　人事評価制度については、評価者に対する面談研修や新規採用職員に対
する制度説明の研修を実施するなど、職員の人事評価制度に対する理解を
促進するよう取り組んだ。
　また、昇任試験制度においては、推薦制度を廃止し、人事異動による昇
任制度を導入したことによって必要な昇任候補者の確保に努めた。

（評価対象外）職員力
向上事業

53 千円2,615

千円2,225

総務局

44.4%

継続

％ 96.2 95

コンプライアンス推
進課

　高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関する条例に基づき、
内部公益通報や不当要求行為に対応するなど、職員の倫理及び公正な職務
の執行の確保に取り組んだ。
　また、高松市職員のためのコンプライアンス推進施策に基づき、各局に
おいて局内全職員を対象に公務員倫理に係る研修を実施するなど、職員の
意識改革に主眼を置いた各種取組を実施した。
　さらに、行政執行過程で生じる諸問題に対応するため、行政問題法律相
談を実施するなど、職員のコンプライアンス意識や法的知識の向上に寄与
した。

コンプライアンス推進
事務

54

101.3%コンプライアンスを理解している職員の割合

10044.4懲戒処分者数の減少率（対平成２６年度比）

千円6,728

千円6,728

81%

Ａ

％

総務局
人事課

　安全衛生委員会を実施し、職場の安全保持や職員の安全意識高揚を図る
とともに、各職場内の一層の自主的な安全活動を推進した。
　また、職員の安全管理と疾病を予防するため、産業医による健康・メン
タルヘルス相談を実施した。
さらに、職員の心理的な負担の程度を把握し、メンタルヘルス不調を未

然に防止するため、ストレスチェックを実施し、職員自身にストレスへの
気づきを促した。

（評価対象外）職員福
利厚生事務

55 千円138,385

千円135,556
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（参考） 

第７次高松市総合計画に 

掲げる施策の目標と実績 
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１　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

産後２か月までの産婦・乳児に対する相談

支援率

産後２か月までの産婦・乳児に対し、訪問・電

話で状況確認ができた家庭の割合
％ 99.9 100

保育施設等の待機児童数 ４月１日現在での保育施設等の待機児童数 人 3 0

１歳６か月児健康診査の受診率
１歳６か月児健康診査対象者のうち、受診し

た幼児の割合
％ 96.2 95.5

身近に子育ての相談ができるところがあると感

じている市民の割合

健やか親子21に基づく調査において、子どもの

育てにくさを感じている市民のうち、相談先を

知っているなど、何らかの解決する方法を知って

いる人の割合

％ 77.4 83.4

アウトリーチにより地域で課題を抱える人に対

応した件数

情報収集や周知活動、本人との関係性構築、

同行支援等のアウトリーチによリ、課題を抱える

人に対し、相談・支援を行った件数

件 548 854

共助の体制が構築されている地域の割合

地域住民相互の支え合いの活動に参加するボ

ランティア数が、現状より3％以上増加した地域

の割合

％ 27.3 20

介護・支援を必要としていない高齢者の割合

（自立高齢者率）

介護・支援を必要としていない65歳以上の高

齢者の割合
％ 78.4 78.8

認知症サポーター養成講座受講者数（累

計）
認知症サポーター養成講座の受講者数の累計 人 61,447 60,700

障がい福祉サービス等を活用した人の割合
基幹相談支援センターを通じて、障がい福祉

サービス等を活用した人の割合
％ 83.6 56

障害者福祉施設から一般就労への移行人

数

就労移行支援事業所や就労継続支援事業

所から、一般就労へ移行した障がい者の人数
人 92 74

国民健康保険の被保険者１人当たりの保

険給付費

１年間の保険給付費を国民健康保険の被保

険者数で除した数
千円 429 414

就労支援をした生活困窮者のうち、就労につ

ながった人、収入が増加した人の割合

就労支援を行った生活困窮者（就労支援プ

ラン対象者）のうち、就労した人、就労により

収入が増加した人の割合

％ 61 75

運動習慣がある市民の割合

高松市民の健康づくりに関する調査において、

「１回30分以上の軽く汗をかく運動を週２日

以上、１年以上実施している」市民の割合

％ 43.6 35.9

自分が健康と感じている市民の割合（主観

的健康観の維持向上率）

高松市民の健康づくりに関する調査において、

「現在の健康状態が、良い・まあ良い・普通」と

回答した市民の割合

％ 82.8 80

立入検査を行った医療施設のうち、違反が認

められた施設の割合

立入検査を行った医療施設のうち、違反が認め

られた施設の割合
％ 30 25

地域医療機関からみんなの病院への紹介率
地域の医療機関からみんなの病院に紹介され

た患者の割合
％ 81 75

２　人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

学校に行くのが楽しいと思う子どもの割合

香川県学習状況調査において、「学校に行くの

は楽しいと思う・どちらかといえば思う」と回答した

児童（小５）・生徒（中２）の割合

％ 76.4 76.8

児童が体育の授業以外で運動する時間

（１日当たり）

全国体力・運動能力、運動習慣等調査におい

て、体育の授業以外で、運動やスポーツをしてい

る児童の１日当たりの平均時間

分/日 57.1 62

個性を伸ばし、一人

ひとりが輝く教育の充

実

子育て支援の充実

子どもが健やかに生ま

れ育つ社会の形成

支え合う福祉社会の

形成

心身ともに健康に暮

らせる社会の実現

（ 参考 ）第７次高松市総合計画に掲げる施策の目標と実績

健康づくりの推進

医療体制の充実

障がい者福祉の充実

生活におけるセーフ

ティネットの確保

地域共生社会の構

築

子どもの成長への支

援

高齢者福祉の充実

学校教育の充実
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政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

ICTを活用して授業を行っている教員の割合

全国学力・学習状況調査において、「前年度に

教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子

黒板等）のICT機器を活用した授業をほぼ毎

日行った」と回答した教員の割合

％ 76 93

大規模災害等を想定した避難訓練を行って

いる学校の割合

子どもや教職員が主体的に行動できる場面を

想定した避難訓練を実施した小・中学校の割

合

％ 87 75.3

学校・家庭・地域が連携・協働している小学

校の割合

香川県学習状況調査において、「地域学校協

働本部やコミュニティ・スクール等の仕組みをいか

して、保護者や地域の人との協働による活動を

よく行った・どちらかといえば行った」と回答した小

学校の割合

％ 85.1 93.6

市民活動団体と健全育成団体が連携できた

地域数（累計）

見守リ活動や巡視活動において、防犯ボラン

ティア団体と地域の健全育成団体等が連携で

きた地域数

地域 5 12

生涯学習センターとコミュニティセンターの講座

の参加者数

生涯学習センター主催講座とコミュニティセン

ター主催講座の参加者数
人 77,976 82,400

市民１人当たりの図書館資料の貸出数

図書館における、市民1人が1年間に借りる図

書館資料（視聴覚資料、電子図書等を含

む）の冊数

冊 5.2 6.1

人権啓発イベント参加者の人権問題の理解

度

人権啓発イベント参加者アンケートにおいて、

「人権問題の理解が深まった」と回答した人の割

合

％ 97.2 98.4

平和意識啓発イベント参加者の

平和意識の向上度

平和意識啓発イベント参加者アンケートにおい

て、「平和意識が高まった」と回答した人の割合
％ 97.3 91.3

女性の社会進出が進んだと思う市民の割合

男女共同参画に関するアンケート調査におい

て、「女性の社会進出が進んだと思う・どちらかと

いえばそう思う」と回答した市民の割合

％ 75 65

多文化共生が重要と考える市民の割合

多文化共生に関するアンケート調査において、

「多文化共生が重要と思う」と回答した市民の

割合

％ 46 60

３　魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

経営状況が安定している事業者の数（法人

市民税法人税割の対象法人数）
法人市民税法人税割の対象法人数 件 3,845 3,872

法人市民税額（法人税割のみ） 法人市民税法人税割の調定額 百万円 4,489 5,561

市内の農業産出額 市内で生産される農作物の生産額の推計値 億円 142.7 121.5

地元の食材を意識して購入している市民の

割合

小・中学生の保護者へのアンケート調査におい

て、「家庭で調理する食材について、意識的に

地元産を購入している」と回答した市民の割合

％ 27.3 34

正社員の求人数のうち充足された求人の割

合（正社員の充足率）

市内企業の正社員の求人に対し、充足された

割合
％ 10.5 13.8

国が実施する各種制度の認定企業数
厚生労働大臣の認定を受けたことがある市内

企業の数
社 76 71

家庭・地域の教育力

の向上

個性を伸ばし、一人

ひとりが輝く教育の充

実

就業環境の充実

人と活力であふれる

産業の振興

商工業の振興

農林水産業の振興

多様性を尊重する社

会の確立

人権尊重・平和意

識の普及・高揚

誰もが活躍できる

環境の形成

生涯学習の推進

学びを支援する教育

環境の充実

生涯にわたり学べる

社会の実現
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政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

地域ブランド調査における「魅力度」
民間研究所が実施する「地域ブランド調査」の

魅力度ランキングの順位
位 127 104

交流拠点施設「高松盆栽の郷」における売

上高
「高松盆栽の郷」の売上金額 千円 43,257 56,000

主要観光地の来訪者数
屋島山上、塩江温泉郷、王藻公園、栗林公

園の年間利用者数
万人 170 149

MICEの開催件数
（公財）高松観光コンベンション・ビューロー等

が誘致・支援したMICEの年間開催件数
件 197 146

20～39歳の県外への転出超過数
20～39歳の県外への転出と県外からの転入の

差
人 1,077 782

居住３年未満で５０歳未満の市民の定住

意向

市民満足度調査において、「これからも高松市

にずっと住み続けたい・住み続けてもよい」と回答

した、居住３年未満で50歳未満の市民の割

合

％ 58.5 67

文化芸術イベントの参加者数

デリバリーアーツ事業、学校巡回芸術教室、学

校巡回能楽教室、まちなかバフオーマンス事

業、0オからのコンサート事業、美術館のエント

ランス活用事業の参加者数

人 92,113 95,000

文化財施設の入場者数

史跡高松城跡玉藻公園、高松市歴史資料

館、高松市石の民俗資料館、高松市香南歴

史民俗郷土館、高松市讃岐国分寺跡資料

館、菊池寛記念館の利用者数

人 380,861 360,000

市有スポーツ施設の利用者数 市有スポーツ施設の延べ利用者数 千人 1,955 2,008

市民参加型スポーツイベントの参加者数

高松スポーツカーニバル、トリムの祭典、高松ス

ポーツ・健康感謝祭、高松ファミリー＆クオーター

マラソンの参加者数

人 14,001 20,000

４　安全・安心に暮らせるまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

地域における防災訓練の実施率
地域住民が主体となって行う防災訓練を実施

した地域の割合
％ 95.5 100

地域コミュニティ継続計画の策定率
地域コミュニティ協議会において策定する防災

活動に関する計画の策定率
％ 79.5 80

新興感染症等に対応するための訓練の実施

回数

新興感染症等に対応できる体制を確保するた

めの訓練を実施した回数
回 1 1

予防接種率（第２期麻しん風しん混合ワク

チン）

麻しん風しん定期予防接種の対象者のうち、

接種した人の割合
％ 92.4 96

人口１万人当たりの出火件数（出火率）

１月から12月までの高松市消防局管内（綾

川町、三木町を含む）における人口１万人当

たりの出火件数

件 3.9 3.5

救急講習の受講者数 普通救命講習や各種救急講習会の受講者数 人 5,849 7,000

人口10万人当たりの交通事故による死者数 １月から12月までの交通事故死亡者数 人 2.19 3.1

刑法犯認知件数 １月から12月までの犯罪発生（認知）件数 件 2,832 2,025

安全・安心な暮らし

の確保

安全・安心が守られ

る社会環境の充実

地域活力の創造

消防・救急体制の充

実

災害・パンデミックに

強い社会の形成

防災・減災対策の

充実

健康危機への対応

力の強化

文化芸術・スポーツの

振興

文化芸術の創造と継

承

スポーツの振興

定住人口の拡大

高松ブランドの向上

観光振興と交流の

推進
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政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

人口10万人当たりの食中毒患者数の

全国平均との比較

本市の食中毒患者罹患率から全国の食中毒

患者罹患率を除した数
なし 1.3 1

犬・猫の殺処分数 殺処分となった犬・猫の数 頭 67 175

配慮を要する人のための住宅登録戸数
低所得者、障がい者、高齢者等の住宅確保要

配慮者が安心して入居できる住宅の戸数
戸 7,821 7,322

マッチングにつながった空き家等の数（累計）
宅地建物取引業者へ空き家、空き地等の情

報を提供し、不動産取引が成約した物件数
件 171 106

計画期間（Ｈ29～Ｒ3）内の橋りょう修繕

等着手率

Ｈ29からＲ3までに点検し、修繕対象となった

橋リょうのうち、必要な措置に着手した橋リょうの

割合

％ 100 71.7

幅員４ｍ以上に拡幅整備した市道の総延

長距離

幅員４m以上に拡幅整備済みの市道の総延

長距離
km 2,395 2,394

景観に影響を及ぼす建築物や開発行為等の

数

景観形成に影響を及ぼす規模の建築物や開

発行為等のうち、事前の届出が無く施工された

件数

件 0 0

公園・緑地の質の向上を図った件数（累

計）

施設等の改修による高質化や民間活力の導入

による利用者ニーズに対応した休養・便益施設

の運営などを行った公園や緑地の数

件 1 1

生活排水処理施設が利用できる市民の割

合

下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化

槽、コミュニティ・プラント等、生活排水処理施設

を利用している市民の割合（汚水処理人口普

及率）

％ 89.9 89.9

改築・更新した下水道管きょの総延長距離 改築・更新した下水道管きょの総延長距離 km 13.6 16

５　都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

居住誘導区域内の人口密度
高松市立地適正化計画に定める居住誘導区

域内の人口密度
人/ha 44.1 45.1

機能集積を目的としたまちづくり制度の活用

件数
再開発事業や地区計画制度の活用件数 件 21 21

中央商店街における歩行者通行量（全

日）

中央商店街15地点での歩行者等の通行量の

１日当たリの平均値
人/日 126,613 121,864

中央商店街における空き店舗率
中央商店街６月、12月調査における空き店

舗率の平均値
％ 15.6 14.9

市内公共交通機関（電車、バス）の利用

率

公共交通機関(」R四国、ことでん、ことでんバ

ス）１日平均利用者数の本市人口当たりの

割合

％ 14.8 14

レンタサイクルの利用者数 １年間のレンタサイクルを利用した人数 人 168,198 172,200

高松空港の利用者数
高松空港を離発着する定期航空路線の利用

者数
万人 211 184

高松港コンテナターミナル取扱量
１月から12月までの高松港における、20フィー

トコンテナの取扱個数
TEU 94,035 114,981

広域交通ネットワーク

の充実

中心市街地の活性

化

機能性の高い都市

空間の形成

コンパクトシティの推

進

交流・連携を支える

都市交通の充実

地域交通ネットワーク

の充実

汚水対策の推進

景観形成の推進

暮らしを支える生活

環境の向上

居住環境の充実

道路・橋りょうの整備

生活衛生の向上
安全・安心が守られ

る社会環境の充実

-267-



政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

本市域の温室効果ガス排出量 排出される年閻の温室効果ガスの排出量 千t-CO2 2,227 2,169

市内における太陽光発電システムの発電総

容量

太陽光発電システムの導入量(FIT、FIP対応

分）
kw 257,461 279,107

１人１日当たりのごみ排出量
ごみの年間収集量と資源ごみ店頭回収量から

算出した１人１日当たりのごみ排出量
g 848 867

リユースに努めている市民の割合

地球温暖化対策に関するアンケート調査におい

て、「不用品のリユースに努めている」と回答した

市民の割合

％ 24 15

６　さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

政策 施策 成果指標 指標の説明 単位
現況値

（R6）

目標値

（R6）

法人化したコミュニティ協議会の数
任意団体からNPO法人や一般社団法人等に

法人化したコミュニティ協議会の数
協議会 4 4

自治会加入率
市内の世帯のうち、自治会に加入している世帯

の割合
％ 49.1 52

たかまつホッとLINEの登録者数 市公式LINE「たかまつホッとLINE」の登録者数 人 15,486 14,500

市と市民活動団体等との協働取組数 市と市民活動団体等との協働取組数 件 130 129

定住人口（女木島・男木島） 女木島、男木島の住民基本台帳登録人口 人 263 279

定期航路輸送者数（女木島、男木島、大

島）

女木島、男木島、大島と高松本土を結ぶ定期

航路における輸送者数
人 313,239 279,000

多様な主体と連携・協力している取組数
企業や大学等の多様な主体と連携・協力して

いる取組数
件 299 200

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン

成果指標の達成率

ビジョンに掲げる３つの役割における成果指標の

達成率
％ 84.7 78.9

デジタル活用により解決した地域課題の件数
地域課題に対してデジタル技術を実装して解決

した件数
件 1 2

たかまつデジタル市役所での申請件数

たかまつデジタル市役所に掲載されている汎用

電子申請フオームや引越し手続オンラインサービ

ス等の申請のあった件数

件 3,162 2,100

行財政改革計画の実施項目の達成度 達成度が「Ａ(80％以上達成）」の事業割合 ％ 84.6 100

高松市に誇りと愛着を持って仕事をしている

職員の割合

職員アンケート調査において、「高松への愛着

心を持ち、高松市職員としての誇りや情熱を強

く持っている・持っている」と回答した職貴の割合

％ 88.9 91

地域社会を支える連

携・協働の推進

行財政運営の

基盤強化

連携の推進

自立的で推進力のあ

る行財政運営の確

立

スマートシティの推進

離島の振興

地域コミュニティの

自立・活性化

参画・協働の推進

循環型社会の形成

ゼロカーボンシティの

実現

環境と共生する脱炭

素社会の実現
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